






































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　剣と魔法の世界『アースクリア』。その世界に設けられたステータスという特殊な仕組み。

　そして、生まれながらにして、そのステータスの伸びに才能ありし者たち。

『戦士』、『武闘家』、『僧侶』、『魔法使い』、『盗賊』、『商人』、『狩人』、『呪術師』。

　天啓とも呼べる才能に恵まれた力の申し子。

『王』、『賢者』、『勇者』。

　才能に恵まれず、才能ありし者たちを支え、守られるだけの弱き存在。

『村人』。

　……才能は全ての者に平等ではない。人民の多くが村人として生涯を終えるだろう。

　力無き者には限られた生活を。力有りし者には責任を。

　望みは二つ。永遠の安寧、そして……英雄の誕生。

　我は望む。我の元に辿り着く者が現れることを。

　そして願わくは、我を救う力を持った才能と強き心ありし者が……来ることを。

　たとえ、幾億の時を重ねることになろうとも。
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「クエスト達成。今日の稼ぎは……６２３シルバーか、ここらへんにしては稼げたほうかな」

　かつて、日本と呼ばれていた小さな島国『ヘキサルドリア』。その中心に存在する王都から十数キロ離れた北西にある街『ヴァルマン』の周辺を囲む広大な森の中で、一つの切り株に腰を下ろしながら青年はぼそっとそうつぶやいた。

　切り株の傍らには、握り拳二つ分の金貨袋が置かれている。その金貨袋に視線を向けて、青年は今日一日溜まった疲れを忘れ、今日は帰ってどんな贅沢をしようかと思いを巡らせていた。

「そろそろ俺も腰を落ち着けて家でも買おうかな？　メイドとか雇ったりして……カジノを経営するのも面白そうだな。悩む……悩むけどとりあえず今日の晩飯は黒毛和牛で決定」

　一般人には手が届かないであろう大金が必要になる使い道を青年は口走る。

　白色のパーカーに革で作られた藍色のジャケットを羽織り、中には黒色のシャツ、紺色のパンツに茶色のブーツを履いた、街に向かえばすぐ見かけられるような服装をした青年。

　容姿も鼻筋は通っているが、少し冷めた雰囲気を放つぼんやりとした目元のせいで、どこかだらしなく見える。髪型もこれまたよく見かける少しツンツンと跳ね上がった短髪の黒髪で、とても大金を持っているようには見えない身なりをしていた。

　鏡かがみ浩こう二じ。特に貴族の家の出でもない平凡な衣服屋を営む普通の夫妻の間に生まれた男。

　そんな鏡が、村人が一年で稼ぐ平均の収入が５００シルバーといわれているこの世界で、６２３シルバーもの金額を一日で稼ぎ、乱雑に金貨袋を振り回しながら切り株の上に座っている。

　ゴールド、シルバー、ブロンズ。１ゴールドは１００００シルバーの価値があり、１シルバーは１００００ブロンズの価値がある。１０００ブロンズもあれば一般家庭の夕飯がそこそこ豪華になる程の金額だ。１シルバーもあれば、高級な食材を使った豪華な料理を楽しめる。

　10シルバーもあれば高級料亭のフルコース。１００シルバーもあれば使用人やメイドを一月一人雇える程の金額。１ゴールドになれば小さな一軒家を建てられ、５ゴールドもあれば奴隷を買える。

　普通の村人では絶対に手が届かない貴族が暮らすような豪邸も、50ゴールドもあれば建てられ、王族の関係者が住むような超がつく程の豪邸になれば２００ゴールドもあれば建てられる。

　そんな世界で、鏡は約５４８０ゴールドもの資産を所持していた。

　どうしてただの衣服屋の息子から抜け出し、大富豪となれたのか？

　鏡は気付いてしまったのだ。モンスターを倒すと、お金が手に入ることに。

　まだ世界にモンスターが存在しなかった平穏な遙か遠い古いにしえの時代。ステータスという概念がこの世界に広がったと同時にモンスターは生まれたとされている。モンスターは瞬く間にその数を増やし、人類を蹂じゆう躙りんしていった。今では、世界にある土地の８割がモンスターの蔓まん延えんする危険な場所となり、この世界ではそれが当たり前になっている。

　そして、そんなモンスターを倒すとお金が手に入る。世界各地に存在する治安管理ギルドが発行しているクエストの討伐指定のモンスターなら、さらにボーナス報酬のお金が手に入る。

　この仕組みに、鏡は生まれて二年目にして気付いてしまった。




　全ては、最弱と名高いモンスター、グリーンスライムが村の中に入り込み、たまたま鏡と出会ってしまったところから始まる。

　モンスターが危険な存在と知っていた鏡は、直接殴り合わず、その場に落ちていた石や木の棒を投げに投げまくって対抗した。

『やった……やっと倒した！』

　迫りくるグリーンスライムから一日中逃げながら遠距離での攻撃を仕掛け続けた鏡は、遂にグリーンスライムを討伐し、１００ブロンズを手にしてしまう。

　１００ブロンズは、鏡が週に一度、親からおやつとして食べさせてもらえるお菓子が二個買えるくらいの金額だった。

　はっきり言って全然高くない、駄菓子程度のお菓子だったが、当時の鏡にとってお菓子は最も価値のある食べ物であり、そしてそれを二つも購入できる１００ブロンズは、大金に見えたのだ。

　だからだろうか、それ以降、鏡はお金を稼ぐことを「ちょろい」と考えている。

　尚、とっさに遠距離攻撃の手段がとれたのは、鏡がこの頃にはステータスという概念をちゃんと理解できていたからだ。

　ステータスとは、その者の能力を数値化したものである。この世界に住む全ての生命が所持するパラメーターであり、その数値は、体内の微量な魔力で空中に具現化可能なステータスウインドウと呼ばれる映像で確認できる。

　ステータスには『ＨＰ』、『ＭＰ』、『体力』、『力』、『耐久力』、『知力』、『素早さ』、『技術』、『運』の９種類が存在し、この値は個人差もあるが、ほとんどが『レベル』と『役割』によって管理されている。

　子供から大人に成長する過程や、地道なトレーニングなどでステータスに微々たる変化が起こることもあるが、大きな変化を求めるのであればレベルを上げるしかない。

　レベルは、モンスター、もしくは魔族と戦い勝利することによって得られる経験値を一定量ためることにより上昇する。レベルが上がるだけで、その者の役割に応じてステータスがまるでドーピングをしたかのように向上する。

　戦士なら体力と力が、武闘家であれば力と素早さがといったように、役割に応じて能力が上がる。そしてその役割は、生まれながらにして決定される。つまり、戦士として生まれた人間は生涯、戦士として生きることになる。

　とはいえど、役割とはただの適性であり、それに従って生きる必要性は全くない。生まれながらにして神よりその才覚があるとステータスウインドウを通じて教えられるだけである。

　能ある者と呼ばれている役割は八種。『戦士』、『武闘家』、『僧侶』、『魔法使い』、『盗賊』、『商人』、『狩人』、『呪術師』。

　天啓とも呼ばれる特殊で大きな力をもてるとされる役割は三種。『王』、『賢者』、『勇者』。

　そして最もその人口が多く、力無き者として農業や宿屋など、街を発展させるために尽くし、モンスターと戦おうものなら寿命は短いとされる最弱の役割……『村人』。

　村人は、レベルが１から10の間の者が多い。というのも、レベルを上げるためのリスクが大きすぎるからだ。経験値は基本的に自分よりレベルの高いモンスターからしか入手できない。レベルが上がってもステータスが大きく上昇しない村人は、ほかの役割よりも辛い戦いを強いられることになる。それも、レベルが上昇すればする程に差は生まれ、レベル30の段階にもなればたとえ良い装備を整えたとしても、次のレベルに上げるためにはほかの役割より大きな死のリスクを背負って戦うことになる。

　故に、分不相応ということで戦いの道を選ばず、国を豊かに発展させるための農業や宿屋を営む者がほとんどだ。

　自分より弱いモンスター以外との戦闘は、常に死と隣り合わせに近い。そして強くなるためには自分よりレベルの高いモンスターと戦う必要性がある。それ故に、レベルを上げたいと思う者はパーティーを組んで、死のリスクを下げて戦う者が多い。

　そして、レベルを上げたところで強くなれない村人は、早々に諦めて戦いとは別の道を歩む者がほとんどである。パーティーを組んでレベルを上げるのだって、死のリスクは能ある役割を持つ者たちに比べて、格段に高いからだ。

　モンスターに殺された村人はたくさんいる。

　それこそ、最弱と呼ばれているグリーンスライムに殺された人たちだって星の数ほどいるだろう。

「パパァァァぁああああああああ！」

「私の……息子ぉぉぉぉおおおおおおおお！」

　実際、今まさに、二人の親子がグリーンスライムに殺されそうになっている場面に、鏡はヴァルマンの街へと戻る途中でたまたま出くわした。

　鏡も最初こそ、物を投げるという手段を使って倒したが、素手で殴っていればきっと殺されていたであろう。たとえグリーンスライムが最弱と呼ばれていても、実力が見合っていなければ危険な存在なのだ。

　さらにグリーンスライムは毒を持っている。それが数体で攻めてくればどうだろうか？　それは充分に脅威と呼べる存在になるだろう。

　鏡が察するに、今、目の前で襲われている親子二人は、モンスターと戦った経験が浅い。

　戦えるとしても親のほうになるのだが、腰が引けているところを見るに、恐らくだが、今までモンスターと戦わずに生きてきたのが窺うかがえる。

「近くにいい感じの石ころが落ちているのになぁ……投げりゃいいのに。倒すのに一日掛かるだろうけど」

　だがこの光景は別に変でもなかった。この世界において、モンスターと接触しないように生きるのは至って普通。今まで避けていた存在と出くわして、腰が引けるのも当たり前。

　今こうしている間にも、親子二人はグリーンスライムに飛びかかられて死んでしまうだろう。

　まるで鉄球をぶつけられたかのような強い衝撃、そして毒のダブルコンボで確実に死ぬ。

　だがそれは、レベルが１だった場合の話である。

　鉄球のような衝撃に感じるグリーンスライムの攻撃も、レベルが５もあれば、どんな役割であろうと殴られた程度のダメージに抑えられる。だが、親子二人がそのレベルに達している可能性は低いだろうと、鏡は即行で諦めをつけた。

　なぜなら、腰が引けている様子に加え、親子二人の周囲に表示されているステータスウインドウに、村人という役割が表示されていたからだ。

「うぐぐぐあばばばば……誰か助けて、誰か……誰かぁぁぁぁぁ！」

　まだ幼い少年の村人は、目の前に迫るグリーンスライムを見て必死に助けを乞う。だが、父親も身体が動かないのか、深刻そうな表情で震えあがっていた。

　奇襲を受けて驚いているだけという可能性もあったが、今の状態を目の前にして、鏡はやれやれと溜め息を吐きながら、自分の鼻穴に指をツッコんだ。

　ステータスウインドウの役割の表示は、自分で任意に表示、非表示が行える。村人の役割の者は自分が弱いということを主張して守ってもらうために、こうして常に表示していることが多い。

　現に今、たまたま通り掛かった鏡が助けようと、鼻の穴をほじりにほじって少量出した鼻糞を、指でコロコロと丸めている。そして、鼻糞が良い形に丸くなると同時に、鏡はそれを指で「ピンッ」と、弾き飛ばした。

　直後、突然粉砕するグリーンスライム。

　あまりにも不可解な現象に、親子二人は揃って、ぽかーんと口を開ける以外の行動ができずにいた。呆然としながら、粉々になったグリーンスライムの破片と、グリーンスライムを倒したことにより産出され、地面に転がり落ちた１００ブロンズを眺め続けるしかできない。

「いよー、大丈夫だったか？　大丈夫だな？　はい大丈夫」

　そしてそんな状態の親子の前に、黒髪をポリポリと掻きながら、明らかに弱そうで、冴えない雰囲気の二十歳前半くらいのカッコよくもないし、カッコ悪くもない、ＴＨＥ・村人といった感じの青年がゆったりと近付いてきた。

「こ、これ……あんたが倒してくれたのか？　いったいどうやって？」

「鼻糞ほじって飛ばしただけだけど？」

　理解不能なことを言いながら、落ちている１００ブロンズを拾いあげる鏡を見て、親子二人は額に油汗を垂らしながら、口を揃えて「は……鼻糞？」とつぶやいた。

　果たしてこの青年の鼻糞を飛ばす力が強かったのか。それとも鼻糞がとんでもないくらいヤバかったのか？　あまりにも非常識すぎるその光景を目の当たりにしたせいか、そんなどうでもよい鼻糞の秘密を考え続ける親子二人。

「ほら少年、これをやろう」

　現状を理解できずに呆ほうける少年に向けて、鏡は拾い上げた１００ブロンズを投げ渡す。

「グリーンスライムを倒すだけで１００ブロンズも手に入るんだぜ？　凄くねえ？」

「え……いや、全然そうは思わないけど」

「あらら……ならお前、人生損するぜ？　もったいないなぁ。あーもったいない」

　グリーンスライムと出会うだけでも充分な恐怖心を抱いた少年の返答を聞いて、鏡はそれだけ伝えると踵きびすを返して街のある方向へと歩き出す。

「お、おじさん！　おじさんはいったい何者なの？　まさか……勇者様？」

　その言葉に、鏡はただ頭をポリポリと掻いて、自身のステータスウインドウを表示するだけで、振り返らず、そのままヴァルマンの街へと歩を進め続けた。

　そんな鏡の後ろ姿を見送り、親子二人は鏡のすぐ近くに表示されたそのステータスウインドウを視界に入れて、「噓……だろ」と、思わず言葉を漏らした。

　ステータスウインドウに開示する情報は個人で自由に設定できる。

　レベルとパラメーターを見せる者もいれば、名前や役割だけを見せる者、一定のレベルに到達することで得られるスキルや、自分が使える技や魔法を公開する者もいる。

　だが、その時に鏡が公開した情報は、名前と役割、そしてレベルのみだった。

　本来なら何も驚くことのないはずの情報三つ。そのたった三つを、顎あごが外れる程の勢いで口をぱかっと開き、眼球が飛び出すかの如ごとく、親子二人は凝視した。




　名前：鏡浩二。

　役割：村人。

　レベル：９９９。
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　この世界においての死は、ＨＰという概念が適用される。

　ルールは至ってシンプルだ。ＨＰが０になれば死ぬ。ＨＰが１でも残っていれば、とりあえずは大怪我程度で一命をとりとめられる。

　とはいえ、このＨＰという概念はゲーム的なものではなく、ただただ、その人のライフラインを管理するためだけにある。例として、相手の顔にデコピンを十数回繰り返してもダメージにはならず、ＨＰは減らない。

　あくまでも、命に関わりのあるダメージを受けた場合にのみＨＰは減っていく。

　遙か昔に神が、能力をステータス化させて表示することで、人を管理しやすい存在にしてしまったと、鏡は母親から聞かされていた。だが、鏡にとってそんなのはどうだって良かった。

　テレビと呼ばれる道具を通して世界各地で起こっている出来事を、自宅でのんびりと寝転がりながら知れるとか、飛行機とかいうよくわからない乗り物で世界の反対側まで半日もあれば行けるとか、強くなるためには地道にランニングやら腕立て伏せとかをしなければならないだとか、そんなのは神話の世界での話だ。

　今、自分が生きているこの世界には全く関係のないことで、今、そこにある現実こそが自分にとっての世界だと、ちゃんと鏡は認識していたからである。

　もし遙か昔の神話の時代に生まれていたら、何もしなくても良いという伝説の職業『ニート』になっていたと断言している程にだ。この世界だからこそ、今の自分がいる。その自覚が鏡にはあった。

「うぉおおおおすげぇ……すげぇぞこいつ！　これで48回目のチャレンジだぞ!?」

　そして鏡は、そんな現実をフルに楽しむ術を心得ていた。それはお金。お金がこの世のエンターテインメントを楽しむために必要なものの９割を占めている。それを鏡はずっと昔から知っていた。

　鏡が強くなろうと思った理由の一つは、そのお金のためである。お金があれば安全だって手に入る。不自由な生活を強いられることだってなくなる。この世界において、一番効率よくお金を手に入れる方法はモンスターと戦うことだ。よほどの商業の才能がない限りは、それ以外にない。

　しかし、村人が戦うには力の限界がある。村人のステータスではどうあがいても能ある役割と呼ばれている者達のステータスには遠く及ばない。

　だが、それは同じレベルだったらの話だ。

　レベルさえ上がってしまえば、村人にとって脅威と呼ばれているグリーンスライムも鼻糞で粉砕してしまえる程の力を手に入れられる。

　実際、鏡はレベル９９９という境地に至り、能ある役割を持った者たちでも不可能な程のスピードで金を稼ぐようになっていた。そして、そんな鏡は遙か昔の神話の時代では誰もが遊べるエンターテインメントだったらしい遊戯場で、今となってはその消費エネルギーの高さの都合上、大富豪にしか遊ぶことを許されていない聖地、ゲームセンターへと足を運んでいた。

「あの兄ちゃん、いったい何者なんだろうな……？」

「さあな、でもあのやり込み具合からするとたぶん、能ある役割でモンスター討伐を生なり業わいにしているか、商人のぼんぼん息子かどっちかだろ」

　１プレイ10シルバーもするゲームセンターの遊戯を、何の躊躇ためらいもなくプレイし続ける鏡を見て、プレイする者を見物しに来ただけの連中はそう噂し始めていた。

　ステータスウインドウは、基本的に村人以外は普段公開しない。パーティーを組む時や、治安管理ギルドでクエストを受注する時以外では、むやみやたらに自分の素性をさらすような真似をする者はいない。対等に会話をする上で、レベルの値とステータス内容は差別の要因にもなるからだ。どちらが優れているかどうかを開示して優劣をつけようとする行為は、マナー違反とも言われている。故に、役割の公開は本当にその役割の開示が必要な時しか行わない。

　鏡が村人でありながら普段役割を公開しないのはそれが理由だ。

　後ろでずっと見てばかりで、ひそひそと自分に対して言葉を向ける観客が増え、鏡は頭をぽりぽりと掻きながら「やりにく……」と、小さく言葉を漏らして席を立つ。

「遊技場なのに気兼ねなく遊ぶことができないのは、ゲームセンターの欠点だよなぁ」

　大きく溜め息を吐きながら、誰もいない空間で一人ゆっくりとゲームをしたいと想いをはせつつ、鏡はゲームセンターを出てヴァルマンの街道を歩く。

　ゲームセンターで注目を浴びるのは仕方のないことだった。10シルバーといえば高級料亭のフルコースを堪たん能のうできる程の金額である。それを何の躊躇いもなく支払い続けるとなると、よほど凄い金持ちだろうと勝手に思われ、手の届かない村人がどうしても見物に来てしまう。そうなると、なんだかやりにくい。

　鏡はゲームが好きだった。そして遊ぶための資産の余裕もあった。無論、ギャンブルも好きであり、とにかく楽しいと思えることには全て手を出している。

　というのも、レベルが９９９まで上がってしまった鏡にとって、もはや多くの出来事が退屈なコンテンツになってしまったからである。現在、お金を稼ぐ以外に注力している趣味がない。注力しようと思う趣味もない。

　そんな鏡の現在の所持金は５４８０ゴールドと少し。はっきり言って、これ以上お金を稼いだところで使い道がほとんどない。よほど特殊なものでない限り、買おうと思って買えないものはほとんど存在しない程の金額を鏡は持っている。

　だが、鏡は食事や遊ぶため以外でものを購入することがない。家もなければ、武器すら持っていない程に何も買わない。必要と思っていないからだ。

　討伐依頼のクエストが治安管理ギルドから発行される度に世界中を常に移動して回っている鏡は、いつもその場しのぎで家を買おうと思わなかった。たまに家を買おうか迷うことはあるが、結局すぐに違う場所へ旅に出てしまうため、宿屋で寝泊まりすればいいやという結論に至ってしまう。

「カジノの営業をしてみよう！」などと考えることもあるが、営業管理が面倒くさいという理由や、カジノは運営するより遊ぶほうが楽しいという結論に至り、大体考えるだけで終わる。

　だが、使おうとしないにもかかわらず、それでも鏡がお金を稼ぎ続けるのには理由がある。

　欲しいものがあるのか？　と言われれば鏡は「ない」と答えるだろう。それでもお金を稼ぐのには、別の理由がある。

「……あと、４５２０ゴールドか、まだまだ先は長いな」

　ヴァルマンの街の東側の正門近くにある、治安管理ギルドが運営を行う建物内のクエスト受注窓口で、鏡は商品購入リストと書かれた羊皮紙を見て、そうつぶやいた。

　治安管理ギルドは、モンスターの討伐依頼を、政財界を握る王都が正式に代行としてクエスト発行することを認めた唯一の組織だ。発行されたクエストをこなすことで、治安管理ギルドを経由して、王都から報酬が支払われる。

　鏡は丸一週間の間、モンスターを倒してクエスト依頼を次々に達成させ、受け取らないまま放置していた５ゴールドの報酬を「そういえば」と思い出し、受け取りに来ていた。

　５ゴールドは超がつく程の大金だ。だが、治安管理ギルド内では、それだけの大金を持っている者も珍しくはない。腕っぷしさえあれば、せっせと大物モンスターを討伐して稼いでくる者はいくらでもいる。とはいっても、それはかなりの長い時間をかけての話であって、鏡のように一週間でここまで稼ぐ者はまずいない。

　だがそれでも、大金を所持している者はいるにはいるため、普段であれば、金貨の入った袋を隠すようにこそこそ運ぶ鏡も、ここでは堂々と持ち運ぶ。

　ボードに新しく発行されて張り出されたばかりのクエストを眺めながら、声を唸うならせる屈強な戦士たちの後ろを５ゴールドの入った金貨袋を持ってスタスタと鏡は歩いた。

「５ゴールドか…………すっかり忘れていたけど、今日の晩飯は寿司……いや黒毛和牛」

　そうつぶやきながらも、治安管理ギルドで受け取れる商品購入リストを鏡は眺めた。

　治安管理ギルドで購入できる商品は、王都が冒険者の手助け、また、目標になるようにと、普通のルートでは入手しにくいものから、旅には欠かせないポーションなどの回復アイテムや雑貨品、武器、防具、一等地にある家から限定ものの家具、ちょっと危ない玩具、ペット、専属メイドや専属執事、貴族という階級、さらには奴隷の主人権まで、幅広い商品を取り扱っている。

　購入に特別なポイントや資格は必要なく、お金さえあれば誰であろうと販売してくれる。

　だが、稀少なものは値段も高い。超一級品の美女奴隷なら20ゴールドから、王都にある一等地なら50ゴールドと、価値に比例して値段が跳ね上がる。

　５０００ゴールドの商品として、決して折れることがなく、どんな物体も切り裂くといわれている伝説の宝剣が置かれていたりするが、こんな値段のアイテムを買った者はいまだかつていない。

　その上に、６０００、７０００、８０００、９０００と伝説級の商品が並べられてはいるが、誰かが購入したという話もない。理由は明白だ。そんなものがなくても事足りるからだ。

　１０００ゴールドも支払うのであれば、一生遊んで暮らしたほうがマシと考えるのが普通。だが、そう考えない馬鹿が稀にいる。その一人が鏡だった。それも極上の馬鹿である。

　王都が提供する商品には、１０００ゴールドから１００００ゴールドの商品までが揃っている。その中でもっとも値段の高い１００００ゴールドの商品を購入するのが、鏡の目標だった。

　それが何なのかはわからない。誰も見たことのない、王国が１００００ゴールドと引き換えに渡すと宣言した何か。

『１００００ゴールド：？？？？？？』

　未だかつて、この商品を手に入れた者を見たことがない。そう言われる程に未知な商品。気の遠くなる稼ぎを支払うことでようやく手に入る何か。普通であれば何かもわからないものに手を出す者も、目標にする者もいない。

　鏡は、そこに人生最大の楽しみを置いていた。誰も手に入れたことのない未知。これ程心が躍る商品はない。誰も手に入れられない伝説をも越えたものを自分だけが知る。何よりも、新たな自分の生き方の扉を開くかもしれないと考えるだけで、お金を稼ぐための原動力になった。

　だが、それは鏡にとっての最終目標でしかなく、そこに辿り着くために節制して、ひたすらお金をためるということはしない。自分のペースで適度に無駄遣いしながら、地道にためていくのが鏡のやり方だった。なぜならそれが結局何かわからないから。

「今日は……あれだ。寿司だな」

　そして、今日手に入れた５ゴールドも盛大に使おうとしていた。

　この前見つけてしまった一貫１シルバーという、アホみたいに高い寿司屋の味を思い出し、急遽、黒毛和牛から寿司に変更。鏡は想像してよだれを垂らしながら、ヴァルマンの街の中を歩いた。

　自由都市ヴァルマン。この街は世界の中心である王都から北西に存在する。街は海に面して広がっており、街全体の面積は広大だ。北西に広がる海の反対側はモンスターも生息する広大な森で囲まれており、陸路で辿り着くのは一苦労な街でもある。だが、それでもこの街には元々住み着いている住人も含めて多くの人々が集まる。というのも、この街は海に面しているため、王都に直送する国外から来た貿易商が集まるからだ。そのため行商人が珍しいものを仕入れ、売りさばこうとこぞって集まり、商人が集まることから、冒険者、傭兵団、ギルドに所属する者など、いろいろな連中が集まってくる。

　住んでいる人口なら王都のほうが断然上だが、活気だけなら王都に引けをとらない場所、それがこのヴァルマンという名の街だった。

　鏡は別にここを拠点にしているわけではないが、この街にはよく訪れる。面白いものがここにはたくさんあるからだ。ゲームセンターもその一つである。

「はぁー、やっぱこの街はあれだな、面白いな」

　寿司屋に行く途中にあったソフトクリームに目を奪われ、ぺろぺろ舐めながら鏡はそうつぶやいた。

　街の広場では腕に自信のある冒険者や、ギルドのリーダーたちが、団員の募集、クエストのパーティー募集のために、演説やらビラ配りなんかをよく行っている。

　今日もちらほらとパーティーの募集をするために声掛けをしている者たちがいたが、いつもとは少し様子が違った。広場の中央、講演台の周囲に、異常な程の人だかりができていたのだ。

「諸君！　この世界を変えたいとは思わないか？　未来永劫語り継がれる……伝説の英雄になりたいと思わないか？　私は思う！　そして……この世界を苦しみから解き放ちたい！」

「「「「「うぉおおおおおおおおおお！」」」」」

「なぜモンスターはいなくならない？　なぜ王都はクエストを発行し続けなければならない？　なぜ街から街へと移動するのに、傭兵を雇わなければならない？」

「「「「「うぉおおおおおおおおおお！」」」」」

「どうして子供たちが……幼い頃から剣を握らなければならない？　強き者にすがらなければならない？　それはモンスターがいるからだ！」

　講演台の上には、金髪の頭に宝石の装飾がついたサークレットを装備しており、強い意志を感じられる眼差しで鼻筋の通った、人当たりの良さそうな美顔の青年が立っていた。

　身なりもよく、守らなければならない部分をプロテクターで覆い、どこか気品のある白色の服、ボトム、ブーツ。汚れるのが当然のはずなのに、小奇麗なマント。

　そんな服装を身に纏まとった特に強そうには見えない青年が、熱く冒険者たちに声掛けをしている。

　本来なら、そんな小奇麗で強さも感じられない奴など、相手にされないのが当たり前だが、その青年は例外だった。その青年の横に表示されているステータスウインドウ。そこには、はっきりと、『勇者』というロールが記されていたからだ。

　世界に数人しかいないとされているレア中のレアとも呼べる役割。出会えるだけでもラッキーな存在の演説を無視する者は少なく、こうして人だかりができていた。

「うるさ、近所迷惑だろ」

　そんなラッキーな存在に出会えた鏡の感想がこれ。

　演説するのはいいし、勇者なんて珍しい役割がいるのは面白いが、近所に住んでいる人のことも考えてあげてほしい。かなり昔、近所のおっさんが異常なくらいにうるさかったことを思い出しながら、鏡はそう思っていた。

「そのモンスターを統べているのは魔王！　そう、諸悪の根源である魔王を倒さなければ、平和は永遠に訪れない！　魔王を倒すため、共に戦ってくれる腕に自信のある者を募集する！」

「「「「「うぉおおおおおお！　俺はついていくぜ！　こんなチャンス滅多にねえ！」」」」」

　魔王。この世界にモンスターが出現すると同時に現れたとされている魔族。それらを統べる王、それが魔王だ。

　モンスターは、魔族の魔力によって生み出される存在である。つまり、モンスターが世界に蔓延はびこっているのは魔族のせいでもある。モンスターはモンスター同士が交配して増えるケースもあるが、その多くが各地に存在するダンジョンや、特殊な地帯に存在するスポーンブロックと呼ばれるモンスターを生成する魔の石に、魔族から放たれる魔力が吸い取られることで召喚される。

　魔族は四六時中、魔族だけが持つ角から魔力を放っている。その魔力は消えることなく漂い続け、どこかに存在するスポーンブロックに吸収されてモンスターを生み出す。そして生み出されたモンスターは、生み出した魔族が意のままに操ることができる。それ故に、魔族は人間の天敵とされている。

　なかでも魔王は大量の魔力を世に放ち、大量のモンスターを生成している。世界をモンスターのいない平和な世の中にしようと思えば、その魔王を倒すのは避けて通れない道だった。

「よーし……絶対伝説の男になってやるぜ」

　過去、魔王を倒したという偉業を成し遂げた者はいない。だが、広場にいる屈強な男たちは湧いていた。魔王の城にまで辿り着いたパーティーや、さらに魔王を追い詰めたとまでいわれるパーティーは存在する。そのパーティーには、勇者という役割を持った者が必ず存在した。そして新たな勇者がパーティーを募集している現場で、盛り上がらないわけがなかった。

「はぁ……色っぺぇよな、あんな美人と旅に出られるって、最高じゃねえか……！　しかも歴史に名を残すチャンスだぜ？」

「それだけじゃねえぞ、あの姉ちゃんのステータスウインドウを見てみな、賢者だぜ？　勇者だけじゃなく、賢者までパーティーにいるんだ。こりゃ今回の魔王討伐は絶対成功するぜ」

　講演台の上には、勇者ともう一人、藍色の長髪で、凜とした表情を見せる少女が立っていた。服の上からでもわかる程に胸に膨らみがあり、体重の軽さが窺える細身でスタイルのよい少女。背の高さは金髪の勇者よりも頭一つ小さく、容姿もどこかあどけなくて、まだ少女と呼べる年なのがわかる。だが、まるで透き通った宝石のような端麗な容姿で、街を歩いていれば必ず振り向かれる程に美しかった。そんな美人が、魔導士が好んで着用する露出の多いローブと、動きやすさを重視したミニスカートを履いているのだ。健康な男性であれば、熱狂しないわけがない。

「とは言ってもよ。賢者と勇者が揃ったパーティーも、過去にはあったんだろ？　それでも倒せない魔王はいったいどれだけ化け物だって話だよ」

「バーカ、勇者と賢者だからって完璧じゃねえんだ。ほかの味方が弱かったんだろ？　現に、勇者と賢者がいなくても、一歩手前まで行ったパーティーだってあっただろ？」

　広場にいた屈強な戦士の一人がそう言って、「まあ俺は実力者だけどな」とつぶやき、高笑いする。

　実際のところ、別に必ずしも勇者が必要なわけではないのだが、勇者がいないとまともに戦えないという認識ができてしまっている。

　それだけ勇者と賢者の力は絶大であるのだが、とはいえパーティーの力は結局のところ、編成によって変動するのだった。

「おい勇者様よ！　俺は25年間、ずっとモンスター討伐を生業にしていて腕っぷしには自信がある。どうだ？　俺を連れていかないか！」

　その時、まるで丸太のような腕をした大男が手を上げてそう言った。

　すかさず講演台の上に立っていた勇者は、その男の傍に表示されているステータスウインドウに視線を向ける。

「……戦士か、ふむ。レベルは？」

「へへ、聞いて驚け……86だ！　足手まといには絶対にならないぜ！」

　そう言って戦士の大男は、出し惜しみをしていたのか、ここぞとばかりにステータスウインドウにレベルを追加で表示させた。広場に集まった周囲の連中が「おぉー」っと称賛の声をあげる。

「86か……駄目だ。次」

「ん、んな！　お、おい！　ふざけるな！　何が駄目だってんだ！」

　あまりにもばっさりとした切り捨て方に、広場に集まる全員が疑問の声をあげる。実際に切り捨てられた大男は腑に落ちないのか大声でそう叫んだ。

「戦士ねえ……実際に接近戦で戦う役割ならこの僕がいる。もしパーティーに入れるなら、僕以上に活躍できる人じゃないと連れていけないね」

　勇者はそう言うと、自分のステータスウインドウを開示して見せた。

　そこには、レベル90という数値が確かに表示されていた。戦士の男もその数値を見て、言葉を失う。

「お前がどういう人生を歩んできたかは知らないが、僕も覚悟を決めてここに来ている。接近戦を得意とする役割の者であるなら、レベル１００はないと連れていけないな」

　その宣言に、多くの者が悲痛な声をあげる。

「ちょっと待てよ！　ならそこの賢者様はいったいどれだけのレベルを持っているんだよ！」

「彼女のレベルは42だ。充分だろう？」

「じゅ、充分って……！　俺のレベルの半分もねえじゃねえか！」

「彼女は賢者だ。いずれ僕を支えてくれる一番の存在に必ずなる。そもそもの期待値が君とは圧倒的に違うんだよ。それに……彼女はこの国の王女だ」

　さらっとこぼしたその事実に、広場にいた一人を除いた全員が、驚愕の表情を浮かべた。その傍ら、一人は正直どうでもよさそうな表情で欠伸あくびを浮かべていた。

「ヘキサルドリアの第三王女にして、幼き頃より、賢者という宿命を甘んじて受け入れ、修行を続けてきた由緒正しき女性であられる。もし魔王を倒したとして……魔王を倒したのが王の血族となれば、この世界の秩序は安泰だろう？」

　どこか政治的都合臭い物言いで、勇者はそう言いきった。流石にここまで言われて、何かを言い返す気力は、戦士の大男にはなかった。

「また、募集は二名までとする！　今公開した通り、我々は成長を必要とする。その都合上、大所帯で旅に出るわけにはいかないのだ！　最終決戦の時、再度募集をかける。魔王討伐に参加したという名誉が欲しいだけの者はその時にまた集まるがいい！」

　そう宣言することで、集まっていた冒険者の半数が広場から次々に散っていった。残りの半数は興味本位の者と、駄目もとでパーティーに加えてもらおうとしている者たちのみだ。

「じゃ、じゃあ俺を連れてってくれ！　レベル80の僧侶だ！」

　次に名乗りをあげたのは、髭を生やした中年くらいの細身の男性だった。中年の僧侶はそう言った後、ステータスウインドウを開示する。

「駄目、はい次」

「ど、どうしてだよ！」

「長旅になる可能性が高いからな。何年かかるかわからない。その年齢だと、数年たって急に動きが悪くなられても困る……それと、防御力が低すぎ」

　中年の僧侶は「そ、そんな」とつぶやいて膝から崩れ落ちる。役割と、ステータスは必ずしもイコールではない。その者の生活環境や、経験値の発生しない鍛錬や、食生活なんかでも僅わずかにステータスに変化があったりする。身に付ける魔法やスキルも、レベルや役割が同じでも、人によって異なるのだ。

　もしも年齢や防御力からそれらを見抜いての判断であるなら、この勇者は相当の手練れと鏡は考えたが──。

「な、なら僕はどうですか！　歳は20で、レベル73の僧侶です！」

「駄目、はい次」

　またしても細身の、今度は若々しい僧侶の男性が名乗りをあげ、即座に断られた瞬間、考えを改めた。

「ど、どうしてなんですか！」

「将来強くなるイメージが、君には抱けない。悪いが諦めてくれ」

　正直なところ、そこまで見抜くのは普通できない。というよりできない。となると、鏡の中に存在する判断基準の一つが、この勇者にもあるのではないかと考え始める。それは、楽しさ重視。

「あ……あの、私はどうでしょうか？　れ、レベルは50ですが……」

　次に名乗りをあげたのは、肩に届くくらいの黄緑の髪をツインテールにした、まだ年端もいかない賢者の女性よりさらに頭一つ小さい少女だった。大きなリュックを背中に背負っているため遠くからでも少し目立って見える。

　美人というわけではないが、愛おしさを感じられる大きな瞳が、男性ならばついつい守ってあげたくなるようなオーラを放っていた。

　その少女は聖職者が身に着ける白色ベースの服に、白色の帽子、下はなぜか動きやすさを重視してか半ズボンを着用しているが、見た目からして役割は僧侶であるのが窺えた。

「ふむ……採用だ。パーティーに迎えよう」

　その勇者の言葉に僧侶の少女はパッと表情を明るくする。それと同時に殺到するブーイングの嵐。観衆の一人が理由を聞くが、「将来性が高い」という謎の理由しか返ってこない。

　これは鏡の見解でしかないが、恐らく接近戦が得意な役割でなく、かつレベルが40以上ならパーティーに迎えるつもりなのだろう。だがそれは、女性限定。

　勇者にとっての楽しさ、楽しい旅とはつまり、美女に囲まれたハーレムの旅。そして魔王討伐をすることで得られる名誉。恐らくこれ。そしてそれは限りなく正解に近く、魔王を討伐する志も本物だが、勇者はむっつりだった。

「モチベーションって大事よね、どんだけ強くても性格の悪い奴とかと一緒にいたくないし」

　勇者という役割でありながら、人間らしい小者臭をさせる彼に、なぜか満足した鏡は、魔法使いの役割を持ったグラマーな女性が最後の四人目に選ばれるのを見届けた後、その場から立ち去った。
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　３時間後、新たにギルドで受けてきたクエストを達成するため、鏡は『古いにしえの洞窟』と呼ばれるダンジョン前へと足を運んでいた。時間は昼をすぎて、太陽がゆっくりと西に向かって落ち始めている頃合いだ。

「さて、太陽が沈み切る前にブルーデビル30体の討伐。軽くこなして夜も寿司を食うぞ」

　そう意気込みながら、鏡はダンジョンの中へと足を運ぶ。

　ダンジョンに生息するモンスターの強さはダンジョンによって変わる。というのもスポーンブロックにも、どのモンスターを生み出すかの種類が存在し、ダンジョンによってそれが異なるからだ。それだけではなく、ダンジョン内のスポーンブロックの量も影響する。

　そして、破壊しても、どういう原理かは不明だが、破壊した分だけダンジョン内で新たなスポーンブロックが生成されるため、きりがない。しかも、ダンジョン内にいるモンスターは数が増えるとダンジョンを飛び出して外へと進出してしまう。

　故に、こうして治安管理ギルドが報告を受けてクエストを発行する。恐らく古の洞窟に行く途中にある森で、ブルーデビルと遭遇した者がいたのだろう。

　となると、行商人には厄介極まりない。

　古の洞窟は、レベル70の冒険者が４人いなければ死の危険性が高いとされているダンジョンである。そのダンジョンに存在するブルーデビルが、平均レベルが１から８程度のモンスターしかいないヴァルマンの街周辺の森に出てくるとなれば、村人や行商人からすれば恐ろしくて出歩くのをやめてしまうだろう。クエストを発行するのも頷うなずける。

「ブルーデビル一体が落とすお金が34シルバー……30体で１０２０シルバー。クエスト達成で１ゴールドか……ぼっろ！　これは、本格的に今日はシースー……いや、カニ！　そう、鏡はカニを選択するのであったぁぁあ！」

　鏡にとってブルーデビルは、一般的な戦士でいうグリーンスライム、いや、恐らく犬くらいの脅威。それも小型犬、ポメラニアンくらいの脅威でしかない。寿司だけでは飽き足らず、カニまで食べようとする始末。

「ぎぎぃいいぇぇぇえぎゃああああああああ！」

　故に、鏡は貯金箱を破壊するくらいの感覚で、ブルーデビルを狩っていく。本来なら出会わないことを願われるはずの対象が、鏡が相手だとさっさと出て来ることを望まれる程の相手へと格下げされる。それ程までに鏡とブルーデビルでは実力の差が離れていた。

　ブルーデビルが登場して、身の毛もよだつ敵意をむき出した叫び声があげられ、その叫び声が途中で断末魔へと変わっていく。それが当たり前の光景。

「これは、れ、レアドロップ！　売れば７００シルバーはするぞ……本日の寝床、超一級宿屋のスイートに確定致しました」

　モンスターはお金以外に、その身を消滅させる時にアイテムを落とすことがある。通称、それはドロップアイテムと呼ばれており、中でも確率が低く、滅多に落とさないそのモンスター特有のアイテムはレアドロップと呼ばれている。

「ブルーデビルの角か……こんなのに価値があるとは思えないけどねえ」

　治安管理ギルドが特殊な製法で作ったクエスト発行書に自動的に加算されていく討伐数の合計を確認しながら、鏡はぼそっとつぶやく。

「あと……15体か、倒すのは簡単だけど、出会うのがめんどくさいなぁ……」

　そんなことをつぶやきながら、土と瓦が礫れきで作られた薄暗い遺跡のようなダンジョン内を鏡は歩く。

　その後、全くといって良い程にブルーデビルと遭遇しなくなった鏡は、少しイラつきながらもダンジョン内を見渡した。その時、歩いている通路の奥で、人の形をした何かがうごめいているのを、鏡は肉眼で捉えた。このダンジョンに訪れる者は、その危険性から滅多にいない。命知らずの馬鹿か、鏡のような実力者のどちらかだ。

　そしてダンジョン内に存在する人の形をしたモンスターといえば、ブルーデビルしかいない。

「これはブルーデビル集団の可能性99・９９９％ぉおおお！」

　ようやく訪れた獲物に、鏡はテンションを上げて猛ダッシュで接近する。近付けば近付く程に、ぼやけていた人型の影が鮮明に映り始めた。

　だが、一番先頭に立っていた人影の頭頂部に、金髪らしき何かが見えた瞬間、鏡はこの世の終わりかのような表情で一気に減速し、通路の脇道へと逸それる。

「勇者パーティーかよ……勇者とか、すっげぇどうでもいい。道端にドッグフードが落ちていた時のなんともいえない感じと凄く酷似している」

　はしゃいでしまった自分を恥ずかしく思いながら、鏡は再びダンジョン内を探索し始める。どうして勇者パーティーがこの古の洞窟に来ているのか、それすらもどうでもよく、考えることをしないままに。

「あの……勇者様、さっき、物凄い速度で何か接近してきませんでした？」

　そして、微妙にその光景を視界に映していた勇者パーティーに加入したばかりの黄緑のツインテールをした僧侶の少女が、そうつぶやく。

「ん？　ああ……僕たちを恐れたモンスターが途中で逃げたのさ」

「そう……なんでしょうか」

　不安げに消えた影を見送る僧侶の少女とは対照的に、勇者は何も心配はいらないと、先程倒したブルーデビルから得たドロップアイテム、ブルーデビルの鱗うろこを片手に持ちながらそう言った。

「それにしても、レックス……だっけ？　やるじゃない、こんな簡単にブルーデビルを倒したのは初めてよ」

　次に感心した様子で、最後にパーティーに加入することになった、ウェーブの掛かった紫髪で艶美な色気を放つグラマーな女性が、金髪の勇者、レックスに向かってそう言った。

　魔導士が好む三角帽子に、露出の多い魔導士のローブを身に纏った魔法使いの女性は、まるでご機嫌をとるかのようにあどけない笑みを浮かべてレックスに視線を合わせる。

「当然、僕は勇者だよ？　ブルーデビルとはいえ、僕と実力者が三人もいれば簡単に倒せるさ」

　だがそこで、この国の第三王女であり、賢者でもある少女が二人の間に割って入る。

「この程度の相手に、手間どっているようでは困ります。私達の目標は、魔王を討伐し、この世界に平穏を取り戻すことなのですから」

　そしてそう言うと、油断禁物と言わんばかりに賢者の少女は二人を睨にらみつけた。

「あーらら、随分とはりきっているじゃないお姫様。ばてちゃうわよ？」

「その呼び方はやめてください。今の私は、あなた方と対等な立場。一人の賢者にすぎません。先程も申し上げた通り、私のことは神無月＝クルル・ヘキサルドリアとお呼びください」

「長いから、クーちゃんって呼ぶわ。あたしのこともパルナって呼び捨ててくれていいから」

　面倒くさそうに魔法使いの女性、パルナ・ビオーレがそう言うと、なぜか賢者の少女、クルルは凜とした表情を崩し、少し嬉しそうに「……クーちゃん」とつぶやいた。

「あ、あの！　私もクルルさんって呼んでいいですか？　も、もちろん私のことはティナと呼び捨てていただいて構いません！」

　すると、今度は僧侶の少女、ティナ・ビルスが頰を赤く染め、恥ずかしそうにしながらもクルルに向かってそう提案する。

　またもや少し頰を緩ませ、快く、クルルが頭を頷かせると、ティナはクルルに負けじと満面の笑みを浮かべた。

「それそれ、その表情のほうがクーちゃん、可愛いわよ。もっと気を緩めなって」

「そ、そうはいきません！　私は幼少の頃より、父の命で魔王討伐のために準備を重ねてきたのです！　この旅は、楽しむためにするのではないのです！」

　そう言うと、クルルは少し頰を膨らませながら、パルナから視線を逸らす。

「あの……どうしてクルルさんは、そんな小さな頃から魔王討伐を目指そうと思ったんですか？」

　そんなクルルの様子を見て、ティナがふいに思った疑問をぶつけた。

　すると、クルルは一瞬だけ少し暗い表情を浮かべるが、すぐに気を取り直して使命感を帯びた凜とした表情へと戻る。

「遙か昔……１９６ヵ国以上はあったとされるこの世界、アースクリアは、魔王とモンスターの出現により、今ではたった３ヵ国しかありません。かつては日本と呼ばれていたこの国、ヘキサルドリアを含めてです。これがどういうことかわかりますか？」

「人が住める環境が小さくなっちゃったわけね」

　この世界に住む人間であれば誰もが知っている内容を、まるで相手は知らないかのような緊迫した表情でつぶやくクルルに対し、パルナが適当にそう答え返す。

「その通りです。魔王がモンスターを率いて私たちの住む場所を奪った結果です。私たちは取り戻さなければなりません……かつてモンスターに怯えることのなかった世界を！」

　元々、王宮育ちなうえ、魔王討伐のためにずっと修行と勉学に勤いそししんできたクルルは少し世間知らずである。このやり取りでそれに勘付いたお姉さん気質のパルナは、この旅がいろいろと楽しいものになりそうだと妄想を膨らませて、いやらしい笑みを浮かべた。

「まあ、それはわかったけど、どうして最初の目的地がこのダンジョンなの？　魔王が住む城とは真逆方向だけど？」

「あ、それ、私も気になりますー」

　レックスに言われるがままについてきたパルナとティナは、少し慣れ親しんだところで、疑問に思っていたことをレックスに視線を向けて聞いてみる。

　すると、先程から黙ってダンジョン内の壁を調べていたレックスは、パルナに視線を向けて、ダンジョン内の壁際へと来るように手招きをする。

「これを見ろ」

　レックスはそう言って、薄暗いダンジョン内をほのかに照らし、淡いオレンジ色の光を放つ紋様を指差した。土と瓦礫で作られたダンジョン内は、この紋様と苔でびっしりと埋め尽くされている。モンスターがいなければ神秘的にも見えるのだろうが、高レベルのモンスターであるブルーデビルがいるここでは、それは恐怖を煽あおる演出効果にしか見えない。

「この紋様がどうかしたんですか？」

　レックスが指差した紋様と、ほかの紋様との差がわからず、ティナがそう質問をする。

「このダンジョン内には、王家にしか伝えられていない隠された部屋が存在する。この指差した紋様が続く道を辿ることで、行きつく場所にだ」

　そう言われてティナが再度確認すると、レックスが指差した紋様は、まるでどこかへと導いているかのように、今まで通ってきた道と、先にある道に点々と存在した。

「へぇー……このダンジョンにそんな仕掛けが。そこには何があるのさ？」

「レベル90以上の勇者のみが装備できる……伝説の聖剣。それが眠っている。今までの勇者が手にしたことのなかった……間違いなく最強の武器だ」

　ある程度のものが置いてあるだろうとは思っていたパルナだが、予想以上に凄いものが置かれている事実に、少しだけ面喰らう。

「今までの勇者が手にしたことのなかったって……どうして王家の連中はそんな凄いものを出し惜しみしていたのさ？　それがあれば魔王だって倒せたかもしれないんでしょ？」

　そんなもっともな疑問に、レックスは苦笑した。

「知っての通り、勇者という役割は稀少だが、一人しか存在しないわけじゃない。勇者が必ず魔王を倒せる保証はないからな、いずれ、王家の血筋で勇者となった者のために残していたのだろう。身内でないと安心できないというやつだ」

「じゃあ何でレックスがその情報を知っているの？」

「言ったろ？　クルルはこの国の王女だ。王も可愛い娘を死なせたくなかったのさ。快く教えてくれたよ」

　レックスがそう言った後、クルルはその通りとでも言いたいのか、頷いてみせた。

「今回の魔王討伐は確実なものとなる。勇者と賢者……そして伝説の聖剣、果たしてやろうじゃないか……誰もが達成したことのない悲願を！」

　魔王を自分の手で倒せるという確信があるからか、レックスは不敵な笑みを浮かべながら、ダンジョン内の壁に浮かぶ紋様を追って先へと進み始める。

　それに続くように、クルルも勇者の後を追った。

「私たち……本当にすごいパーティーに入ったのかもしれませんね、パルナさん」

　想像以上に、魔王討伐の可能性を感じ、少しうろたえながらティナはそう言う。

「ま、これから面白い旅にはなりそうね。ふふ……今から楽しみだわ」

　そして想像以上に、退屈しなさそうなパーティーであることを確信したパルナは、微笑を浮かべてレックスの後を追い、隣へと並ぶ。

「そういえばレックス、さっき皆で呼び名を決めたんだけど、あんたはレックスでいいの？　そもそもフルネームはなんていうの？」

「僕の名前はレックス……それ以外にはない」

　レックスはそう言いきると、まるで逃げるかのように通路の奥へと進んでいった。

　呼び名なんてどうでもいい。真に大事なのは魔王を討伐し、与えられた役割を果たすことだ。

　そう、心の中で復唱しながら、レックス・チクビボーイは聖剣のある部屋を目指した。
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「これで28体……あと２体か」

　勇者パーティーを見かけてから十数分後、驚く程のラッキーの連続から、鏡はブルーデビルをクエスト達成目前になる数まで討伐していた。

　本来なら適正レベルの人たちが、そのモンスターの危険性から、達成するのであれば安全を優先して一日か二日は掛かるそのクエストを、鏡はクエスト開始からわずか二時間で、達成目前まで到達する。

　鏡の見通しでは、ブルーデビルとの遭遇の手間を考えて五時間は掛かる想定だったが、予想外にも、モンスターとの遭遇率が高く、少し早まったわけだ。

「なんか……今日はやたらとモンスターに遭遇するな」

　というより、少し変だった。普通のダンジョンであれば、モンスターと多く出会っても一時間に十体くらいだ。だが今日は、その平均をはるかに超える数が鏡の前に立ち塞がった。

　全身青色で、ダンジョン内では全く使わない翼を持ち、三又の槍と魔法の合わせ技で攻撃を仕掛けるブルーデビル。オコジョのような見た目で、異常な程に大きな赤い目を持ち、相手を貫くタックルをダンジョン内の壁を利用して不規則に仕掛けてくるオコロッジョ。

　ほかにもモンスターはいたが、特にこの二種類のモンスターと鏡は遭遇しまくった。

　そして一瞬で、お金とドロップアイテムに変化させられ、消えていった。

「今日はラッキーだなぁ。なんかよくわからんけど」

　本来なら、モンスターとの遭遇率の高さは、己の命を削る機会が増えるのに等しいので危険なことだが、鏡からすればお金を拾う機会が増える程度でしかない。

　たった今、突然視界外から猛烈な速度のタックルを放ってきたオコロッジョを、ハエを叩く感覚で地面へと叩きつけ、お金へと変化したそれを意気揚々とした様子で鏡は拾い上げる。

「……急がないと」

　その時、鏡は近くでそんなつぶやき声がしたのを確かに聞きとった。

　声の聞こえたほうを振り返ると、ちょうど十字路になっている通路を、ボロボロになった布製のフードマントを被った少女が横切った。

　一瞬のことでしっかりとは見られなかったが、フードマントからわずかに出ていたおさげの赤髪と、ニーソとスカートの間に見えた白い太ももから、とりあえず女性と断定する。

　そして、明らかに子供だった。10歳くらいだろうか？　とにもかくにも、鏡が捉えたその少女の身長は、１３０センチくらいしかなかった。

「え、危なくない？」

　鏡は慌てて、通路の奥へと消えていったその少女を追いかける。

　鏡はあれくらいの年の頃、既にこのダンジョンクラスのモンスターと戦っていたが、死にかけたことが何度もある。それに今、ここはモンスターとの遭遇率が異常に高く、危険な状態だ。このダンジョンに来るということは、それなりに実力があるのだとは思うが、それでも万が一を考えて鏡は少女を追いかける。

「待て待て！　そこの少女！　このダンジョンはお前が思っている以上に危険だ！　止まれ！」

　少女に追いつくと、鏡はすぐさまそう叫ぶが、少女は全く止まろうとしない。

　鏡には気付いているはずなので、わざと止まろうとしていないのは明白だった。となると、助けなんていらない程に強いのか、混乱して鏡をモンスターと思って逃げているかのどちらか。

　確かに、身を守ろうともしていないラフな私服を着た青年が、危険とされているダンジョン内で呼び止めてくるのは、怪しさしかない。人間に化けるモンスターも世の中にはいるのだから、むしろ変と思わないほうがおかしい。現に、鏡から逃げる少女は、チラチラと振り返って鏡を確認しては、怪け訝げんな表情を浮かべていた。

「前！　前見ろ！　モンスターいるぞ！」

　そしてチラチラと振り返る少女に、鏡はそう警告する。

　少女の目の前にはブルーデビルが三体立ち塞がっていた。これで少女も足を止めるだろうと、鏡は一安心するが、直後、少女はブルーデビル三体の間を通ってそのまま先へと進んでしまう。

「あるぇ!?　なんであの子、モンスターに襲われないの？」

　一瞬、ブルーデビル三体は眠っているのかと錯覚したが、鏡の姿に気付くと、すぐさま襲い掛かってきたので、その考えを鏡は捨てる。

「おっと……、そういうことになると、あの娘……あれか」

　迫るブルーデビル三体を前に、少女が何者なのかを考えながら、鏡は一番前に立っていたブルーデビルに利き手の右腕で裏拳を放ち、ダンジョンの右側の壁へと叩きつける。

　すぐさま次のブルーデビルが迫ったが、すぐさま拳を戻して殴りつけ、今度は左側の壁へと叩きつけ、最後に正面から飛び掛かってきていたブルーデビルを回し蹴りで正面へと吹き飛ばす。

　一瞬にして姿をお金とドロップアイテムに変化させたそれを見て──、

「うわー、しまったぁー！　見失ってしまったぁー！」

　と、わざとらしく鏡は叫び、少女を追いかけるのをやめてお金とドロップアイテムを拾い始める。だが鏡は、決して少女の安全より、ドロップアイテムを優先したわけではない。

　少女に危険はないと確信したからだ。モンスターに襲われない人間はこの世に存在しない。

　となると、鏡の中で答えは決まっていた。

「ここらへんに集落はないはずだけどな……どうすっかな」

　今倒したブルーデビルによってクエストを達成したため、もうここにいる理由は鏡にはなかったが、どうしてこんなところに少女がいるのか、純粋に気になった鏡は、「ま……追ってみるか」とつぶやき、仄ほのかに空気中に残る魔力を追って、少女が向かった通路奥へと走り出した。
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「あの……勇者様。なんだか……モンスターの数が異常に多くはありませんか？」

「……さすがに、四人全員がレベル70を超えていない以上、こう戦闘が続くと少し辛いな」

　一体ずつならば、レックスの勇者としての性能と、レベル90という高レベルも相まって簡単に倒せるブルーデビルだが、数体同時だとレックスでも対処は難しい。

　単純に倒すだけなら簡単だが、レベルの低い味方を守りながらという点でいえばの話だ。

　数体同時だと、どうしてもレックス一人で相手の攻撃を受けきれず、後方支援の三人に足が出てしまう。そうなると隊列が乱れ、まだ、レベルが42で、軽装のクルルは攻撃を受けるだけで大きなダメージをくらうことになる。

「そろそろ私の魔力も尽きてきました……もってあと、３、４回くらいの戦闘が限界です」

　ダメージを受ければ、当然僧侶のティナが活躍する。体内の魔力を回復魔法へと変換させ、仲間の傷を癒やす。

　主に大きくダメージを受けているのは耐久力の低いクルルとティナだが、無論、前衛に立っているレックスもダメージを受けてはいる。だがそんな中、パルナだけがダメージを一切受けていなかった。

「パルナさんは凄いです。ちゃんと勇者様に攻撃支援をしながらも、敵の攻撃をしっかり回避し続けるなんて。どんくさい私なんかじゃ……できません！」

　ティナは尊敬の眼差しを送りながら、パルナに向かってそう言った。

「あたしは魔法使いだけど、一人でダンジョンに潜ったりすることが多かったからね。戦い慣れしているのよ、自分が標的にされた時のね」

　真空の刃を発生させる攻撃魔法を使ったがため、服についてしまった埃を払い落としながらパルナはそう答えを返す。

「それにあたしもレベルは78で充分とはいえないし、僧侶のティナがいなかったらとっくに引き返しているわ。あんたも同じくらい役に立っているから安心しなさい」

　そう言って、身長が頭二つ分程下のティナに対し、パルナはポンポンと頭を叩く。

「す、すみません……私、足手まといになっていて」

　次に、肩を上下させて明らかに疲れと焦りが見える様子で、クルルがそう言った。

　元々適正レベルではないのと、今まで必ずパーティーを組んで戦闘に挑み、守られながらレベルを上げてきたクルルは自分が攻撃対象になった場合の戦闘に慣れていない。

　今まで前衛三人、後衛一人という環境で戦ってきたクルルにとって、モンスターが自分の目の前に迫るという状況は初めての経験だった。

　一国の姫が、訓練の段階で命を危険にさらすことはできないという判断が、実戦において足枷かせとなってしまっているのだ。

「気にするな。クルルはまだ僕たちに比べてレベルが低い。これから慣れていけばいいさ」

「ですが……私のせいで、引き返さなければパーティー全員の命が危うい状況になってしまっています。私がもっと役に立てばこんなことには……！」

「いや、クルルはよく頑張ってくれているさ。それにほら、見てくれ」

　そう言ってレックスが指差した通路の奥は、薄暗いダンジョン内とは思えない程の光を放っていた。

「あの光は……つまりゴールってことね」

　そして、何が存在する空間なのかを一瞬で理解したパルナは、微笑を浮かべてそう言葉を漏らした。

「良かったぁー……じゃあ後はモンスターと出会っても、帰ることだけを考えて逃げればいいですね。倒しきるよりずっと楽です」

　続いて安堵の溜め息を吐きながら、ティナがそうつぶやく。

　内心、まだここに来るのは早かったのかもしれないと、焦りを感じていたレックスは、重りを外したかのような軽い足取りで、かつ慌てながら、光を放つ空間へと突き進んだ。

「……これが、王家に伝わる伝説の聖剣が眠る場所っ！」

　薄暗い空間に視界が慣れていた一行は、その空間が放つ白き光に思わず目を細める。

　次第に視界が光に慣れてくると、その空間の異様さに、パーティー全員が目を見開いた。

　ダンジョン内にもかかわらず白い光を放つ壁、ドーム状に広がった空間は白く光を放つ壁以外に何もなく、殺風景だがどこか神々しさを感じる場所だった。

　そしてその空間の中央には、伝説の聖剣が刺さっているであろう白い台座と……その台座の前で、目当ての聖剣を視線から隠すように立ち塞がり、ごそごそと蠢うごめく、ボロボロになった布マントを羽織った10歳くらいの少女の姿があった。

「……誰だ？」

　レックスは、こそこそと台座の前で何かをしている少女に向かってそう問いかける。

　だが、少女は相当集中しているのか、勇者たちに気付いた様子もなく、何やら慌てふためきながら台座を調べていた。

「何をしている！　お前は誰だ！」

　反応を見せない少女に痺しびれを切らし、勇者は怒号を飛ばす。

　すると、ようやくこちらに気付いたのか、少女は一瞬身体を硬直させ、おそるおそる背後へと振り返る。被ったフードマントからちらっと見える編み込まれた赤髪のおさげ、まだ幼さがはっきりと残る大きな瞳と、小さく筋の通った鼻と口元。そんな顔をした少女が敵意剝きだしの表情を浮かべ、レックスたち、勇者パーティーを睨みつけている。

「レックス様……あの子から異常な程の魔力が感じられます」

　なぜこんなところに少女がいるのか？　その疑問よりも先に、クルルはその少女が放つ異様な魔力を感知して疑問に思う。

「ああ……あの女、恐らく魔族だ。どうりでダンジョン内にモンスターが多いと思ったよ」

　目の前の少女が敵と判断するや否や、レックスたちは構えをとり、戦闘態勢に入る。

　魔族の見た目はほとんど人間と同じだ。人間と唯一見た目が違うのは、莫大な魔力を保有する角が頭部のどこかに存在することのみ。だが、その性質は人間と大きく異なる。ステータスの全てにおいて、能ある役割をもつ人間よりも優れている。それが魔族だ。

　その力は子供といえどあなどれなく、レックスは警戒しながらも接近する。

「こんなところで……何をしている？　いや、わかっているぞ！　聖剣が目的なのだろう？」

　レックスがそう言って一歩近付くと、少女は一歩後ずさる。その瞬間、隠れていた台座の上部が明らかになり、そこに聖剣が刺さっていないことにレックスは気がついた。

「貴様……聖剣をどこにやった？」

　魔族と人間は敵対している。となると、人間側の勇者だけが扱える強力な武器は、魔族にとって脅威でしかない。ならば奪取したいと思うのは当然だとレックスは解釈する。だが、どうしてこのタイミングで、まだ幼い魔族の少女が？　という観点からは考えなかった。

　たとえ少女だとしても、魔族は倒さなければならない。魔族のレベルは心身の成長とともに勝手に上昇する。今は脅威でなくとも、いずれ脅威になる可能性があるため、たとえ子供でも殺す。そうでなかったとしても、モンスターを生み出す原因である魔族を前にして、殺す以外の選択肢はありえない。全人類が共通の認識としてそう教育を施されているからだ。

「答えろ！　聖剣はどこだ？　どうやって持ち出した！」

　聖剣は、勇者という役割でなければ引き抜けない。にもかかわらず、台座には聖剣が刺さっていない。そして、少女が聖剣を持っている様子は見当たらなかった。

「ボクは……何もしていない。持ち出してもいない」

　今にも斬りかかろうとせん勢いで怒号を放つ勇者に対し、少女は頰から汗を垂らしながら、つぶやくようにそう答えた。実際、少女が聖剣を隠し持っているような様子はなかった。

「レックス様……どうしますか？」

「噓を言っている可能性のほうが高い……どちらにしろ魔族だ。倒すしか道はない」

　そう言った次の瞬間、レックスは抜いた剣を上へと掲げ、気を集中させ始める。すると、レックスの全身に青白い光が灯り、その光が流れるように掲げた剣へと注ぎこまれていった。

「まだ子供とはいえ油断して近付くな。遠距離での攻撃で一気に倒すぞ」

　レックスがそう言うと、パルナとクルルは頷き、呪文の詠唱を始める。

　そして次にレックスが合図を送った瞬間、クルルの周囲に氷の刃が大量に発生し、それが全て少女へと向かって飛んでいく。パルナからは風の刃が、そしてレックスからは閃光を放つ刃状の斬撃が一直線に少女の元へと向かって飛んだ。

　その瞬間、何かの見間違いか、レックスたちが放った攻撃よりも速く、何かが少女に向かって飛んでいった。それは少女の目の前で急停止し、レックスたちが放った攻撃を全てその身に受ける。

「お前ら……よってたかって、ただの子供に何やってんの？」

　最後に放たれたレックスの閃撃が対象にぶつかると、大きな爆発音とともに煙が巻き上げられる。その中から、気の抜けるような落ち着いた声色で、そんな疑問がレックスたちに投げかけられた。

「……何者だ？　仲間か!?」

　煙で姿を隠して声をかけてくるその存在を警戒し、レックスたちは数歩後ろへと下がる。

　直後、パルナは魔法で風を巻き起こし、煙を一気に払った。

「お前は……誰だ？」

　異様な光景に、勇者パーティーの全員が怪訝な表情を浮かべる。少女の前に立ち塞がったのは、間違いなく人間だった。それも、この高難易度のダンジョンに入るにはあまりにも軽装、いや、軽装を越えてただの私服なのではと思える布と皮製品で身を包んだ青年が立っていた。

　黒の短髪、そして平凡すぎる顔、そしてこんな状況だというのに欠伸を漏らしている。
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「ん、俺？　通りすがりの村人です」

「村……人？」

　レックスの目の前に立つ鏡の言葉には違和感しかなかった。

　どうやってレックスたちの攻撃を防いだのか？　村人がどうしてこんな場所にいるのか？　どうして防具どころか、武器すらも装備していないのか？　そして、なぜ魔族を庇かばうのか？

　理解し難い存在が目の前にいる。どうしてこんな状況で鼻をほじっているのか？　馬鹿にしているのだろうか？　そんな考えが勇者パーティー全員の思考に巡っていた。

「……どうやった？」

「っへ？」

「どうやって僕たちの攻撃を防いだ？　何をした？　いったいどんなアイテムを使った！」

　どうしてここにいるのか、どうして魔族を助けたのかよりも、レックスはプライドを優先した。絶対の自信がある必殺技を、目の前の村人は無傷でやり過ごした。レックスにはその事実がどうしても信じられず、そして許せなかったのだ。

「アイテム？　ああ……うん、ふふ……教えてやろうか？」

　苦虫をかみ潰したような顔で返答を求めるレックスに、鏡は余裕のある笑みを浮かべてみせた。

「右手という……最強のアイテムを使った」

「右手……だと？」

「そう、この右手で、飛んできた攻撃を全部摑んでバシュンって握り潰した」

　現実味のないその発言に、レックスたちは戦せん慄りつした。現実味はない……だが、噓を言っているようには見えなかったから。

　すると、疎うとましそうな表情で鏡を見つめるレックスを宥なだめ、クルルが一歩前へと出る。

「どうであれ、ご無事で何よりです。危うく一般市民の一人を殺あやめてしまうところでした」

　そう言って、クルルは礼儀正しく頭を下げた。どうやって防いだかはこの際どうでもよかった。クルルにとっての優先順位は、この目の前の村人が魔族を庇った理由。敵なのかどうか。

「その子は魔族です。それを知った上であなたは庇ったのでしょうか？　それとも……何も知らなかったのでしょうか？　それを教えてください」

「いや、この子は魔族じゃない」

　クルルの問いに、鏡は、はっきりとそう答えを返した。まるでお前らの勘違いと宣言するかのように。無論、鏡は理解している。目の前の少女が魔族であることを。

　そして鏡は知っている。魔族だから、勇者たちはこの少女を殺そうとしていることを。

「その少女からは、魔族が放つ魔力が感じられます。魔族以外ありえません」

「あー……それが魔族じゃないんだなぁ。こいつ、俺の妹だから」

　その言葉に、勇者パーティーの全員が目を点にした。魔族の少女に至っては、怪訝な表情で「っへ？」と、つぶやき、首を傾げている程だ。

「い、妹さんですか？　で、ですが……その魔力は？　あなたは人間のようですが……」

「これだよこれ、ブルーデビルの角。効果は知っているだろ？　妹に持たせてあったんだよ」

　そう言って鏡は、目の前の少女のボロマントの中に手を突っ込み、あたかも、魔族の少女が持っていたかのようにレアドロップであるブルーデビルの角を見せつける。

　ブルーデビルの角は、角に込められた魔力が続く限り、所持者への敵意をモンスターから完全に消し去ることができる。角からダダ漏れする魔力を保存しておくには、専用の瓶や皮袋が必要だ。

　ただし、その性質は魔族から放たれる魔力と同じで、ダンジョンで使えば大量のモンスターを生み出すことになってしまう。同じダンジョンに入ったほかの者からすれば、迷惑極まりないアイテムだ。

「ブルーデビルのクエストを受注していてな。たまたまドロップしたから、妹に持たせていたんだ。保存用の容器を持ってきていなかったし、もったいないから妹の身の安全のためにと思ってな」

　鏡はそう言って、ブルーデビルを30体討伐し終えたという証しが浮かび上がっているクエストの受注用紙を、ぴらぴらと勇者一行に見せつける。

　無論、鏡は保存用の容器を持っており、角はたった今その容器から取り出して見せつけたところだ。

　今頃、目の前の魔族の少女もあいまって、大量にモンスターが発生しているのだろうなーっと、鏡は遠い目をするが、これでまたクエストが発行されるなら美味しいとか、邪よこしまな考えを脳内で巡らせる。

「む……村人が、二人で？　ブルーデビルを30体？　き、聞いたことありませんよ！」

　少女が魔族ということよりも、目の前のクエスト受注用紙、それも達成済みのものを村人が持っていることに驚きを隠しきれず、思わずティナがそう声をあげた。

「ツッコミどころが多いわね。本当に村人なのかしら？」

　苦笑を浮かべながらパルナがそう問うと、鏡はステータスウインドウの役割を見せつけた。そこには確かに村人と書かれており、パルナは思わず「うっそ……」と、つぶやいてしまう。

　最初に村人と言われたとき、パルナは完全に噓だと思っていた。高難易度のダンジョンに村人が来るなんて、ティナと同じく、本当に聞いたことさえなかったからだ。

「ブルーデビルの角の効果は、もって５分程度ですが……？」

　確かに村人がこんなところにいるのも驚きだが、５分しか続かないブルーデビルの角の効果が、都合よく今も続いていることに違和感を覚え、クルルは再び疑問を抱く。

「失礼ですが、妹さんのフードを取っていただけませんか？」

「いやー……それはちょっと、妹は恥ずかしがり屋さんだから」

「どうしてです？　今、ほんの少し脱いで姿を見せていただけるだけで、疑いが晴れるのですよ？」

「妹は……姿を見せると、照れ隠しに急にバーサーカーみたいに暴れだす病気なんだよ」

「そんな病気……聞いたことがありませんが？」

　まさかここまでしつこく問い詰めてくるとは鏡も思っておらず、明らかに誤魔化し方が雑になる。その様子を見て、もはや隠しきれないと悟ったのか、魔族の少女は自分からフードを外した。

「お、おい！」

　魔族の少女がフードを外すと、半分以上隠れていた頭部の全貌が明らかになる。宝石のように輝く艶のある赤髪、フェイスラインに沿って右側に垂らされた編み込みのおさげ、そして、肩に掛かるくらいに伸ばされた髪に交ざるように、後頭部から小さな角が二本、下向きに曲がるように生えていた。

　鏡はそれを見て、「あちゃー」っと、軽く溜め息を吐いた。

「後ろを向いてください」

　そしてすかさず、クルルからそんな指示が出される。魔族の少女はその指示に従い、背中をクルルたちのいる方向に向け、後頭部に生えている角をさらして見せた。

「やはり……ですか。これは言い逃れできませんよ？」

　そう言ってクルルは、所持していた武器を構える。対する魔族の少女は半分諦めていた。同時に、突然現れて庇ってくれた村人の青年に対し、感謝の気持ちを抱いていた。だが、言い逃れには限界がある。これ以上見苦しい言い訳を続ければ、仲間だと思われて、この村人も危なくなってしまう。そう判断しての行動だった。

「いや、あれだ。この角は……アクセサリーです」

　だが、鏡は諦めずに意味不明な理由をこじつけて、魔族の少女を庇った。

　どう考えても見捨てるべきタイミングで、見捨てようとしなかった鏡に対し、驚きながら魔族の少女は目を丸くして、鏡の顔を見つめる。

「アクセサリー？　どっからどう見ても後頭部から生えているじゃないですか！」

　流石さすがにこの苦しい言い訳に、クルルもレックスもティナもパルナも呆れ果てた表情を見せる。

「いや……その、あれ、あれです。後頭部の頭蓋骨に直接……その、角をぶち込みました」

「は、はい？」

　想像するだけで痛々しく、不可能なアクセサリーの取り付け方に、勇者パーティーは思わず苦虫を嚙みつぶしたかのような微妙な表情を浮かべる。

「ほ、ほら、こんな感じに……ほぉい！　って」

　鏡はそう言ってブルーデビルの角を握り込んだ次の瞬間、ズゴッと鈍い大きな音を周囲に鳴り響かせながら、台座の側面部分にブルーデビルの角を腕力で無理やりねじ込んだ。

「えぇぇぇ……」

　その無理のある弁明に、ティナとパルナとクルルはドン引きする。

　だがその中でレックス一人だけが、その驚異的な行動に目を見開いて驚愕した。

　今、この村人は、選ばれた人間しか持つことができない聖剣が封印されていた、特殊な素材で作られた強度の高い台座を、腕力だけで、それも、押し込むだけで破壊して角をねじり込んだ。

「で、でも！　そんな形の角をもつ動物も、モンスターも見たことありませんよ！」

　そして次に、鏡にとって耳の痛いことを、ティナは指摘する。

「それは……ですね。あの、……その、一回角を砕いた後に……接着剤でくっつけて、今の形に構成し直して……ぶち込みました」

　意味不明すぎるその言葉に、パルナは眉間に皺を寄せながら「はぁ？」と、言葉を漏らした。

　その様子を見て、鏡はすぐさま追って言葉を放つ。

「あ、違う！　それはあれだ！　俺の従妹にしてあげた話だったー！　間違えちゃった！　妹には……そう！　オリジナル！　オリジナルで作った角を直接ぶち込みました」

　明らかな噓にもかかわらず、まるで論破したとでも言いたげに、鏡は自信たっぷりのドヤ顔を勇者パーティーに見せつけた。そのあまりの必死さに、クルルは少しおかしくなって、思わず本気で笑ってしまう。少女が魔族かどうかなんてどうでもよくなってしまう程に。

「ふふ……あははは！　わかりました。その角はそういうことにしておきましょう。何か事情でもあるのかもしれませんし、そこはもう追及しません」

　クルルのその言葉に、鏡は内心ほくそ笑む。「これが俺の弁明力だぁぁぁぁあ！」と心の中で叫びながら、わっしょいわっしょいと、鏡だらけの謎のお祭りが脳内で始まった。

「しかし、聖剣は別だ！」

　だが、急に真剣な声色で叫んだレックスのその言葉に、鏡は一気に現実に引き戻されてしまう。

　クルルの勝手な発言を黙認したレックスも、目の前の村人の異常さは一いつ旦たん置いて、このダンジョンに来た目的だけは果たそうと行動する。

「そこのお前の妹とやらは、この部屋で何をしていた？」

　魔族の少女にとって、答えようのない質問をレックスは投げつける。

　この部屋に何をしにきたのか？　そんなことは話せるはずがなく、かといって聖剣をどこに隠したのかも答えられない。魔族の少女には答えようがない。

　魔族の少女がこの部屋に到達した時、既に聖剣はこの部屋に存在していなかったからだ。そんなことはあるはずがないと、台座を調べていたら……勇者一行が現れた。それが全てであり、それ以外に語れる内容はない。

　魔族の少女の目的は確かに聖剣であり、ある目的のためにその聖剣を破壊すること。だが、そんなことを話せるはずはなかった。

「妹はたまたまここに紛れ込んだだけだって」

「たまたまで辿り着ける場所じゃない！　仮にたまたまだったとしても、同時に聖剣がなくなるなんて偶然が起こりうるわけがないだろう！」

「でも起こってんじゃん。というか聖剣がなかったらなんなの？」

「僕は勇者だ！　選ばれた人間なんだ！　聖剣を持つ資格のある唯一の存在だ！」

「え……ごめん。ここに刺さっていた剣なら、結構昔に俺がここに来た時にたまたま見つけて……持って帰っちゃった」

　あまりにも必死にレックスが「俺は勇者だ！」と叫ぶため、思わず鏡はこのまま誤魔化そうとしていた真実を話して謝ってしまった。そして、平然と放たれた鏡の言葉に、その場にいた鏡を除く全員が、鏡に視線を向けて凍りつく。

　いろいろ言いたいことはあるのに、言葉が出ない。ただの村人からは絶対に発せられないはずのトンデモ発言に、魔族の少女でさえ言葉を失っていた。

「王家に伝わる伝説の聖剣を……持って帰っただと？」

　そんな中、わなわなと震えながらも言葉を発したのはレックスだった。

「え!?　王家って……あれ国王のだったの？　やべぇ！　持って帰って即行で商人に売っちゃった！　たぶん今頃どっかの店で、高値で売られている可能性大」

「う……売った？」

　気が遠くなりそうな言葉を耳にし、レックスは口をあけっぱなしのまま閉じるのを忘れる。

　鏡は、そういえばここにあった剣がかなりの高値で売れたのを思い出し、なるほど……王家に伝わる剣だったからか！　と、一人で納得していた。

「う、噓をつくな！　あの聖剣は勇者の役割を得た者にしか持てないように、古の賢者の魔力が込められているはずだ！　持ち運べるはずがない！」

「あー……だからか、確かに重たかった。８００キロくらいあったと思う。でも、普通に持てたぞ？　台座から引き抜けたし」

　凍りついていた空気が、現実離れした言葉でさらに凍りつく。８００キロを「持てない」じゃなく、「重たかった」なんて言える人間がいるわけがないと、それぞれで言い聞かせながら。

「そんなでたらめな話……あってたまるか！　村人のお前が……持てるわけがないだろう！」

「確かに重たくて、俺が使うなら普通の剣のほうが使えたかも。でもたぶん、重たすぎて扱えないだけで、引き抜けることには引き抜けたし、持ち運びもできるんじゃない？　やろうと思えば台座ごと引き剝がせるだろうし」

「何を馬鹿な戯ざれ言ごとを……」

「いやいやほら」

　何を言っても信用しないレックスに対し、鏡は直接見せたほうが早いと判断したからか、そう言って軽く腰を落とし、両手で台座の端をがっちりと摑むと、全身に力を込めて台座を上へと持ち上げようとする。

　絶対に不可能。その認識をティナとパルナとクルル、そして魔族の少女は持っていた。そんな中レックスだけは、先程ブルーデビルの角を差し込んだ事実から、ありえなくもないのかもしれないと、頰から冷や汗を垂らしながら思い始めていた。

　そしてレックスがそう考えた数秒後、白い光を放出していた地面にヒビが現れ始める。

「そんな……馬鹿な」

　ヒビが見えてからは一瞬の出来事だった。ヒビは拡散するように広がり、ミシミシときしむような音を鳴り響かせ、地に軽い震動を与えると、次の瞬間には大きな破壊音を鳴り響かせ、鏡はまるで大地の怒りを体現するかのように台座を持ち上げていた。

　砂煙が周囲を舞い、地面が無理やりえぐられたかのような鈍い音が鳴り響く。

　レックスの目の前にぱらぱらと土壊がこぼれ落ち、その視線の少し上で、鏡はにこやかな笑顔をレックスに向け──、

「ね？」

　そう言って、鏡は持ち上げた台座を片手で地面へドスンと投げ捨てた。その光景を見て、最も早はや、誰も言葉を発することができなかった。

　ただの村人。その村人が、化け物がするような所業を平然とやってのけた。

　村人だからというのもある。だが、村人以外のどんな役割でも不可能なことを、目の前の青年はやって見せた。

　その事実に、レックスは驚愕を越えて、恐怖をその身体に信号として送っていた。今まで、自分よりも訓練を重ねた人間も、戦いに精通した人間も、この若さでこのレベルに辿り着いた人間もいないと思っていた。

　上には上がいる。それをはっきりと思い知らされ、レックスの心はポッキリと折れていた。怪物を体現したかのような目の前の村人を前に。

「れ、レベルは？」

　かろうじてレックスが言葉にできたのがそれだった。

「９９９」

　そしてもったいぶることなく、普通の表情で鏡はそう言うと、役割と一緒にレベルもステータスウインドウに表示させて見せる。

　そこには、はっきりと、役割：村人、レベル：９９９、という情報が表示されていた。

　それを見て、その場にいた全員が、石化したかのように固まった。

　ありえないことだった。というより、その数値を見たことがなかった。

　基本的にレベルを上昇させるための経験値は、モンスターを倒す以外にない。そしてその経験値は自分よりも上のレベルのモンスターからしか得られない。

　金を得た村人が、金を積んで、最低限、身を守れるくらいにレベルを上げてもらうのはよくあることだし、親戚に、違う役割を得た者がいて、レベリングをしてもらったという話もよく聞く。

　だが、レックスは最大でもレベル30の村人しか見たことがない。なぜならレベルを上げたところで、村人は戦闘においては無価値だから。レベル30相当のモンスターに、遙かに不利な立場で戦いを挑むことを強いられる村人が、戦える役割が存在するこの世界で戦う理由がないから。

　遙かに高い死のリスクを背負ってまで、レベルを上げようとする馬鹿はいない。なのに、目の前の村人は、９９９の数値を持っている。

　つまりそれは、レベル９９９に値するモンスターを倒したということ。

「あ……あ……ありえない」

　レックスが震えながら放ったその言葉は、鏡以外の全員が同意見だった。

　ありえないことだった。かつて、歴代最高到達者と呼ばれ、魔王をギリギリのところまで追いつめたとされている伝説の勇者のレベルが２５３だ。

　なのに、自分たちと年齢がほとんど変わらない目の前の男、それも……もっとも死のリスクが高い村人が、その最高到達者を遙かに上回るレベルをもっている。

　天地がひっくり返ったとしてもありえないことだった。

「いったいどうやって？　何をしてその境地に辿り着いた！　村人ごときが!?　どうやって？　答えろ……答えろ！」

　聖剣のことなど、もうレックスの頭になかった。５歳の頃から、自分は特別な存在で、期待と希望を込められて生まれてきたと思っていた。自分にしかできない使命がある。自分以外の者には不可能な所業、だからこそずっと戦ってきた。強くなろうとしてきた。なのに、目の前の男はそんな自分の努力を遙かに凌りよう駕がする数値を見せつけてきた。

　何が許せないか？　勇者という役割を与えられた自分よりも、遙かにレベルを上げるのが難しいその役割で、９９９に上りつめたその現実が許せなかった。

　自分よりも不利な立場で、自分を越えた。頂点に立つべき自分を遙かに凌駕する存在、それがどうしても認められなかった。

「毎日モンスターと戦ってたからかな？」

　すると、鏡はそんなことどうでも良いかのように、欠伸をしながら答えを返した。その行動が、レックスのプライドをさらに刺激する。

「それくらい僕も同じだ！　仮にそうだったとしても、その数値は……ありえない」

「ただモンスターを倒すだけなら、同じかもな」

「ただモンスターを倒すだけならだと？　ふざけるな！　モンスターを倒した数だって、僕は誰よりも多い、自主的な特訓だって……！」

「ごちゃごちゃうるせぇぇぇぇ！　俺がどうレベルを上げたとか、お前が今まで何をしていたとか、そんなのどうでもいいだろ！　これが現実！　以上！」

　そして鏡は、このままだと自分が辿ってきた人生を語らないと帰れなくなると悟り、そう一喝してこの場から去ろうとする。

「ほら行くぞ、妹」

「え？　え……あ、うん」

　言いたいことや聞きたいことは、レックス以外の連中にもたくさんあった。だが、何から聞けばいいのか、何を言えばいいのか整理がつかず、魔族の少女の手を引いてこの部屋から去ろうとする鏡を、レックスたちは黙って見送るしかできなかった。

「待てよ……それだけの実力があって、お前は何をやっている？　何を目標として生きている？　お前なら……魔王だって倒せるはずだ！」

　だが、勇者として、聞いておかなければならないこと、それだけは自分のプライドや考えとは別に、レックスは言葉にして放った。放たなければいけなかった。

「え？　お金を稼いで普通に生きているけど……別にいいよ魔王とか、そういうのは勇者様たちに任せるわ。俺、別に魔王がいて困ることないし」

　次の瞬間、鏡は勇者の存在意義を否定するかのような言葉を口にする。実際、鏡にとって魔王はモンスターを生み出してお金を発生させてくれる良い存在でしかない。それ以外にも理由はあったが、鏡に魔王を倒そうという考えは一切なかった。

　そして、倒されるなら倒されるで、それもどうでも良かった。

「…………な、そんな理由っ！」

　失望、怒り、軽蔑、敗北感、様々な感情がレックスの中で入り乱れた。それだけの力をもっているのに何もしないその存在に対して。だが同時に、何も言えなかった。

　プライドが、村人に強いという理由だけで戦いを強要する情けなさが、レックスから言葉を奪った。

　そんなレックスを見て、鏡は横を通りすぎる時──、

「お前はまだ……この世界の仕組みを知らない」

　小さく、レックスにしか聞こえない程の声量で、そうつぶやいた。

　レックスにはその言葉の意味がわからなかった。

　すかさずどういう意図でその言葉を放ったのか聞こうと、鏡のほうへと視線を向けるが……その瞬間、何も言えなくなる。

　鏡があまりにも、悲しげで、全てを知って失望したかのような……つまらなそうな表情をしていたから。何を知って、そんな顔をするようになってしまったのか？　その境地に至って、何を知ってしまったのか？

　レックスにはとてもじゃないが聞けなかった。聞くのが、怖くなったから。

「ところで……聖剣は王家の所有物なのですが……」

　その時、クルルが、鏡に去られる前に聞いておかなければいけないことを口にする。その瞬間、鏡は部屋から去ろうとする足を止めて腰を90度曲げた。

「それについてはマジですみませんでした」

　そしてあわよくばこのまま逃げようと思っていた鏡は、すかさず謝罪する。

「これって……王家の財宝を荒らしたという泥棒行為では？」

「いや、でもその剣、ダンジョンに落ちていたと言っても過言じゃありませんし」

「この部屋は、一応王家の隠し倉庫という扱いなのですが」

「知るかそんなのボケェェェエ！　ダンジョン内に作んな！」というツッコミを脳内で展開しながら、鏡の額に汗が垂れ落ち始める。

　王族のものを盗んだというとんでもない罪、そしてその王族が目の前にいるという事実に対し、鏡は焦りを感じていた。

　さすがに王族を前に、「誰でも入れて誰でも持っていける環境、そんなダンジョン内で所有物の権利かざすなよ！　城内に作れよ無能！」とは言えない。

「あの、弁償……すれば、いいですかね？」

「あの剣は、お金に換算できるものではありません」

　ふざけるな。商人が持つ、アイテムの価値を見定めるスキルで見てもらったけど、３００ゴールドの価値だったぞと、実際にあの剣を売った鏡は脳内でそう叫ぶ。

　だが、鏡は何も言えなかった。犯罪者のレッテルを貼られるわけにはいかなかったから。

　王都内の魔法使いの中には、名前と、対象となる人物の顔をイメージできれば、犯罪者の烙印を押す魔法を使える者がいる。

　本来、人を殺すなどの行為をすれば、ステータスウインドウに表示される文字や表記の全てが自動的に赤色に変色し、犯罪者としての烙印となるのだが、それとは別に、王都の連中は犯罪者の証しを発行できる。ステータスウインドウにドクロのマークが付いていた場合、犯罪者扱いとなり、国に存在するあらゆる施設の利用を拒否され、なおかつ王都から追われる身となってしまう。

　変色した色やドクロマークは二度と元に戻ることはないが、罪を償つぐなったと王都が認めた場合、免罪の証しが発行され、ステータスウインドウに表示される。逆に言えばそれがなければ、一生不自由な生活を強いられることになるのだ。

　楽しむことを生きがいにしている鏡にとって、それは致命的だった。

「あの……どうすれば見逃してくれますか？」

　もう聞くのが一番早いと判断した鏡は、クルルに向かってそう問う。

「そもそもあの剣は、魔王を倒すために作られた剣です」

「と、言いますと？」

「私たちのパーティーに加わり、共に魔王を倒していただけませんか？」

　クルルのその言葉に、魔族の少女は一瞬ぴくっと反応を示し、眉をひそめる。すぐさまキッと鋭くクルルを睨みつけた後、不穏な表情で魔族の少女は鏡を見つめた。

　対する鏡は口をぱかっと大きく開き、心底面倒くさそうに、しかめっ面を見せつけていた。

「いやでございます」

　そしてはっきりと鏡は答えを返し、魔族の少女は安堵した様子を見せる。

「なぜです！　それだけの力があるのなら、魔王を倒すことだってできるはずです！　誰も成し遂げたことのない偉業を果たそうとは思わないのですか！」

「思わないね」

　しつこく仲間に誘おうとするクルルに対し、重たい口調で威圧するようにそうつぶやき、鏡はしつこいと言わんばかりに睨みつけた。

　村人とは思えないその気迫に、クルルは一瞬身体を震わせて言葉を失う。

　そして、これ以上話しても無駄だと悟り、鏡は止めていた足を再び動かし始めた。

「要は伝説の聖剣を返せばいいんでしょ？　探してさらにおまけで何かつけて返すからさ、それで許してください。放置していたほうにもちょっとは責任あるんだしさ」

　鏡はそう言って強気に出た。よくよく考えれば、まだ名乗っていないため、犯罪者のレッテルを貼られる心配はなく、とりあえずこの場から逃げ出せればなんとかなることに気付く。

「どうして……ですか？　富や名声が欲しくはないのですか？　苦しむ人々を助けたいとは思わないのですか？」

「ん？　富は欲しいけど、名声はいらないかな。苦しむ人がいるなら……そりゃ助けるけど」

「そ、それなら戦う理由は少なくともあるはずです！　それでもまだ足りないと言うのならば……魔王を倒した暁あかつきには、私はあなたの妻となりましょう！」

　そして一国の王女であるクルルから放たれたとんでもない発言に、その場にいた全員が「はぁ!?」っと、驚きの声をあげる。

「ま、待て！　クルル……さすがにそれは……。村人と契りを交わすというのか！」

　そしてなぜか声を荒らげて焦り出すレックス・チクビボーイ。彼の計画の中には、最終的に魔王を倒し、富と名声を得た後、一国の姫と契りを交わしてこの国を統治するところまでがあった故だ。

「私はそれでも構わないと思っています。それ程までに、この村人の力は稀少であり、その価値があると判断致しました」

　クルルは至って正常かつ、冷静な判断として、その言葉を口にした。それ程までに、魔王を倒すことに人生を賭けているのだ。

　鏡はそれを見て、執念のような必死さを、その真剣で真っ直ぐな眼差しから感じとり、その若さで自分の人生を自分のためではなく、ほかの者のために使おうとする姿勢に感動する。

「だが、断わる」

　そして、普通にその提案を断った。そう、感動しただけ。

　金を集めるのが目的の鏡にとって、それは悪い提案ではなかったが、鏡の中にあるポリシーが、それを「はい」という言葉にして放たせようとはしなかった。

　魔王が誰かに倒されるのはどうだっていい。倒される理由は確かにあるからだ。だが、自分の手でとなると話は別だった。

「理由を……お聞かせください」

「そもそもお前らは根本的に勘違いしてんだよ」

「勘違い？」

　とことん説明するのが面倒くさそうな鏡に対し、その場にいた全員が集中して耳を傾ける。

「俺は別に、魔王討伐が偉業だと思っていない。だから戦わないし手伝いもしない。それだけだ。ちなみにこれは……俺がそう思っているだけのことだから、気にしなくていいよ」

「言っている意味が……わかりません」

　全員、クルルと同じ気持ちだった。言っている意味が、まるでわからなかった。

　誰も成し遂げたことのない魔王討伐。それはモンスターを生産する最大級の害、それも誰もが潰すことのできなかった害を取り除くという、人間にとって偉業としかいえない所業。

「ま、わからないならそれでいいよ。わからないからって、悪いことじゃないしさ」

　鏡はそう言い切ると歩を進め、部屋の外へと片足を出した。

「待ちなよ、こんな納得のいかない立ち去られ方しても気分悪いじゃない。あんたが凄いってのはわかったけど、せめて魔王と戦わない理由くらい話していきなよ」

　そこで、ようやくパルナがそう言葉を放つ。純粋に気になったのだ。魔王と戦う道を選んだパルナにとって、そこまでの力を得て何もしようとしないその村人の答えが。

「ったく、説明しようと思ってもしにくいし。別にあんたらが間違っているわけじゃないんだから……俺なんて無視すればいいだろ？　自分で気付かないと意味のないことだしさ」

「せ……せめてヒントだけでも……」

　次におそるおそるティナがそう懇願する。振り返った鏡と視線が合った瞬間、「ッひ！」と身体を震わせるが、ティナはその興味からそれでも視線を外そうとはしなかった。

「あんたがさっき言ったその苦しむ人々ってさ、自分勝手だとは思わないか？」

　そして、鏡は最後にそう言葉を発すると逃げるように、白い光を放つ部屋から、薄暗い光を放つ洞窟の闇の中へと消えて行った。

　残された一同は、最後に残されたその不可解な言葉に、頭を悩ませる。

　何がおかしいのか、戦わない理由がどこにあるのか、レックスたちには全くわからなかった。

　村人の男はこうも言っていた。「あんたらが間違っているわけじゃない」と。

　魔王を倒すことは、間違ったことじゃない。でも、偉業とは呼ばない。魔王と戦う理由にもならない。富と名声を得る理由にはならない？　自分勝手？　何が？

「あぁぁぁぁもう！　訳がわからないです！　なんですかあの人！」

　結局最後まで何が言いたかったのかわからず、ティナがそう声を張り上げて頰を膨らませる。

「村人……それも多分、どんな役割の奴よりも強い村人よ」

　自分で現実味のない発言をしていることに気が滅入ったのか、パルナはそう言って溜め息を吐いた。その時、レックスが睨みつけるように部屋の出入り口を見ていることに気がつく。

「レックス？　どうしたのよ……獣みたいに部屋の出入り口なんか見つめちゃって、さっきの村人なら、もう絶対この付近にいないと思うけど？」

「あいつ……僕の横を通りすぎていった時、妙なことを言っていた」

　そのレックスの言葉に、ことごとく勧誘を断られて少し落ち込んでいたクルルが興味を示す。

「なんと……おっしゃっていたんですか？」

「お前はまだ……この世界の仕組みを知らない……そう言っていた」

「……仕組み？」

　それを聞いて、一同の村人に対する謎がさらに深まった。

「あの方は……いったい何を知ったのでしょう？」

「わからない。だが一つはっきりしたことがある」

　顎に手を置いて、村人が消え去った出入り口を見つめながら悩むクルルにそう言って、村人と同じように洞窟の闇へと突き進み始めたレックスは、ある決意を固めていた。

　確かに自分はその仕組みを知らない。ならその仕組みを知ればいい。そして……あの村人を越えればいい。村人にできて、自分にできないはずがない。

　聖剣なんてどうでもいい。今自分の中にある思いは……そんなものすら必要としない確実な力、魔王を絶対に倒せると確信できる……その力を得ること。できる。必ずできる。

「僕は……誰よりも一番強くなければならないんだッ！」

　レックスはそう叫ぶと、レベル９９９の村人を越える力を手にするために、新たに執念という名の炎を、自身の志に灯したのだった。




















[image: ]







　二歳の頃、グリーンスライムを倒した時に鏡はある一つの疑問を抱いた。

『どうしてこいつらは、お金を持っているのだろうか？』

　その疑問は、当時二歳の鏡の中から一瞬にして消え去った。それがこの世界にとっての常識、当然の現象。

　いや、むしろ二歳だったからこそ思えたことなのかもしれない。

「当たり前」という魔法の言葉は、いつしか鏡が抱いた疑問を消し去ってしまった。

　それから鏡は、毎日のようにグリーンスライムを倒し続けた。たまに飛ばしてくる毒を喰らわないように、必ず一対一の状況で戦い、石ころを投げつけながら、時には落とし穴を掘って、そこに石ころを投げつけながら、着実に経験値を取得していった。だが、グリーンスライムの個体にも限りがある。鏡が毎日のようにグリーンスライムを倒し続けて、鏡のレベルが３になったのはそれから一ヶ月後のことだった。

　次に標的にしたのは、村の近くに存在するモンスターの中で、グリーンスライムの次に多く存在するモンスター、モスゴブリンだった。

　猪いのししのような見た目で、全身緑色の肌を持ち、突進攻撃とともにその大きな口で標的にかぶりつく凶悪なモンスター。見た目の気持ち悪さもあって、鏡も手を出すのを躊躇ためらっていたが、レベル３になり、明らかに今までよりも身体が軽く、力も増えたと判断したため挑戦したのだ。

　結論からいうと、倒すのは簡単だった。突進してきたら避けて、背後から殴る蹴る、石を投げる。それだけで倒せた。集団で行動していれば、その突進攻撃によりかく乱されて誰かが犠牲になったかもしれないが、鏡は一人で戦っていたため、その危険性はなかった。

　モスゴブリンの討伐を開始して一年くらいたった頃、鏡のレベルは４になっていた。逆に言えば、４にしかならなかった。理由は簡単で、モスゴブリンのレベルが４だから。いくらモスゴブリンを倒したところで、レベルは４までしか上がらない。

　鏡が次のステップに踏み出そうと思えば、さらに一つ上のレベルのモンスターを倒さなければならなかった。そして、村の周辺で次に強いモンスターとなれば、それはレベル７のモンスター、ゴブリンだけだった。

　大人の忠告もあり、さすがに一足飛びにレベル７のゴブリンに挑戦するのは危険じゃないだろうか？　そう思っていた鏡だったが、いつまでたってもレベルの上がらない現状から抜け出すため、ゴブリンと戦うことを決意する。

　モスゴブリンを無傷で倒し続けられた自分なら、ゴブリンもなんとかなる。そうタカをくくり、鏡はゴブリンと戦って、どうして村の大人たちがモンスターと戦おうとしないのかを理解した。

　実にシンプルな答えだった。それは、死のリスクが高すぎるということ。

　人間と同じく人型で、ボロボロだが鎧よろいを纏い、接近すればモスゴブリンと同じく大きな口で嚙みついてくる緑色の怪物には、今までの戦法が通用しなかった。

　距離を保ち、遠距離から攻撃を仕掛けても纏った鎧で防がれ、全くダメージが通らない。なのにもかかわらず、向こうもこちらと同じく遠距離攻撃……石を投げつける行動を真似てきた。

　ゴブリンから放たれた石は、その手元から離れた瞬間に視界から消えさり、自分の右肩の肉をかすかにえぐり取った。もしもそれが、ほんの少しでもずれて頭部に命中していたら即死していただろう。そう思える程の威力だった。

　その時に初めて理解する。グリーンスライムとモスゴブリンも、今まで運よく攻撃が一度も当たらなかっただけで、一撃でも当たっていたら、死んでいたことに。

　鏡は一目散に逃げた。そして村人という役割がどれだけ不遇な存在なのかを理解した。ゴブリンは逃げた自分を追いかけてきた。そして村に滞在していたレベル10の戦士の男性に助けを乞うた。そして彼がゴブリンの投石をその身体で受け、さらには一撃でそのゴブリンを仕留めたのを見て、鏡は完全に理解したのだ。

　圧倒的なステータスの差、村人は所しよ詮せん……戦うために生まれたのではない、守られるべき存在なのだと。

『役割って……何なんだろう？』

　久しく忘れていた感覚をその時、再び思い出した。

　この世界にとって当たり前のこと、当たり前の常識に疑問を抱いた。

　言いようのない、不可解な感覚が鏡を襲った。だが、その答えは見つからない。一人一人に与えられた生まれ持った役割。それ以外に誰も答えようがないし、答えがない。そしてその疑問もまた、答えの見つからない袋小路へと迷い込んだ。

　だが、鏡は諦めなかった。レベル10の戦士が倒せるなら、レベル10の戦士が持つパワーで攻撃すれば、きっと村人でもゴブリンは倒せると考えた。本来ならそこで心が折られ、諦めるべきはずのことを、鏡は諦めなかった。認めたくなかったのだ。村人として生まれたのなら、村人として生きるしかないという現実を。役割が何なのかの答えは見つからない。だが、見つからないということは同時に、答えのないものに『そういうものだから』と、諦める必要もないと考えたのだ。

　死のリスクは異常な程に高かった。しかし、鏡は死のリスクを背負うつもりもなかった。そうなると単純に、今より強くなってリベンジする以外にない。

　だが強くなろうと思っても、腕立て伏せなどの筋トレを行いながら身体の成長を待って、レベルとは違う微々たるステータスの上昇を図る以外にない。しかし、それによるステータス上昇の値も、たかが知れていた。本当に村人の枠を越えて強くなろうと思えば、レベルを上げる以外に方法はなかった。

　そして、レベルを上げようと思えば、ゴブリンを倒す以外に方法はない。

　八方塞がりだった。どうあがいてもゴブリンを倒すなんてことは、一人では達成できない。ほかの村人に協力を要請しても、無論、誰も死にたくないため、協力なんてしない。というより、まだ子供の鏡を、モンスター退治に行かせられるわけがない。戦士を雇ってレベリングをしてもらおうにも、子供だから駄目。そしてお金がないから駄目。こればかり。

　そして、どうしようもない現実から抜け出すことができないまま、鏡は７歳になった。７歳になりたての時、鏡のレベルは相変わらず４のままだった。予想通り、ステータスは成長によって微量に上がっていたが、大きな変化はない。

　そんな７歳になりたての頃、衣服屋を営む父親に連れられて仕立てた服を納品するため、村に滞在していた戦士を雇って、荷馬車で王都へと向かっていた時のことだった。




　モンスターに襲われて、父親が目の前で血まみれになって殺された。




　そしてその日から、鏡浩二という存在の物語が始まった。
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「うっわ……外冷えるな。さっさと帰って飯食って寝たい」

　勇者一行から逃げるように速足で古の洞窟から抜け出した鏡は、すっかり暗くなった夜空を見上げてげんなりする。木々が少し遮さえぎっているが、雲一つない夜空は綺麗に満月を映し、星々の光を煌きらめかせていた。

「夜は冷えるから暗くならないうちに帰るつもりだったんだけどなぁ……帰るか」

　鏡はぼりぼりと頭を掻いてつぶやきながら、達成済みになったクエスト用紙を肩にかけていた鞄の中へと入れ、鼻歌交じりにヴァルマンの街へと足を向けて歩き出した。

「ちょっと、ちょっと待って！　ボク、ボクをあからさまに置いていこうとしているよね？」

　何の躊躇いもなく歩き出した鏡の服の裾を慌てて摑み、角を生やした魔族の少女はそう言う。

　服の裾を摑まれた鏡は、チラッと美少女の部類に入るであろう魔族の少女の姿を視界に入れると、ニコッと笑って再び何の躊躇いもなく歩き始めた。

「待って！　待ってよ！　どうして止まってくれないの！」

「いやぁー俺、ロリコンじゃないからさ。あ、それとボクっ娘もそんなに好きじゃない。グラマーで色っぽいお姉さんが好きなんだよ」

　えへへっと、自分の性癖を照れながら言う鏡に、魔族の少女は唖然とする。

「それ以前の問題だよ！　どうして助けたの？　ボクが魔族なの……知っていたんでしょ？」

「殺されそうだったから」

　普通の表情で、それが当たり前であるかのように言い切った鏡を見て、魔族の少女は驚きを隠せなかった。そんな人間、いるはずがない。人間も魔族もどちらもがそう思うであろう。

　だが、そんな当然とは外れた存在が目の前にいる。それも村人、しかもレベル９９９。

「俺は助けただけだ。ここからどうするのかは知らん。古の洞窟に一人で来たように、自由に行動すればいい。魔族だし、護衛もいらないだろ？」

「ま、待って。聞きたいことがあるんだ！」

　本気の様子が窺えたからか、鏡はやれやれと歩を止めて耳を傾ける。

「さっき……魔王を倒すつもりはないって言っていたけど、それは本当なの？」

　まるで叱られた子犬のように、おどおどとした様子で鏡を見上げながら、魔族の少女は問いかけるようにそう言った。

「ないよ。誰かが倒す分にはどうでもいいけど」

「倒さないけど……倒されるのはどうでもいいって。なら……どうして同じ魔族のボクは助けたの？　意味がわからないよ！」

「変なこと聞くなあ……別にお前、何もしてないじゃん」

「ボクは魔族だよ？　存在するだけでモンスターを生み出す……人間の敵だ」

　思い詰めた表情でそうつぶやく魔族の少女に対し、鏡は心底「なんでこんなシリアスに巻き込まれてんの俺」と、げんなりした表情で溜め息を吐く。

「そんなの自分の意志ではどうしようもないだろ……ゴキブリじゃあるまいし、こうやって会話もできんだからさ。モンスター生むだけでしょお前ら。むしろ好都合だわ」

　その言葉を聞いて、魔族の少女は目を丸くする。そんなふうに考える人間がいるとは、思っていなかったからだ。人間にとって魔族は問答無用で敵。それが普通の考え方のはずなのに……目の前の男は、自分を人間と同じように扱おうとしている。そんな人間、いないと思っていた。でも、いてほしいと願っていた。

　この男は自分と父親が探していた存在かもしれない。そう考えた瞬間、このチャンスを逃してはならないと、まだ整理のついていない頭で決意を固めて真剣な眼差しを鏡へとぶつけた。

「ぼ、ボクと結婚してほしい！」

　そしてあまりにも唐突すぎるその言葉と真剣な眼差しに、鏡は数秒間見つめ返した後、大きな欠伸を漏らした。

「うん。１億年後な」

　少女が、心臓が破裂しそうな緊張を抑えて、決死の覚悟で伝えた言葉を、鏡は全く動じないどころか、どうでもよさそうにそう言って答えを返す。

「うぅ……せ、せめて５年後。好み通りのグラマーになるから……！」

「アホですか？　魔族と人間が敵対関係にあるこの世界で、出会ってまだ数十分しかたっていない、グラマーな女性が好みって言っている男にいきなりプロポーズしてきた魔族のガキにオーケー出すわけねえだろ。そういう展開に憧れてんのか？」

「ち、違う！　ちゃんと理由はある！　ボクはあなたみたいな人間を探していたんだ！」

「噓つけ！　明らかにたまたま出会っただけだろ！　つーか、すぐ別れるつもりだったのに結局ついて来てるからついでに聞くけど、お前あの洞窟の聖剣に何の用があったの？」

　その言葉に、魔族の少女は一瞬話すのを躊躇ったが、レベル９９９でありながら魔王を倒すつもりがないと宣言する村人を信じ、再び鏡に視線を合わせると口を開いた。

「お父さんが病気で……でもまた新たな勇者が旅立とうとしているって話を聞いて、魔族の間で噂されている伝説の聖剣をもしその勇者が持って現れでもしたら、さすがのお父さんでも……殺されちゃうと思って、だから……その聖剣を取られる前に壊しに来たんだ」

「すげぇツッコミどころ満載だな。どうやって聖剣の場所を知ったんだ？」

「書庫にあった古い本に書かれていたんだ」

　必死になって探したのか、頑張ったことをアピールするようなジェスチャーを見せながら魔族の少女はそう言った。

[image: ]

「……書庫？　っていうかお前の親父さん、病気とか言ってたけど……勇者に聖剣なかったら勝てるくらいにその病気軽いの？」

「ううん、凄く重たい病気だよ。お父さんが言うには力の50％も出せないって」

「50％で勝てるとか、勇者が紙屑みたいな扱いになってんじゃん。何なのお前の親父？」

「えっと……魔王的な何かというか……その、魔王」

「うほ」

　言葉にすれば軽蔑され、敵対視されるかもしれないと思いながらも、魔族の少女は小さな可能性にかけて言いにくそうにもじもじとしながらそう言った。

「魔王って病気になるんだな……っていうかそんなに弱ってんのか、あのおっさん」

「うん一年前からずっと病気で苦しんでる。……っていうか、あのおっさんって……お父さんのこと知ってるの？」

「魔王なんて誰でも知ってるだろ？　まあ……それとは別に昔ちょっといろいろあったわけだが、別にどうだっていいだろ？　今は何も関係ないし」

「よ、よくないよ！　お父さんに会って生きて帰った人なんて、聞いたことないよ！」

　そんな人物を認めたくないのか、それともいてくれて嬉しいのか、問い詰めるかのように鏡に迫ると、嬉しそうな表情で目をきらきらさせながら少女はそう言った。

「そもそも殺し合いなんて、あのおっさんとしてないしな、ちょっと会いに行っただけだ……９年くらい前かな？　そういやお前って何歳なの？　10歳？　名前は？」

「ボクは13歳だよ失礼だな！　ボクの名前はアリス。アリス・バルネシオ。そっちは？」

「俺は鏡浩二、23歳だ。ってことは……俺が昔、魔王城に行った時、お前いたんだな」

　鏡のその言葉を聞いて、アリスは首を横に振った。

「魔王城は危険だからって、魔王城から離れた場所にある集落でボクは暮らしていたから……たぶんボクとあなたは会ったことないよ」

「ふーん……おふくろさんは？」

「いないよ。ボクを生んだ時に亡くなった。親戚のおばさんと一緒に暮らしていたから」

　それを聞くと、鏡は「そりゃ悪いこと聞いたな」と、軽く平謝りする。それと同時に、まあそうなるだろうなと、納得する。人間から命を狙われている魔王がほかの魔族と一緒に暮らすのは、ほかの魔族にも危ないところに命をさらせと言っているようなものだからだ。

「それで？　どうして俺みたいな人間を探しているんだ？」

「人間と……共存の道を歩みたいんだ」

　それを聞いて、鏡は大きく溜め息を吐き──、

「無理なので、諦めてください」

　そう言って、冷たくあしらうように手をぷらぷら動かすと、そのまま再び歩き始めようとする。

「どうしてさ！」

　しかし、鏡が淡々と吐いたその言葉に納得がいかないのか、アリスはそう叫んだ。

　この人なら理解してくれる。そう思っていたアリスは泣きそうな程に曇った表情を浮かべる。

　その表情を見て、さっさと帰ろうとしていた鏡は足を止め、ばつが悪そうに頭を掻くと──、

「仮に俺とお前が結婚したとして、だからなんだって話だ。俺は人間から裏切り者と呼ばれて終わりだよ。お前らのそのモンスターを生み出す角がある限り無理！」

　人差し指をアリスに向けてそう言いきった。

「でも！　モンスターを生み出すだけで、それ以外……ボクたちは何も変わらない！　あなただってそれを理解していたじゃないか！　あなたみたいな人がほかにもきっと……っ！」

「断言してやる。そんなのほんの一握りだ」

　まるで、結論を知っているかのような口ぶりで、鏡はそう言いきった。

　人間はモンスターを憎んでいる。そしてそのモンスターを生み出す魔族もだ。仮に魔族が何もしなかったとしても、モンスターは人間を襲う。そうなれば連鎖的に人間は魔族をも憎む。すると、攻撃を受けた魔族も人間を恨むようになる。この負の連鎖を知っているが故の結論だった。

　鏡は知っていた。アリスが魔族を敵対視しない人間が珍しいと言うように、人間を敵対視しないどころか、共存したいと願う魔族も珍しいことを。

「俺たちみたいなのは少数派なんだ。少数派の主張は聞き入れられない。無視される」

　その言葉に、アリスは思い詰めた表情を見せた。まるで、「そんなことは知っている」と、既に経験してきたかのように。

「最初は俺も無条件で魔族は倒さなきゃいけない存在だと思っていた。でも、お前らが人間と大して変わらない存在だって気付いても『敵対視しなきゃいけない相手』という現実は何も変わらなかった」

「モンスターを……生み出すから？」

「そう。それに、それを知っている人間なんて俺以外にもたくさんいるぞ？　わかった上で魔族をぶっ殺すって言っている奴もいるしな」

　それを聞いて、アリスはその場に力なくペタンっと座り込んでしまう。予想外だった。人間と魔族が仲良く共存できるところを見せられれば、魔族の命が狙われることもなくなる……そう思っていたからだ。そんなアリスの姿を見て少しいたたまれなくなったのか、溜め息を再び吐いて、アリスの傍へと鏡は近寄る。

「要は……そういう仕組みになっているこの世界が悪いんだよ。どうしようもないってやつだ」

　そして鏡は、なだめるようにそう言った。その時の鏡の表情はどこか寂し気だった。なだめられているのがおかしいと思う程に、逆にこちらがなだめなきゃいけないんじゃないかと思う程に、アリスはその表情を見て切ない気持ちになった。

「じゃあ……あなたはどうして、魔族を……殺さないようにしようと思ったの？」

　そして、自然にそんな言葉がアリスの口から放たれていた。

　ボソッとそうつぶやかれたその言葉に、鏡は一瞬、きょとんと呆けた顔を見せる。そしてその後すぐ、背中を向けてわざとらしく「うーん」と、唸り出すと、

「……あほらしいから」

　それだけつぶやいてその場からゆっくりと去っていった。

　そしてどこか哀愁が漂うその背中を見て、アリスはそれ以上何も聞こうとは思わなかった。

　よくわからないが、この男にはそういう信念があるのだろう。魔族が死んでもどうだっていいが、自分は殺さない。目の前で死にそうだったら守る。考えれば考える程に意味不明な鏡という存在に、アリスは少し惹かれつつあった。
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「それでどこまでついて来るの？　もうすぐヴァルマンの街に着くんですけど？」

　鏡のあほらしい宣言から五十分、古の洞窟からヴァルマンの街周辺に広がる森を歩き続け、ようやく街をモンスターから守るために囲っている外壁が見える場所にまで鏡は辿り着いていた。そしてついでに、つけるようにこそこそとついて来たアリスも同着する。

「あの……その、お願いがあって」

　隠れているつもりだったのか、木の陰からピョコっと顔だけを出して、もじもじと言いにくそうにアリスはつぶやく。

「お父さんの病気を治すために、お薬……買ってきてほしいんだ」

「お薬ってなんの？」

「治安管理ギルドっていう場所で精霊の加護薬っていう万能薬が購入できるって噂を聞いて……それを買ってきてほしい」

「それ、10ゴールドするんですけど、お金あります？」

「じゅ、10ゴールド!?」

　せいぜい５００シルバーくらいだろうとタカをくくっていたアリスは、手の届かない値段を聞いて愕然とした表情を見せる。

　精霊の加護薬は、その値段に見合った効果をもたらす最高峰の薬だ。風邪はもちろん、毒や呪い、石化の除去、活力も、精力も、体力も、エイジングケアにも、美肌にも、筋肉の疲労にも、何にでも効いてくれる万能薬だ。

　愛用しているのは、貴族の中でもごく一部、それも年に一度使うかどうかのとんでもなく貴重なアイテムである。

「まあないだろうな。持っているようには見えないし」

「あの……その、お金……貸してください」

　恥を忍んでアリスはそう言うが、鏡は「何言ってるんだこいつ」とでも言いたげな表情で、眉間に皺を寄せる。

「魔王のために大金貸してまで薬を買ってあげる村人とかいねえよ。俺がそこまでしてやる義理はないね。病気にかかった魔王が悪い。おとなしく倒されろ」

　人差し指をアリスに向けながら鏡がそう宣言すると、アリスは途端に表情を暗くした。その変化を見て、さすがに実の娘に向かっておとなしく倒されろは言いすぎだったと鏡は猛省する。

「お父さんを死なせるわけにはいかないよ……死んだら、魔族の皆が危険にさらされる。これはボクとお父さんだけの問題じゃないんだ！」

　直後、訴えかけるかのような顔つきで、アリスはそう叫んだ。

　その様子を見て、鏡は思案顔で耳を傾ける。

「今はお父さんという巨大な魔力の持ち主が人間の標的になっているから、人間はお父さん以外の魔族を殺そうとしていないけど、お父さんがいなくなったら……！」

「あー……まあ、そうなるな」

　モンスターは、魔王が倒されたところでいなくなったりはしない。というのも、モンスターは魔族が放つ魔力を利用して生み出されるだけで、魔王が直接的な原因ではないからだ。

　異常な程に巨大な魔力を秘める魔王が倒されれば、いなくならないモンスターの原因を、今度は各地に住む魔族のせいにし始めるだろう。

　今は魔王という巨大すぎる相手を片付けないことには、ほかの魔族を気にしていても仕方がない状況だからこそ、ほかの魔族は標的にされずに済んでいるのである。

　そしてそれを理解している魔族は少ない。魔王城は危険だからという理由で住すみ処かを別の場所に置いているのが良い証拠だ。

「でも……それは遅かれ早かれいずれ必ず起きる問題だろ。魔王もいつかは死ぬ。いつかは途絶えていなくなる」

　鏡はそれを理解していた。理解した上で、成り行きに全てを任せきっていた。それは絶対に避けられないことだと、諦めていたからだ。

　魔族の寿命は永遠じゃない。人間と同じく老いて死ぬ。魔王もそれは同じで、現存している魔王も、既に数世代目の魔王だ。鏡はそれを知っている。

「ボクは……諦めない。せめてまだ抗あらがえるのなら、小さくても可能性がまだあるのならそれにすがりつきたい」

　歯を嚙みしめながらそう訴えるアリスを見て、鏡は少し懐かしい感覚を思い出していた。

　アリスにとってのその可能性とは、今は父親の命を繫ぐことなのだろう。そして、アリスが共存の道を歩みたいと言っていた真意を鏡はなんとなく察し始めていた。

「お前は、人間を憎んでいないのか？」

　そしてそれが正しいかを確かめるために、鏡はそんな質問を投げつける。

「憎んでいても何も始まらないよ。だって……お互いさまだもん」

　その言葉を聞いて、鏡は思わず頰を緩ませ、息を噴き出して笑ってしまう。

「ど、どうして笑うのさ！」

「いや……そんな考え方ができる魔族がいるんだなって思ってさ」

「そんなこと言ったらあなただってそうだよ。そんな考え方をしてくれる人間がいるなんて……本当は思っていなかった。きっといるから信じろってお父さんが言ってたんだ」

「魔王が？　あのおっさんが？」

　アリスの予想外の言葉に、鏡は遙か遠い日のことを思い出す。考えてみればそういうことになるのだろう。魔王と出会い、こうして自分が生きているのはつまり魔王がそういう考えを少なからず持っていたからなのかもしれない。

　直接言葉で聞いたことはなかったが、鏡は「そうだったのか」と、少し残念そうな表情を浮かべながらそうつぶやいた。

　かつてアリスのように人間と魔族の共存を目指して鏡は現実に抗っていた。本当なら今アリスと喋っているように、こうして平和的に話し合うことのできる魔族と、モンスターを生み出すというだけで、命のやりとりをするのが馬鹿らしくて、抗った時期があった。

　だが、どうしようもない現実が立ち塞がったから、鏡は諦めた。人間は魔族やモンスターが恐ろしくて誰も耳を傾けない。魔族は命を狙う人間を信用しない。お互い決して歩み寄ろうとしないのは世界がそういう仕組みだから。そう決めつけて鏡は諦めた。

　諦めて、違う道を歩み始めた。それはもう仕方がないことなのだと、割り切った。一人でその運命に抗うのが、あまりにも辛すぎたから。

　だから鏡は魔族を殺さないし、自分の目の届くところでは殺させない。人間と同じ扱いを鏡はしているから。でも、自分の知らないところで人間が魔族を殺そうとするのを止めようとはしない。どうしようもないから、世界がそういう仕組みだから。

　そしてそれは、仕方のないことだった。

「魔族と人間の関係を良くするのは無理だと思うけどな」

　かつてそれを試みた経験者は笑いながら溜め息を吐いてそう言う。

　だが、その言葉を聞いてもアリスは諦めていない。かつて自分が諦めたことを、諦めずに実現したいと思って努力している。それも魔族が、こんなところに一人で来てまで。

　結局のところ、アリスも人間と魔族は同じだと考えているのだ。だからこそ共存できると思っているし、「お互いさま」なんて言葉が出てくる。そして何を言われようが、人間を悪くは思わない、自分が魔族を悪く思わないように……鏡はそう、思っていた。

　そしてそれは、当たっていた。

「今は無理でも、いつかその方法が見つかるかもしれないなら、ボクは諦めないよ」

「へいへい、なら諦めずに頑張ってみろ。薬なら買ってやるから」

　だから鏡は、この少女がいつか自分と同じく、人間と魔族が手を取り合うのは不可能だと諦めるまでは、サポートしてやろうと考えた。そっちのほうが面白そうだったから。

　もしかしたら、自分とは違う何かに気付けるかもしれない。そんな小さな可能性を信じて。

　どちらにしろ、お金を稼ぐ以外にやろうと思っていたことがないのであれば、そういう時間の使い方はとても有意義に思えた。

「い、いいの？　でもお金は……？」

　そして鏡の突然の心変わりに、アリスは表情をパッと明るくしながら、かつ申し訳なさそうにおそるおそる鏡に伺う。

「そりゃもちろん払ってもらうけど？　さっきお前『貸して』って言ったよな？　ってことは、返すあてがあるってことだろ？」

「う、うん！　10ゴールドは余裕で返せるくらい、魔王城に宝石がたくさんあるから、それを持っていってくれたらいいよ」

「じゃあ取りに行くから、15ゴールドにして返せよ」

「え！　５ゴールド増えてない？」

「仕方ないだろ、そうしないと割に合わないし。これでも大サービスしているほうだぞ？」

　アリスは法外な数字に驚いていたが、実際鏡は大サービスしていた。

　魔王城に行って、帰って来るのにヴァルマンの街からだと、およそ12日は掛かる。そしてその時間を使えば、鏡なら５ゴールドくらい普通に稼げるからだ。

「ついでにお前を魔王城まで安全に護衛するオプション付きだ。安いもんだろ」

「う……お父さんにあとで怒られるかもしれないけど、大丈夫。ずっと保管されっぱなしの宝石だし……大丈夫、だと思う」

「よし、じゃあそうと決まればまずは薬を買いにヴァルマンの街に行かないとな。ほら、とっとと行くぞアリス」

　鏡はそう言いきると、既に壁門の一端が見えていたヴァルマンの街へと歩き始めた。

　そして、唐突に名前を呼ばれたアリスは、一瞬ポカーンと呆けた顔を見せるが、すぐさま震えるような喜びを満面の笑顔で表現し、鏡の後を追いかける。

「うん！　これからよろしくね、鏡さん！」

　魔族ではなく、人間という存在に名前を呼んでもらったという事実が、アリスという名の少女にまた一つ可能性と、希望を抱かせたのであった。
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　父親を奪ったモンスターという存在、そして、その存在を生み出す魔族を当時７歳の鏡は恨み、憎んだ。全て殺してやりたいと心の底から思った。

　だが一番恨み、憤怒したのは自分自身があまりにも無力だという現実。もし、自分が強ければ、父親は死ぬこともなかった。無様に父親を見捨てて自分だけ逃げるような真似もしなかった。

『強く、強くなりたい……ッ！』

　そう願ったが、村人という役割がその可能性を潰していた。

　父親を殺したのは、34のレベルを持つデビルライガーというモンスター。悪魔のような紫色の皮膚を持ち、背中の筋肉をバネのように動かして前足と後足を大きく開き、圧倒的な速度と鋭利な牙で襲い掛かる強敵。どうあがいても太刀打ちできない。

　そのモンスターを倒すにはもっと強くなる必要があるのに、村人という立場、そしてゴブリンという大きな壁が強くなるという可能性すらも潰していた。

　自分の中に募る怒りの矛先を、どうすれば良いかわからなかった。どうして自分は村人として生まれたのか？　どうして村人なのか？　そんな行き場のない怒りを、鏡はひたすらにモスゴブリンへとぶつけた。同時にみじめになった。

　本当に倒すべきモンスターがいるのに、倒せないから確実に倒せるモンスターをずっと倒し続けるみじめさ。それも安全な場所から、安全な方法で。

　悔しくて仕方がなかった。

　だから鏡は、モスゴブリンに初めて死ぬ覚悟で接近戦を挑んだ。今までずっと死のリスクを避けて戦ってきた鏡が取った決断。死をもいとわない決死の想い。

　認めたくなかった。憎むべきモンスターよりも劣る自分の存在を。

　勝てないくらいなら、死んで別の役割に生まれ変わったほうがマシ。そう考えたのだ。

　だから、今までにモンスターを倒して稼いできたお金で装備を整え、皮の鎧に身を包み、バックラーを左手に持ち、使ったこともない銅の剣を右手に握り、バックラーをふんばるかのような構えで前方に迫るモスゴブリンへと向けた。

　そして、正面からモスゴブリンの突進を受けた時、持っていたバックラーは弾き飛ばされ、殺しきれなかった突進の勢いをそのまま全身で受けてしまい、鏡は内臓を潰されたかのような痛みに襲われて血ち反吐へどを周囲にぶちまけた。

　村人の圧倒的な弱さ。それを改めて鏡は理解する。同じレベル４のはずなのに、モスゴブリンと自分との間には、これ程までに実力の差がある。

『……ふざけるなよっ！』

　それでも鏡は認めたくなかった。諦めようとしなかった。ボロボロになったその小さな身体を起こして、何度も何度もモスゴブリンに立ち向かった。

　持っていた回復薬も尽き、ＨＰが10を切り、意識が朦もう朧ろうとする中、それでも諦めず、鏡が倒れ込むように最後に放った一撃が、モスゴブリンを消滅させ、お金へと変化させた。

　その瞬間、鏡は言いようのない違和感に包まれる。

　ボロボロになった身体を慌てて起こし、ステータスウインドウを開いた瞬間、鏡は瞳から一滴の涙をこぼした。

　レベル４のモスゴブリンを倒したところでレベル４の鏡に経験値は入らない。なのに、鏡はレベル５に上がっていた。そして、鏡はこの世界の仕組みの一つに気付いたのだ。

『弱い敵を倒し続けていても、レベルは上がらない』

『経験値とはその名の通り、経験の値を指し示す数値でしかない』

『強い者の力を借りて自分と同等の敵を倒していても、経験値は手に入らない』

『経験を得られるに値する敵を倒した時のみ、経験値は発生する』

　この四つの定義には穴がある。いや、その穴を塞ぐように役割というものは作られていたとでもいうべきなのかもしれない。同じレベルの敵を倒し続けても経験値は入らない。これは世界の仕組みであり、どうしようもない決まり事だ。だが、それとは別に経験値が手に入る手段がもう一つ存在する。いや、存在していた。

　レベルの定義とは別のベクトルに存在するもう一つの経験値の仕組み。それは、強さにおいての格上と戦うこと。

　接近戦に圧倒的に強く、遠距離での戦いはまるでできないモスゴブリンに対して、遠距離での戦いを挑んだところでそれは格上扱いにはならない。接近戦が自分よりも優れている相手に対して、接近戦で挑むから、格上との戦いとして成立する。

　不利な状況での戦い。命を失う危険性が必ず伴う戦い。倒せなくても良い、命を賭けて相手の土俵で戦うことによってようやく得られる非効率な経験値。

　村人以外の役割が、同じレベルのモンスターに命の危険が伴う不利な状況で戦いを挑むか？　と言われれば、誰もが挑まないと答えるだろう。誰だって死にたくはない。レベルを上げるにしても、そのリスクを最小限に抑えるためにパーティーを組むなどして少しずつ前へと進む。

　だから、今まで誰も気付かなかった仕組み。

　仮に魔法使いが、接近戦が強い同レベルのモンスターに拳で挑めば、経験値を得ることができるのであろう。だが、誰がそんな不利な戦いに挑むのか？　魔法で倒せるにもかかわらず、命を失うリスクを背負ってまで？

　格上との戦いとは、つまり命を失うリスクが高い戦いに挑むということだ。倒せなかったとしても、経験したと呼べる戦いができれば、それでもその分の経験値は手に入る。だが死のリスクは避けられない。ボロボロになるリスクは避けられない。

　そもそもボロボロにならないなら、格上じゃないから。

　そして、役割自体が圧倒的に不利な村人は、その経験値をもっとも得やすく、もっとも死にやすい。どの役割よりも早い成長を見込めるが、成長に死のリスクが大きく伴う役割。

　それが村人だった。

『はは…………はははははははっ！　あっはっはっはっは！』

　用意されていた。村人が、村人という運命に抗える修羅とも呼べる道が。

　それに気付いた時、鏡は醜悪な笑みを浮かべながら、盛大に笑った。村人だったから気付けた境地。村人だったからこそ得られる恩恵。鏡は壊れた人形のように笑い続けた。

『やってやるよ……殺してやる。モンスターも、魔族も皆……俺が全部っ！』

　それからの鏡は、執念で生きていたとしかいえない程に、毎日死のリスクと戦い続けた。

　憑りつかれたように、それしかすることがないかのように、毎日、毎日、ＨＰが10を下回る数値になりながら。時には這いずり、死ぬギリギリのところで逃げ出して、着実に経験値を稼いだ。

　命を失わない程度にその判断の猶予ができる相手を選びながら、毎日毎日、９歳になるその日まで。鏡が瀕死状態でない日は、一日たりともなかった。




『やった…………遂に、遂にやったぞ！』




　そして、９歳になったその日に、鏡は父親を殺したモンスター、デビルライガーの討伐に成功する。３体のデビルライガーに囲まれても瀕死になることなく、装備していたダガーを駆使して、当時レベル53の鏡は、デビルライガーを倒しきった。

　手元が震え、雄叫びを上げる程に鏡は歓喜した。それと同時に、自分の可能性に希望を抱いた。このままいけば、デビルライガー以外のモンスター、魔族も、魔王だってきっと勇者じゃない自分でも倒せる。そう思い始めていた。

　そう、鏡にとって父親の仇を討つのは始まりにしかすぎなかった。魔族、そしてモンスター根絶の序章。もはや鏡に死ぬことに対する恐れはなく、いけるところまでいって、あとはどうなろうがどうだっていい。そう、思っていた。

　だがその前に、遂に仇をとったことを、無謀な挑戦を黙ってずっと支えてくれていた母親に報告するのが先だった。デビルライガーを倒した鏡は、すぐさま急いで故郷の村への帰路につく……が、鏡が自分の家に辿り着くことはなかった。家が、なくなっていたから。

　村は、賊の襲撃を受け、見るも無残な姿へと変化してしまっていた。

　元々、王都から遠く離れた辺境の地にある村だった。それ故か過去に賊の襲撃にあったことが一度もなく、また、村も裕福ではなかったため、別に襲われることもないし大丈夫だろう……と、護衛を数人しか雇っていなかったのだ。




　結果、母親は、人間に殺された。




　村に到着した鏡は、その場に力なく座り込んだ。復讐に集中するあまり、こういう事態が起きる可能性を何も考えていなかった。稼いだお金の一部を装備じゃなく護衛用に回しておけば……と後悔するも今更遅く、ただただ呆然と母親の死体を眺めるしかできなかった。

　尊敬する父親を、モンスターに殺された。

　敬愛する母親を、人間に殺された。

　母親の死体を見つめるなか、どうしてこうなってしまったのか？　自分は何を恨めばいいのか？　これを回避する方法はなかったのか？　あらゆる考えが脳内を駆け巡っていた。




『あほ……らし』




　それが、鏡がその村で最後につぶやいた言葉だった。

　モンスターも、魔族も、人間も何も変わらない。誰だって殺せた。モンスターに父親が殺されたから魔族とモンスターを憎んでいた。なら、人間に母親を殺されたら人間を恨むのか？

　その答えは否だった。それに気付いた時、鏡の中の憎しみは、誰に対してもなくなっていた。

　そしてその日から鏡は、ずっとどこかで感じていたこの世界の仕組み、『常識』という言葉に疑問を持ち始めたのだった。
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「さてさて、ヴァルマンの街の目の前に到達したわけだが…………どこに行こうとしているのかなアリスたん？　そんな小動物みたいな顔の出し方して」

　ヴァルマンの街の壁門に辿り着くやいなや、アリスは不安そうな表情を浮かべながらトコトコと移動して木の陰へと隠れた。

「いや、だって……ボク魔族だし。中に入ったら角から放たれる魔力ですぐばれちゃうよ。だからボクはここで鏡さんが薬を買ってきてくれるのを待ってるよ」

　少し遠慮したような、乾いた笑顔を見せてアリスはそう言った。

「アホなの？　街前で隠れるとか、見つけて殺してくださいって言ってるようなもんだろ。そうするなら俺も最初から薬を買ってやるって言った時点で、そこにアリスを置いてくっつの」

「でも、どうしようもないし……」

「そんなしょぼくれた顔するなよ。だいいち、俺だって今日は帰って休むつもりだし、その間アリスだけ外に放置ってわけにもいかないだろ」

　鏡はそう言うと、肩にかけてあった鞄の中に手を突っ込んでごそごそと何かを探し始める。

　しばらくして、「お、あったあった」とつぶやくと、細長い包帯のような白い布を取り出し、それを持って木の陰に隠れるアリスの元へと移動する。

「鏡さん……それ何？」

「いいからいいから、フードを外して俺のほうに頭を向けろ」

「え？　え？　こ、こう？」

　鏡がそう言うと、アリスは訝しそうな顔を見せながらも、鏡に背を向けてフードマントのフードを外す。すると、鏡は先程手に持っていた包帯をアリスが持つ両方の角にクルクルと巻いて、それぞれきつくリボン結びにして縛った。

「よし、角の形が下向きだからあまり目立たないな。まああとで誤魔化す用の装飾品のでかいリボンくらい買ってやるよ」

「こんなもの巻いてもしょうがないよ。フードを被っていたほうがまだ……あれ？」

　アリスは喋っている途中で違和感に気付く。自分の角から放たれていた魔力を感じ取れなくなっていたのだ。角を手で触って確認するが、角は確かにそこに存在する。

「か、鏡さん！　これどういうことなの？」

「手品」

「いや、真面目に答えてよ！　こんなものがあるなら、魔族と人間の共存だって……！」

「無理だな。ちなみにもう気付いていると思うけど、それは魔力を抑えるわけじゃなくて、魔力を違う物質に変える特殊な布だ。俺が作ったオリジナル」

　鏡はそう言うと、アリスに再びフードを被せてスタスタとヴァルマンの街の中へと向かって歩き始める。それを見て、慌ててアリスも鏡の後に続いた。

　魔族の角は、体内の魔力を放出させるための器官の一つだ。溢れ出る魔力を体内に留めることなく放出するためにその角は存在する。仮に、ブルーデビルの角を保存する容器でその角を覆ったりすると、魔力の放出は一時的に収まるが……魔力は体内にたまり続け、体調に異常をきたす。

　魔力の存在を感じ取れないにもかかわらず、魔力を放出し続けている感覚に、アリスは驚きを隠しきれなかった。故に、鏡の服を引っ張り、どういうことなのか説明を要求し続ける。

「どうして無理なの鏡さん！　これを……魔族の皆の分も作ってあげてよ！」

「だから無理だって。単純に素材がない。見つけられたのは奇跡のようなもんだしな」

　そう聞いて、あからさまにアリスはしょぼんとうな垂れた。

「じゃあせめて、これはいったいなんなのかくらい教えてよ」

「んー……？　モンスターって魔力を吸収して、発生するだろ？　つまり発生源が存在するのは知っているよな？　スポーンブロックってやつ」

「うん、知ってるよ」

「あれってさ、いくら見つけて壊しても、ダンジョン内のどこかで勝手に生成されるからきりないんだけど……生成される瞬間のやつを見つけてな。ぶっ壊したんだ。そしたら魔力は吸収するけど、何のモンスターも発生させない変な素材になった」

「す、スポーンブロックが!?」

　本来、モンスターを発生させるスポーンブロックは、破壊されると魔力を吸収してモンスターを生み出す効力を失い、ただの石ころへと変わり果てる。これに例外はなく、そして破壊すると同時にスポーンブロックはどこか別の場所で発生するため、人類はこれを破壊し切ることを既に諦めている。

「そう。誰も知らない偶然で見つけた超Ｓ級素材ってやつだ。それを利用して布の素材に練り込んで作ったのがそれ。大事にしろよ？　世界に一つしかないからな」

　そう言われて、アリスはなくしたらどうしようと少し怯えだす。その傍ら、鏡は久しぶりに取り出した布を見て、これを最初に見つけた時の感覚を思い出していた。

　鏡がそれを見つけて抱いた感想。それは凄いものを見つけた喜びではなく、ただただ、本来なら誰もが抱いておかしくなかった普通の疑問。




『モンスターって……なんだ？』




「ねえ鏡さん。どうして鏡さんはこの布を作ろうと思ったの？　これって魔族の角に合わせやすいように作られているよね」

「ん？　ああ……まあ昔ちょっとな。まあ……同じ穴のムジナみたいな」

　少し面倒くさそうに頭をぽりぽりと掻きながらそう言う鏡を見て、アリスは思わず嬉しそうに笑みをこぼす。この人も昔は自分と同じ世界を目指していたのかもしれない、いや、この人ならきっとそうするだろうと確信しながら、ヴァルマンの街の壁門をくぐった。

「す…………す…………すっごぉおおい！」

　そして、壁門をくぐりぬけた時、アリスは驚愕の表情を浮かべ、目をきらきらと光らせながら、ヴァルマンの街の活気と広さにそう声を張りあげた。

　夜中にもかかわらず、無数の冒険者が街の中を行き交い、街の通りのそこら中にある露店で買い物をする人々の光景。街の各所に存在する居酒屋の店員やオーナーが発注していた商品を受け取り、冒険者たちが店主に取引の交渉をする光景。ブロックとレンガで作られた家屋、木々で作られた家屋の数々、広く敷かれた石畳の通路、いろいろな冒険者が演説を行う広場。そのどれもがアリスにとって新鮮だった。

　というより、このアリスこそがヴァルマンの街に足を踏み入れた初めての魔族かもしれない。

「安いよぉぉお！　今日仕入れたばっかりのアブランフィッシュ！　４４０ブロンズだ！」

「安いよ！　安い安い！　安い！　安いよ！　安い！　らっしゃいらっしゃい！　安い！」

「ウニ！　イクラ！　俺！　全部まとめて１シルバー！」

「お嬢ちゃんかわいいね！　うちのリンゴ食べていかないかい!?」

　鏡が「なんか変なやつが店を出してて怖い」とつぶやいて歩く中、アリスは全てが珍しいと言わんばかりにきょろきょろと辺りを見回しながら、店に出ている商品の数々を注視していく。

「おい、気をつけろ！」

「ぁう、ごめんなさい」

　その途中、アリスはすれ違った冒険者にぶつかってしまう。だが、そう言って不機嫌そうにするだけで、冒険者はそれ以上何も言わずに行ってしまう。

　本当なら嫌悪するような出来事だが、アリスにはそれが嬉しくてたまらなかった。人間が、自分を魔族だといって襲い掛かってこない。同じ人間のように接してくれる。言いようのない感動が、自分の頭の中で駆け巡り、気付いた時には嬉しさのあまり鏡に跳びついていた。

「鏡さん、これからどこに行くの？」

「ん？　薬はあとで俺が一人で買ってくるとして、まずは今日寝泊まりする宿屋の確保だな。それと旅に加える仲間を一人呼びにいく予定」

　鏡がさらっと吐いた言葉を聞いて、アリスは少し不安げな表情を見せる。

「え……鏡さんとボクだけで行くわけじゃないの？」

「当たり前だろ？　何があるかわかんないんだ。俺一人だったら別にいいけどアリスがいるからな。俺が戦うにしても、アリスの身を守る奴が一人は欲しい」

「で、でも……ボクがその……あれだってばれたらまずいし、それにモンスターから襲われる心配ならボクには無用だよ？」

「襲ってくるのはモンスターだけとは限らないぜ？」

　どこか寂しげな表情でそう言う鏡を見て、なぜか、アリスはそれ以上何も言えなくなった。

「まあまあ、そんな心配そうな顔するなよ。悪い奴じゃないからさ、俺が保証する」

　その後、鏡もその人物を信頼しているのか、連れてくることに何も心配していないかのように真っ直ぐ宿屋へと向かい、部屋を確保した後、アリスを部屋に置いて鏡はその人物を探しにでかけた。
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「鏡さん……遅いな」

　宿屋に置いて行かれた後、アリスは二つのベッドと、窓から街を一望できる場所にテーブルとイスが置かれた十畳くらいの広さの部屋で二時間ほど待機していた。

　外に出ようかとも思ったが、万が一のことを考えると鏡がいないと不安になり、ベッドの上に腰を掛けて足をプラプラさせたり、夜にもかかわらず賑やかで明るいヴァルマンの街を窓から眺めたりして時間を潰していた。

　とはいっても、さすがに二時間も何もない部屋にこもりっきりなのは退屈する。魔族の集落から古の洞窟に行くまでの野宿生活に比べれば、こうやってちゃんとした寝床で寝られるのは凄くありがたいことだが、やはり窮屈には感じてしまう。

「おーい、いるか？　部屋のカギを開けてくれー」

　そして、そんな不満が少し募り始めた頃、部屋の出入り口であるドアから三回ノックをする音が聞こえ、鏡の呼び声が耳へと入る。その瞬間、アリスは表情をパッと明るくし、腰かけていたベッドから跳びおりてドアの前へと移動した。

「おかえり鏡さん！　今開けるね！」

　ご機嫌な様子でアリスはドアノブの上部にある鍵を横から縦に回し、ガチャンっと音がなると同時に勢いよくドアを開ける。




　そして、すぐに閉めて鍵をかけた。




　ドアを開けた瞬間、アリスは無表情になった。てっきり鏡がドアの前に立っているかと思ったら、全ての髪の毛をまとめて一つに三つ編みにくくって後ろへと垂らし、鏡より頭二つくらいは大きいであろう身長と、クマを連想させる筋肉隆々でムキムキなピンク色の道着を着用した大男が立っていたから。
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「おーい、アリス。俺だよ俺、鏡さんだよぉー？　開けてくれって」

　しかし聞こえる声はやはり鏡だった。名前まで言っているからには、やはりちゃんと確認せざるを得ないと考え、アリスは再び鍵を開けてドアをゆっくりと開ける。

「あらやだ……可愛い！」

　そして直後、アリスはあまりの迫力に腰を抜かし、その状態で後ろへと凄まじい速度で下がった。まるで、戦うために生まれてきたかのような肉体を持ち、全体的にごつい強面で、二重に分かれたアゴとタラコのような唇が特徴的な男が目の前に立っていたから。

　それだけなら魔王を父親に持つアリスはここまで怯えたりはしなかっただろう。そんな男らしい顔に、ファンデーションやアイラインなどの化粧が施され、唇にはリップグロスを塗ったかのようなてかりがある。アリスは脳内で「逃げる」のコマンド以外選択できなかった。

　だが逃げ道はない。

　ピンク色の道着とその容姿から考えられるのはこの大男がオネエであるということ。そして、その鍛え抜かれた筋肉の総量から、完全にヤバい奴ということだけだった。

「ちょ、タカコちゃん。怯えているから先に俺を中に入れて」

　そしてその大男を押しのけて、やっとのことで鏡が部屋の中に姿を見せる。その瞬間、ようやくアリスは心を落ち着かせた。

「んもぉー……怯えることないのよぉ？　お嬢ちゃん、私、優しいんだからね？」

　そんな見た目で言われても説得力がないと鏡は瞬時に思う。とりあえず鏡は腰を抜かして倒れているアリスを起こし、ピンク色の道着を着た大男を部屋の中に入れてドアを閉める。

「よいしょ、ほら……薬を買ってきたぞ。なくさないように俺が持っとくな」

　そして、部屋に入るや否や、ドカドカと背負ってきた大きなリュックサックを窓際へと置いて鏡がそうつぶやく。恐らく旅の支度も整えてきたのだろう。

　それと同時に大男は、肩に掛けていた鞄から何やらティーセットのようなものを取り出し、魔法瓶からこぽこぽと紅茶らしき香りを漂わせる飲み物を用意して、イスに座り、優雅に飲み始める。

「あ……あの、鏡さん？　鏡さんが言っていたお仲間って、あの……この人？」

　そんな二人の行動を、ぼーっと目を点にしながら眺めていたアリスは、おそるおそる鏡に向かって質問する。

「ん？　そうだよ？　俺が最も信頼するレベル１２４で武闘家のタカコちゃんだ」

　アリスがレベル１２４と聞いて、あまり驚かなかったのは、そうであってもおかしくないと思えるような見た目だったからかもしれない。アリスの脳内にあったのは、武闘家という納得感と、鏡さんが最も信頼しているという意外な発言だけだった。

「聞いているわよぉアリスちゃん？　んもぉー可愛いわねぇ……食べちゃいたい」

　その言葉を聞いて、顔の表情を変えないままスススっと移動して鏡の背後へと隠れるアリス。

「だから怯えるなって。タカコちゃんはお前が魔族って知っても全然何も問題なく味方してくれるいい人だから」

「え……！　魔族って知っているのに……嫌がらないの？」

　予想もしていなかった鏡の言葉にアリスは驚き、表情を和らげる。不思議なことに、自分が魔族と知っているのに敵対心を抱かないというだけで、親近感が湧きあがった。

「自己紹介がまだだったわね。私はタカコ・ビルダー。さっき鏡ちゃんが言った通り武闘家よ。あなたが魔族だからって攻撃するようなことは絶対にないから、安心していいわよぉ」

「ど、どうして？　魔族が邪魔じゃないの？」

「アリスちゃんみたいな可愛い子、殺せるわけないじゃない？　それに、魔族も人も関係ないわ。そりゃ私も昔は魔族を倒さなきゃってなっていたけど、昔、回復薬を切らして命を落としかけた時に魔族に助けてもらってね……人間も魔族も変わらないって気付いちゃったの」

　タカコのその言葉に、アリスは目を見開いて鏡とタカコを交互に見た。

「あ、あの！　ボクに協力してほしいんだ！　人間と友好的な関係を築きたくて」

「それは無理よぉ。だって、理解してもらえないんだもの。実際、魔族が人間に害になっているのは事実だわ。だから私も戦うの馬鹿らしくなっちゃって、冒険者なんて引退してこの街でバーと、クラブＧＡＣＨＩ★ＭＵＣＨＩを作って経営して、のんびりと暮らしているのよ？」

　そんな中で、ふらっとバーに遊びにきた鏡と意気投合し、仲良くなって冒険者はやめたが一緒によくお宝探しやクエストをこなしたりしているのだと野太い声色で言葉を付け足し、タカコは溜め息を吐いた。

「鏡ちゃんったら最近遊びに来てくれないから、久しぶりに来て喜んでいたのに……まさか用件が魔族の護衛をしてほしいって、驚きよぉもう！　鏡ちゃんの頼みだから断れないけど」

「だってタカコちゃん、バーを営業してる日が少なすぎんだよ」

「クラブに来ればいいじゃない！　そっちのほうが売り上げあるのよ？」

「やだよあんな恐ろしいところ、絶対に行きたくない。前ちょっと見に行ったら全身てかてかで筋肉ムキムキのおじさんたちが狂ったように踊ってたの見たんだからな」

　そんな二人のやりとりを見て、次第にアリスもタカコに対する警戒心が薄れつつあった。

「あの……ごめんなさい。最初、変に驚いちゃって」

「あらっ！　礼儀正しいのねぇ～？　いいのよ？　こんな見た目だもの……驚くのも無理ないわ」

　そう言われてアリスはほっと胸をなでおろす。

「これからよろしくお願いします。タカコさん！」

　そして、アリスはそう言うと誠意を見せるために頭を下げた。

「いいのよ？　あ、そうだ！　アリスちゃんってずっと野宿だったんでしょ？　お風呂に入りたいんじゃない？　この街の居住区のほうにある温泉に一緒に行きましょうよ？　大丈夫、ほとんど人がいない穴場だから」

　そう聞いて、アリスは過剰に反応してみせる。長く野宿生活が続いていたため、実はずっとお風呂に入りたかったのだ。途中、水浴びを何度かしたが、やはり温かいお湯につかりたいという気持ちは捨てられない。

「う、うん！　行きたい！　鏡さんも行こ！」

「行きたいなら二人で行ってこいよ。どうせ男女で分かれることになるんだし、一緒に行く意味ないだろ？　あ、角はばれないよう、しっかりタオルとかで上から巻いとけよ？」

「……え？　ちょっと待って、男女で分かれるってそれはタカコさんも一緒でしょ？」

「なに言ってんの？　タカコちゃんは女だよ？」

　その瞬間、「すごいよ鏡さん、時を止める魔法が使えるなんて！」くらいの勢いでアリスの思考が停止する。

「えっと……え？　その、鏡さんより……タカコさん、大きいんだけど？」

　確かに化粧はしているし、着用している道着もピンク色だ。だがどう考えても身体のサイズが女の基準を遙かに越えている。何よりゴツイ。

「だが女だ」

　鉄板とも言えるような筋肉で引き締められた胸板。立っているだけで見る者を圧倒する鍛えに鍛え抜かれた筋肉は、岩石を砕いてもおかしくないと思える風貌。誰よりも男らしい。

　だが女だ。

　丸太のように太い足と腕、見た瞬間凶暴なクマを連想させる圧巻の見た目、実力も伴ったレベル１２４。そしてヴァルマンの街にバーとクラブＧＡＣＨＩ★ＭＵＣＨＩを経営するオーナー。

　だが女だ。

「ちょちょちょっと待って！　あの、タカコさん、その、胸とかないし！　あの、その！」

「タカコちゃんのおっぱいの脂肪なんて、全部燃焼して筋肉に変わっちまったよ」

　そう言いながら、慣れたかのような雰囲気で荷物の整理を行う鏡。

「んもぉー！　鏡ちゃんったら！　言葉を選ぶってことを知らないの？」

「はは、ちょっとマジやめてタカコちゃん。ＨＰガンガン減ってるから、ね？」

　失礼な発言をしたからか、タカコは丸太のような太い足で鏡の首筋をズッドンズッドン音を鳴らしながら蹴り始める。蹴った時に激しい衝撃が響き、軽く地面が揺れているほどだ。

　耐えている鏡も相当だが、そんな蹴りを放つタカコにも驚きを隠せない。「これが……女？」そう疑問に思ったアリスの顔は無表情だった。

「あの、鏡さんってレベル９９９なのにタカコさんからダメージを受けるの？」

　その時、そろそろ本当に顔色が悪くなってきた鏡の様子を見て、ふと疑問に思ったことをアリスは言葉にする。レベル９９９の鏡のほうが強いのは明白だが、実際、能ある役割である武闘家のタカコとどれ程の差があるのか純粋に気になったからだ。

「そりゃ、レベル９９９っていっても村人は最弱だから、武闘家の長所とだと３倍くらいは差があるな。それ以外だと１・５倍くらいかな？　ちなみに武闘家は力と体力と耐久力と素早さが長所ね。完全に近接戦闘タイプ」

　すると、直前までダメージを受けて顔色が悪くなっていた鏡は、なぜかケロッとした様子でそう答えを返した。

「でもそれだと、やっぱり鏡さんのほうが圧倒的に強いよね？　ダメージは噓？」

「噓じゃないって、ガンガン減ってたよ。ほら、レベル１００になると固有の専用スキルが手に入るだろ？　タカコちゃんのスキルはマジでやばいんだよ」

　それを聞いて、アリスは首を傾げた。人間と違って魔族はレベルに関して精通していないらしく、鏡はやれやれとつぶやきながら、順を追ってレベルに関する仕組みを説明し始める。

　レベル１００に到達すると、何を基準に付与されるかはわからないが専用のスキルが手に入る。役割によっては被るスキルも出てくるため、一番の付与基準は役割といわれている。

　レベル１００の人間と、レベル99の人間では実力の差が大きく存在する。勇者であるレックスが広場でパーティーを集めていた時、レベル１００を要求していたのはこのためだ。

　さらにそこから１００ずつ、レベルが上昇する度に固有の専用スキルが付与される。とはいえ、レベルが２００以上の冒険者はこの世に数える程しかいない。かつて到達者と呼ばれたレベル２５３の勇者が伝説と呼ばれているのもそのためである。

　そして魔王は、二つの専用スキルを持った勇者よりも強い。

「そうなんだ。……タカコさんはどんなスキルを手に入れたの？」

「『浸透する破壊の衝撃』っていうスキルでな、わかりやすく言うと防御力無視。タカコちゃんが放つ全ての攻撃は全部トゥルーダメージなんだよ。変態スキルだよ変態スキル」

「喰らわないのは物理攻撃がそもそも効かない幽霊くらいじゃない？」と言葉を付け足し、鏡は荷物の整理を終えて立ち上がる。

「なーにが変態スキルよ。鏡ちゃんのほうがよっぽど変態じゃない？　聞いたことないわよ？　村人が固有の専用スキルを持っているなんて」

「そっか、鏡さんも専用スキル持っているんだね……あれ？　レベル９９９だから九個!?」

　タカコの変態スキルを聞いた後のためか、そんな凄い力を九つも持っているということにアリスは目を見開いて驚愕する。

「いや、一応十個だな。レベルが９９９になった時に一個増えたから」

「え？　でもレベル１００ごとにってさっき言ってなかった？」

「レベル９９９に辿り着いた奴が今までいなかったからだろ。レベルってな、９９９で打ち止めなんだよ。９９９より上にはならないんだ。経験値メーターそのものが消える」

　鏡はそう、不満そうな表情でつぶやいた。そしてその表情の意味が、アリスにはよくわからなかった。まだ強さを追い求めていたかったのだろうか？　そんなふうには見えない。レベル９９９に辿り着いて、まだ力を求めるとは思えないし、そんな人でもない。

　なら、この人が時折見せるこの表情はなんなのだろうか？　アリスはそう考えた時、鏡を理解したつもりでまだ全然理解できていないような気がして、少し胸が痛くなった。

「十個もスキルがあるほうがよっぽど変態だとアリスちゃんも思わない？　ほら見て？　さっきあんなに蹴ったのにもうケロっとしちゃっているのよ？」

「えっと、鏡さんが持つスキルってどんなの？」

「私がちゃんと知っているのは一つだけね。スキル名は知らないけど自動的にダメージから回復するスキルみたいよ？　鏡ちゃん、教えてくれないんだもの」

　そう言って、アリスとタカコはちらっと鏡のほうを見る。対する鏡は逸らすように出窓のほうに視線を向けた。

　村人といえど、レベル９９９というだけで充分耐久力は高く、ダメージを通すのにも相当な苦労が必要だ。にもかかわらず、傷を勝手に回復させる鏡の持つスキル『オートリバイブ』をあわせ持つのは確かに変態と呼べるかもしれない。だがそれは、レベル９９９になった今だからこそいえることでもある。

　そして鏡が、この若さでレベル９９９になれたのも、このスキルがレベル１００の段階で手に入ったおかげでもあった。

「スキルなんて、おいそれと他人にさらすもんじゃないだろ？」

「いいじゃない、減るもんじゃないんだし。たまにはステータスウインドウくらい見せなさいよ。どうして頑かたくなに見せようとしないの？」

「知らないほうが幸せってこともあるじゃん？」

　鏡はそう答えを返すと、目の前に役割とレベルだけを表示したステータスウインドウを見せつけた。それを見て、タカコはやれやれと溜め息を吐く。

「まあいいわ。気になるけど、鏡ちゃんがそう言うってことは、よっぽど明かしたくない理由があるんだろうし。ほらアリスちゃん、お風呂に行きましょう？」

「う、うん……」

　少し困ったような表情で苦笑いする鏡を見て、よほど変なスキルでもあるのだろうかと思い、アリスもそれ以上は何も聞こうとしなかった。時折見せる鏡の達観したような、でも悲しんでいるような寂しい表情。いったい、その境地に辿り着いて何を知ったのか？　アリスはそれだけ気にしながら、部屋から退出した。

　そして、部屋を出たことによってタカコとの温泉コースが確定してしまったことに気付いたのはそれから間もなくのことだった。無論、もう逃げられない。

　半分諦めて、もうなるようになれと腹をくくったアリスは、タカコの案内でヴァルマンの街の大通りを堂々と歩き、温泉へと向かった。妙に上機嫌なタカコに怯えながら。

「あら？　どうしたの青い顔しちゃって？　んふ、大丈夫よぉ、ちゃんと私がフォローしてあげるから」

「あ……いえ、その……はい。ありがとうございます」

「それとも、鏡ちゃんがステータスウインドウを見せてくれないとか、時折見せる寂し気な表情が気になって仕方がないのかしら？」

　そう言われて、アリスは表情を少し寂しげなものに変えた。青ざめている理由の一番は今から起こるであろう悲劇を考えてだが、鏡のことを気にしてというのも少しある。

　初めて自分を名前で呼び、理解してくれた人間が悩みを抱えている姿を見るのは、あまり気分が良いものとはいえなかった。

「普段あんなに適当な感じで、なんでもかんでもどうでもよさそうにしているのに、ステータスの話になるとなぜか思いつめたような顔をするのよ、鏡ちゃん」

「……鏡さんは昔からあんな感じなの？」

「んー……モンスターを倒してお金が手に入る今の生活が最高ってのは昔から変わらないけど、あんな思い詰めた表情をし始めたのは、あの子がレベル９９９になってからね。私とあの子が出会ったのは、あの子がレベル９３０くらいの時だけど、あの頃はまだステータスウインドウも見せてくれていたのよ？」

　タカコは「私もその頃はただのバーのオーナーだったから、スキルなんて全然ちゃんと見てなかったけど」と付け足し、唇を尖らせてヤレヤレと首を振った。

「……鏡さんって、どうやってレベル９９９になったんだろ？　レベル３００でさえ誰も辿り着けなかった境地なのに、それをさらに超えて９９９って……」

　そして、鏡を知れば、誰もが疑問に思うであろうことを、アリスは初めて言葉にして放った。鏡が傍にいる時は、どうしても聞けなかったから。

　きっと聞いても鏡は答えてくれない。変に誤魔化すか、困った表情をするだけだ。それがなんとなくわかってしまったから、あえて聞いてこなかった。

「この世界には、レベル５００を超えるモンスターなんて存在しないのに、どうやって？」

　アリスはそこで立ち止まって、小さくそうつぶやいた。

　どうあがいても、そのレベルに辿り着くことは不可能であるということをアリスは知っている。魔族だからこそ、モンスターと共存できる存在だからこそ、最強のモンスターの存在を知っている。出会えば生きて帰ることはできず、迷い込めば脱出不可能なその場所を。

「レベル５００を超えることはできないはず。なのに……鏡さんはレベル９９９だった」

「レベル５００のモンスターがいるなんて初めて知ったけど……鏡ちゃん以外に、レベル９９９に辿り着く人が現れてお父さんの命を狙わないか心配しているなら大丈夫よ」

　そこで心底、レベル９９９に成り得る方法を気にするアリスに対し、タカコは優しく微笑みながらそう言った。

「多分、鏡ちゃん以外には無理だから」

「どうしてそう思うの？」

「鏡ちゃんは、どんな生物においても大切なものが一つ欠けているから……それと、最高に馬鹿だからかしら？」

　そう言うと、タカコはガッハッハっと男らしく笑い出す。

「そ、それを教えてよ！　それのおかげであの境地に辿り着けたんでしょ？」

「それはあなたがこれから知っていくことでしょ？　まだ出会ったばかりなんだし、私たちと本当に仲良くしたい想いがあるなら、なんでも聞いてばかりじゃ駄目よ」

　タカコがそう言うと、アリスは少し反省したのか、しゅんっと落ち込んだ表情を見せた。それを見て、タカコは抱きしめたくなる衝動に駆られるが、今まで可愛いものを公共の場で抱きしめて、問題にならなかったことがないため、ぐっと堪こらえる。

「ま、まあレベル９９９になる方法なら特別に教えてあげちゃう！　経験値ってね、格上と戦うことでも手に入るのよ。鏡ちゃんがそう言っていたわ」

「格上？」

「自分のほうがレベルが高くても、実力が相手のほうが上なら経験値は入るってことよ。普通よりも弱い村人の役割だから得られるような経験値ね。ハンデを作って戦っても入るらしいわ」

「そうなんだ……でも鏡さんは、どうしてレベル９９９を目指したんだろ。レベル９９９になって、何を知ってしまったんだろ？」

「それは私にもわからないわ。でも大丈夫よ、鏡ちゃんは今も昔も変わらず優しいから。だからアリスちゃんも安心しているんでしょ？」

　タカコにそう言われ、いろいろとモヤモヤとしていた感情がアリスから晴れる。

　いろいろ疑問は絶えないし、まだ出会ったばかりではあるが、鏡は優しい。そう思えたからこそこんなにも知りたいのだ。なら、これから知っていけばいい。焦る必要はないのだ。少なくとも、これから始まる旅の間は。

「そして、私がいるからアリスちゃんはより安心している」

　タカコにそう言われ、モヤモヤとした感情が再度アリスにあふれ出す。少なくとも、これから始まる温泉での出来事を想像して。

「ボク、温泉……もう行かなくてもいいかなって、ちょっと思い始めているんだけど」

「駄目よ女の子が汗臭いなんて！　鏡ちゃんが許しても私が許さないわ！」

　タカコはそう言いながら、大きな巨体をずずいとアリスに近付ける。あまりの迫力に、アリスは諦めて乾いた笑みを浮かべた。

「さあ……温泉に行くわよ！」

　アリスの手を強引にがっしりと摑み、温泉のある場所に向けてタカコはビシッと指を差した。

　直後、タカコが指差した方向の目と鼻の先にドズンッ！　と、大きな音をたてて紫色の身体をした巨大な物体が突如落下する。

「……へ？」

　大きさは、タカコの４倍はあるだろうか？　たまたま、誰もいなかった広場の中央に落下したため、下敷きになった者はいなかったが、それでも、誰かがいたら確実に潰されていた。落下により、地面の石畳が粉砕してへこみができているのを見て、アリスは息をのんでそう確信する。

「ぐる…………ぐるる……ぐる……ぐるふぅ……」

　そしてその紫色の巨体は、聞くだけで背筋が凍るような低い唸り声をあげ、ゆっくりと黄色の眼光を放ちながら動き出す。二つの前脚をずんっと地面にめり込ませ、二つの後脚も同じように地につけ、突進するぞといわんばかりに地面をガッシュガッシュと打ちつけている。

　かつて神話に存在した闘牛のような威風堂々たる姿で、魔族が生やす角よりも大きく黒光りする角を持ち、まるで戦うために生まれてきたかのような筋肉で埋め尽くされたその肉体は、紛れもなくブラッディーバッファと呼ばれるレベル54のモンスターだった。

「邪魔よあんた」

「ぐる……るぉ!?　ぶるぉおおおおおお!?」

　だが、突然空から飛来したブラッディーバッファは、すぐさまタカコの回し蹴りをもろに胴体に喰らい、大きな鈍い衝撃音を放つと水平方向に物凄いスピードで吹き飛び、石ブロックでできた広場の壁に衝突してお金へと姿を変えた。

「さあアリスちゃん。温泉に行きましょう」

「いやいやちょっと待って。凄い、ボクこんなに困惑したの初めてだよ」

　突然空から降って来たモンスターを回し蹴りにより一撃で仕留め、何も意に介した様子もなく温泉に行こうとするタカコに度胆を抜かれる。そして周囲を見渡すと、今倒した一体だけではなく、空から次々にブラッディーバッファが落下してきていた。

　なぜこんな状況で、そんなに落ち着いてまだ温泉に行こうとするのか？　むしろアリスはこの状況よりもタカコのほうが怖かった。

「あら。いっぱい落ちてきているわね。私のお店に落ちてなければいいけど」

「いやタカコさん、落ち着いている場合じゃないよ！」

　実際、ヴァルマンの街内は至るところで悲鳴が上がり、騒然とした状況へと変わっていた。

　どうしてブラッディーバッファが空から落下してきているのか？　アリスとタカコはすぐさま夜空を見上げてその原因を探ると、十数体くらいの黒い翼を持つ巨大な怪鳥が、ヴァルマンの街の上空を埋めつくしていた。

「あの怪鳥がブラッディーバッファを連れてきたの？　いったいどうして？」

「アリスちゃん落ち着いて。皆騒いではいるけど大丈夫よ。ここは冒険者の街だから」

　タカコは落ち着いた様子でそう言った。

　周囲を見回してみると、悲鳴半分、雄叫び半分くらいの勢いで次々に冒険者たちがブラッディーバッファに立ち向かい、戦いを始めていた。

　確かに突然落下してきて驚いたには驚いたが、皆、特に問題なく対処しようとしている。この様子だと被害は別にして完全鎮圧までに時間はかからなさそうだった。

『くくく……ふははは！　やるじゃないか人間ども！　だが、安心していられるのも今のうちだ……今日はただの様子見！　そして宣戦布告だ……魔王軍が人間どもを支配するというな！』

　直後、脳内に直接語りかけられるかのように、そんな声が響き渡った。

　アリスとタカコがすぐさま上空の怪鳥の群れに視線を向けると、一体の怪鳥の上から見下ろすように、王族に仕える騎士たちがよく身に着けているような黒いサーコートに身を包んだ白銀長髪で、渦巻いて耳の付近に生えている二本の角が特徴的な魔族の男が立っていた。

「あら……あれってもしかしてあなたのお父さん？」

「違う……遠すぎてよく見えないけど、お父さんはあんなに若くないし、髪も白銀じゃない。それよりどうして魔王の名を借りて魔族がこんなところに……？」

　少し困ったような表情でタカコが確認すると、アリスは慌てて否定した。

　だが、アリスも困惑した表情を隠しきれなかった。魔王の名を騙っているだけの可能性もあったが、それでも今、人間に宣戦布告したのは紛れもなく魔族だったから。魔王である父親は今病気で弱っているはずなのになぜ？　そんな不安な感情が募っていた。

『恐怖しろ人間ども……！　魔王様はいよいよ人間を滅ぼすべく行動を開始なされた。魔王様に名実ともに、お前たちは支配されるのだ……未来永劫な！』
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「すっげぇ……腹減った。そして暇。あいつら早く戻ってこいよ」

　鏡はタカコとアリスが外へと出た後、やることがなさすぎてベッドの上で寝転がっていた。一緒にお風呂に行くか、それか先に飯を済ませて寝てしまえば良かったと激しく後悔する。

　ヴァルマンの街は昼夜問わず常に賑わっているため、夜中の今でも外を出歩けば暇潰しくらいできそうだったが、そうなるとタカコとアリスと入れ違いになって面倒くさいことになりそうだったため、鏡は待機していた。

「相変わらず楽しそうなことしてるなー、さすがヴァルマンの街。空から牛が降るとか」

　寝転がりながら、出窓から見える外の様子が視界に入り、鏡は軽く笑ってしまう。空から牛がずんずん降ってきているのだ。いったいなんのイベントだよとツッコまずにはいられない。

「あんなもん見せられたら、今日の夕飯は黒毛和牛確定だな……いや、アリスもいるし、ちょっと価格を下げて……いや、でもあいつ黒毛和牛とか食ったことなさそうだし、やっぱ黒毛和牛……」

　落下してきているモンスターが、ブラッディーバッファだというのは一瞬でわかった。だからこそ、居住区に入ればまずいが、冒険者が集まる街に、そんなレベルの低いモンスターを落下させているなんて、お遊びだろうと考えていた。

　タカコちゃんクラスの武闘家にぶんぶんと投げてもらって落下させているのだろうと思っていたが、直後、その考えは変わった。

「ぐるるる……るぉおおおお！」

　宿屋の天井を突き破って、ブラッディーバッファが鏡の部屋、それも鏡のベッドがあるすぐ横に落ちてきたからだ。

「えー……これ修繕費とかどうなるんだろ」

　目の前に落下してきたブラッディーバッファよりも、天井の壊れ具合が気になり鏡は空を見上げる。その時、視界に恐らくブラッディーバッファを落としてきたであろう黒い怪鳥が、空を埋め尽くさん勢いで飛び交っているのが映り、鏡は眉をひそめた。

「誰かが投げていたわけじゃなく……モンスターの仕業？」

　空に飛び交う黒い怪鳥。鏡が知っている中で該当するモンスターは一体しか存在せず、ヘルクロウという名の、魔王城周辺に飛んでいるレベル１３８のモンスターだけだった。

　なぜこんなところで群れを成して飛んでいるのか？　本来なら生息する場所の違うモンスター同士が連携を取っていることなど、疑問に思うことはいろいろあるが、最初に鏡が思ったのは──、

「貯金箱が飛んでやがる」

　金のことだった。ヘルクロウは空を飛び交うモンスターのため、滅多に陸地に降りてこない。それも、頭が良いので自分が必ず倒せる相手にしか襲い掛からない。なので鏡が遭遇することはほとんどなかったのである。

　だがヘルクロウは光る宝石を食料として好み、体内に蓄えているためか、倒すと大量のお金と、ドロップアイテムとして宝石に変化するレアモンスターでもあるのだった。

「い、いやがる！　１、２、３、４、５、６……どいつもこいつもぷっくりと腹を膨らませてやがるぜぇ！」

　その瞬間、鏡の思考はどうやって空に飛んでいるヘルクロウを倒すかの方法を模索することに切り替わる。ヘルクロウとブラッディーバッファが群れを成して攻めて来たことに関しても、むしろ来てくれてありがとうという感謝の気持ちに変わっていた。

『くくく……ふははは！　やるじゃないか人間ども！　だが、安心していられるのも今のうちだ……今日はただの様子見！　そして宣戦布告だ……魔王軍が人間どもを支配するというな！』

　直後、謎の叫び声が鏡の脳内に直接響き渡る。

『恐怖しろ人間ども……！　魔王様はいよいよ人間を滅ぼすべく行動を開始なされた。魔王様に名実ともに、お前たちは支配されるのだ……未来永劫な！』

「何言ってんだこいつ」

　鏡は突然聞こえてきた声に嫌悪する。鏡は魔王という存在を知っている。ついでに言えばその娘のことも知っている。知っているからこそ、この声の主……恐らく魔族が、他人の威光を借りて勝手なことを言っているのがわかり、少しだけ不快な気分になった。

「ぐるるるるるぉおおおお！　ぐるぉおおおおお！」

　その時、自分の存在をアピールするかのようにブラッディーバッファが雄叫びをあげ、鏡も視線をブラッディーバッファに向ける。

「ちょうどいいのがいた」

「ぐるぉ？　ぐるっ……!?」

　直後、鏡はブラッディーバッファから伸びる角の一本を片手でワシ摑みにして軽く持ち上げると、もう片方の手でブラッディーバッファの巨体を支え、そのまま全力で空に向かって投げ飛ばした。

　大砲の弾よりも大きく、そして速い速度で空へと一直線に飛んだブラッディーバッファは、飛んでいたヘルクロウに直撃するとその身体をお金へと変化させる。

　同じようにブラッディーバッファから直撃を受けたヘルクロウは、その身体をお金と大量の宝石へと変化させ、空中に四散した。

「しまった！　これではほかの奴に拾われる可能性が！」

　そう言うと、鏡は壊れた天井から外へと飛び出し、ブラッディーバッファを見つけたら空へと投げ飛ばしつつ、人手が欲しいのでついでにタカコたちを探し始めた。

『……っへ？』

　対する遙か上空でヘルクロウの上に立つ魔族の男は、一瞬のうちに殺されたヘルクロウに何が起きたのかわからず、鼻水を垂らして戦慄していた。
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　それから街は、奇妙な光景に包まれた。落下してきたブラッディーバッファが、空に向かって次々に飛んでいく謎の光景。まるで空に落下していくかのようなその光景は、折角陸地に降り立ったのに神の吸引力で空へと上る牛として、街の名物になりかけていた。

「タカコさん、ブラッディーバッファが次々に空へと飛んでいるんだけど……何あれ」

「あんなことできるのは鏡ちゃんくらいね。私でもせいぜい空に飛んでいる鳥に届くか届かないかくらいのところまでしか投げ飛ばせないもの」

　それを聞いて、アリスは「へー」と感情なくつぶやく。

「しかしさすが鏡ちゃんねぇ、気持ちよく飛ばしているわ。これなら位置もすぐにわかりそうだし、行きましょうアリスちゃん」

　タカコはそう言うと、ブラッディーバッファが空へと飛び始める起点を目印に走り出した。アリスもそれに賛同して頷き返し、その後を追う。

　走っている途中で街の様子が窺えたが、街の住人のほとんどが既に混乱状態から抜け出し、半分がお祭り気分で、そしてもう半分が魔族に対する怒りをあらわにしていた。

　お祭り気分の者は空中に飛ぶブラッディーバッファや、近くで暴れているブラッディーバッファと戦う者を肴に酒を呑みながら盛り上がっている。

　だが、それは被害が全くなく、ブラッディーバッファを楽観視できる者に限った話だ。家を壊され、少なからず怪我を負った人々は、空に飛び交う怪鳥たちを恨めしそうに睨みつけていた。

　その光景を見て、アリスは表情を曇らせた。まるで魔族と人間の和解なんて不可能だと責められているような気がして。

　タカコはとっさに「今に始まったことじゃないわ」とフォローするが、そうだとしても遠い道のりだと思い詰めてしまう。協力者がもっといれば。そう願った矢先に視界に映ったのは、協力者とは全く正反対の立ち位置にいる連中だった。

「街の冒険者たちよ！　今こそ立ち上がる時だ！　ブラッディーバッファに手こずっているようでは魔王軍の思うつぼだ！　今こそ協力のもと、全てのモンスターを倒し、逆に我ら人類の力を思い知らせてやろう！」

「「「「うぉおおおおおおおお！」」」」

　モンスターを倒し、魔王の討伐を目的とする冒険者たち。そしてその先頭に立つべき存在である勇者とその一行が、瀕死のブラッディーバッファを前に演説を行っていた。

　レックスはブラッディーバッファに剣を突き立て、クルルは真剣な表情でレックスの横に立ち、パルナは面倒くさそうに欠伸をしながら、ティナは恥ずかしいのか観客の後ろのほうに隠れている。

「見よ！　ほかの役割ではできるはずもない我が剣技を！　ただ投げ飛ばすだけではない技の力を！」

　そしてレックスはそう言うと、ブラッディーバッファに突き立てていた剣を抜き取り、それを大きく天へと掲げてそう叫んだ。その瞬間、曇りなき闇夜の空から雷鳴とともに光の閃光がレックスに降り注ぐ。レックスに降り注いだ閃光は周囲に軽い衝撃波と電撃を逬ほとばしらせ、レックスの全身と剣を光で包みこんだ。その後、まるで刀を鞘さやに納めるように、剣をゆっくりと腰元に移動させて構える。

「聖せい雷らい・剛ごう烈れつ波は斬ざん！」

　次の瞬間、別に叫ばなくても使える剣技の名を叫びながら、レックスは剣を上空に向けて振り上げた。全身の光が剣から抜け落ちるように振り上げた勢いとともに空へと舞い上がり、光の刃となってヘルクロウの群れへと一直線に凄まじい速度で飛んでいく。

　そして、光の刃が一体のヘルクロウに直撃すると、光の刃はそのまま貫通して上空へと飛び去り、光の刃が通過したヘルクロウの胴体から身を焦がす程の電撃が発生する。

　そのままヘルクロウは、電撃の発生が止まるのを待たずしてその身をお金と宝石に変化させ、そしてヘルクロウを失ったことで力の行き場を失った電撃が一気に周囲に放出され、そのままお金と宝石を消滅させてしまう。

「見たか！　僕の力を持ってさえいれば、たとえ大空に羽ばたく強力なモンスターといえど関係ない！　攻撃する手段さえあれば恐るるに足りないのさ！」

　レックスはそう言うと、額に汗を浮かべながら剣を鞘へと戻す。見ていた者たちは勇者なのだから強いのは当然とはいえ、一撃で高レベルのモンスターを倒したことに「すごい……さすが勇者様だ」と息をのみ、尊敬の眼差しを送った。

「だ、大丈夫ですかレックスさん？　雷撃をその身に受けていたように見えましたが」

　今の技を使ったことにより、大きく体力を奪われ、よろめくレックスを見て、クルルがすぐさまレックスに駆け寄りそう声をかける。

「……大丈夫だ。だが……大きく体力を使う大技なため、あと二回の発動が限界だ。ほかの者たちの力も借りなければ魔王軍に人間の脅威を示せない」

　レックスは疲れが窺える表情でそう言うと、クルルは無言で頷き、レックスの代わりに集まっていた冒険者たちの注目を集めた。

「皆さん聞いてください。確かに勇者の力は絶大ですが無限ではありません！　魔王軍に人類の力を示すには皆さんの協力が必要不可欠……どうか、勇者の名の元に力を貸してください！」

「「「「うぉおおおお！　やるぞぉおお！」」」」

　そしてクルルの激励により、聞いていた冒険者たちが次々に武器を掲げて士気を高める。

「レックスさん……大丈夫ですか？　い、今治療しますね！」

　その間、疲弊したレックスにティナとパルナが近付き、ティナは体力を回復させるポーションを手渡し、パルナは驚愕の表情を浮かべて聖雷・剛烈波斬の凄さを褒め称えた。

「……これはちょっとまずい流れね」

　その光景を見て、タカコは溜め息を吐きながらそうつぶやいた。

　隣でそんなタカコの様子を見ていたアリスには、何がまずい流れなのか理解できなかった。密集することで一網打尽になるリスクなど色々考えてみたが、どれもまずいと言いきれるような状況にはなりそうにない。一瞬、上空にいる魔族のことを気にしてくれているのかと思ったが、そういうわけでもなさそうなので首を傾げた。

「皆さん、タイミングを合わせるのが大事です！　相手は空を飛んでいるだけではなく、高レベルのモンスター。勇者様のように一人一撃で倒そうと考えてはなりません」

　そしてアリスがそうやって考えている間にも、クルルは集まった冒険者たちに指示を出した。レックスと同じように遠距離攻撃が可能な技を持つ者は発動の準備をし、不可能な者は弓やクロスボウを取り出し、魔法を使える者は詠唱を始める。

「あら？」

　その時、タカコは困った表情を一転させ、拍子抜けするような声をあげながら笑みを浮かべた。

　アリスには背の高いタカコが見ているものを確認することはできなかったが、少なくとも目の前の冒険者たちを見ての反応でないのはわかった。

「今です！　一斉攻撃！」

　直後、クルルの号令とともに冒険者たちの攻撃が一斉に放たれる。

「タカコちゃん！　よろしこ！」

「任せて頂戴！」

　それとほぼ同時のタイミングで、遠くからタカコを呼ぶ男性の声が響き渡り、それに呼応するようにタカコは地面に爆音を鳴り響かせて上空へと飛び上がる。

　次の瞬間、その場にいた全員の目が点になった。冒険者たちが放った攻撃のほとんどが、突如横から飛んできたブラッディーバッファ二体によって防がれてしまったからだ。

　少なくとも、弓矢やクロスボウのボルトは全て防がれブラッディーバッファ二体の胴体に全て突き刺さった。そして、突如飛来したブラッディーバッファ二体を、あらかじめ上空へと飛んでいたタカコが地面へと蹴り落とす。

　蹴り落とされたブラッディーバッファは当然の如く力尽き、その身をお金へと変化させた。

「おいおい……勘弁してくれよな、折角四体確保してたのに……無茶なことすんなよ」

　いったい何が起きたのか？　それを確認するため、その場にいた冒険者のほとんどがその声を聞いて、ブラッディーバッファが飛んできた方向に視線を向ける。

　するとそこには、ブラッディーバッファ二体の角をそれぞれ片手で摑み、ずるずると引きずりながら歩く村人らしき私服の男、鏡が歩いていた。

「あ……あなたは！」

　なぜ村人がブラッディーバッファを片手でひきずれているのかなどなど、いろいろツッコミどころはあった。その場にいた冒険者たちの全員が驚愕の表情を浮かべていた。だが言葉を発せられたのは、既にその男を知って会話をしたことのあるクルルだけだった。

　レックスは顔を歪ませ、恨めしそうにその村人を睨みつける。

「よいしょっと」

　鏡はクルルの目の前にまで移動すると、摑んでいたブラッディーバッファの角を地面に力任せに差し込んで固定させる。その光景を見て、パルナは「マジで……」と、苦笑いをうかべた。

「どうしてここに……今のブラッディーバッファはあなたが？　そのブラッディーバッファはいったいどうされたんですか？」

「質問多いな。ヴァルマンの街に村人がいるのはとても普通のことな気がするのは俺だけですか？　ちなみにこのブラッディーバッファは気絶させているから気にしなくていいよ」

　まるで、農家の畑を耕したかのようなすがすがしい表情で、鏡はそう言った。だがクルルは、不満の表情を浮かべて鏡を睨みつける。

「どういうつもりですか！　折角私たちが力を合わせて魔王軍に立ち向かおうとしているのに……それを邪魔するなんて！　そんなに自分の力を見せつけたいのですか？　それともやはりあなたは魔族と何か繫がりが……あの妹さんもやはり！」

「どすこい」

「っひゃん!?」

　無表情でクルルの言い分を聞いていたが、あまりにも長いので痺れを切らし、鏡は力の全くこもっていない軽いチョップをクルルへと放った。突然のチョップに対応できず、クルルは変な声をあげてそのチョップをもろに喰らう。

「い、いきなり何を……？　殿方に叩かれたのは生まれて初めてです！」

「貴重な経験ができて良かったじゃない」

　全く悪びれた様子もなくそう言う鏡を見て、クルルは恥ずかしいのか怒っているのか照れているのかよくわからない赤い顔で鏡を睨んだ。

「お姫さん……攻撃のタイミングを合わせるのはいい発想だけど、３点だ。10点満点中な」

　その言葉を聞いて、ただ睨みつけていただけの表情を崩し、クルルは困惑した表情になる。

「な、なぜですか？」

「ここは街だぞ？　一撃で仕留められる威力ならともかく、一撃で仕留められる保証がないのに迂う闊かつに攻撃して弱らせて、人がいる場所にモンスターが落ちたらヤバいだろ。飛んでなくてもヘルクロウのレベルは１３８で危険だ。どうするつもりだったんだ？」

「そ、それは……」

　そう言われてクルルは表情を曇らせ鏡から視線を逸らす。その場合、近くにいる冒険者たちが仕留めるか、自分たちが仕留めに行こうと考えてはいたが、その間に起きる被害については考慮をしていなかった。

「それと、弓矢とクロスボウはまずいだろ。外したら街に降り注ぐんだ。誰かに当たったら大怪我じゃすまないぞ？　タカコちゃんがいなかったらやばかったぜ？」

　鏡はそう言うと、アイコンタクトをタカコに送り、親指を立ててグッドサインを見せる。

　そしてそこまで説明され、鏡が先程とった行動の意味をその場にいたアリスと、勇者一行の全員は理解する。先程の行動は街にいる人たちを守るためのものだったことを。

「まあ経験不足だな、もっと戦い慣れしないと。でも発想は良かったと思うぞ？　今後頑張ればもっと的確な指示を出せると思う。まずは、何を優先すべきかの順位を考えることからかな」

　クルルは痛感する。モンスターに執着するあまり、それ以外についてあまり考えていなかったことを。モンスターの苦しみから人を解放するどころか、自分の手で苦しめかねなかったことを。それと同時に、抑えきれない程の感謝の感情が鏡に対して溢れだした。

「だがそこの勇者、てめえは駄目だ。０点」

　だが、その感情を伝える前に、鏡は異常な程の怒りを放ちながらレックスを睨みつける。

　対するレックスは、突然の指摘に身体をびくつかせ、困惑した表情を浮かべた。

「な……なぜだ？」

「技の威力は素晴らしい。その技を身に付けたあんたの凄さも認めよう……だがお金とドロップアイテムも一緒に消滅させてしまったこと。それだけは絶対に許せん」

　そう指摘すると、何を言っているのか全く理解できないからか、レックスは困惑した表情で「はい？」とつぶやく。よく見るとレックスだけでなく、周囲にいるほとんどがレックスと同じ反応を見せていたため、鏡は徐々に視線を逸らして上空を飛ぶヘルクロウへと向けた。

「とりあえず。ヘルクロウの処理は俺に任せろ！　そう、任せるべき」

「ちょっとちょっと、確かにあんたの力は凄かったけどさ、一人じゃどうしようもないでしょ？　相手は空飛んでいるんだしさ」

「ドロップアイテムの処理も俺に任せろ！」と心の中で鏡が叫んでいると、ずっと腕を組みながら話を聞いていたパルナがもっともらしい指摘をする。だが、鏡はすぐさま放置していたブラッディーバッファ二体をそれぞれの手で角を摑んで持ち上げると、空中にいるヘルクロウに目掛けて全力で投げつけた。

「「「「「あんたかっ！」」」」」

　その瞬間、その場にいた多くが、先程から空に向かってブラッディーバッファを飛ばしていた者の正体を知り、指を差して声を張り上げた。

「…………ッ！」

　そして飛んでいったブラッディーバッファがヘルクロウに直撃し、四散したのを見て、まるで役割通りの仕事をしていないと責められているような感覚に襲われ、レックスが再び表情を歪ませる。

「あ、あんた……村人だろ？　何でそんな力を持っているんだよ！」

　その時、目の前の異常な存在にたまらず冒険者の一人がそう声をかける。

「努力」

　すると、何食わぬ表情で鏡はそうつぶやいた。全員が「何言っているんだこいつ」とでも言いたげな引きつった表情を見せる中、レックスだけが歯を嚙みしめ鏡を睨みつける。

　村人が自分よりも強いのが納得いかない。努力？　そんなわけがあるはずない。努力なら自分だって人の何倍もしてきた。まだ足りない？　あれだけの訓練をして、この若さでここまでの力を得たというのにまだ足りない？　そんなわけがない。いったいどんな卑怯な手を使ってその力を手に入れた？　僕が、僕が負けるなんてことがありえるはずがない。そんな思考がレックスの脳内をぐるぐると回っていた。

「見せつけなくても強いのはわかってんの。何回も見せられなきゃ理解できない程、馬鹿じゃないからあたし。あたしが言ってるのは上空の連中を倒すための方法があんたにはもうないでしょってこと。あんた、そんな方法とってるってことは魔法使えないんでしょ？」

　パルナが呆れた様子でそう言うと、鏡は「まあ、使えないな」と答えを返した。

「え、鏡さんって魔法使えないの!?」

　そしてパルナの言葉に、アリスが驚愕の表情を浮かべてそう言った。

「あら、あんた……いたのね。あんたの妹だっけ？　……鏡さん？」

　突然現れた少女の声に反応し、その場にいた全員がアリスに視線を向けた。

　周囲がごく普通の表情でアリスに目を向ける中、勇者パーティーだけは、疑うような視線をアリスに向ける。その様子を見て、アリスはやってしまったというような表情を浮かべながら視線を少しだけ右にずらした。

「妹には昔から名前で呼ぶように言っているんだよ。そういや名乗ってなかったな。俺は鏡。ビューティフルキューティー鏡ちゃんって呼んでくれ」

「……呼ばないけど」

　すかさず鏡がフォローを入れたが、パルナの疑惑の視線は変わらない。だが鏡はそんな視線も気にせず堂々とアリスの目の前まで移動する。

「よし、無事だったか。チビッてないか？　チビッていいのは１リットルまでだぞ？」

「チビらないよ！　それより、鏡さんって魔法使えないんだね」

「そりゃレベル９９９だからって万能なわけじゃないからな」

　鏡がそう答えを返すと、アリスは不安げな表情で何かを訴えるように鏡をじっと見つめた。まるで魔法のことは話し掛けるためのきっかけでしかないと思わせる程に、潤ませた瞳でアリスはじっと鏡を見つめ続けた。

　一瞬、本当にトイレに行きたくて仕方ないのかと思ったが、アリスが視線を少しだけ上空に向けたことで、鏡はアリスが何を言いたいのかを察する。

「わかったよ。大丈夫だから安心しろ。なんとかしてやるから」

　その言葉を聞いて、アリスは安心したかのように表情を緩ませた。その光景を見て、クルルも疑うような目を向けるのをやめて、鏡へと歩み寄る。

「鏡……さんでしたか？　自己紹介がまだでしたね。私は神無月＝クルル・ヘキサルドリアと申します。鏡さんの力は重々承知ですが、今は力を合わせねば魔王軍に人類の強さを思い知らせることはできません。先程の助言は感謝致しますが……ここは私たちに任せてください」

「なんで思い知らせる必要性があんの？」

「っへ？」

　自信満々に正論を唱えたつもりが、鏡からの予想外の言葉を受けて、拍子抜けした声をクルルはあげる。質問の意図がわからず、少しワタワタと戸惑ってしまうが、一度深呼吸をするとすぐさま切り替えて真面目な表情で鏡を見つめた。

「魔王軍は人類の底力を知りません。それ故に今回は力を計るために攻めてきたのでしょう。ならば迂闊に攻めればどうなるか、思い知らせる必要があります！　再び攻め入ろうなどと考えさせないためにです！」

「そこまで考えられるのに、どうして気付かないかね」

「ど、どういうことですか？」

「向こうはこっちの実力を探るために奇襲をかけているんだろ？　じゃあ尚更、敵にこっちの実力を見せつける必要なんてなくない？」

　その言葉に、クルルはうっかりしていたかのような表情を浮かべ、「確かに……」とつぶやく。

「たぶん、この街だけじゃなくて、世界中の街に奇襲をかけてんじゃないかな。どの街から侵略するべきかを調べるためにさ。だったら手の内は見せないほうがいいだろ？」

「確かにそうですが……ならどうするつもりなんですか？」

　そう言われ、鏡も少しだけどうしようかと頭を悩ませる。正直なところ、本当に今攻めてきているのが魔王軍なのかどうかも鏡にはわからなかった。アリスから得た魔王の現状から察するに、このタイミングで魔王軍が攻めてくるのはどう考えてもおかしい。アリスが不安な表情を浮かべるのも無理はない。

　たとえ、アリスから得た情報がなかったとしても、鏡は魔王軍を名乗る存在を疑っていただろう。なぜなら鏡は魔王を知っているから。そして、魔王は一度も人間の街を攻めてきたことがなかったからだ。心境の変化があったにしても、タイミングが不自然。となれば、今攻めてきている魔王軍は偽物か、魔王に何かあったと考えるのが妥当だった。だが、それを確かめる術はない。

「……いや、一つだけ方法あるな」

　しかし、視界にヘルクロウの上に立つ魔族の男を映し、鏡は考えを改める。

「そ、それってどんな方法ですか？」

　レックスの身体に回復魔法をかけながら、ティナがそう問いかける。

「つまり、情報を知られなければいいわけだから。あの魔族を捕まえて逃がさないようにすればいいような気がする。話もいろいろ聞きたいし」

「捕まえてどうするのよ？　話なんかする必要ないでしょ？　それに、あんな上空にいたんじゃ、捕まえるのなんて無理よ？」

　鏡の提案を跳ね除けるような口ぶりで言ったパルナに対して、鏡はわざとらしく「ふぅーやれやれ」と首を左右に動かす。

「敵だからって倒すだけが答えじゃないぜ。相手の目的とか聞けたほうがお得だろ？　そっからいろいろ考えられるしさ……そんなんじゃ、気付けることにも気付けなくなっちゃうぜ？」

　鏡のその言葉を聞いてパルナは頰に汗を垂らす。まるで自分にはわからない何かに気付いているかのような口ぶりの鏡が、純粋に気になって仕方がなかった。

　対する鏡は、そう言い終えた後、タカコに視線を向けて頷き合う。

「か、鏡さん。どうするつもりなの？」

「こうする」

　アリスの質問に鏡が指を弾いて合図を送った直後、周囲に地震かと思わせる程の揺れが生じる勢いで地面を蹴り、タカコが上空へと跳び上がった。追って、爆発したのかと思う程の衝撃を地に残し、鏡がタカコに追いつく程の速度で上空へと飛び上がる。

「タカコちゃんよろしこ！」

「任せて頂戴。料金いらずの人間運送サービス、命の保証無し……いくわよ？　死にさらしゃぁあぇぇぇええ！」

　飛び上がった鏡が上空でタカコに合流すると、タカコは近付いた鏡が通りすぎる前に、全身を一回転させてひねり、鏡を足元から吹き飛ばすように全力でさらに上空へと蹴り上げた。

『タカコバズーカ』。鏡が勝手に命名したその技は、タカコを利用して遙か上空に飛ぶための合体ジャンプである。過去に一度、タカコにお願いして使用したことがある技だが、当時は特に何も考えずにとりあえずどこまで飛べるのかという好奇心で使ったため、予想以上に上空へと飛ばされた鏡は落下のことを考えておらず、大ダメージを受け、「これ駄目だわ」という理由で封印していた技でもある。

　だが、敵が上空にいる今の状況にはうってつけの技だ。それを理解していたからか、お互い視線を合わせただけで何をするかの意志疎通ができた。

「あ、でもこれ、あれだね」

　だが、鏡とタカコも試行回数が少ない故に理解していない欠点がこの技にはある。

「誰にも当たらずに通過するねこれ」

　ちゃんと狙わなかった場合、誰にも当たらず通過して悲惨なことになる点だ。タカコも蹴り上げてから気付いたが、鏡は明らかにヘルクロウのいない、星が見える綺麗な夜空に向かって飛んでいる。

「鏡ちゃん、さようならっ」

　そして瞬時に鏡の命をタカコは諦めた。諦めて地上へと落下しながら口元を手で塞ぎ、目を潤ませて悲しげな表情を浮かべる。まるで自分は無関係とでも言いたいかのように。

「アァァァッー………！」

　そして案の定、鏡はヘルクロウの群れの中心を通りすぎ、さらに上空の高みへと一直線に飛んでいく。突然地上から上空へと叫び声をあげながらやってきた謎の生命体に、ヘルクロウの上に立っていた魔族は思わず身体をびくつかせた。

「え……本当に何なんだこの街……？　本当に人間の街か？　モンスターであるブラッディーバッファだけじゃなくて人間も飛んでくるってどういうことなんだ？　無差別？　無差別なのか？」

　魔王軍と名乗る魔族の男の心拍数は、かつてない程に上昇していた。

　思っていたイメージとまるで違ったからだ。冒険者の街だから、ブラッディーバッファではせいぜい混乱とある程度の被害だけで終わるのはわかっていた。万が一、勇者がこの街に滞在していたとしても、ヘルクロウ一体を倒すのが限界だろうとも踏んでいたし、実際勇者が使ったらしき光の斬撃も飛んできた。

　だが、ブラッディーバッファが飛んできたのは予想外だ。さらに言えば、人間が飛んできたのはもっと予想外だった。

　投げ飛ばしてきたブラッディーバッファは全てヘルクロウに命中していたのに、人間は命中しないという意味不明さにも、魔族の男は少しずつ恐怖しつつあった。

　この街には、とんでもない何かがいると。

「まあ落ち着けよ」

「落ち着いていられるか！　予定が大きく狂っているのだぞ！　くそ……これでは魔王様の威厳が！　それにこの街の連中の実力とて何もわからぬ！」

　背後からの声に、魔族の男は頭を抱えて取り乱しながら声を荒らげる。

　そして数秒くらい経過してから、ナチュラルに話し掛けてくる謎の存在に気付く。あまりにも普通に声を掛けてきたため一瞬わからなかったが、こんな上空で、自分に話し掛けられる存在なんていない。そう考えた瞬間、血の気が一瞬で引き、おそるおそる背後を振り返った。

「誰だお前は……っ！」

「ん？　通りすがったけど奇跡的復活をとげた村人です」

　あまりにも普通に、落ち着いた様子でヘルクロウに同乗する目の前の存在が異様すぎて、魔族の男は言葉を失った。ここから見える景色を普通に楽しんでいる目の前の存在。こんな状況下で、当たり前かのようにモンスターに乗って村人と名乗る存在。……村人？

「ふん、村人ごときが……身の程を知れ！」

　焦る中、目の前の存在がどうやら村人らしいと認識できた瞬間、恐るるに足らずと魔族の男は掌を鏡へとかざし、爆破殲滅魔法を至近距離で、三発連続で放った。

　大きな爆発音とともに、凄まじい衝撃と炎熱が鏡を襲う……が、

「まあ落ち着けよ」

　上半身の服が綺麗に吹き飛んだだけで、魔法を当てられた本人はケロッとした表情を浮かべながら、先程と同じ言葉を放ってきた。

　ダメージは受けている。間違いなく肌が焦げているし、爆発によってある程度肉が裂けて血が噴き出ているが、そうだとしても、ダメージが少なすぎる。

　魔族の男は今回の襲撃作戦を任せられるくらいには実力を備えていた。今の爆破殲滅魔法も、至近距離で三発も放てば、レベル80くらいの相手なら瀕死状態にできる程には威力が高い。にもかかわらず、ケロッとしている村人のその様子を見て戦慄する。この街にいるとんでもない存在は間違いなく『こいつだ』と。

「どうやってここに来た……？　答えろ人間」
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「ゴリラみたいな奴に適当に蹴り飛ばされて、もう駄目だと思ったらほかのヘルクロウに運よく着地して、そのままほかのヘルクロウを伝ってこっちに移動してきた」

　何を言っているのかはよくわからなかったが、この男が先程空中を通りすぎていった人間だということだけ魔族の男は理解する。

「何者だ……村人ではないのだろう？　勇者か？　それとも賢者か？」

「いや、だから村人だって」

　鏡はそう言うと、淡々とステータスウインドウのレベルと役割を開示する。その瞬間、魔族は口をガパッと開けて驚愕の表情を浮かべたまま絶句する。

「ば、馬鹿な！　そんな人間いるはずがない！」

　そして数秒してから、鳴り止まない心音をなんとか抑えて、そう言葉を発する。

「いや、でもいるし」

　ひたすらに取り乱す魔族の男に、鏡は会話ができないと困った表情で首を傾げた。

「聞いていないぞ……お前みたいな奴がいるなど！　これでは魔王様の立場が……！」

「あー安心しろ。俺は魔王を倒す気とか全然ないから」

「……？　どういうことだ？」

「俺、魔王と魔王の娘と友達だから。名前は鏡浩二、よろしく」

　鏡のその言葉を聞いて、魔族の男は驚きと困惑が混ざったような表情を見せた。

「言っている意味がよくわからん」

「いや、だからそのままの意味だって。なんなら今、魔王の娘と一緒にいて保護しているし」

「……!?　アリス様がこの街にいるだと！」

　言っていることが本当かどうかはさておき、そうだとしたら魔王の娘の御身を危険にさらすような真似をしていたと、少しだけ魔族の男は胸を痛める。

　この作戦が始まる前、魔族の男はアリスを探し回った。というのも、魔王よりアリスを連れて来いと命令があったからだ。命令に従い住んでいるはずの魔族の集落に向かったが、アリスの姿は既になく、周辺を魔王軍総出で探しても見つからなかった。

　故に、魔王と魔王の娘の友達と名乗る目の前の男の真意はさておき、アリスがここにいるという信憑性は少なからずあった。魔王に娘がいるなど、普通の人間が知っているわけがないからだ。

「お前は……魔族の味方なのか？」

　ありえるはずもないが、魔族の男は一応聞いてみる。

「味方でも敵でもないね。魔王が殺されるのは仕方がないとも思っているし」

　鏡は、「人間である以上、仕方がないこと」と付け足し、溜め息を吐いた。だがその言葉は、逆に魔族の男にとっての信憑性を高めた。変に魔王の味方と取り繕うほうが、むしろ怪しく思えたからだ。

「魔王様を殺す気はないが、人間としての立場を守っているという解釈でいいのか？」

「ちょっと違うが、まあそんなとこ」

　魔族の男が冷静さを少しずつ取り戻し、多少ながら言っていることを理解しているのを見て、鏡は表情を明るくする。

「いやーまだ会話できる奴で助かったよ。相手によっては人間ってだけで何も話を聞いてくれなかったりするからさー」

「……私を倒しにきたわけではないなら何の用だ。アリス様を人質にとっているとでも伝えにきたのか？」

「質問しにきたんだよ」

　鏡が笑顔でそう言葉を放った次の瞬間、魔族の男は言いようのない寒気に襲われた。高い場所を飛んでいるからとか、ヘルクロウの移動速度が速くて風が冷たいとか、そういうものではなく、まるで金縛りにあったかのような威圧的な気配が魔族の男を襲った。

「今回のこの襲撃作戦って、魔王の命令なの？」

「しょ……正真正銘、魔王様の命令だ！　今まで人間より受けた屈辱を晴らすべく、遂に魔王様が動かれたのだ！　人間は全て滅ぼすとな！」

「さっき、敵でも味方でもないって言ったけどさ。そういうことなら俺、魔王を殺すことになるんだけど大丈夫？」

　その瞬間、この言いようのない感覚が何なのかを魔族の男は理解した。まるで気当たりともいえる殺気を目の前の男はぶつけてきている。噓は言わせないと迫るかのように。

　気付けば、鏡の表情は笑顔から無表情に変わっていた。そして鏡の言葉が冗談ではないというのが、わざわざこんな場所にまで上がって真意を確かめていることから判断できた。

「貴様……先程魔王様と友達と言ったな。あれは……本当のことか？」

「ああそれね、あんたと落ち着いて話をするために少し盛った。友達と言える程仲が良いわけではないけど……古い知り合いかな。昔、世話になったんだ」

「世話になっただと？」

「ああ、少なくともその時の魔王は人間を滅ぼしたいと考えるような奴じゃなかった。なんていうか……達観してたよ。だからこそ気になってここまで来た」

　昔を思い出すかのように鏡は目を瞑つむり、一度大きく溜息を吐いた。

　そして、ゆっくりと瞼を開くと魔族の男に接近し、真剣な表情で視線を合わせて口を開く。

「本当にその命令を下したのは魔王か？　魔王が直接お前に口頭でそう言ったんだな？」

　真剣な表情で言葉を放つ鏡を見て、魔族の男は圧倒されながらも疑問に思う。「どうしてこの男はそんなにも魔王様本人が判断を下したかを気にするのか？」と。

「アリスがな、魔王は病気で倒れているって言ってたんだ」

「……アリス様が？　馬鹿な、魔王様は健在だ！」

「アリスは一人で魔王のために走り回っていたんだよ。そのアリスが噓をついているとは思えない。ついでに言うなら、俺も魔王が人間を滅ぼすなんて考えるとは思ってない」

　鏡の言葉を聞いて、先程から放たれている殺気が自分を殺そうとしているわけではないことに魔族の男は気付く。

　ただ純粋に、魔王がそんなことをする人物ではないと信じているからこそ、こうして裏切られていないかを確認している。それに気付いた時、先程まで殺気により感じていた恐怖心が、少しだけ和らいでいた。

「魔王様が……ご病気だと？」

　恐怖心が和らぐとともに、ここに来る前、魔王城内で魔王と自分が直に会った時のことを思い出していた。何よりも優先しなければならないのが魔王の安全。だが、記憶の中に存在する魔王は間違いなく、威風堂々とした態度でいつも通りに玉座に座っていた。

　ほかに、いつもと違ったことがなかったかを思い出すが、特におかしな点はない。いつも通り、王の間の最奥にある玉座に座り、その横傍にいる魔王の右腕とも呼ばれている魔王軍司令官、エステラー・ウルゴットが執事のように立ち振る舞い、魔族の男に今回の作戦の指示を出した。

　その時、特に変とはいえないが、疑う余地のある点に魔族の男は気付く。

「……私に指示を出したのは魔王様じゃない？」

　手を口元に置き、悩みながらも小さくつぶやいたその言葉を聞いて、鏡はすかさず笑みを浮かべた。

「ほれきた、まだ決めつけるのは早いだろ？」

「だ、だが待て！　魔王様はその傍らにおられた！　その命令を否定されなかったのだぞ!?」

「だから、決めつけるのは早いってだけで、俺もどうなのかは知らないっての。もしかしたら本当に気が変わって世界征服しようとしているかもしれないし、誰かに操られている可能性もあるだろ？」

「操られているだと？　馬鹿な！　魔王様程のお方が操られるなどありえない！」

「その可能性があるってだけだって。確認しないとわからないけど魔王は病気ってアリスが言ってたし。常識の範はん疇ちゆうで考えると後悔するぜ？」

　ひとまず、必ずしも魔王が判断を下したわけではないという可能性ができたからか、鏡は殺気を消して、気の緩んだ楽観した様子でそう返答した。

　対する魔族の男は、鏡の言葉を聞いて一考する。もしもその話が本当であれば、守るべき存在の御身が危険にさらされていることになる。元々、今回の作戦は冒険者が集う街に魔王軍の存在を知らしめることと、その者たちのある程度の実力を調べること、そしてどこにいたとて安全ではなく、死の危険性があるという精神面での圧倒が目的であり、殲滅が目的ではない。今戻ったとしても大きな問題にはならないだろう。そう考えた魔族の男は身に纏っていたサーコートを払いのけ、自分の魔力で生成した忠実な配下であるヘルクロウたちに指示を出す。

「進路を魔王城へ！　魔王様の真意を確認する……！」

　指示を出すと同時に、ヘルクロウの群れは一斉に進路を変えて南西へと向かう。

「いや、させねえよ？」

　だが、進路を変更させると同時に、鏡は乗っていたヘルクロウの頭部を鷲摑み、強引に進路を変更させてほかのヘルクロウの元へと移動させた。

　そして、ある程度近くまで移動すると、乗っていたヘルクロウから飛び出してほかのヘルクロウを空中で摑みとり、別のヘルクロウに目掛けて投げつけた。そして自分の落下とともにちょうど真下に来るように調整していたヘルクロウの上へと着地する。

「ほら！　早く！　落ちてしまう前に回収！　回収！」

　再びヘルクロウの頭を摑むと、宝石とお金へと変化したヘルクロウ二体の元へと移動させ、目にも止まらぬ速さで両腕を動かし、その全てを回収する。

「き、貴様何をしている！　貴様も魔王様の御身が心配なのだろう？　私が行って確かめてやると言っているのだ！　今回の作戦が魔王様のご意志なのかどうかを！」

「いや……でも、ヘルクロウだし」

　ヘルクロウだからなんだと言うのか。魔族の男にはさっぱりわからなかったが、とりあえず目の前の村人がなぜか涎よだれを垂らしているのを見て狂気を感じた。

「な、ならば貴様も連れて行ってやる！　連れて行ったあとでこのヘルクロウを好きにすればいい！　どうだ？」

「いやー、でも俺、アリス連れて行かないといけないし」

「な、ならアリス様も連れて行けばいいだろう！　今から一度ヘルクロウを地上へと降ろしてアリス様を乗せて魔王城に向かう。これなら文句あるまい！」

「いやー、地上に降ろした瞬間にあんた殺されちゃうんじゃないかなぁ。下に勇者いるし」

「ならば！　一度離れた場所に降ろしてアリス様をお前が連れて来い！　待っていてやる！」

「落ち着け！」

　その瞬間、鏡はそう叫んで魔族の男に口を閉ざすようにジェスチャーを送り、真剣な表情で真っ直ぐ魔族の男の瞳を見つめた。

「魔王は操られている可能性があり、あんたが知らないということはあんたも騙されている可能性がある。そこであんたが確認を行えば魔王の身、もしくはあんたの身も危なくなるだろう。そうなったら本末転倒だ。ならここであんたは人類にやられて死んだということにして、あとでこっそり魔王城に行ったほうが詮索しやすくなるんじゃないか？　それに俺もこのまま一緒に行って魔族に寝返ったなんて変な噂をたてられるのはごめんだ。そう、つまりこのまま空の旅をしても誰も得をしない。だからこそ、ここでヘルクロウを全部倒したほうがＷＩＮ＝ＷＩＮな関係が築けるんじゃないかと俺は思うんだ。何より、魔王城からこいつら全員分の宝石とお金を引きずって帰るのが凄くめんどくさい。そうめんどくさい！　これとても重要！　それくらいなら歩いて行ったほうがマシ。そして俺は今スグ金が欲しい。な？　わかるだろ？」

「全然わからん」

　魔族の男がそう言った次の瞬間、鏡は再びほかのヘルクロウに飛び移る。だが飛び移ったその瞬間、まるで蹴りつけるようにヘルクロウからほかのヘルクロウへと飛び移り、空にきらめく稲妻がごとき速さでその行動を繰り返した。飛び移る瞬間に発生するジャンプの衝撃によりヘルクロウは次々に宝石とお金へと変化していく。魔族の男が乗っているヘルクロウを最後に残して着地すると、鏡はそのヘルクロウを操作して落下中の宝石とお金を空中で掻き集め始めた。

　魔族の男はその行動を唖然とした表情で見守るしかなかった。というより、手出しする隙がなかった。数十体は存在したヘルクロウがたった十数秒間で残り一体になってしまったからだ。

「き、貴様。なんということを……いや、もはやすぎたことはどうでもいい。宝石の回収をやめろ！　重量オーバーだ！　このままだと我々はヘルクロウとともに墜落するぞ！」

「え？　いやそのつもりだけど？　掻き集めて落下するポイントを一つにまとめてるだけよ？」

「ど……ういうことだ？」

　案の定、魔族の男と鏡の乗るヘルクロウに、大量の宝石とお金がのしかかり、ヘルクロウは「ぐぇっ！」と悲痛な叫び声を上げると徐々に高度を下げていった。

　そして最後に残ったヘルクロウを鏡は「そぉい！」と叫びながら殴りつけて消滅させ、宝石とお金に変える。直後、鏡と魔族の男は大量の宝石とお金とともに落下していった。

「こ、これは落ちても助かるのか？　大丈夫なのか!?」

「この高さならたぶん……俺はちょっと痛いくらい。あんたはかなり痛いかもしれない」

「なん……だと？　……ッアァァァァァァアア！」

　そして鏡と魔族の男はヴァルマンの街の南東に広がる森の中へと落下していった。鏡は一直線に地面へと激突し、魔族の男は枝木や草にぶつかりながら落下する。

　鏡が着地した地点にはクレーターのような穴ができ上がり、鏡自身も想像以上の衝撃に足を痺れさせていた。魔族の男は草や枝木まみれになって尻から地面へと着地する。

「い……生きている。あの高さから落ちて生きている……？」

「だから言っただろ？　痛い程度で済むって」

　鏡はそう言うと、スキルによって早々に回復した身体を動かして魔族の男へと近付き、身に着けていたサーコートのマント部分を奪う。

「な、何をする！」

「あんたが俺の服を燃やしちゃったからだろ？　宝石を入れる布が欲しいんだよ」

　奪ったマントを広げて地面に置くと、一緒に落下してきたお金と宝石を集めてその上へと置く。落ちた衝撃によるダメージが残る魔族の男は、その様子を黙って見守った。

「そういや、お前の名前聞いてなかったな。なんていうんだ？」

　宝石を集める傍ら、鏡は木に寄りかかって座る魔族の男に対してそう尋ねる。

「メノウ・エイブラシャム……代々魔王様に仕えてきた一族の末裔だ。魔王様……それとアリス様に仕え始めたのも３年前からだ」

「じゃあ結構若いんだな。そういや昔、魔王のところに行った時も執事っぽい爺がいたな」

「私の祖父だろう。３年前に亡くなり、私が希望して引き継ぐことになったのだ」

　魔族の男、メノウの言葉を聞きながらも鏡は宝石を集め続ける。魔族がこんなにも近くにいるのにもかかわらず無警戒で、存在していないかのように宝石を集め続けている。その光景が、メノウには不思議に見えた。

「貴様は……私を殺さないのか？」

「くだらないこと聞くなよな。あほらしいんだよ、その質問」

「あほらしい……だと？」

　魔族と人間が相対すれば殺し合うのは普通のことだ。むしろそれをしようとしない目の前の男のほうがおかしいにもかかわらず、予想外の言葉にメノウは戸惑いを見せる。

「明らかに相手が人間を憎んでいて戦うしかない状況とかなら戦うけどさ。あんたそういうわけでもないっぽいし。何より……アリスと魔王が大事で今も心配してんだろ？　ならいい奴じゃん」

「な……何を馬鹿な。そんなこと、人間である貴様に関係なかろう！」

「その人間だからってのがあほらしいって言ってんだよ。モンスターがいなければ俺たちは理解し合えるはずなんだ。でも、モンスターのせいで人間は死を恐れて魔族に敵対する。敵対された魔族も人間を恐れて戦おうとする。そんなの悲しいじゃん？　同じように考えて行動できる存在なのに……そんなので、俺は魔族を殺したりなんかしたくないね」

　予想外の言葉にメノウは一瞬愕然とするが、なぜかすぐに納得できた。今こうして自分が身動きがとりにくくなっている状況にもかかわらず、何も危害を加えず、宝石を集めているのが信憑性を高めているのだろう。

「さて、宝石もお金も集めたし、俺はお前ら全員倒したということにして帰るわ。明日の昼くらいにまたアリスを連れてここに迎えに来るから、一緒に魔王城に行こう。アリスを送り届けるだけのつもりだったけど、魔王の様子もついでに見に行くわ」

「一緒に行く必要性がどこにある？　お前が人間から敵対視されるリスクのほうが高い」

「でもこっから一人で歩いて帰るのは危険だろ？　それに無事に帰れたとしても危険だ。何よりアリスもあんたがいたほうが心強いはずだ。安心しろよ、俺が守ってやるから」

　メノウはその言葉を受けて、呆然とした表情で固まってしまう。そしてそんなメノウの表情を見た後、鏡はすぐに「じゃっ、また明日」と言ってこの場から去ってしまう。背中に自分から奪いとったマントで包んだ大量の宝石とお金を背負って。

「魔王様とアリス様の人間のご友人か…………ふん」

　想像して、メノウは軽くだが鼻で笑ってしまった。「こういう人間もいるのだな」と。そして、なくもないと少しだけだがメノウは鏡のことを認める。

　ふと、夜空を見上げると満月がはっきりと視界に映り、晴れやかな気分になった。眺めていて心地の良い星空と夜風が吹き渡り、気分を穏やかにしてくれる。

　攻め、そして敗北した。だがその心は不思議と勝利では得られない安心感で満たされていた。
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「鏡さん、起きて。ほら、メノウを迎えに行かないと！」

「んん？　あぁー……あと八時間寝かせ……て」

「早く起きないと、タカコさんまで起こしに来るよ？」

「起きた」

　ヴァルマンの街の朝。先日起きた魔王軍の襲来により、破壊された家屋の修復や、怪我をした人たちの看病などで、街の中は朝にもかかわらず既に賑わっていた。宿屋の窓から見える光景だけでも、職人や僧侶の役割を持っている冒険者たちが忙しそうに行き来している。

　昨日の夜、全てのモンスターを殲滅して街に戻った鏡は、魔族の男は倒したと噓をつき、事態の収拾をつけた。どうやって倒したのか、レベルはいくつなのかなどの質問責めをほかの冒険者や勇者一行から受けたが全て流し、アリスとタカコを連れて宿屋に戻った後、二人にだけ真相を話した。

「メノウと会うのも久しぶりだな……ほら鏡さん、着替えて着替えて！」

「きゃぁぁアリスさんのエッチィ！　ったく、そんなに慌てるなよ。あの魔族のおっさんならちゃんと待っているはずだって。それに迎えに行くのは昼って伝えたし」

　鏡はそう訴えるが、アリスはニコニコと笑顔をこぼしつつ、強引に鏡から布団を剝ぎ取る。

「笑顔で布団を奪われるとドＳの人かと錯覚しちゃうんですが、なんでお前そんな昨日からニコニコ笑ってんの？」

「メノウに会えるのもだけど、鏡さんが問答無用でメノウを倒さずに、ちゃんと話をしてくれたことがボク、凄く嬉しいんだ」

　アリスはそう言うと、満面の笑みで「鏡さん、ありがとう」と堂々と伝え、あまりにも眩しすぎるその笑顔に、てっきり昨日食べた黒毛和牛のステーキが美味しすぎてニヤニヤしているのだろうと思っていた鏡はかつてない程の精神的ダメージを受けた。

　そして、ほとんど金のことしか考えずに、ついでに助けたつもりなので、どこか心が痛い。

「そういえば鏡さん、昨日大量に持っていたお金と宝石はどこにやったの？」

「全部預けたぞ？　持って歩くわけにはいかないからな。でも思わぬ収穫だったわ」

　昨日倒したヘルクロウからドロップした宝石の全てを換金した結果、51ゴールド９００シルバーのお金となり、街の修繕費として少しよこせと住民に言われるよりも早くその全てを治安管理ギルドの金庫へと鏡は預けた。

　治安管理ギルドの金庫はギルド内で帳簿され、治安管理ギルドであれば世界各地のどこからでも引き出すことのできる銀行となっている。

　冒険者の多くが利用している最もなくなる心配のない安全な銀行ではあるが、お金を引き出すのに１シルバーという多額の手数料が取られるため、貯めるのが目的でなければ冒険者以外で利用する者は少ない。

「タカコちゃんってもう来てるの？　昨日飯食った後、バーとクラブの惨状を見に行くって言ったっきり戻って来てないっぽいけど」

「一回戻って来て、すぐに街の人たちを手伝いに行ったよ。ご近所付き合いも大事だって」

　アリスがそう言うと、鏡は「なるほどタカコちゃんらしい」とつぶやいて寝着を脱いで予備で用意していた、いつもの私服へと着替え始めた。その時、出窓からチラッと、外で大木の丸太を二つ抱えてずんずん歩くタカコの姿が視界に映ったが、鏡はすぐに記憶を抹消して何も見なかったことにした。

「わっ、わっ！　鏡さん何でボクがいるのに脱ぎ始めるのさ！」

「いいじゃない、パンツは履いているんだし。水着って思えば問題ナッシング」

「そういう問題じゃないよ！　ボクだって立派な女性なんだから、少しは考えてよね！」

　必死に頰を膨らませながら訴えるアリスに、鏡は適当に相槌を返しながら「次回は気を付けるよ」と、まるで意に介していない様子で着替えを続行する。

　その様子を見て、子供扱いされていることを不満に思いながら、アリスは部屋を出て一階にある食堂へと向かった。そして、やれやれといった様子で私服に着替え終わった鏡も、部屋に置いてある荷物をまとめて後を追う。

　一階のロビーに部屋の鍵を返却した後、ロビーのすぐ隣にある食堂で、ムスッとした表情で椅子に座るアリスの前の席に鏡は荷物を置いて着席した。

「そんなに怒るなよ。俺の筋肉がそんなに醜かったのかね？」

「別に」

　足をぷらぷら動かしながら視線を合わせようとしないアリスに溜め息を吐き、とりあえず飯を食べたら機嫌が直るだろうと考え、食堂で料理を運ぶおばさんに注文をする。

　そして、十数分してから運ばれた料理を口にすると、案の定すぐに機嫌が直り、出て来た料理が何なのかと質問してくるアリスを見て鏡は呆れ顔になるが、嬉しそうに料理を食べる様子を見て「まあいいか」と満足した。

「さて、そろそろどうやって魔王城に向かうか、旅の計画を考えなければいけないわけだが」

「確か、ここからだと６日は掛かるんだよね。ボクは慎重に移動してきたからその倍は掛かった気がするけど」

「真っ直ぐに行けたらだけどな。でも今回は人数も多いし、魔力を隠せない魔族のおっさんも交じっているし、何回か物資の調達に街に寄ったりするから、もっとかかりそう」

　鏡がパンを片手にヘキサルドリア王国の地図を広げてそうつぶやくと、アリスは少し不安そうに表情を歪める。魔王軍の侵攻、そして父親の病気という状態の真相を早く知りたくて仕方がなかったのもあるが、何よりも、もたもたしていれば取り返しのつかないことになるのではないかと、直感的にアリスはそう感じていた。

「馬は……駄目なの？」

「馬は魔族を絶対に乗せないからな……魔力を抑えているアリスはともかく、あの魔族のおっさん……メノウは無理だし」

　それを聞いて、アリスは肩を下げてがっかりする。

「まあ……早く行こうと思えば行く方法はあるっちゃある」

　その言葉に、アリスはすぐさま反応して表情を明るくする。

「それってどういう方法？」

「とある乗り物に乗ると早く着く。だが俺は、その乗り物に絶対に乗りたくない」

「ど、どうしてなの？　ボク……少しでも早く、お父さんが今どういう状況なのかを知りたい」

　アリスの気持ちもわからないではない鏡は、額に汗を浮かべながら一考する。正直なところ、鏡自身も魔王がどういう状態にあるのか気になってはいた。それと、人里が攻められている以上、もたもたしていられないというのも事実だ。

「よし、見たうえで判断しよう。多数決でいこう、多数決で」

「タカコさんは乗ってもいいって言うの？」

「タカコちゃんはむしろ乗りたい派なんじゃないかな？」

　鏡はそう言うと、テーブルに飲食代を置き、席を立って宿屋の外へと向かった。アリスもそれに続き、鏡が向かう先をトコトコとついて歩く。

「その乗り物は……ケンタ・ウロスっていうモンスターでな。ヘキサルドリア王国外に存在する一応モンスターなんだが、魔族のように会話ができて、だが魔族のように魔力を放つ心配のないモンスターなんだよ。つまり、唯一の無害なモンスター」

「そんなモンスターいるんだね。ボク、ヘキサルドリア王国から出たことがないから知らなかった。ボクが読んだ本にも載ってなかったし」

「むしろ魔王城が、この島国であるヘキサルドリア王国内にあるのがヤバすぎるんだけど、まあそれはおいといてだ」

　その時、鏡は街の十字路の通路で立ち止まり、前方からガタガタと音を鳴らして近付いて来る荷馬車を指差した。アリスはその指先を視線で追い、胸を高鳴らせながらその荷馬車を視界に映す。するとそこには、上半身は魔族のように角を生やした人間の見た目で、下半身は馬の身体をしたモンスター、ケンタ・ウロスが荷馬車を引いてこちらに向かう姿があった。

　その荷馬車は二体のケンタ・ウロスで構成されており、一体は金髪で美形、もう一体はいい歳をしたおっさんで、黒い鼻髭を大きく生やし、短い黒髪をオールバックにしている。二体ともどこか気品があり、どこか堂々とした様子でその荷馬車を引いていた。

「す、凄いや！　上半身が魔族に近いから、喋ることができるんだね。でも魔族みたいに角から魔力を感じない……凄い！　ボクが目指している共存の道をかなえて……っもご！」

「しー、声が大きいぞ。お前はここでは人間なんだから。とりあえずだ。判断するのはまだ早いから……まあとりあえず見とけよ」

　そう言って鏡は、荷馬車を引いたケンタ・ウロスが鏡の横を通りすぎようとした時、ケンタ・ウロスに気持ち悪い存在を見るような歪んだ表情で視線を送り続けた。

　すると、その視線に気付いたケンタ・ウロスは何も言わずとも鏡の前で立ち止まった。

「人間よ……その顔は、何だ？」

『ケンタ・ウロスの特徴その１』。プライドが高すぎて、いや、プライドが高いからなのかは不明だが、気に喰わないものが視界に映ると必ず立ち止まって何かを語り出す（無機物に対しても同様）。

　おっさんケンタ・ウロスがそう言って立ち止まった後、鏡が何も言わずに表情を変えず、ずっとケンタ・ウロスを見続けていると、今度は金髪のケンタ・ウロスが一歩前に出る。

「人間よ……我々は、高貴なる存在だ。貴様たちは、下等な、生物なのだよ」

『ケンタ・ウロスの特徴その２』。自分たちが圧倒的に人間よりも格上で、自分たちが高貴なる存在だと信じてやまない。人間はゴミか何かだと認識している。

「貴様のような塵に等しい存在が、我々のような、高貴なる存在に声を掛けてもらえるだけでも感謝すべきなのだ、そして、そんなゴミが……」

「うるせえ！　さっさと歩きやがれ！」

　ケンタ・ウロスが何かを喋っているその途中、見かねたのか荷馬車に搭乗していた商人の男がそう叫び、バシバシバシバシッ！　と乱暴に痛々しい音を響かせながら、立ち止まるケンタ・ウロス二体に鞭むちを振るう。その瞬間──、




「「ンァァァァァァアア！　ンギモッヂィィィイイ！」」




　鞭に打たれたケンタ・ウロス二体はすぐさま目をぐりんっと上へと向け、口を開けて涎を垂らしながら舌を出すと嬉しそうに叫び出した。

『ケンタ・ウロスの特徴その３』。圧倒的ドＭ。

　パワーは馬の十数倍は高く、どんなに険しい道であれ力強く進むことができ、走る速度は馬よりも速い。だが人間を見下しているため、普通なら従うことはないが、そのドＭという特性のため、鞭欲しさに人間に従う唯一無害なモンスター。それが、ケンタ・ウロス。

　プライドを維持するよりも、鞭が欲しいモンスター。それが、ケンタ・ウロス。だがケンタ・ウロスたちはそれをギブアンドテイクという認識でいるため、プライドは維持しているつもりでいる。

「凄いや鏡さん。ボク、こんなに嫌悪感を抱いたのは初めてだよ」

「そうでしょう？」

　明らかに遠い目をしているアリスの前を、ケンタ・ウロス二体は「これは決して人間に屈したわけではない、我々は本当の価値を理解しているのだ。よいか？　人間よ……」などとつぶやきながら、ガタゴトと荷馬車の音をたてて通りすぎて行った。

「眼が腐るかと思った。どうよ？　乗りたい？」

　鏡がそう言うと、アリスは無言で表情を変えないまま首を左右にゆっくりと振る。

「あら？　鏡ちゃんったら、ようやく起きたのねぇ」

　そして、ケンタ・ウロスと入れ違うようにタオルを丸太のような首に巻き、土木工事をするおじさんが如く良い汗をかきながら片手で大木を運ぶタカコが姿を現す。

　その瞬間、アリスは「この街は凄いのしかいない」と確信した。
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「んもぉー、ケンタ・ウロスに乗れば楽に行けるのに、何を意地張っているのよぉ」

　数時間後、数日分の食料や衣服の入った大きなリュックサックを背負い、鏡たちは、太陽が真上にのぼり切る前に街を出て、約束していたメノウの元へと出発した。

「鞭を打つのが嫌なら、私がバッシバシ叩いてあげるのに」

　惜しんだ表情でそう言うタカコに、鏡はアリスに視線を向けて「な？」とでも言いたげな、驚愕の表情を浮かべ、アリスも同じように怪訝な表情で頷き返した。

「俺にもプライドがある。乗るのは嫌だし、毎回あの気持ち悪い反応を見るのも嫌だ」

「わがままねえ。そこはぐっと堪こらえなさいよ、歩いて行くの大変なんだか……ら？　あら、あれそうなんじゃないかしら？」

　そう言ってタカコが指差した先に、王国の兵士がパーティー会場に行く際に着る正装のようなサーコートに身を包んだ白銀の長髪で魔族の男性が立っていた。

　黙って何かを待つかのように沈黙するその姿はどこか気品を感じさせ、夜中には気付けなかったが、体格を除けば女性かと見まがう程に洗練された美しい容姿をしていた。魔族の象徴である角が渦巻いて耳の付近に二本生えていなければ、昨日出会った魔族の男ではない別人かと思えてしまう程に。

「メノウ！」

　そして、その魔族の男を見つけて真っ先に反応したのはアリスだった。メノウを視界に映すと嬉々とした表情でメノウの元へと駆け出す。

「あ、アリス様！　よくぞご無事で……このメノウ、心配致しました」

　そしてアリスがメノウの傍へと寄ると、メノウはすぐさま片膝を地面につけて頭を下げながらそう言った。

「ううん、メノウこそ無事で良かった」

　アリスがそう言って微笑み返すと、メノウは少し安心したのか、表情を和らげて立ち上がり、鏡のほうに視線を送る。

「貴様の話……噓ではなかったようだな」

「噓をつくメリットなんてなかったしな。あそこで噓を言うくらいならあんたをとっくの昔に再起不能にしてるよ」

　鏡がそう言うと、メノウは「違いない」と、苦笑しながらつぶやいた。

「あら？　あらーん？　いい男じゃない……っ！　風格もあって素敵だわぁ……！」

　そして追いつくように、ズンズンと足音を鳴らしながらメノウの目の前へとタカコが姿を現す。チラチラと姿は見えていたが、その異様な口調を聞いてメノウは思わず飛び退いた。

「貴様……いったい何者だ！」

　その瞬間、メノウは両手に魔力で作られた炎を纏わせて身構える。それを見たアリスは慌ててメノウに落ち着くように言い聞かせた。

「タカコさんは理解者だよ！　鏡さんと一緒！　ボクを守ってくれているんだ！」

「理解者……ですと？　いや、しかし……むぅ……そうなるのか」

　自分の中でタカコは味方であるということを理解し、すぐさま魔力を抑えて構えを解く。

「まあ魔族なんだし、そうなるのは仕方がないわよ。気にしなくていいからね」

「むぅ……すまない。もう知っているかもしれないが、私の名はメノウ。この度はアリス様を保護していただいたことを感謝する。よければ貴殿の名を伺いたい」

「貴殿？　あ、タカコさんは女性だよ」

　アリスが慌ててそう言った瞬間、メノウは驚愕の表情を浮かべて「えっ!?」と言いながらアリスの表情を窺った。噓ではないとわかるや否や、メノウはタカコを二、三度程見直す。

　アリスの姿を見てからタカコを見る。同じ女性とはとても思えない。

　鏡の姿を見てからタカコを見直す。むしろまだ鏡のほうが女性に近いのではないかと錯覚した。

「私、タカコ・ビルダー。よろしくね？」

　貴殿と言われたのが相当癇かんに障ったのか、タカコは笑みを浮かべながらも近付き難い黒いオーラを周囲に放ちまくっていた。そう錯覚する程に、タカコの声のトーンは低かった。

「あ……う、し、失礼した。た、タカコ殿だな？　よろしく頼む」

　メノウはそう言葉を返すと、タカコと握手を交わした。どこからどう見ても筋肉の塊にしか見えなかったが、アリスを保護してくれた恩人にはかわりないため、ぐっと堪えて胸の奥にその感情を押し込んだ。

「改めて貴様……いや、鏡殿、貴殿にも礼をせねば。アリス様の御身を守っていただいたことを感謝する」

　そしてタカコと同じように、鏡もメノウと握手を交わす。

「さって、とりあえず旅の計画を話したいわけだが……いいか？」

　握手を交わしながら、片手に地図を持ってピラピラと動かす鏡に頷き、地面に地図を広げ、４人でそれを囲うように地面に座った。

「一直線に行けたらいいんだけど、メノウの魔力がダダ漏れなので、身を隠して迂う回かいしながら魔王城に向かうわけだが……その場合、どれだけ急いでも９日は掛かる」

「待て、そう言えばアリス様から魔力を感じないのだが、これはどういうことだ？」

　メノウがそう聞くと、鏡はアリスに背を向けるように指示し、それに従ってアリスは角に着けられた布と、鏡が街で買い与えて以来身に着けているリボンをメノウへと晒す。

「この布が何だと言うのだ……？」

「鏡さんが作った、魔族の魔力を抑える布だよ。これのおかげでボク、人里に初めて入ることができたんだ。凄い活気だったんだよ？　ヴァルマンの街は！」

　そう聞いて、メノウは再び驚愕の表情を浮かべてアリスの角に巻かれた布に視線を向ける。かすかだが魔力の放出を感じ取れる。だがそれは一瞬のことで、すぐさま魔力は布に吸収されて別の何かに変化していた。

「これを鏡殿が作ったというのか？」

「たまたまだけどな。レアすぎてそれ一つしか作れなかったけど」

「……貴殿は本当に、魔族を嫌っていないのだな。むしろ……」

　メノウが言葉を続けようとしたその瞬間のことだった。タカコがアリスを突然抱えて跳び退き、鏡とメノウも同じようにして跳び退いた。

　その直後、燃え盛る炎の塊が猛スピードで接近し、囲っていた地図が一瞬にして灰になる。

「やーっぱりね。なんか変だと思ったのよあたし」

　そして、隠れるだけ無駄とでも言いたいのか、周囲に広がる木々の一つから、勇者パーティーの一人、パルナが姿を現す。

「変だとは思っていました。昨晩、ヘルクロウから落下した人影が二つありましたから」

　そう言って、次にクルルがパルナとは反対の位置から姿を現す。

「魔族と一緒にいるなんて……信じられません！　それに妹って言っていた子も……やっぱり魔族だったんじゃないですか！」

　そして、次にティナが。

「言い逃れ……できんぞ」

　そして最後にレックスが、鏡たちを囲うように木々に紛れて姿を現した。

「お前ら順番に出てくんなよ」

　一気に出て来いよと心の中でつぶやきながら、唖然とした表情で鏡は言葉を返す。そしてすぐさま周囲を確認した。大木に囲まれた周囲の中で、特に逃走路になりやすい場所をそれぞれ四人が遮っている。こちらの四人が同時に逃げ出そうにも難しい位置取りだった。

「どうして俺たちを囲っているのかな？」

「愚問ですね。魔族に寝返ったあなたたちを逃がさないためですよ」

　クルルは前に出ることなく、その位置取りを保ったままそう言葉を返す。

　その瞬間、常人には動く素振りすらも見られぬ速さで、クルルのすぐ目の前に鏡は移動した。まるで瞬間移動でもしたかのように見えたその動きに、その場にいた全員が目を見開く。

「なら今度のは０点だ。お姫様が考えた作戦だったらの話だけどな」

　そう言いながら、鏡は先日やったようにクルルの頭部に軽くチョップする。打たれたクルルは何をされたのかすぐには理解できず、ぱちくりと瞼を動かした。

「強い相手に立ち向かうのは勇気があって勇者パーティーらしいからいいけどよ。勝つ見込みがある時だけにしといたほうがいいぞ？」

「な！　目的は逃がさぬことです！　それにあなたたちは人間……私たちを殺せば犯罪者の烙印が自動的に刻まれることになります」

「ひぇーなんというアホ。確かに殺したらそうなるけど」

「あ、アホとは無礼な！」

　ひきつった表情をしながらそう言う鏡に、クルルは顔を真っ赤にして言い返す。

「こういうのは相手より力が強くないとやっちゃ駄目だろ。あのひ弱そうな僧侶の女の子を壁にしてどうするんだよ。あの子が危ないだろう」

　やれやれと溜め息を吐きながら鏡がそうつぶやいた瞬間、クルルは何かに気付いたかのように後方へと飛び退き、その直後、背後から刃状の光輝く斬撃が鏡を襲った。

　だが鏡は、斬撃が飛んで来る方向と位置を、空気を切り裂いて進む音で把握していたため、腰を軽く後ろにクネッとひねることでそれを簡単に回避する。

「余裕ぶるんじゃない。僕たちはお前の説教を聞きに来たわけじゃないんだ！」

　回避したのも束の間で、斬撃を放ったレックスが追いつくかのように鏡の元へと接近し、そう叫びながら剣を鏡に振り下ろすが当たらず、鏡は飛び退いて困った表情を見せた。

「逃げられないように守りを固めなくてもいいのか？」

「この布陣の意味のなさはお前が今説明したばかりだろう」

　鏡はそれを聞いて少し感心する。勇敢でそして素直。勇者という職業がどうして強いのか、強くなれるのかがわかったような気がした。

「なーんで俺を攻撃するかね。うっかり攻撃して死んだら犯罪者だぜ？」

「こちらには王女であるクルルがいる。その時はいくらでも免罪してもらえるさ……それに、魔族を殺しても犯罪者の烙印を押されることはない！」

　跳び退いて回避しても次々に接近して攻撃を仕掛けるレックスに対し、鏡は心の中でせこっ！　と思いながらも避け続ける。だが途中、きりがないと判断するや否や、振り下ろされた剣を片手で摑み取り、殺気を込めてレックスを睨みつけた。

　その一睨みで背筋が凍るかのような悪寒に襲われたレックスは、すぐさま握っていた剣を手放して跳び退き、クルルの横へと並ぶ。

「っ……！　化け物め！」

　普段なら肩で息をするまでもない動きしかしていないにもかかわらず、レックスの額からは吹き出すように汗が流れ落ち、呼吸が乱れていた。自分よりも圧倒的に強いのはわかっていたが、それでも武器さえ持っていない相手に「これ以上戦えば死ぬ」と思わされたのは、予想外だった。そしてそれは、恐怖以外のなにものでもなかった。

「化け物で結構。そんな化け物のことはほっといて、魔王を倒すための旅に戻ってくれるとこちらとしては楽なんだが」

「その魔王の配下である者がそこにいるというのが問題なんですよ！」

　そう言うと見ていられなかったのか、立っていろと言われた場所から離れてレックスの元へと向かい、外傷を負っていないにもかかわらずティナは回復魔法を発動させた。

「昨日の襲撃の被害者は大勢いるのよ？　その首謀者が目の前にいるのに見過ごすわけがないじゃない。何？　またブルーデビルの角を刺したとでも言い訳するのかしら？」

　そう言いながら、配置を外れた二人を補うかのように、大人一人サイズの魔法陣を生成し、呪文をすぐに放てるようにとパルナは態勢を整える。

　そこで、しばらく様子を見ていたメノウが慌てた様子で鏡の元へと移動し、服を引っ張って顔を寄せて、耳打ちをする。

「魔王様を倒すための旅に出ろと鏡殿から進言するとはどういうことだ！」

「まあ……魔族がモンスターを生み出す現実は変わらないからなあ。それで被害を受け続けている人間に対して、魔族を攻めるなとはさすがに言えねえよ」

「し、しかし……！」

「ちなみに、そこにいる魔法使いのお姉さんが言うように、昨日盛大に暴れて街に被害を与えたのは事実だからね？　メノウもその気になってたっぽいし、とりあえず謝っとけよ」

「な、なぜ私が人間如きに謝らなければならないのだ！　今回の襲撃の何十倍もの屈辱を我々魔族は人間から受けてきたのだぞ!?」

　メノウの真っ当な言い分に、アリスの表情が少しだけ曇った。それに気付いてか、タカコも同じように悲しげな表情を浮かべ、傷み分けするようにアリスの頭部に手を置く。

　遠目からだが、アリスの表情に感付いたメノウも口籠り、どうしたものかと目を泳がせる。魔王とアリスに仕えるメノウは、人間との和睦を望むアリスに従い、仮に魔王もそれを望んでいるのであれば自分もそうであるべきだが、長年にわたる人間と魔族の因縁が、メノウを素直に行動させてはくれなかった。

「謝るか謝らないかの問題じゃない。昨日ヴァルマンの街を襲った魔族に協力する人間がいる……それが一番の問題だ！　貴様の牢獄行きは避けられんぞ！」

　レックスはそう叫ぶと、腰につけていたもう一本の剣を鞘から抜き取り、前方に構えた。

「何を協力しているかとか聞かずに問答無用なのが笑える」

「聞くまでもない！　魔族は悪！　それに味方する貴様も悪だ！」

　その言葉に、鏡は反射的に身体を動かしてレックスの目の前へと瞬時に近付き、構えていた剣を摑み取る。突然目の前に現れた鏡に対し、レックスは即座に跳び退こうとするができなかった。恐怖で身体が動かないわけじゃない。握っている剣を力いっぱい動かしても、微動だにしないのだ。直後、視線を剣から鏡へと移すと、その意外な表情にレックスは困惑する。

　睨みつけるわけでもなく、怒っているわけでもなく、悲しそうな表情をしていたからだ。

　激情するならわかる。なのにこのタイミングでその表情になる意味が、レックスには理解できなかった。

「何でだ？　誰が決めたんだ？　どうしてそうなっちまうんだ？　よく考えたのか？」

　そしてその表情で、鏡は理解し難い言葉を放った。

「どういうことだ？」

「そこにいる俺のなんちゃって妹……悪い奴に見えるのか？」

「な……何が言いたい！」

「もう魔族ってわかっているだろうから教えてやるけど、そいつ魔王の娘な」

　その言葉に、勇者一行の全員が目を見開いてアリスの顔を凝視した。各々が「魔王の……娘？」と、疑問交じりの言葉をつぶやき、額に汗を浮かべる。

「お姫様。あんた、そこにいる魔王の娘、本当に悪い奴に見えるのか？　ならどうしてこの前、妹ってことにして見逃してくれたんだ？　悪い奴って思わなかったからだろ？」

　そう言われて、クルルは視線を逸らして口籠る。認めたくはないが、悪とはとても思えなかった。人間の少女となんら変わりない無垢な瞳、悪巧みなんてできそうにもないひ弱な姿。だからこそ昨日、鏡に向けた信頼しているかのような表情を見て、疑うだけ無駄だと空を飛び交うヘルクロウの対処にすぐ切り替えたのだ。

　そして、今見てもそうは思えない。こちらを哀しげな瞳で見つめるその表情に邪気など一切感じられない。そこにいるのは、紛れもなくただの少女だった。

「魔族は確かに人間にとって害がある。でも、害の部分を除いたら人間と何も変わらないんだ。魔族は害だ。だから俺はお前らが魔王を倒すのを止めない。でも魔族は悪じゃない。だから俺は魔族の友人を殺させたりはしない」

　そう宣言すると、鏡はバキンッと、握っていたレックスの剣をへし折った。

　しばらくの間、張り詰めた空気が漂った。誰も発言することなく、誰も動くことなく、数分にも感じられる数秒がたった頃合いで──、

「でも……街を攻めてきたその魔族の男の人は悪じゃないんですか？」

　いつの間にかクルルの背後に隠れていたティナが、額に汗を浮かべ、怯えながらもまじまじと鏡を見つめてそう言った。そう言われて鏡は数秒無言になった後、無表情でティナに視線を合わせる。

「それについてはもう、マジすまんかったとしか」

　鏡は先程の張り詰めた空気を一気に崩し、そう言った。

「えー……だったらその人を捕まえる私たちは正しいんじゃ……」

　予想外の反応に、ティナは困惑した表情でそうつぶやく。

「いや違う違う。俺が言いたかったのは魔族全員が悪い奴じゃないよってことで、この世界の仕組みが悪いってだけで……ちょ、話聞いて、話をまず聞こうお姫様！」

「聞く耳持ちません！　どちらにしろ、その魔族はヴァルマンの街を襲いました。これは紛れもない事実！　やはり捕らえるのが道理です」

　一瞬でも自分が間違っているのかと思いそうになった腹いせに、クルルはすぐさま魔法の詠唱を始め、パルナと同じように魔法陣を生成し始めた。目の前の男は自分のペースを乱し、自分の素の部分を引き出す危険人物である。クルルは今のやりとりでそう確信した。

「待て待て！　ほら！　人間も魔族の集落とか攻めるだろ？　今回攻められたのも同じこと！　戦争に正義も悪もないだろ？　それぞれ自分が信じるものが正義なんだし！」

「なら、私たちが信じる正義のもとに、攻めてきた敵国の者を捕えるのは自然なことですよね？」

「確かにっ！　いや、でも聞いてくれ、攻めたはいいけど魔王の様子がおかしいから、これから魔王の様子を探りに行くところなんだよ。ほら、王の命令で仕方がなく従ったけど、そのやり方があまりにもおかしいから謀反を企てる従者的な立ち位置」

　そのさらっと出た鏡からの妙な言葉に、レックスとパルナとクルルはしかめっ面になる。

「魔王の様子がおかしい？　何がどうおかしいんですか？」

「人間との和睦を望んでいる魔王が、街を襲うように指示を出すのはおかしいんだよ。しかもアリスが言うには今病気らしいし、だから俺は昨日こいつを捕まえて本当に魔王の指示だったのか事情を聞いた後、どうにも怪しいから直接魔王城に行って確かめることにした。こいつも気になるらしいから連れて行く。以上」

　鏡のあまりにも馬鹿げた発言に、レックスは声を上げて笑い、パルナは哀れみの眼差しを向け、ティナは苦笑いし、クルルは失笑する。

「おかしいのはあなたじゃないですか？　魔王が人間と和睦を望んでいる？　……そんな馬鹿な話があるわけないでしょう。魔王は人類最大の敵です」

　その結論が絶対に正しいと思っているからか、自信満々な様子でクルルはそう答えを返した。クルルの言葉に同意なのか、レックスは蔑んだ笑みを浮かべて頷く。

「何を根拠にそう決めつけてんの？」

　だが鏡には、むしろその自信満々そうな表情ができる意味がわからなかった。

「根拠ならいくらでもあります。かつて、世界中に多くのモンスターを生み出したと言われているのが魔王です。そして今日に至るまでに……どれだけ多くの方々がモンスターに殺され、魔王に挑み、その命を失ってきたか……わからないわけではないでしょう？」

　そしてその言い分を聞いて、鏡は溜め息を吐きながらやれやれと頭を抱えた。

　何度も、何度も訴えた時期があった。でも皆が口を揃えてそう言葉を返し、ちょうど今のレックスのように鏡の言葉を嘲あざ笑わらった。めげずに、この世界はおかしいと、魔族と人間の今の関係は間違っていると叫んでも、誰もが現状の事実だけに目を向け、聞こうとはしない。

　まだ諦めていなかった懐かしい日々を、鏡は思い出していた。

「モンスターが生まれたのは魔王の意志じゃないし、命を狙われたら応戦すんのは普通だろ。殺そうとしてくる相手を殺すなってのもよくわからん。和睦を願ってない根拠になってないだろ……固定観念にとらわれるなよ」

「固定……観念？」

「俺は魔王に会ったことがあるから、そこにいる魔王の娘が和睦を望んでいると言われても違和感なかったよ。魔王は人間を滅ぼしたいなんて思ったことは一度もないはずなんだ。だから、今回の襲撃も魔王の意志とは思えない。それを確認しに行く。確認しに行くだけだ」

　その時だった。憤った様子でレックスは鏡に近付くと、どこか焦りを感じさせる表情で胸倉を乱暴に摑みかかった。

「ふざけるな！」

　そして、周囲にこだまする程の声量でそう叫び散らす。

「魔王に会ったことがあるだと？　魔王が和睦を望んでいるだと？　でたらめ抜かすな！　貴様こそ……その根拠はどこにある？　卑劣な魔族が演じて騙している可能性のほうが……！」

　何をそこまで焦っているのかわからなかったが、胸倉を摑み掛かるレックスに鏡は視線だけを送ると──、

「今まで、魔王が街を攻めてきたことがあったか？」

　それだけ鏡はつぶやいた。

　だが、レックスにはその言葉だけで充分根拠になりえた。脳内をいろいろな過去の出来事、映像が駆け巡り始める。魔族の街を幾度となく滅ぼしてきた歴史、魔族を惨殺し、見せしめにした王国の者の存在をレックスは知っている。なのに、魔王は攻めてきたことがない。

「魔王がその気になっていたらとっくの昔に戦争だぞ。それに、どうしてこんなヘキサルドリアみたいな島国に、それも人間に狙われやすいダンジョンもほぼ存在しない辺境に魔王城があるのか疑問に思ったことはないか？」

「あ、それは私もずっと疑問に思っていました。攻めて来たらどうしようってびくびくです」

　そこで、クルルの背後に隠れていたティナが、勘付いたかのようにおそるおそる、そう言葉を漏らす。

「モンスターによる影響を最小限に抑えられるのがあの場所だったからじゃないの？　……立地は高低差があって人間に攻められにくい良い場所だけど……っうぉ！」

　鏡がそう言葉を発した瞬間、刃状の炎の塊が、真っ二つにせんとばかりに突如鏡の元へと接近する。ぎりぎりのところでそれに気付いた鏡は、胸倉を摑んでいるレックスの胴体をがっちりと摑み、そのまま一緒に飛んで回避した。

「耳を傾けないほうがいい。馬鹿げているわ……魔王は敵よ。その男は魔族に洗脳でもされている可能性があるわ。あんたたちもしっかりしなさい！」

　パルナのその一喝で、レックスは目を覚ましたかのように摑んだ胸倉を離した。その後すぐさま回避のために一緒に飛んだ鏡を空中で蹴ると、一回転して着地し、先程奪われて放置されていたもう一本の剣を片手に持った。

　クルルとティナも、少しだけ迷いのある表情を見せていたが、パルナの一喝で顔を震わせ、戦意を眼差しに灯らせ、持っていた杖を強く握りしめる。

　その様子を空中で蹴り落とされた鏡が見ると、がっかりした表情で「ま、そうだよな」と、つぶやいた。理解ができたとしても害であることは変わらない。結局殺すことになるのであれば、それが悪であれ味方であれ、敵としてみなしていたほうが楽なのだ。

　理解し合おうというのは、つまるところ、害の部分を我慢して被害を受け続けろと言っていることにほかならない。そして鏡は、それも理解していた。だから、この世界の仕組みが悪いのだと諦めた。

「いやぁーアリスたん、やっぱこの道はすげえ厳しい道だぜ？」

　鏡はそう言うと笑ってみせた。前回は自分が一人で訴えるだけだった。でも今回は魔族のほうから歩み寄ろうとしてくれている。明らかに前回とは違うそのアプローチの仕方に、鏡は少しずつだが、昔諦めたその道を、アリスと共に成し遂げられるのではないかと期待していた。

　だがこの道の厳しさは改めて今、確認できた。それでも笑うことができたのは、その可能性をクルルの反応から感じ取ることができたからかもしれない。前回の時とは明らかに違う反応。嘲笑で片付けられるのではなく、少しでも思い悩んだ素振りを見せてくれた。

　その光景に、可能性を感じずにはいられなかった。

「よっしゃ逃げるぞ！　今なら楽勝で逃げられるはずだ！」

　だから鏡は、改めて、「全力でサポートしてやろう」と思い、メノウの服の襟を摑んで走り出した。その様子を見て、タカコがすぐさまアリスを抱き上げ、逃げ出した鏡の後を追う。

「逃げ出すということは、認めるということですね！」

「あんたらがまともに話を聞いてくれないから逃げるだけだ！　また会おうぜ！」

　そう吐き捨てながら、鏡は走り続ける。ヴァルマンの街から西の方角にある、かつて四国と呼ばれた孤島、アトロスにある魔王城へと向けて。

「鏡殿！　その先に馬車を止めてある！　魔王城に向かうのに必要と思って移動手段を先に確保しておいた！　それに乗っていこう」

　その時、鏡に引っ張られながらも、どの方角に突き進んでいるかを把握したメノウがそう叫ぶ。

「馬車って……どうやって手に入れたの？」

「ヴァルマンの街から出て行こうとする行商人の一人から奪い取った」

「勇者一行を説得しようとした意味ねー。あんた、完全に悪い奴じゃないの。魔王城まで行って魔王の安否確認が終わったら、あんたのこと勇者一行に差し出してしまいそう」

「街を攻めた張本人なのに馬車の一つや二つ今更であろう。今、私にとって大事なのは魔王様の安全を確認することなのだ。安心しろ、鏡殿の面子メンツのことも考え、行商人は殺していないし、荷物も奪っていない。馬と荷車を頂戴しただけだ」

「え、でもその行動のせいで勇者一行にこの場所ばれたんじゃないの？」

「…………あっ」

　どうして勇者一行が都合よく現れたのか気になっていたところ、その理由が判明し、メノウを投げ飛ばそうかと一瞬考えたが、鏡はぐっと堪えて見えてきた荷馬車の元へと駆け込む。

　そして鏡は、その荷馬車を見て顔を引きつらせた。

　荷を運ぶためのテント付きの荷車に、馬が二体待機していたが、どう見てもその馬が馬じゃなく、上半身だけが人間のケンタ・ウロスだったから。

「なんてものを奪ってくれたんだ」

　鏡は心底嫌そうに、手を頭に置いて唸りながらそうつぶやく。

「モンスターがいいように使われていたので解放してやったのだ。無論、あの馬たちは私を乗せることを了承してくれている」

　褒めてと言わんばかりにすまし顔でそう言うメノウを荷馬車の中へと投げるように放り込み、勇者一行が背後から追いかけて来ている現状、しのごの言ってもいられず、鏡も荷馬車へと乗り込む。そして後から追いかけて来たタカコも嬉しそうに、抱きかかえられているアリスはとてもげんなりした表情で荷馬車へと乗り込んだ。

「出発だ！　走ってくれ！　このまま西に直進して行けば森から抜けて道に出るはずだ」

　だが、荷馬車に乗り込んだ鏡は荷馬車から顔を出してそう言うが、ケンタ・ウロス二体は無表情で必死にそう叫ぶ鏡を見据え、全く動こうとしない。

「人間よ、我々は、高貴なる存在なのだ」

「あ、はい」

「我々が乗せると言ったのは、魔族の御仁のみだ。貴様たちのような、下等生物を乗せて走るなぞ、末代までの恥。失せるがよい」

　ケンタ・ウロスがそう言いながら腕を組んだ瞬間、荷馬車の中にあったのか、鞭を持ったタカコがのっそりと荷馬車の中から顔を出した。その瞬間、鏡はアリスの元へと即座に移動し「子供は見ちゃいけません！」と、目を手で覆い隠す。

　次の瞬間、荷馬車は猛スピードで動き出した。タカコの「ほほほほっ！」という声と、「んぁぁぁああああ！」というケンタ・ウロスの叫び声を撒き散らしながら。

　もろにその光景を見てしまったメノウは、驚愕の表情を浮かべながら、ヘルクロウに乗っていた自分がいかに幸せだったのかを嚙みしめた。
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　クルル達がそこに到着したのは、ケンタ・ウロス二体を使った荷馬車が猛スピードで走り去った後だった。レベルが高ければ、当然逃げ足も速くなる。そしてここからケンタ・ウロスの無尽蔵にも思える体力から走行する距離を考えて、追いつける気はしなかった。

「に、逃げられましたね……！」

　肩で息をしながら、立ち止まってティナはそうつぶやいた。

「た、確か……魔王城に向かうと言っていました。なら、必ず道中にある街に立ち寄るはずです。どちらにしろ行く先は同じ。またどこかで会うでしょう」

　同じく追いかけていたクルルも、肩で息をしながらも立ち止まり、そうつぶやく。

　背後では、息を乱さずに木に寄り掛かるレックスと、その傍らで走りゆく荷馬車に冷たい視線を送り続けるパルナの姿があった。

「恨みでもあるのか？」

　その視線に気付いたレックスは、同じように走りゆく荷馬車に視線を送りつつ、パルナに向かってそうつぶやきかける。

「レックス程じゃないわ。それにレックスには関係のないことよ」

　目を向けもせずにそう言いきったパルナに、レックスは「そうか」とだけつぶやいて返す。

　レックス自身、魔族に恨みがあるわけではなかった。ただただ、モンスターが憎いだけ。そしてそれを生み出す魔族という存在が認められないだけだった。

　その理由も単純かつ明快で、両親をモンスターに殺されたから。

　激しくモンスターを恨んだ。そしてそれを生み続ける魔族という存在が許せなかった。天啓だと自分でも思った。勇者という役割を持って生まれてきた自分への天啓。それから、その天啓を全うするかのように力を蓄えてきた。モンスターがいなくなった世界のこともたくさん考えた。

　魔族はモンスターと同様に殺すべき存在のはず。なのに、モンスターを生み出したくなくて、和睦を望む魔族もいると言っていた鏡の言葉で、そういった魔族を殺すのに気が引けてしまっている自分がいることを、レックスは感じていた。それは致し方ないとはいえ、ただの虐殺と変わらないから。

　憎きモンスターを滅ぼすには魔族の殲滅が必要不可欠だ。なのに、『モンスターを生み出す以外は人間と変わらない』という事実、そして『今まで人間を滅ぼそうと攻めてきたことがない』という事実が、レックスの肩に重くのしかかっていた。

「どうしようも……ないだろ」

　なんとなく感じていて目を背けていた事実を突きつけられ、レックスは鏡に対する嫌悪感がさらに増していた。天啓を与えられてもいないのに強く、そしてその事実にずっと向き合っている。

　勇者である自分よりも優秀だと、言ってもいないのに言われているような気がしてならない。

　いっそのこと、このまま魔王軍が敵として、悪として攻めてきてくれたほうがどれだけ楽なことか、そう感じずにはいられなかった。モンスターは憎い。だが魔族は…………魔王は。

「いくわよレックス。街に戻って私たちも移動手段を確保するってお姫様が言ってるわ」

　先に戻ったクルルとティナの後を追うように、パルナも街に足を向けつつ真剣な表情で何かを考えるレックスに対して声を掛ける。

「……お前は、悩まないんだな」

　戻ろうとするパルナにレックスはそう声を掛けるが、パルナは振り向くことなくそのまま歩を進める。

「悩む必要がないもの」

　それだけを言い残して、パルナは当初の目的のためだけに進み続けた。

　それは魔族の殲滅。

　魔族に最愛の人を殺されたパルナにとって、モンスターなんてどうでも良かった。
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　勇者パーティーからの逃走から五時間後。ヴァルマンの街から西に十数キロ程の地点、何もない平原のど真ん中。晴れ渡った星空の見える夜空の下で、二人の人間と二人の魔族が焚たき火びを囲みながら、第一回人魔友好的交流会議を執り行おうとしていた。

　というのも、途中になっていた魔王城へと向かう進行ルートの話もそうだが、暫く一緒に過ごすにあたって、ルールを決める必要性を感じたからだ。

　魔族の都合とはいえ、今回のように鏡の知らないところで荷馬車を強奪するなど勝手なことをされると、鏡にとってもアリスにとっても都合が悪いと判断したからである。

「まずは絶対に人間に危害を加えないこと。たとえ逆に危害を加えてきたとしても耐えてくれ。万が一の事態になると俺たちだけで庇いきれなくなる。少なくとも魔王の真意を確かめるその時までは守ってほしい」

「むぅ……わかった。すまない。勝手なことをしたせいで鏡殿の立場を危うくしてしまった」

「わかってくれたなら問題ないよ。今度ヴァルマンの街に戻った時にでも荷馬車を弁償して誠意をもって謝罪すれば許してくれるだろ。勇者一行は……まあ、なんとかなるだろ」

　そう言いながら鏡は、焚火に入れて温めていたお茶をアリスが持っていたマグカップに注ぐ。

　あまり気にしていない様子を見て、メノウもまだ取り返しのつくことであったと胸をなでおろして安堵した。

「とりあえず、魔王城に行くにはアトロス島に行かなくちゃいけないのだけど、航路を使うんじゃなくて、一度、要塞都市サルマリアに行く感じでいいかしら？」

　そこで、タカコが地図を広げながらそう言った。

　孤島であるアトロス島に渡るには、潮が引いた時にだけ渡ることのできる唯一の陸路であるアトロス島の北東にある関所を通り、海に囲まれた要塞都市サルマリアを通るか、船を使って直接行く以外に方法はない。

　基本的にアトロス島に渡る人間は、アトロス島にしかいないモンスターのドロップアイテム目的の冒険者か、モンスターの平均レベルが異常に高いのを理由に強力な武器や回復アイテムを冒険者に売りつけようとする行商人がほとんどだ。行くにしても、わざわざ物資の補給地点でもある要塞都市サルマリアを経由せずに航路を辿って行く者はほぼおらず、陸路を選択する。

「サルマリアってあの大きな壁に覆われている街だよね」

「そうそう、そういえばアリスはアトロス島から来たんだろ？　船で渡ったのか？」

「うん。ちょっと遠回りだったけど、村の皆が船を海辺まで運んでくれたおかげでサルマリアを通らずに済んだんだ。モンスターはボクたちを襲わないからね」

　アリスはそう言って笑顔を見せた。

　アトロス島とヘキサルドリア王国の本土への陸路を塞ぐように建てられ発展した要塞都市サルマリア。魔王城から放たれる巨大な魔力により生み出されるモンスターたちの侵攻を防ぎ、本土へと行かせない目的で作られた都市である。

　都市内部は、分厚く40メートルの高さがある外壁で囲まれており、並大抵のモンスターでは外壁で立ち止まることしかできない程に強固な守りが施されている。

　壁を破って内部に入り込んだとしても、要塞都市に滞在する多くの腕利きの冒険者たちが侵攻を許さない。モンスターの侵攻は日常茶飯事のため、常に戦う者と戦うための武器、修繕するための材料、そして人手と食料が必要なため、国内で最も多くの行商人と冒険者が集う場所であり、高レベルモンスターとの戦いが起こる場所であり、魔王に侵攻された場合、危険性が高い場所でもある。

　未だ、魔王城とサルマリアが両立しているのは、魔王城に攻め入った者たちが力足らずで魔王を倒すまでに至らず、攻めるだけ無駄と思える程に魔王に負け続けたことと、魔王がサルマリアへの侵攻の意志を示したことが一度もないからである。

「そういやメノウ。ヴァルマンの街を襲撃したということはサルマリアも攻めたのか？」

「無論だ。ヴァルマンの街と同じく宣言が目的だったため、呆気なくやられたらしいがな。だが、近いうちに本格的な侵攻が始まるはずだ。そうなれば……最初に狙うのは……」

「サルマリア……か」

　鏡はそうつぶやくと、溜息を吐いた。

　要塞都市と呼ばれる程だ。そう簡単には落ちないとは思うが、急がないと取り返しのつかないことになるのは明白だった。

　どうするか悩んだ末、メノウの今の話で不安そうな表情を浮かべるアリスをチラッと見た後、鏡は荷馬車が置かれたその傍らにいるケンタ・ウロスに、汚物を見るような視線を向ける。対する野菜をスナック菓子のようにむさぼるケンタ・ウロスたちも、汚物を見るような視線を鏡に向けていた。

「どうしよう、あれに乗って旅とかマジで勘弁願いたい」

　鏡は真顔でそう言った。急がないといけないのはわかるが、どうしてもあれに乗りたくないというジレンマが鏡を襲う。

「本当に鏡ちゃんったらアホねぇ～、本当にアホ。後先考えないでどうするのよ。ここから魔王城に向かうのにどれだけ距離があると思っているのかしら？」

　そしてそんな鏡を、憐れむような表情でタカコはつぶやき返す。

「そうだぞ鏡殿！　一刻も早く魔王様の元へと向かい、安否を確認し、アリス様のおっしゃる魔王様の理想とは違うその行動の意図を聞きださなければならない！　タカコ殿のおっしゃる通りだ！　この後に及んで移動手段を捨てるなどアホのすること！」

　焚火の前でどっしりとした構えで座り、腕を組みながらメノウはそう言いきった。

　アリスが少し不安げな表情で言い争う三人を見守るが、一応アリスもケンタ・ウロスにはできれば乗りたくない派だ。

「だってこいつらヤバいぜ？　もう何がヤバいかわからないくらいヤバい。突然裏切って襲い掛かってくるところとか凄いめんどくさいし」

　その言葉に、メノウとアリスは首を傾げて怪訝そうな表情を浮かべた。

「それは制御できなかったらの話じゃない。私は制御できる自信があるわ」

　そう言う鏡に対し、タカコは「ふふん」と余裕のある笑みを浮かべてそう言い返す。

「あ、あの……鏡さん、裏切られるってどういうこと？」

　至極当然の如く抱いた疑問を、アリスはおそるおそる尋ねる。その瞬間、鏡はケンタ・ウロスに視線を向けて「今、この魔族のおっさんは何点だ？」と、不可解なことを聞き始めた。

「５点だ。魔族の者とはいえ、我々の足元にも及ばない。そこの魔族の少女はどこか気品を感じる……20点。そこの大男は人間にしてはなかなか……２点」

　ケンタ・ウロスは見下すかのように鼻をいちいちふんふん言わせながら一行を舐めるように見回すと、一人ずつ指を差してそう言いだした。

　低い点数を言われたメノウは心外なのか、ぷるぷると腕を震わせてケンタ・ウロスを睨みつける。その瞬間、ケンタ・ウロスはやれやれと首を振りながら溜め息を吐き──、

「反抗的……マイナス５点。つまりお前は、０点だ」

「なん……だと？」

　とんでもない採点方式にメノウは思わず殴り掛かりそうになるが、すかさずタカコが止めに入る。この採点が何なのか全くわからないアリスは、唖然とした表情で鏡に点数について尋ねた。

「評価が１００点からマイナス１００点まであって、マイナス１００点になると普通のモンスターになって襲い掛かってきます」

　まるで当たり前のことのようにそう言いきった鏡に、メノウは思わず「はぁっ!?」と声を上げる。

　ケンタ・ウロスはあくまでもモンスターだ。人間や魔族と同じように知性を持ち合わせた特殊なモンスターだが、それは自分にとってのメリットを目当てに理性で人間を襲わないようにしているだけにすぎない。自分にとってのメリット（鞭で叩いてくれるなど）以上のデメリットがその対象にあると判断した場合、ケンタ・ウロスは襲い掛かってくる。

　その時のみ、ドＭなどの特性が消え去り、突然裏切って普通にモンスターとして襲い掛かってくるので厄介極まりない。おまけにモンスターとしてのレベルもそこそこ高く、64もあるため、ケンタ・ウロスを扱おうと思えば、定期的な鞭入れが必要になってくる。

「しかもこいつら、プラス評価の時はそのままだけど、マイナス点の時は突然ダブルアップとか言い出してトランプでマイナス点を倍増するから、油断していると凄いマイナスされている時がある」

「うわー……」

　鏡が切なそうに語った真実に、アリスは苦虫を嚙み潰したかのような表情でつぶやき返す。一応、トランプはどこから出すのかをアリスは聞くが、鏡は無表情のまま答えようとしない。

「ちなみに俺って今何点なの？」

「マイナス50点」

「うぇええええ……！」

　そして、いつの間にかマイナス点を受けて恐らくダブルアップされていたであろう屈辱に耐えきれず、鏡は思わず悔しそうな表情でカエルが鳴いたかのような潰れた声を上げる。

「ちなみに……評価がプラス１００になるとどうなるの？」

「背中に乗せてくれるようになる」

「捨てよう」

　アリスが無表情で下した決断には、迷いが一切見られなかった。

　その後も議論を重ね、結局、急がなければならない現状と、サルマリアの内部に入るのに、荷馬車の中にブルーデビルの角を用意しておけば、メノウが放出する魔力を誤魔化して通ることができるという理由から、極力鏡はケンタ・ウロスの前に姿を見せないというのを条件に、そのまま使い続けることになった。ちなみに、運転手はタカコである。
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　いくら荷馬車で身を隠しているとはいえ、メノウから漏れ出す魔力によるトラブルを避けるため、極力道中にある街を避けて迂回しながらサルマリアを目指したが、ケンタ・ウロスの異常なスタミナとパワー、そして速度から予想以上に早く到着し、真っ直ぐ向かった場合とほぼ変わらない５日でサルマリアへと到着した。

「見えてきたわ……懐かしいわね」

　昔に何かあったのか、感慨深そうにそうつぶやくタカコに、荷馬車に乗るアリスは呼応するように「わぁ……！」と、ようやく着いたことと、普通なら入ることすらかなわないサルマリアの内部に期待を寄せて、笑顔で荷馬車から顔を出した。

　そして元々何度も来たことのある鏡と、上空から何度も見たことのあるメノウは無表情でサルマリアではなくタカコに視線を向ける。サルマリアよりも凄い光景がそこにあったから。

　サルマリアに到着した時には、タカコは運転席ではなく、既にケンタ・ウロスの背中に乗っていた。その光景の異様さは、最早言葉にして語れるものではなかった。

「それにしても驚く程にスムーズに来れたな。もっとトラブルあるかと思ったけど」

　目前に迫る巨大な壁門を前に、鏡は眠たげな表情でそうつぶやいた。

「人間と遭遇しても誤魔化せていたし、モンスターが現れても鏡殿とタカコ殿が一瞬のうちに倒してしまわれたからな」

「いやー、なんていうか魔王軍が俺たちの元に現れて邪魔しに来るとかさ？　四天王の一人が現れて『お前を魔王城に行かせるわけにはいかぬ……っ！』とかさ？　よく漫画とかであるじゃん？」

「魔王軍の目的は別に貴殿らを倒すことではないし、来るわけがないだろう。勇者パーティーなら危険性を考慮して襲撃するやもしれないが……ところで鏡殿、漫画とは？」

　そう言われて、魔族の世界には漫画やゲームなどの娯楽の類がほとんど存在しなかったことを思い出す。

　人間の世界の漫画やゲームは古の時代にあるものがそのまま残った高級品で、人間でも一部の金持ちしか楽しめないが、それ以外にもチェスや、カジノにあるルーレットやポーカーなどは今でも一般人が遊べる娯楽だ。それを知らないのは少しもったいないなと感じた。

「今度教えてやるよ。今回のことが終わったらだけどな」

「ほ、本当か鏡殿！　いや……しかし、もしも魔王様のご意志で魔王軍を動かされていたなら……ぐぬぅ……どうすれば」

　そう言いながら苦悩の表情を浮かべるメノウを見て、鏡は思わず笑みをこぼす。

「もしもの時なんて今は考えなくていいよ。その時が来たら考えればいい」

　少なくとも、漫画を知る未来が良いものとメノウは考えている。それがわかっただけでも、鏡は充分満足できた。そして同じように、メノウと鏡二人の表情を見て、アリスもはにかんだ笑顔を見せた。

「メノウちゃん、そろそろ顔を引っ込めて布を被って頂戴。街の中では絶対に顔を出さないようにね」

「あ、ああ。すまないタカコ殿」

　タカコに指摘を受け、メノウはいそいそと荷馬車の中へと顔を引っ込めて布を被る。その瀬戸際、メノウはアリスに向かって「私のことは気にせず、楽しんでください」とつぶやくと、アリスは嬉しそうに「うん！」と答えを返した。

「それじゃあ入るわよー」

　巨大な外壁で囲まれたサルマリアには東側と西側の二つしか出入り口がない。その二つのうち、東側の門前へと辿り着き、タカコが再度確認するようにそう声を掛ける。

　巨大なドラゴンでも通れるであろう東側の門はまるで迎え入れるかのように既に開いており、門前にいる数人の要塞都市専属の門番は、余程不審で危険そうな人物が通ろうとしている場合か、東側からはほとんど寄り付かないモンスターが内部に入り込みそうな場合にのみ立ち塞がるが、大体の場合はチェックされることなくそのまま通ることができる。

　それがケンタ・ウロスだとしても、行商人の中にはケンタ・ウロスを扱う者が少なくはなく、既に危険性の低さが知れ渡っているため、普段であれば止められることはない。だが──。

「ちょっと待て。貴様……怪しいな、どこから来た？」

　ケンタ・ウロスに跨またがるピンク色の道着を着たムキムキすぎる男らしい女性が荷馬車を引きずりながら目の前を通りすぎようとした瞬間、門番の一人がそう言って制止を求めた。

　そして、まあそうなるだろうなと思っていた鏡は、溜め息を吐きながら荷馬車から降りる。

　止められたことが腑に落ちないのか、タカコは一瞬殺意剝きだしの表情を門番に向けるが、すぐさま鏡がタカコと門番の間に割って入り、お互いが視界に映らないように遮る。

「俺たちはヴァルマンの街からドロップアイテム目当てでここまで来た冒険者だ。怪しい者じゃない」

　鏡はそう言うと、ステータスウインドウの一部を表示し、自分が犯罪を起こしていない人間であることを伝える。それを見た門番は不審な表情を向けながらも、唸りながら一考するかのような動きを見せた。

「……ん？　妙だな。その荷馬車の中には何がいる？　魔族の……魔力のようなものが感じられるが？」

「荷馬車の中には俺の妹と、ここに来る途中で手に入れたブルーデビルの角しかないよ。大量に手に入ってね。一応保存する容器に入れているはずだけど……どれか漏れてるのかもな」

　こういう展開になった場合の対処法として、事前に打ち合わせていた通りに荷馬車からアリスが顔を出してブルーデビルの角を片手に、門番の視界に映るようにちらつかせる。

「漏れていたようだな」

　それを見て、門番は魔力のことに関しては一旦流そうとする。

「しかし妹……？　随分若いように見えるが……戦えるのか？」

「妹は別に戦わないよ。前々からこのサルマリアに来たいって言っていたから連れて来たんだ。妹だけは観光目的だよ。ほら、ここって国内一賑わっている場所だし」

　鏡のその言葉を聞いて、門番は荷馬車から顔を出すアリスを不審そうに凝視する。だが、アリスがはにかむように笑顔を見せて暫くした後、害がないと判断したのか、首だけをくいっと動かして進むように合図を出す。

「止めて悪かったな。半分観光が目的ならぜひ楽しんでいくといい。今は盛大にお祭り騒ぎをしている最中だからな。パレードなんかもやっているぞ」

　タカコがケンタ・ウロスに指示を出してサルマリア内部へと移動を始める傍らで、それに続こうとする鏡を呼び止め、門番がそう声を掛ける。

　元々サルマリアには何度も足を運んだことのある鏡は、パレードという言葉を聞いて足を止めると、門番のほうへ振り返り首を傾げた。

「パレード？　こんな時期にか？」

　毎日のようにバカ騒ぎをし、国内で一番の活気を見せるサルマリアでも、パレードのような大掛かりなことは年に二、三度しか行わない。

　いくら盛り上がろうとも、パレードのような都市全体を使っての行事は、街の大通りを占有してしまうため、一年に一度のサルマリアの創立記念日か、余程のおめでたいことがなければ催されることはないのだ。

「つい先日からの話だがな、今まで全く音沙汰のなかった魔王軍を名乗る連中がサルマリアに侵攻を開始してきてな。既に何度かサルマリアを攻めてきたんだが……全戦全勝！　最早魔王なんざ取るに足らないってんで、魔王軍及び、魔王討伐の大規模な部隊が結成されてな。それの前祝いっていうか、戦いに出る者たちの健闘を祈ってこうしてパレードが行われてるのさ」

　それを聞いて、鏡は少し表情を強張らせる。

「その……魔王軍討伐のための部隊はいつ出発するんだ？」

「明日だ。昨日と今日で魔王討伐の戦いに志願した戦士たちを盛大に称え、明日の朝に出発してもらうことになっている。魔王を討伐して戻ってきたらまたパレードだ。この街にいれば暫く退屈せずに済むぞ？」

　思っていた以上に事が大きく進んでいたことに、鏡は焦りを感じて表情を曇らせながら門番に背を向けてタカコの元へと急いだ。たとえこのまま魔王討伐隊が魔王城に向かったとしても、全滅、良くても半壊して戻ることになるだろうという確信が鏡にはあったから。




　そもそも、モンスターは人間や魔族のように成長して強くなる過程を必要としない。モンスターによっては生まれた瞬間から高レベルだ。そしてアトロス島はモンスターを生み出すスポーンブロックのあるダンジョンこそ少ないが、そこから生み出されるモンスター、生息するモンスターは全て高レベルである。

　さらにそのモンスターたちは、魔族がその気になればいくらでも増やすことができる。今まではモンスターを増やす必要性がなかったが、侵攻のための道具として扱うとなれば容赦なくモンスターを量産するのはほぼ間違いなかった。

　もしも今までの侵攻がただの牽制だとするなら、ヘキサルドリア全土への本格的な侵攻のために大量のモンスターを蓄えている可能性がある。それに加えてレベル１００未満の冒険者が百人束になっても倒せないとまで言われている魔王までいるのだ。

　魔王を倒すのが目的ならば、暗殺という形式で実力のある少人数が魔王城に乗り込めばいいが、魔王軍を相手にするのであればそうもいかない。

　サルマリアにいる冒険者たちが弱いとは鏡も思っていないが、それでも勝つ可能性は低かった。殺してもいなくならない圧倒的に強い兵に対抗しようと思えば、サルマリアにいる冒険者だけでは数が足りない。




「でもそれ、私たちが先に行ったところでどうしようもなくないかしら？　サルマリアの人たちが攻める意志を失わない限り、結局攻め入るじゃない」

「俺の筋書はこうだ。まず魔王城に潜入して魔王に会います。そして事情を聞いた後、説得して魔王軍を止めて、魔族の連中を全員連れて逃げる。はい完璧」

　鼻をふんっと鳴らして意気込む鏡の計画の浅はかさに、タカコは溜め息を吐いた。

「あのね……もし魔王がその気だったらどうするの？　その時は私たちも腹を決めなきゃいけないわよ？　人間を滅ぼそうとしている相手を放置して暮らしてなんかいけないわ」

　荷馬車の中でも外で歩く二人の会話が聞こえたのか、アリスとメノウは表情を曇らせる。

　もしもその時になれば、必然的にアリスとメノウも覚悟を決めてどうするかを考えなければならない。メノウも、魔王軍として元通り人類を倒すために戦うつもりではあったが、どうにもこの二人を敵に回したいとは思えなかった。それは、実力が上だからとかではなく、短い期間とはいえ、魔族を嫌悪するどころか親しく接してくれた二人を良く思っているからのことだった。

　アリスも、もしそうであった時は人間との交友を諦めざるをえない。だが、二人と敵対することになると考えると、どうにも胸が苦しくなった。

「その時は俺も腹をくくって戦う覚悟くらい決めてやるよ。ただし、第三軍としてだけどな」

　だがその時、鏡が放った謎の発言に二人は目を丸くする。

「第三軍？　何なのそれ」

「魔王軍、人間軍ときて、魔族と人間の共存軍だ。俺はそこに入る。アリスやタカコちゃんみたいな考えの奴がいるんだ。きっとある程度集まるはずだ。やるなら妥協で戦うんじゃなくてとことん抗ってやるよ」

　それを聞いて、荷馬車の中にいたアリスは安心したかのように笑みを浮かべた。

「はいはい！　その軍、ボクも入れてほしい！」

　そして荷馬車から顔を出して、アリスは元気よく手をあげてそう言った。

「お？　まあそのつもりだったけど……いいのか？　親父さんと敵対することになるぞ？」

「お父さんと戦うのは嫌だけど……いいんだ。前はお父さんが人間と友好関係を築きたがっていたからボクもそうしたいと思っていたけど今は違う。ボクは鏡さんたちと一緒にいたいから、そうしたいんだ」

「くぅ、なんてかわいい奴。あとでお菓子買ってやろう」

　満面の笑顔でそう言ったアリスに、鏡は親指をたててグッドサインを見せた。

　そんな二人の様子を見て、タカコも笑みを浮かべて「なら私も入らせてもらうわ」と、つぶやいた。そんな中、荷馬車の中でメノウは苦悩していた。「魔王様を裏切ってよいものなのか、だが魔王様の娘であるアリス様がいるならそれはっ！」などと、どうするのかはもう決まっているにもかかわらず、苦悩する自分を演じていた。

「人間よ、貴様が地に頭をつけて懇願するのであれば、タカコがそこにいるというよしみで我々もその軍に入ってやらないこともない」

「あ、遠慮しておきます。野に帰ってください」

「……マイナス７点っ」

　そんなもしもの時の話をしながら、鏡たちはサルマリアの内部へと入場する。

　その瞬間、アリスは会話をしていることを忘れ、その圧倒的な光景に口を開いて驚きの表情を見せた。

　殺風景な外壁とは裏腹に、内部は今まで見たことがない程の規模で、新しさを感じる小綺麗な家屋が並び、魔族にとっては本でしか見たことがない人間たちの貴族街のような風景が眼前に広がっていたからだ。

　数キロ先まで家屋が広がっているのがはっきりとわかる程に広い通りに、その通りの端々で、多くの行商人が露店を開き、その中を冒険者と思える者からただの一般人にしか見えない者たちまで、多くの人々が行き交っていた。

　ヴァルマンの街の光景にも感動したが、それ以上の感動をアリスは抱く。

　通りで露店を開く行商人だけでなく、並ぶ家屋のあちらこちらからお腹が思わず鳴ってしまいそうになるような良い香りと煙があがっており、そこに多くの人たちが出入りしていることから家屋に見える建物の多くが何かしらの店を構えていることがわかる。

　これだけ人が行き交っているにもかかわらず、ヴァルマンの街のように窮屈な感じがしないのは、純粋にこの街がどれだけ広く大きいかを物語っていた。

　街のあちらこちらにはそのまま海に続いているのか、堀が敷かれ、綺麗で澄んだ水が流れており、それがまた清潔感を漂わせている。

「おーおー口なんか開いちゃって。これでもまだただの通りだ。パレードをするって言っていた大通りはもっと広いぞ？」

「凄い……凄いよ鏡さん！」

　だが、残念ながら街で呑のん気きに滞在している暇はなく、そのまま鏡たちはサルマリアの西の出入り口である壁門を目指す。目を輝かせていたアリスもそれに気付いてか、少し残念そうにしょぼくれた表情へと変化した。

「まあ、そんな顔するなって。どんな結果になろうが、事が終わってからまた来ればいいさ」

　そんな表情を見せるアリスの頭をなだめるようにポンポンと鏡は叩き、安心させるかのように笑顔を見せた。そしてそんな鏡の行動にアリスはすぐさま気持ちを切り替え「うんっ！」と、大きな声で返事をし、はにかんだ笑顔を見せる。
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「はい、お手上げー」

　それから三十分後、サルマリアを出ようとしていた鏡たちは、宿屋の一室内のベッドの上でゴロゴロだらだらと転がって時間を潰していた。

　宿屋の外では、まるでバラかのようにブロッコリーを口にくわえてむさぼるケンタ・ウロスと、万が一の時のためにブルーデビルの角を保管している馬車の中にいたほうが安全ということで、相変わらず布にくるまってパンをかじるメノウが待機している。

「まさか、度重なる魔王軍の侵攻でいつ攻めて来るかわからないからって、明日の魔王軍討伐隊が出発するまでは西側の門は完全封鎖とはね」

　ベッドの上でゴロゴロと転がる鏡とアリスをよそに、タカコは優雅に椅子に座ってティーカップを持ちながら、不満そうに溜め息を吐いてそう言った。

　西側の門に向かった鏡たちは、西側にいる門番によって追い返されてしまった。何度か説得を試みたが、「明日を待て」の一点張りで門を開けようとしてくれない。

　一瞬開けて閉めてくれるだけで良いとも言ったが、既に数体のモンスターたちが押し寄せているらしく、侵攻と呼べる数ではないにしろ、開門すれば被害が出るという理由でやはり追い返された。

「俺がちょっと外に出て全員ぶっ飛ばせば済む話なんだけどなぁ」

「無理ね。いくら鏡ちゃんが強くても危険を冒してまで開門するとは思えないわ。どちらにしろこの街の上の連中の決定を変更する権限なんて、あの門番にはないでしょうし」

「うぇー、明日の開門とともにスーパーダッシュするしかないかぁ……」

　そんな二人の会話を聞きながら、いても立ってもいられないのか、アリスは心を落ち着かせるために、鏡の真似をしてベッドの上を左右にコロコロと転がっていた。

「落ち着かないのか？」

　その様子を見て、鏡がそう声をかける。

「少しだけ。でも、ここで慌てても仕方がない……だよね？」

　コロコロと転がりながらも、そう言って笑顔を見せるアリスに鏡は目を丸くする。

　落ち着かないのは確かだが、アリスはどこか安心していた。鏡がこうして宿をとってゴロゴロしているうちは、まだなんとかできる状態だと、言葉で聞かなくてもわかったからだ。少なくとも、鏡が諦めないうちは慌てずにいよう。それが、今アリスが表現できる精一杯の信頼の証しだった。でも落ち着かないのでゴロゴロはする。

「よくわかってらっしゃる。どうしようもない時は、どうしようもない状態での最善を考えて行動すればいい。今回の場合、一日遅れた分早く着けばいいだけだ。万が一の時を考えて早く行きたかったけど……魔王軍討伐隊は団体での行動だから到着にも時間が掛かるはずだし」

　そして、「一日出発が遅れただけで大きく現状が変わるとも思えないしな」と付け足して、鏡は再び全身の力を抜いてダラダラとベッドの上を転がり始めた。

「ちょっと鏡ちゃん、アリスちゃんに悪影響だから、はしたない真似はやめて頂戴」

「いやいや、これは心身ともにリラックスできる優れた休憩行動であってですね？　せっかく予定変更、いや予定通り？　一日休憩できることになったから全力で身体を休めているわけですよ。むしろこの技をこの機会に盗んでほしいくらい」

「んもぅ。退屈なら街を出歩いたらいいじゃない。パレードもやっているんだし、アリスちゃんと二人で行ってきたらどうかしら？　どうせ明日になるまではどうにもならないんだし」

　そう言うと、タカコはティーカップに口をつけ、「あら……美味しいわ、この紅茶」と言いながら、ほぅ……と、うっとりした表情で息を吐いた。その様子を鏡は渋い顔をしながら見届ける。

「なるほど、確かにこれは外にいたほうがリラックスできそうだ」

　少しだけ精神にダメージを受けた鏡は、これ以上のダメージを負わないようにとタカコの提案を受け、ベッドから降りて立ち上がる。

「タカコちゃんは来ないのか？」

「私はやめておくわ。この紅茶があればここでも充分楽しめるし……二人で楽しんでらっしゃいな。鏡ちゃんもお祭り騒ぎ好きでしょ？」

　そう言われ、鏡は少し気恥ずかしそうに頭をポリポリと掻きながら、「別にパレードで楽しめるような歳じゃないのに」と、心の中で子供扱いされたことに文句をたらすが、自分よりも圧倒的に人生経験のある27歳のタカコよりは子供である自覚はあったため、言葉にはしなかった。

「よーし、じゃあ行くか」

　すると、ベッドの上で寝転がるアリスに当たり前のように手を差し出し、鏡はそう言った。

　アリスは一瞬きょとんとした表情で手を差し伸べる鏡に視線を向けたが、自然にその行動が出る程に親しく思ってくれていることに気付くと、すぐにその手を摑み、「うんっ！」と嬉しそうに笑顔を浮かべながら、鏡と一緒に部屋を出て行った。

「魔族と手をとりあえる世界……か。夢じゃないのかもしれないわね」

　出窓から、宿屋を飛び出して街の大通りのほうへと向かう二人を眺めながら、タカコはしみじみとそうつぶやく。鏡がヴァルマンの街で「魔族の護衛を頼む」と、開店前で誰もいないバーのドアをバンッと開いてそう言ってきた時は何事かと思ったが、お金のことしかほとんど興味のなかった男が協力してあげたくなった気持ちが今ならはっきりとわかった。

「ま、モンスターとわかり合えるなら、魔族なんてもっと簡単なことよね」

　微笑を浮かべながら机の上に置いてある一本の鞭を手に取ってそうつぶやき、ティーカップを机の上に置いて、新しく加わった仲間の分も含めて食料を確保するために、タカコも宿屋の一室から出て行った。
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「ソフトクリーム……ソフトクリームっていったいどんな食べ物なの!?」

「まあ落ち着けよアリスたん。ソフトクリームが食べたいなら、正しい食べ方を覚える必要がある。そうじゃなければ俺のような真のペロリストにはなれないぜ？」

「ペロリスト……ボクもその二つ名が欲しい！」

　宿屋から出て、街の通りへと戻った鏡とアリスはまず、腹ごしらえをしようとしていた。

　鏡がアリスに何を食べたいかを聞くと、この前食べさせてもらった黒毛和牛のような人間の街でしか食べられないものと言われたため、一つ一つ鏡の大好物を教え歩きながらレストランへと向かっていた。

「ソフトクリームはな、子供っぽいから恥ずかしいという理由でパクッと上からかぶりつく食べ方もあったりするけどな、あれは駄目だ。邪道。ソフトクリームはペロペロと一舐め一舐め味わって長く楽しむのが王道なのよ。これを理解してくれない大人が多くてね？　アリスはそんな大人になっちゃ駄目よ？」

「ペロペロと……一舐め一舐め味わいを楽しむ。うん、わかったよ鏡さん！」

「まあでも、それは食後のデザートだけどな。飯は普通にトマトソーススパゲッティでも……」

　そう言って、通りの途中にあったパスタの絵が描かれた看板のぶら下がる店に入った瞬間、鏡は言葉を途絶えさせて「うわーっ……」と、見たくないものを見てしまった時のような渋い表情へと変化させる。

　鏡の視界には、店の奥のほうにあるテーブルを四人で囲みながら、ずるずると勢いよくパスタを頰張るレックスと、品のある食べ方をするクルルとティナ、リラックスした表情で香りを楽しみながら、出されたコーヒーのカップに口をつけるパルナの姿が映っていた。

　そしてその後すぐ、「いらっしゃいませー」と元気よくウェイトレスのお姉さんが鏡に声をかけ、案の定、その声に反応して一瞬だけ視界を店の入り口に移したレックスが、パスタをぶほっと噴き出して鏡に気付く。

「ちょっと……汚いわねレックス。食べ方もそうだけどクーちゃんを見習いなさいよ」

　レックスの突然の噴き出しにティナとクルルは目を丸くし、パルナは嫌悪の表情を浮かべた。すぐさまレックスは「す、すまない」と謝罪し、備え付けのナプキンで口を拭ぬぐう。

「何名様でしょうか？」

　ウェイトレスに案内を受けつつ、そんな光景を、面倒くさい者を発見してしまったかのような呆け顔をしながら、鏡はしっかりと視界に映す。

「０名です。ごちそうさまでした」

　そして鏡はそう返答すると、そそくさと回れ右をしてアリスの手を引きながら、入り口のドアノブに手をかけて退店しようとする。だが、「あー香りでお腹いっぱいだー」と言い残し、店から一歩出ようとした瞬間、ガシッと力強く肩を摑まれて引き止められる。

　振り向くと、してやったとでも言わんばかりの表情で笑みを浮かべるレックスがそこにいた。
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「彼は僕の連れだ。僕がこのまま案内しよう。君は下がっていいよ」

「かしこまりました。すぐお二人分のお冷をお席にお持ちしますね」

　レックスがそう言うと、ウェイトレスは丁寧に頭を下げ、ぱたぱたと慌ただしくカウンターの奥のほうへと消えていった。その後、レックスは無言で鏡を睨み続け、チラッと一度だけアリスを睨みつけると、ついて来いと言わんばかりに顔をくいっと動かし、クルルたちのいる席のほうへと歩き出した。

　レックスが席を立ったことで流石さすがに気付いたのか、食事の手を止めてティナとパルナの二人も少し眉間に皺を寄せて怒り顔で鏡を睨みつけていた。そして、二人の様子の変化を見て、クルルも鏡の存在にようやく気付く。

　だが鏡は普通に無視してアリスを連れて店から出て行った。

「あぁぁぁあああ！　また逃げたぁぁあ！」

　そしてすかさずティナが立ち上がり、指を差してそう叫ぶ。

「っとに、この状況で普通逃げる？　どれだけふざけてるのよあの村人！」

　逃げた瞬間を目の当たりにしたパルナはすかさず席から飛び出して鏡の後を追う。

　せっかく顔をくいっと動かしてカッコよく決めたつもりでいたレックスは、「えっ？」と、何が起きたのか理解していないような呆けた顔をしながら、鏡の後を追うパルナを見送った。

「レックスさんも早く追ってください！　支払いはしておきますから！」

　状況を理解していないのか立ち止まるレックスにティナはそう声を飛ばし、ようやく逃げられたことを理解したレックスはすぐさま鏡の後を追おうとする。だが、追いかけるのが少し遅く、店を出て外に出ると、腕を組んで苦虫を嚙み潰したかのような渋い表情を見せるパルナの姿があった。

「逃げられたわ。足速すぎでしょ、あの村人！　っとに……何やってるのよレックス！」

「慌てるな。この街にいるとわかっただけでも充分だろ？」

　周囲を見渡すが鏡と思わしき村人の姿はなく、仕方がなく一度待って、食事の支払いを終えて店から出てきたクルルとティナと合流する。

「魔王軍が動く前にと、急いで馬を走らせた甲斐があったな。少なくとも魔王に用があるらしいあの村人は、明日の朝まではこの街から出られないはずだ」

「それで、どうするの？　私たちも魔王軍の討伐隊に加わるんでしょ？　なら、明日の朝までしか探せないわよ。この広大な街の中を探すつもり？」

　逃がした責任を問うかのように、パルナはレックスに顔を近付けてそう言った。そして、この広大な街の中から目的の人物を探し当てる良い案が思い付かなかったのか、レックスは額に汗を浮かばせる。

「この街の住人に探させるってのはどうですか？　魔族がこの街の中に入り込んでるって言って、特徴さえ教えてしまえば明日の朝には絶対誰かが見つけてくれますよ！」

「それはやめておけ」

　名案を言っているつもりだったのか、自信ありげな表情でそう言ったティナの言葉を、至って真面目な表情でレックスは却下した。予想外の言葉だったのか、ティナは一瞬不服そうに眉間に皺を寄せ、キッとレックスを睨みつける。

「気持ちはわからんでもないが、下手に追い込めば不利になるのは僕たちのほうだ」

「どういうことですか？」

　ティナが小首を傾げながら言葉の意味を問う。

「あれは化け物だ。認めたくはないが……その気になれば僕たちなんて相手にもならない程に強い。追い込んだところでどうにかなるとは思えん。むしろこの街から逃げられるかもしれん」

　そうなるであろうことを確信しているのか、レックスは悔しそうな表情を浮かべながらそう言った。

「なるほど……探してくれた街の人が危険な目に遭うかもしれませんしね」

「それはないと思います」

　同じように、そうであろうことを確信しているのか、どこか寂しげな表情を浮かべながらクルルが会話に割って入る。

「もしも追い込まれて暴れるような方なら、私たちはとっくの昔に危険な目に遭っているはずです。魔族を庇う不届き者ではありますが……悪い人じゃないんだと思います」

　その言葉に、パルナは呆れた様子で溜め息を吐く。

「クーちゃん、あんたねえ……何言っているかわかってる？　あいつは魔族に味方しているのよ？　それもヴァルマンの街を襲撃した魔族よ？　悪い人じゃなかったらなんなのよ？」

「確かにその意図はわかりません。ですが……彼は私たちに語りかけていました」

「それがなんなの？」

「その考えに理解を示さず攻撃を仕掛ける私たちに対し、彼は反撃をしようとせず、逃げる選択を取りました。少なくとも、自分の考えを強引に押し付けて通そうとは思っていないのでしょう。理解してもらいたいだけで……たぶん、そういう人なんだと思います」

　そのことに対して苦悩したあとが見られるクルルのその表情と言葉を、パルナは内心不満に思いながらも押し黙った。

「村人の分際で、見下しているようで腹は立つが……な」

　同じようにそれを理解しているのか、不満そうな顔をしながらも、レックスはそうつぶやく。

「だったら……何であの村人を追うのよ？　あの女の子……魔王の娘らしいし、私はてっきり魔族を引き渡してもらうか、あの村人に犯罪者の烙印を押すために捕まえるのかと思っていたけど。どうせ捕まえるのが無理ってわかっているならもう放置でいいじゃない」

「無論、一番の目的は魔王を倒すことです。魔族が倒すべき存在であるということも変わりありません。ですが、彼がどうして魔族の味方をしているのかが純粋に気になります。いつも彼は私たちに気付かせるような言い方をするばかりで、彼の考えを私たちは知りません」

　そんなクルルの言葉にティナは、「言われてみればあの人、いつもヒントっぽいこと言うだけで答え言ってくれないですね。自分で気付け！　みたいな」と感心したようにつぶやいた。

「何を知って、何を思って魔族の味方をしているのか？　あれほどの強さの境地に辿り着いたからこそ気付けたであろう、私たちの知らない何かがあるように思うんです」

　そう言って見据えるような真っ直ぐな瞳を向けるクルルに対し、パルナは不満そうに「知ってどうするのよ」とつぶやき、再度溜め息を吐いて顔を逸らした。

「ここ数日……いろいろ考えてみましたが、やはりどうしてそういう考えが出てくるのか、ちゃんとお聞きしてみたいんです。今度は落ち着いた場所で正式に」

「僕も奴には聞きたいことがある」

　そして賛同するかのように、レックスもそうつぶやく。

「だが奴に固執する必要はない。僕たちの目的は魔王を倒すことで、変わりはないからな。こうして魔王軍が侵攻してきている現状、これは絶対に揺るがない。魔族の一人や二人、今は放っておいてもいいさ」

「何？　もしかしてレックスまで魔族は倒さない方針とか言い出すんじゃないわよね」

　前までは一番敵意を剝き出しにしていたレックスのその言葉の変貌ぶりに、パルナはジト目で顔を近付けながらそう言った。だが、パルナのその言葉にレックスは失笑する。

「そんなわけあるか。聞きたいことがあるから探すだけだ。明日までに見つからなかったら一旦放置でいい。とにかく、手分けしてこの街の住人にあの二人の特徴を伝えて探し出そう」

　その言葉に少し安心したのか、パルナは「やれやれ」と言いつつも、その提案を了承する。

「あーあ、レックスがあの村人を逃がさなかったら変な手間をかけずに済んだのになあ」

「ぐ……それは……その、すまん」

　最後に放たれたパルナのきつい言葉にレックスはうなだれながらも、サルマリアのどこかに逃げ出した鏡を捜索するために、街の大通りのほうに向けて歩を進めた。




「良かったのかなぁ……逃げたりしちゃって」

「いいっていいって、無警戒だった向こうが悪い。それに捕まってたら、今頃めちゃくちゃめんどくさいことになってるぞ？　あいつら人の話ちゃんと聞いてくれないし」

　店から出た後、アリスをヒョイっと持ち上げて抱えた状態で鏡は全力で逃げ出し、大通り付近にまで移動していた。先程歩いていた通りよりも人の行き交いが激しいため、人に紛れて身を隠すなら都合が良い。

　鏡がいる脇道の奥のほうに位置する大通りの端道は、パレード観賞を目的に集まる人だかりで埋め尽くされており、鏡がいる場所からでは見渡せない程だった。

　そんな中、鏡は近くにあった露店で、ホットドッグを購入してアリスに手渡していた。

「トマトソーススパゲッティはまた今度だな。今日のところはこれで我慢してくれ」

「ありがとう鏡さん。……これは何？　なんていう食べ物なの？」

「んぁ？　ホットドッグも知らないのか？　ソーセージをパンで挟んだだけの簡単な食べ物だよ。売店によってはソースが違ったり、野菜が大量に入ってたりするけど」

　アリスはその説明を受けると、「へぇー」っと感心したようにつぶやき、口を大きく開いてホットドッグにかぶりつく。その瞬間、アリスは目を見開いて輝かせ、鏡のほうを見ると猛スピードで咀そ嚼しやくして飲み込み、「美味しいっ！」と返した。

　ハムスターが食事をするかのような勢いでホットドッグを食べ始めたアリスを見て、鏡は思わず笑みをこぼす。普段食べ慣れているものでも、美味しいと言って嬉しそうに食べてくれているのを見ると、いつもと違った楽しみがあるなと実感する。そう思いながら、鏡も同じようにホットドッグにかぶりついた。

「ふぁー、ごちそうさまでした」

「食べるの、はっや。本当にハムスターみたいに食べたな」

「だって、美味しかったから」

　そう言って、満足そうに笑顔を向けるアリスを見て、鏡も同じように満足そうに溜め息を吐く。その後、自分がかぶりついたホットドッグを見て、これを食べ終わるのを待っててもらうのも悪いなと感じ、売店でさらに追加でソフトクリームを注文してアリスに手渡す。渡す時に「例のやつ」とつぶやくと、これまたアリスは目を輝かせて、コーンの上に螺旋状に渦巻くクリームを、鏡が言っていた通り上品にペロペロと舐め始めた。

「お前ら魔族って普段何食べてんの？　魔王の娘なんだし、そこそこ良いもの食べさせてもらってたんじゃないのか？」

「食べる物に困ったことはないよ。普段は野菜とか……猪や鹿の肉を食べたり？　でも、調味料が少ないから、味にバリエーションが出せないんだ。人間の街は新たな味の発見が多いね！」

　そう言って、これまたアリスは笑顔を見せる。その表情に鏡は再び満足すると、ホットドッグを口に運ぶ。暫くして、思わず耳を塞いでしまう程の音量で、大歓声と楽器による演奏の音が鳴り響いた。

　力強い音が風とともに耳を通り抜け、通りを歩いていた人々は大通りのほうへと足を運び、露店で商品を受け取るのを待つ人々は、心が宙にあるかのように笑顔でそわそわと興奮した様子を見せている。

「パパ！　早く早くっ！」

　親子連れも、カップルも、皆こぞって大通りのほうへと足を向けていた。その様子を見て、パレードそのものを知らないアリスは、そわそわとした様子で鏡を見つめ、服の裾を控えめに軽く引っ張った。

　強引に引っ張ろうとしなかったのは、困らせたくないという気持ちが強く働いたからだろう。それが目に見えてわかって、鏡は「ガキが無理してんじゃねえよ」と噴き出して笑い、アリスの手を引いて大通りのほうへと向かった。

「すっ…………ごぉーい！」

　大通りに着くと、言葉通りのお祭り騒ぎだった。大通りの中央で長い列を組んでゆっくりと移動を行う巨大なオブジェクトに搭乗する人々が紙吹雪を舞い散らせ、沿道の市民は熱狂してパレードに交じって手を振り歩く戦士たちに声援を送り、空では煙えん柳りゆうの花火が打ちあがる。

　戦う戦士たちとパレード用のオブジェクトを先導するかのように踊り子たちが大通りを進みながら舞いを見せ、力強い心を高ぶらせる演奏が辺りに鳴り響く。まるで騒げと空間が命令しているかのように、立っているだけで高揚を感じられた。

　場の雰囲気に影響を受けたからか、人混みに埋もれたアリスが嬉しそうにぴょんぴょんと跳ねている。

「凄い！　凄いよ鏡さん！」

「お前ぴょんぴょん跳ねてるけど、見えてんのか？」

「全然見えないよ！　でもなんかとても大きい乗り物が動いてて、あと、その……凄いの！」

　言葉にしきれない感動を得ているのか、アリスはそう言って目の前を横切る人が乗った大きなオブジェクトに視線を向け続ける。それでもなんとか頑張って全貌を見ようとぴょんぴょん跳ねている姿がじれったくなり、鏡はアリスをヒョイっと持ち上げて肩車をしてあげた。

　その行動にアリスは一瞬恥ずかしそうに頰を紅潮させたが、すぐさま切り替えて「ありがとう鏡さん！」と、素直にお礼を言った。

「それにしてもあれだな、こんだけの数の冒険者が戦いに行こうとしているんだな」

「でも……思っていたよりも多くないね。数千人はいるのかと思ったけど」

「パレードに参加している奴等なんてごく一部だろ。ほかは観客に回っているか、本当に強い奴は今頃静かな場所で精神でも統一させてるんじゃないかね」

　鏡がそう言った瞬間、パレードの列は突然その進行を止め、演奏者がその場で軽快な音楽に切り替え、そのリズムに合わせて踊り子たちが踊りを披露し始める。その傍らで、パレードの列に入り交じっていた大きな補強の施された木箱が冒険者たちの手によって運ばれる。大きなオブジェクトとオブジェクトの間の演奏者と踊り子たちがいた広い空間の中央にそれが置かれると、冒険者二人を残してほかの者たちは一斉に左右へと散ってしまう。

「何が始まるんだろう？」

　そう言うアリスに対し、何が起きるか大体予想できていた鏡は何も言わず、ただアホ臭そうに、残った冒険者二人の動きを見ていた。

　直後、木箱のそばに残った冒険者の一人が、横蓋の鍵をスライドさせて木箱を開封する。すると、その中から緑色の甲殻と、鉄の鎧のように鈍い光を放つ肌を持った四つ足のモンスターがのしのしと姿を現した。暗闇の中から黄色い眼光を放ち、外に出ると同時に耳を塞ぎたくなるような奇妙な雄叫びを上げる。

　出て来たのは、グラップブロガーと呼ばれるレベル24程度のモンスターで、この付近で活動する冒険者なら取るに足らない、家畜の豚と同サイズの相手だ。

　そんなモンスターを相手に、もう一人の待機していた冒険者は腰元の鞘さやから剣を抜き取り、モンスターへと構える。直後、モンスターは冒険者に向かって突進した。

　冒険者は、その突進を避けることなく正面から剣で受けきると、そのまま振り払ってモンスターを吹き飛ばして横たわらせる。そしてそのまま、ひるんでいるうちに剣を振り下ろし、モンスターに突き立てると、モンスターはその身をお金へと変化させた。

　直後、沿道でそれを見ていた観客たちが歓声を上げて熱狂的に盛り上がる。「いいぞ、いいぞ！」、「魔王軍なんて取るに足らない相手だぜ！」と声を張り上げる者までいる程だ。

　そして、木箱の蓋を開けた冒険者がお金を回収すると、再び散っていた踊り子や演奏者たちが集まり、パレードの列を再び進行させ始めた。

「い、今のはなんなの鏡さん？　全体的に騒いでるから、パレードの列の所々でやっていたみたいだけど……」

「デモンストレーションってやつだな、強さを主張して観客を安心させるっていうか、まあ俺たちは魔王軍に勝てるって遠回しに言ってるんだよ。悪いことじゃねえけど、趣味は悪いな」

　そう言う鏡に対し、アリスは「そ、そうなんだ」と動揺してみせた。殺されたのは魔族ではないとはいえ、魔族に敵意剝き出しですと遠回しに言っているような光景を見せられれば、戸惑うのも仕方がないかと、鏡は溜め息を吐く。

　その直後、再びパレードの列の進行が止まり、先程と同じように踊り子と演奏者が散っていく。暫くして、風を切るような音が周囲に鳴り響き、ズドッ！　という鈍い着地音とともに、コンクリートでできた地面を砕き、周囲に破片を飛び散らせ、先程のグラップブロガーよりも十数倍は巨大な身体を持ったモンスターが突如空から襲来する。

　グラップブロガーと変わらない四足歩行だが、大通りの半分以上を埋め尽くさん図体の大きさ、靡なびくように生えそろう鬣たてがみ、鉄の塊でさえ簡単に粉砕してしまいそうな程に発達した強きよう靭じんな顎と、そこから生え伸びる巨大な牙、そして光を反射するその漆黒の身体は、見る者を圧倒する迫力と恐ろしさだった。あまりにも唐突な登場と、その巨大な図体に悲鳴を上げて逃げ出す者もいたが──、

「いいぞいいぞ！　やっちまえ冒険者様たち！」

「はぁー……ここまでやるんだな。こんな恐ろしい化け物も倒せるなんて、今の冒険者たちは凄いんだな。でも普通、空から降ってくるか？」

「まあこれが魔王軍の襲撃だったとしても問題ないだろ。どうせいつもと同じように簡単に撃退してくれるさ」

　と言いながら、これも一つの催し物と割り切っている者たちや、危険だと思っても冒険者がいるから何とかなると思っている者たちは逃げ出そうとはせず、先程と同じように熱狂的な盛り上がりを見せて、中央で列を作る冒険者たちに声援を送っていた。

「おいおい……こりゃまずいんじゃねえか？」

　そんな中、鏡だけは事の異常さと危険度を理解していた。散っていった踊り子や演奏者が道の端に逸れるのではなく、沿道の中に入って一目散に逃げていったことと、列を作っていた冒険者たちが驚愕の表情を浮かべて武器を構えていることから、これが予想外の事態で、先程一般人の一人が言っていた通り、魔王軍の襲撃である可能性が高いと認識していた。

　襲撃だったとしても、ここで声援を送る観客に被害が及ばないように倒せるのならば問題はないが、鏡には一瞬で無理だと判断できた。落下してきた漆黒のモンスターの情報を、鏡は知っていたからだ。

　魔王城の地下深くに存在するスポーンブロック。魔王が唯一、城の内部に残したスポーンブロックで、そこから生み出されるモンスター、魔獣ベルセルク。２１３のレベルを誇る、正真正銘の化け物だった。

「おい、あんたたち逃げろ！」

　鏡がそう叫ぶも遅く、魔獣ベルセルクはその図体の大きさからは考えられない程の速さで、オブジェクトの周辺に散らばり武器を構える冒険者たちの傍に一瞬で近付くと、その巨大な前脚で薙なぎ払うようにオブジェクトもろとも冒険者たちを吹き飛ばした。

　吹き飛ばされた冒険者たちはさらに後ろに控えてあるオブジェクトや、家屋の壁などに激突すると、口から血を噴き出してその場でぐったりとした様子で意識を失い、武器を地面に落とす。

　一瞬で十数人の冒険者たちが瀕死の状態に陥った。その光景を前に、控えていたほかの冒険者たちは一目散に逃げ出してしまう。

「「「「「うわぁああああああああああああああああ！」」」」」

　逃げ出したのは冒険者たちだけではなく、その場にいた観客たちもだった。場は阿鼻叫喚の状態に陥り、雪崩なだれれ込むように人が大通りから次々に離れて行く。前方に誰かがいようがお構いなしに押し合い、ぶつかり、謝ることすらなく自分の命を優先して逃げて行く。

　だが、逃げて行く人々の方向がばらばらなのを見て、ここ以外にもモンスターが街の中に入り込んで混乱を招いているのが容易に想像できた鏡はアリスに向かって「しっかり捕まってろ」と念を押し、流れを分断する大木のようにその場で待機して、逃げる人々の流れが落ち着くのを待った。

「ひ……ひぃ！　こっちに来るな！」

　そんな傍ら、グラップブロガーを倒すデモンストレーションを行っていた冒険者が逃げ遅れたのか腰を抜かして、魔獣ベルセルクのすぐ目の前で剣をブンブンと振り回していた。

　ようやく人の流れが一段落着いてその光景を見た鏡は、慌てて肩車をしていたアリスを地面に降ろし、助けに向かおうとする。だが、それよりも早く、魔獣ベルセルクは咆ほう哮こうをあげて再び薙ぎ払いをその冒険者一人に対して行った。

「ディバインシールド！」

　しかし、先程と同じように冒険者が壁に叩きつけられることはなく、薙ぎ払いを行った前脚は青白い光を放つ冒険者の身体にぶつかるとピタリと止まり、ぶつかったことによる金属音のような音を周囲に鳴り響かせた。

「はぁ……っく、だ、大丈夫ですか？」

「あ、あんたは？」

「自己紹介している暇はありません、早く逃げてください！」

　薙ぎ払いを受け止めたのは冒険者ではなく、藍色の長髪で露出の多いピンク色の魔導士の服に身を包んだ女性、クルルだった。

　自分の周囲に、光で作られた魔法の盾を生成する『ディバインシールド』を展開し、苦しそうな表情を浮かべながら冒険者にそう一喝する。

　ディバインシールドは大きく魔力を消費する代わりに、どんな攻撃も防いでくれる万能盾だが、耐久度が存在する。その耐久度は時間によっても、そして攻撃によっても減少する。

「っつ……っく、きゃあああ！」

　案の定、シールドは薙ぎ払いを一度止めるだけで破壊され、その衝撃で冒険者とクルルは後方へと吹き飛ばされた。だがクルルは体勢を崩すことなく、両手杖を前方に構えて魔獣ベルセルクの次なる攻撃に備える。

「あ……あんた、逃げないのか？　俺なんか見捨てて逃げてくれ！」

　そしてそんな勇敢な姿を見て、吹き飛んだ衝撃で体勢を崩した冒険者はそう叫ぶ。

「逃げません！　無論……逃げたい程怖くて恐ろしいです……でも！　民を守るのは王族の務め！　私は決して民を見捨てたりなんかしない！」

　そう叫び散らすクルルをよそに、魔獣ベルセルクは待つことなくクルルに向かって突進し、口を大きく開いて強靭な顎で嚙み砕こうとする。口からは唾液が撒き散らされ、鋭く光る眼光はクルルをしっかりと捉え、一歩一歩進むたびに地響きが鳴る。

「ディバインシールド！」

　だがクルルは、足を震わせながらもしっかりと迫りくる魔獣ベルセルクを見据え、再び魔法の盾を目の前に展開した。しかし、目前にまで魔獣ベルセルクが迫った瞬間、あまりの恐怖に腰が崩れ、クルルはぺたんっと地面に座りこんでしまう。そこに──。

「よぉ、ナイス時間稼ぎ！　おかげでこいつを一撃で倒せるだけのパワーを溜めれた……ぜ！」

　ディバインシールドに触れることなく眼前で魔獣ベルセルクはピタリと止まり、世間話でもするかのような落ち着いた声音が聞こえるとともに、どう見ても一般市民にしか見えない服装の村人が、突風を巻き起こしながら突然目の前に現れた。

　村人は魔獣ベルセルクの牙をガッチリと左手で摑んで動きを止め、宣言通り力を溜めていたのか、オレンジ色のオーラを纏った右腕を打ち上げるように強靭な顎にぶつけてそのまま振りぬく。

　すると、爆音と肌がビリビリする程の衝撃波をその場に発生させ、身体ごと、魔獣ベルセルクは上空へと猛スピードで吹き飛び、途中で力尽きたのか、その身体をお金へと変化させた。

「今日は……怒らないんですね」

　あまりにも一瞬の出来事に、クルルは呆然とするが、すぐに助けてくれた相手が誰なのかを認識すると、涙目になりながらも微笑を浮かべてそうつぶやいた。

「……本当はもっと早くに助けられたんだけど、こいつに逃げられると面倒だからさ。ちょっとあんたには囮おとりになってもらった。悪いな、今回は満点だ」

　そう言うと、鏡はクルルに手を差し出した。

　悪びれた様子もなく、囮にしたことを笑顔でそう宣言しながら手を差し出す鏡を見て、絶対に助け出せる自信と実力があったからこそ、この場は自分を信用して囮にしたのだと気付き、クルルはその手を摑んで嬉しそうに笑顔を見せる。

「クルルさーん！　大丈夫ですか!?」

　暫くして、慌ただしく必死な形相を浮かべながらティナが駆けつけた。傍に寄るとどこにも怪我がないのにもかかわらず、回復魔法をクルルに向けて連発し始め、クルルの全身は回復魔法による緑色の光で包まれる。

「もう……無茶しないでくださいよー。クルルさんがあの化け物に向かって行った時は寿命が縮まる思いでしたよ！」

「そういや、あんたらお姫様以外は何してたの？」

「え？　わわわ…………で、でたぁぁああ！」

　何食わぬ顔で平然と話しかけてきた鏡に、ティナは一瞬身体を硬直させてすぐさまクルルの背後に身を隠すが、化け物を倒してクルルを救ったのが目の前の男だと気付くと、顔だけピョコっと出してクルルを盾にしながら「た、助けてくださってありがとうございます！」とだけつぶやいた。

「人が一斉に動き出したから、その波にのまれていたのよ。クーちゃんだけすぐさま助けに入ろうとしたから人混みの影響を受けなかったってわけ」

　さらに暫くして、疲れ果てた様子でゆっくりと歩きながらパルナとレックスが姿を見せ、パルナがやれやれと一安心した様子でそうつぶやいた。

　その言葉を聞いて鏡は、「なるほど」と納得し、自分も似たような状況だったと思い返した。

「さっき空に化け物が飛ばされているのが見えた。消え去ったみたいだがお前がやったのか？」

　そしていつも通り、敵対心剝き出しの表情でレックスは鏡に向かってそう質問する。その問いに鏡は当たり前とでも言いたげな表情をしながら頷いて答え返す。

「どう考えても一撃で倒せる相手じゃなかったはずだ。どんなスキルを使って倒したんだ？」

「んぁ？　俺がやっていたのはただのチャージブロウだよチャージブロウ。村人でも使える基本中の基本の技。お前も使えるだろ？」

「何を平然とした顔で噓を言っている。お前はまるごしだろう？　倒せるわけがない」

「いや、そんなこと言われても俺、チャージブロウ以外に攻撃技ないし。必殺技っぽいスキルはあるけど、それは使うと身動きとれなくなるようなスキルだし、チャージブロウ以外に手段はないぞ」

　鏡がそう言うと、レックスは唖然とした表情でクルルのほうへと視線を移す。すると、クルルは「右腕にオレンジ色のオーラが見えました」と言って、チャージブロウを使った時の特徴を述べ、噓偽りない事実であることを伝えた。

　その事実に驚きもあったが、言いようのない違和感にレックスは包まれた。

　いくら鏡がレベル９９９だったとしても、先程の化け物を一撃で倒せる程の力を村人が持てるとは思えなかったからだ。正確な数値はわからないが、レックスの見立てでは先程のモンスターのレベルは１５０を超えていたはずだった。たとえチャージブロウであったとしても、一撃で倒せる程弱い相手には見えない。

　目の前の男がわからない。どうやって強くなったのか？　そのレベルに辿り着いて何を知ったのか？　どんなスキルを持っているのか？　どうして……強くなろうと思ったのか。

「お前と……話したいことがたくさんある」

　そしてそんな気持ちを、レックスは一言でそう表現した。

　今までとは違い、敵意を剝き出しにしないレックスのその様子に鏡は目を丸くし、「ほぅ」と感心したような声をあげて微笑を浮かべる。ティナは相変わらずクルルの背中で不安そうな表情で、クルルは覚悟を決めたかのような顔つきで、パルナは視線を合わせずに仕方がないと諦めるかのような表情で、ほかの三人も鏡が言葉を返すのを待っていた。

「モチのロンだ。でもまずはこの状況をなんとかしてからな」

　鏡はそう答えを返すと、心配そうな表情で傍にまで駆け寄ってきたアリスに向き直り「だとさ」と、良かったなとでも言いたげな、はにかんだ笑顔を見せた。

　そして、鏡の突然の切り返したかのような言葉にアリスは面食らったような表情を浮かべ、すぐに嬉しそうに笑顔を見せて何も言わず頷いた。

「あんた、魔族の味方しかしないわけじゃないのね」

　そしてその言葉を聞いて、パルナがようやく鏡に視線を合わせてそうつぶやいた。

「何を勘違いしているかはしらないけど、俺は魔族の味方でもなければ敵でもない。かといって人間の味方でもなければ敵でもないってだけ。中立なの、中立」

「意味がわからない」

　思っていた通りの言葉が返って来て、パルナは冷めた表情になってそっぽを向いて、そうつぶやいた。その様子を見て鏡は心の中で「わかれよ」とツッコミつつ、先程から服の裾をクイクイッと引っ張ってきているアリスに向き直り、「どうした？」と尋ねる。

「さっき鏡さんが戦っている時、ほかの方角から悲鳴が聞こえたの。モンスターの鳴き声みたいなのも聞こえたし、たぶんあちらこちらでモンスターが暴れていると思う」

「急ぐか、さすがに魔獣ベルセルクみたいなのがポンポン降ってきているとは思えないけど念のため。まあ街の冒険者たちがなんとかしているとは思うけど……ん？」

　悲鳴が聞こえてくる方向へと足を向けた途端、大通りの脇道から慌てた様子で、一人の重装備をした門番と思われる男性が走ってきた。

　門番と思しき男性は鏡たちの姿を見つけると一目散に走り寄り、鏡たちの目の前で立ち止まると中腰になって肩をぜぇはぁと上下させ、青ざめた表情で顔をあげる。

「あんたたち、まだこんなところにいたのか……さっさと……逃げろ！　もうこの街はおしまいだ！」

　そして、呼吸もまだ整っていない状態で、必死な形相をしてそう叫んだ。

　突然のその言葉に鏡だけではなく、レックスとクルルも困惑した表情を浮かべる。

「おいおい、街にモンスターが降ってきたっていっても倒しきれないことはないだろ？　この街には腕利きの冒険者がたくさんいるし」

「侵入したモンスターならとっくにほかの冒険者たちが戦っている！　今頃きっと倒してくれているだろうが……そうじゃないんだ！」

　考えていたこととは全く違う、想定外の事態が起きていることに、鏡は表情を強張らせた。その表情の変化に不安を感じたのか、アリスも表情を曇らせる。

　何を見たのか、思い出すのも辛そうに、先程まで上下させていた肩を今度は震わせながら、門番はゆっくりと訴えかけるように血走った目を開いて言葉を発した。




「アトロス島に生息するモンスターの大群が……魔王城の方角からこのサルマリアに向かってきている！　その数……およそ１万……っ！」




　門番から放たれたその言葉に、その場にいた鏡を除く全員が信じられないかのような表情を浮かべて目を見開いた。アトロス島は高レベルなモンスターが多い代わりにスポーンブロックが少ない。普段アトロス島のモンスターを一体倒すにしても、パーティーを組んで確実に勝てるように戦うのが基本である。そんな相手が１万の大群でこのサルマリアに押し寄せてきているという事実に、絶望を感じないわけがなかった。

　この街に滞在している冒険者たちが数千人いるにしても、元々一体に対して複数人で対峙するべき相手に、敗北は見えている。

「サルマリア、終了のお知らせ」

　そんな中、鏡だけが困ったような、気だるそうな表情でそうつぶやいた。

「その情報は確かなんだろうな!?」

　そして次に、慌てふためいた様子でレックスが門番の肩を摑んでそう問いただす。

「ああ……間違いなく俺はこの目で見た！　今日はたまたま西側の外壁の上で見張り番をする日だったんだ。また性懲りもなく魔王軍の連中がモンスターを送り込んで来たと思ったら違った……空からのモンスター投下はただの陽動。正面から叩き潰しにきやがったんだ！」

　必死な形相でそう訴える門番が噓を言っているようには思えず、レックスは苦虫を嚙み潰したかのような表情を見せると門番の肩を摑んでいた手を放す。

　額に汗を浮かべ、どうしたものかと一考するレックスを、クルルとティナは不安そうな表情で見守り、答えが出るのを待った。

「それで？　どうするのよレックス？」

　考えるまでもないことだと思っているからか、現状に気圧されながらも、これからするべきことを理解しているかのような堂々とした態度でパルナはレックスに聞き出す。

「勇気と無謀は違う……ここは一度引くべきだ。サルマリアは魔王軍に奪われることになるが……態勢を立て直し、人数を集めてまた奪い返しに来ればいい。ここで無駄に死ぬことはない」

「妥当ね……そのモンスターの軍勢が来る前にできる限り街に残っている人たちを誘導してこの街から逃がすわよ」

　そしてその答えを聞いて、クルルとティナも最善と考えたからか、真剣な顔つきへと変化させ、頷いて賛同を示す。その様子に、門番は「すまない……助かる」と感謝の言葉を述べた。

「鏡……さん、あなたの力も貸してください。協力してこの街にいる人たちを救うんです」

　その時、一連の行動をボーっとした表情で眺めていた鏡の手を突然クルルが取ると、そう言って申し訳なさそうな表情で懇願した。

　それに対して鏡は、「んっ」と言って力強く握り返すとすぐさまクルルの手を離し、「その前にちょいとやりたいことが」と言って、門番が走ってきた方向へと足を向ける。

「どこに行くつもりだ？」

　そしてそのままどこかに行こうとする鏡を、レックスがそう言って止めた。

「タカコちゃんを先に呼びにいく。タカコちゃんは戦力になるからな」

「タカコ？　あの筋肉隆々の武闘家の男のことか？」

「ん？　タカコちゃんは女だよ？」

　モンスターの大群が１万体押し寄せている話より驚きはしなかったが、それでもタカコの姿を既に知っている勇者一行は、衝撃の真実に驚きを隠せず、表情を歪ませた。

「そういうわけであんたらは先に街の住人の誘導に向かっといて。アリスよろしく」

「な……貴様、何を言っているのかわかっているのか？　僕たちは魔族を殺すべきだと思っているんだぞ？　ついこの間もそのことで争ったのを忘れたのか？」

「でもあんたら、俺に聞きたいことがあるんだろ？　なら、少なくともその話が終わるまではアリスを殺すことにメリットなんてないはずだ」

　確かに、ここでアリスを殺すことになんのメリットもなかった。だが、今この街を攻めているのは魔族で、そしてアリスもまた魔族である。そのことも合わさって、もともと害である魔族がここにいるなら殺すのは当然の状況。

　にもかかわらず、友人とまで宣言していた相手を、殺すかもしれない自分に面倒をみろと言ってきた鏡の考えがわからず、レックスは再び不快そうな表情を浮かべて困惑する。

「聞きたいことなんてどうでもいいから、今すぐこの子を殺したいって言ったら？」

　そして、不可解な行動に出ようとする鏡に対し、パルナはそんな意地の悪い言葉を、微笑を浮かべながら返した。

「……殺さないで守ってやってくれ、頼むよ」

　予想外の反応と言葉にパルナは困惑する。踏ん反り返るわけでもなく、命令するわけでもなく、説教臭く言葉を理由付けて返すわけでもなく、ただ困った顔をしながら微笑を浮かべてお願いをしてきたから。

　そして予想外の言葉に呆然としていると、鏡は答えを聞かないまま駆け出して、この場からいなくなった。あまりにも突拍子のなさすぎる行動に暫く硬直するが、すぐに我にかえると「あぁ、もうっ！」とつぶやき、溜息を吐いた。

「無責任な男ね、あんた見捨てられたわよ」

　そしてすぐさま憐れむかのような表情をアリスに向けてそうつぶやくが、アリスは真っ直ぐな瞳で鏡が走り去る様子を見つめていた。

「ボクはそうは思わない。鏡さんがそうするのが最善って思ったからこその選択だってボクは信じてる」

「何言ってんのよ魔族のくせに。それであたしがあんたを殺したらどうするのよ？」

「その可能性はあったけど……そうならないってあなたたちを信じたんだと思う。だから鏡さんは変な条件なんてつけずに純粋に頼んだんだ。だから……ボクは鏡さんが信じたあなたたちを信じる」

　そう言ったアリスの手は震えていた。明らかに強がりで言っているのが見てわかり、パルナは再度溜息を吐くと「先に行くわ」と言って、街の中心のほうへと歩き始めた。

「こ、怖くないんですか？」

　そこで、自分よりも小さい相手が強がりを言っているのが心配になったのか、ティナがそう声をかける。

「怖いけど……信じる。ボクは、ぼ、ボクの願いのためにも信じなきゃ駄目だから」

　そう言うアリスの立ち振る舞いは変わらない。真っ直ぐに真剣な表情で鏡が去った後を見つめている。だがその身体は確かに震え、目には涙がたまっていた。

　鏡がどうしてこのような行動に出たのかはわからないし、その判断を信じるつもりではいるが、それでもやはり不安は拭いきれなかった。

　アリスの目標は人間との和解と共存だ。なのに、それを崩すかのように１万という数のモンスターが押し寄せてきている。そしてこれは火種の始まりにしかすぎず、今回のことをきっかけに魔族と人間の関係は悪化する。たとえこれから父親の元に行って暴挙を止めたとしても、サルマリアの住人は故郷を奪われたと魔族を憎むだろう。

　仮に、鏡が言っていたように第三軍として戦ったとしても、終わりが見えなかったから。

「大丈夫です。安心してください」

　その時、涙を浮かべるアリスに対し、包み込むようにアリスを抱きしめてクルルがそう言った。

「約束は違えません。私も、鏡さんのことを信じようと思います。あなたは無害なのでしょう？」

　安心させようと思ったのか、アリスが今抱えている不安とは別の見当違いな言葉を述べる。

　だが、少なくとも目の前で抱きしめてくれている人は理解しようとしてくれているという事実に、不思議とアリスは安堵し、気付けば手の震えが止まっていた。

「……行くぞ」

　そしてその光景を見て異様な感覚に包まれたレックスは、思い悩んだような表情を浮かべてそうつぶやき、パルナの後を追う。

「先に……一つだけ教えてください。あなたにとって、鏡さんはどういう人ですか？」

「えっと……分け隔てなく接してくれる……じゃなくて、えっと、その……優しい人」

　アリスのその言葉に、「そうですか」と、わかっていたかのような満足した表情を浮かべ、「行きましょう」と言ってアリスの手を引いてティナと共にレックスとパルナの後を追う。

　三人が追いつくのを待っていたのか、すぐにレックスとパルナと合流すると、街に逃げ残っている住人がいないか、走り回って探し始めた。

　道中、何度かほかの冒険者が倒しそこねたモンスターが襲い掛かってきたが、鏡が倒した魔獣ベルセルク程の強敵ではなく、四人の力を合わせて掃討していった。

　街の中は阿鼻叫喚の地獄絵図だったが、諦めて東側に向けて逃げていく者が多く、西側を中心に建物の中にまだ残っている者がいないか大声で呼び掛けながら移動する。

「モンスターはほかの冒険者たちが倒してくれたのかしら？　もうほとんどいないわね」

「で、でも１万のモンスターの大群が来ていますから、逃げ遅れている人に教えてあげないと」

　パルナは周囲を警戒しながら歩き、ティナが大きな声で「モンスターの大群が向かって来ています！　皆さん逃げてください！」と呼び掛ける。そして、その後ろをレックスとクルルとアリスが逃げ残っている人がいないかを念入りに確認していく。

「そういえばお前、魔族なのにどうして魔力が発生していないんだ？」

　その途中、ふとアリスの角から魔力が発生していないことに気付き、レックスはアリスに向かってそう聞いた。レックスのその言葉に「そういえば……」と言いながら、アリスのお洒落なリボンで隠された白い布が巻かれた角らしき部分をつんつんとクルルはつつく。

「この布のおかげだよ。鏡さんがくれたんだけど……スポーンブロックから作れるレアアイテムで、魔族が放つ魔力を完全に抑えることができるんだ」

「ええ！　じゃあそれを魔族全員がつけたらモンスターは発生しなくなるんじゃないですか！」

　予想外のその言葉に、さりげなく聞き耳をたてていたティナがアリスの目の前に迫ってそう叫び散らす。レックスもクルルも予想外だったのか、信じられないものを見るかのような目でまじまじとアリスの角につけられた白い布を見つめた。

「難しいかも。生成されたてのスポーンブロックからじゃないと作れないらしくて、凄く貴重だって鏡さんが言っていたから」

　そして、せっかく興味を示してくれたのに残念な報告しかできないことを少し惜しく感じながら、正直にアリスはそう答えを返した。その様子にパルナは「当然……よ」と、内心驚きながらもつぶやく。

「……っ！　危ない！」

　その瞬間、前方を見ていたアリスが目を見開いてそう叫び、アリスの視線から自分が狙われていることを察したパルナが左へと跳ぶ。直後、パルナが先程まで立っていた位置に、青白い光を放つ球状の物体が飛び、着弾するとその場で爆発して炎を巻き上げた。

「アリス様から離れろ！」

　その声が聞こえた瞬間、勇者一行は全員武器を手に取り身構える。何事かと確認すると、そこにはピンク色の道着を着た筋肉質な女性と、サーコートに身を包み、白銀の長髪にハットを被らせた男性が立っていた。

「タカコさん！　メノウ！」

　そしてその姿を見て、アリスが真っ先に反応して二人の元へと駆け寄る。するとメノウは、あまりにも普通に解放されたアリスに対し、「あれ？」っと、困惑した表情でアリスを迎え入れた。

「アリス様！　よくぞご無事で……っ！　あっさりと解放されましたが……どういうことで？」

「えっと……説明すると長いんだけど……」

　なんとなく察しのついたタカコはアリスの説明を聞くまでもなく、武器をこちらに向けて構える勇者一行に視線を送ると、「……随分と異色なパーティーが結成されたものね」とつぶやき、溜め息を吐いた。

　そして、右手を頰に置いて溜め息を吐く目の前のピンク色の道着を着用した筋肉質な存在に対し、レックスとティナとクルルは息をのむ。「これが……おん……な？」と。

「魔力、隠れてないけどいいのかしら？　角は隠れているみたいだけど」

　そこで、タカコが女性だろうが男性だろうがどうでもよいと思い始めていたパルナが、メノウに嫌悪の視線を向けながらそう聞き出す。

「この混乱だ。魔力が発生していることなどいちいち気にしている奴もいなかろう。この周辺にスポーンブロックもないであろうしな。それより、なぜ貴様たちがアリス様と行動を共にしている！」

「鏡さんに頼まれたんです。この事態を解決するべくタカコさんの力を借りると言って……鏡さんにはお会いしていないのですか？　鏡さんはタカコさんを探すと言っていたのですが」

　下手にメノウを刺激しないよう、武器の構えを解いたクルルがメノウの質問に答え返す。

　返って来た言葉に、タカコとメノウは顔を一度見合わせると、心当たりがないのか、困ったような表情を浮かべて首を左右に振った。

「宿屋から真っ直ぐこっちに来たのだけど……この街、入り組んでいるし、どこかですれ違ったのかしら？　とにかく見てないわね」

　その言葉に「そうですか……」と、逆にはぐれる結果となってしまった鏡を心配に思いながらクルルはつぶやいた。経緯を知らないタカコとメノウは、どうしてこんなにもクルルが心配そうにしているのかわからず、首を傾げる。

「誰かっ！　誰か来てくれ！」

　その時、西側の方角から慌ただしく助けを呼ぶ声が、一同の耳に入る。すぐさま全員その声に反応して振り向くと、そこにはよろめきながらも必死に助けを乞う門番の姿があった。

「誰か……誰でもいい……西の、西側にある門に来てくれ！」

　門番はタカコたちを見つけると一目散に駆け寄り、目の前で立ち止まると、肩を上下させて乾ききったガラガラの声でそう言葉を放つ。

　先程、この男性とは違う門番に西側からモンスターが迫っているから逃げろと言われたのに、その真逆のことを言っている門番を変に思い、レックスとティナは困惑した表情を浮かべた。

　そんな中、クルルが回復魔法で体力を回復させ、心配そうな表情で何があったのかを落ち着いて話すように促す。すると──、




「……一人で１万のモンスターの大群に立ち向かっている馬鹿がいるんだ！　止めたんだ！　止めたけど聞かなくて！　どう考えても強そうには見えない村人みたいな格好してるのに……たった一人で、今もこの街のためにモンスターと戦っているんだ！　誰か……誰でもいい！　見捨てられねえ！　連れて逃げてくれるだけでいいから……助けてやってくれ！」




　自分で見たのに、自分でもその無謀な挑戦を信じられていないのか、困惑した落ち着きのない様子で門番はそう叫んだ。

　直後、アリスは西側の壁門へと向かって一目散に走り出した。一瞬でも、これからのことを考えて不安になっていた自分を後悔しながら。

「……鏡さんっ！」

　どうして自分を勇者一行に任せてタカコを呼びに行こうとしたのか疑問だった。

　最初は、タカコを急いで探すのに自分が足手まといになるからだと思っていた。緊急事態の今、一番効率の良い方法で動こうとするのは当然のことで、だから勇者一行に任せたのだと思っていた。

　諦めたのだと思っていた。もうこうなってはどうしようもないから、今できる最善をせめて尽くそうとしている。鏡ならそう考えると勝手に思っていた。

　でも違った。

　鏡は諦めていなかった。この街が奪われたとなれば、その傷を埋めるのは不可能に近い。だが奪われなければ、まだなんとかなる可能性はある。取り返しのつかなくなる程に、憎しみに埋め尽くされることはなくなる。攻めてきたという事実はなくならないが、人間が勝利したという賛美が生まれて憎しみは収束する。なぜなら、まだ誰も何も失っていないはずだから。

　鏡は、まだ魔族と人間との関係を諦めていない。かつて諦めた道を必死になって取り戻そうとしてくれている。自分を勇者一行に預けたのは、そういうことなのだ。だからあの時、快く承諾しない勇者一行に鏡は困った顔を浮かべながら素直にお願いしたのだ。最善を尽くすために。

「優しいなぁ……鏡さんは、本当に……っ！」

　鏡は、自分の夢を全力でサポートしてくれている。なのに、不安がって半分諦めていた自分が情けなくて恥ずかしくなり、同時に後悔した。そしてその言いようのない感情をぶつけるように、アリスは西側の壁門へと向かってがむしゃらに走った。

「そんな小さい歩幅じゃ、到着するのに時間が掛かっちゃうわよ」

　直後、背後から猛スピードで追いかけて来たタカコにそう言われながら、アリスはヒョイっと拾うように持ち上げられて抱えられる。そして、先程とは比べものにならない程の速度でサルマリアの街の大通りを駆け抜け始めた。

「タカコさん……鏡さんが！」

「わかっているわ。急ぎましょう……さすがにレベル９９９で自動的に回復するスキルがあったとしても、１万の数が相手だと攻撃の手数が違いすぎて厳しいはずだし」

　そう言いながら猛牛が突進するかのような勢いでタカコは走り続ける。その時、背後から何者かが近付く気配を感じ、タカコは走りながらも後ろを振り返った。するとそこには、猛スピードで走るタカコに迫る速度で勇者一行が追いかけて来ていた。

「あらぁ？　よく追いつけたわね……それなりに本気で走っているのに」

　そう言いながら、追いつこうとするレックスに合わせてタカコは少しだけ走る速度を落とす。

「はぁ……はぁ……っ！　こっちには……賢者のクルルがいるんでな、素早さを一時的に上昇させる魔法をかけてもらっている。むしろ……それをかけないで息を乱さずにこの速度で走るあんたが異常なんだ！」

　レックスにそう言われて視線をクルルとティナとパルナに向けると、体力の限界が近いのか全員、徐々に走る速度が落ち、さらに表情を歪ませていた。レックスだけが少し余裕を見せているが、どうせ助けに行くなら全員揃っていたほうが良いと考え、合わせてタカコも速度を落として並んで走る。

「もしかして助けてくれるのかしらん？」

「奴とは話したいことがあるから仕方なくだ。それに……一度聞いてしまったのに見捨てるのも寝覚めが悪いしな」

　タカコの質問にレックスはそう言って答えを返すと、照れ臭そうに視線をタカコから背けた。

　その光景にタカコは「へぇ……」と、レックスは勇者という立場を守って魔族と敵対しているだけで、そもそもの人間性は悪くないのだと気付いて感心する。

「あれ？　メノウは？」

　そこで、タカコに抱えられているアリスが背後に視線を向けてそうつぶやく。

「あの魔族なら先に建物の屋根を伝って一直線に西の壁門に向かったぞ。魔族だけあってふざけた跳躍力だったよ」

　レックスのその言葉を聞いて、「その手があったか」と、タカコは指をパチンっと弾く。

「それより……あの村人の行動はどういうことだ？　貴様はあの男と長いのだろう？　なぜあいつは１万の軍勢に一人で立ち向かおうとする？」

「本人に聞かないとわからないけど、一人で行ったのは誰も犠牲にしたくなかったから……つまり自分でも無茶だってわかってるのよ、たぶん。それでも立ち向かうのは魔族に街を襲われて奪われたという恨みを人間に残したくないからでしょうね。魔族のために、人間のために、どちらのためにも戦っているのよあの子は」

　そのタカコの言葉に、アリスは少し悲しそうな表情を浮かべた。最初は足手まといだからと思っていたが、今思えば噓をついてでも自分を巻き込みたくなかったのだろう。そう思えてしまうからこそ、先程の自分の考えを叱咤したくなった。

　そしてそれとは対照的にレックスは失笑し、馬鹿馬鹿しいとでも言いたいような表情を見せた後、聞きたいのはそれではないと言わんばかりに表情を強張らせた。

「奴が人間と魔族の共存のために少しでも傷跡を残さないよう戦おうとしているのはなんとなくわかる。僕が聞きたいのはそんなことじゃない！　理由があるにせよ、どうして死にに行くような戦いを挑もうとしているのかだ！　勇気と無謀は違う……それがわからない程愚かな奴だとは思えん」

　その言葉に、タカコはレックスから視線を外して前を見た後、表情を暗くして真顔になった。

「あの子には勇気だとか無謀だとかの定義は一切存在しないわ。あるのはとてもシンプルな考えだけ。できるかできないか……諦めるか諦めないか……これだけよ」

　そしてその様子の変化と声色が低くなったのを見て、レックスは走りながらも緊張し、額に脂汗を浮かべながらタカコの言葉に耳を傾けた。

「今鏡ちゃんが戦っているということは少なくともできるって考えたのよ。もちろん可能性は低いでしょうけど……１％でもできる可能性があるのならあの子はやるわ。特に今回のことは諦めたくないでしょうしね」

「馬鹿な……命を捨てるようなものだぞ。たとえ１％の可能性があったとしても、99％は死ぬ。無謀もいいところだ！」

「言ったでしょ？　勇気だとか無謀なんて定義はないって。可能性があるなら後はそれに対する思い入れで決めるのよ。諦めるか諦めないかをね」

　その答えに納得がいかないのか、レックスは不可解な表情を浮かべてタカコのすぐ隣を走り続ける。その様子を見て「仕方がないか」とタカコは溜め息を吐き、鏡のイメージが変わってしまうかもしれないため、言わずにおこうとしていたことを口にする。

「鏡ちゃんは……どんな生物においても大切なものが一つだけ欠けているのよ」

「大切な……もの？」

　そのタカコの言葉にレックスだけでなく、少し後ろのほうを余裕のない表情で走っていたクルルとパルナとティナも耳を傾けた。アリスも、以前聞こうとして結局聞けていなかったそれの答えに対し、息をのんで耳を傾ける。

　そしてタカコは、どこか憐れむような表情をしながらも、ゆっくりと口を開いた。

「死に対する恐怖心、抵抗。鏡ちゃんにはそれが一切ないわ」

　放たれた言葉に、全員が不可解な表情を浮かべた。

「どういう意味だ？」

「言葉通りの意味よ」

　レックスには言葉の意味が理解できなかった。死に対する覚悟。それは魔王討伐を試みる者なら誰もが持っている勇気であり、持たなければいけない必需品でもある。いつ死ぬかもわからない、そして死ぬ可能性の高い魔王討伐で、今更死に対する恐怖は勇者一行にはない。それが欠けていると言われても、いまいちピンとは来なかった。

「死の恐怖など、あの村人でなくても僕たちにもとっくにない……それが特別なのか？」

　そんなレックスの言葉に、タカコはふうっと溜め息を吐いた後、「見てればそのうちわかるわ」

　とだけ告げて、そこからは何も言葉を発さずに西側の門へと走り続けた。

　暫くして、アリスの視界に巨大な壁と見慣れたサーコートに身を包んだ男性が見え始める。

「メノウッ！」

　先に向かったにもかかわらず、何もせずに立っているだけのメノウに対し、アリスは声を張り上げて呼び掛ける。だが、アリスの声にメノウは反応しなかった。

　西側の壁門に辿り着くと、閉ざされていたはずの壁門は開かれていた。

　そしてそこに、メノウと十数人の門番が、ただ、驚愕の表情を浮かべながら、壁門の外で行われている信じられない光景を凝視していた。

「メノウちゃん、鏡ちゃんは？」

　タカコがそう言って呼び掛けるが、それでもメノウは言葉を発さなかった。まるで何かに縛り付けられたかのように一点を凝視し、言葉にできないとでも言うかのように、壁門の外を指差した。全員がその指の先を追ったその瞬間、タカコ以外の全員がメノウと門番たちと同じように驚愕の表情を浮かべ、言葉を失った。

　西側の門を出ると、眼前に広がる乾いた大地。今にも乾いて消えてしまいそうな程に少量の草が点々と生え、枯れて折れてしまった木やごつごつとした岩がそこら中に転がり、夕日が赤土を照らしているアトロスの荒野。そこには門番が言っていた通り、確かに１万はいるであろうモンスターの大群がサルマリアへと迫って来ていた。だが、そのモンスターの軍勢はサルマリアからほんの少し離れた地点で進軍の足を止めていた。

「か……鏡、さん？」

　視界に映るべきモンスターの軍勢、その軍勢がまるで大したことがないかのように見える程に圧倒的な存在感を放つ一人の悪魔のような存在……鏡に、アリスは目を疑う。

　本来の目標であるサルマリアを攻めようとはせず、そこにいた一人の存在に、その場にいる全てのモンスターが敵意を向けていた。「ここでこの存在を倒さなければ、まずい」。全てのモンスターがその存在が現れた瞬間、本能的にそう判断したのだ。

　そして鏡は、人間と同じ形状をしながら緑色の肌を持ち、岩石をも軽々と持ち運べる程に力強く、人間の数十倍の大きさを誇る一つ眼の巨人、サイクロプスと呼ばれるレベル１６８のモンスターの脚を片腕でガッチリと摑み、武器のように振り回して、周囲に存在する大量のモンスターを、まるで紙吹雪を舞わせるかのように薙ぎ払っていた。

　アトロス地方に生息する、最も接近戦を何の策略もなしに挑んではいけないといわれているサイクロプスを片手で振り回す人間がいる。それがどれだけ狂った出来事なのか、それを実際に見ていた者たちはその光景を言葉にしようともしなかった。見たら、わかるから。

「っ……危ないぞ！　あいつ！」

　レックスがそう叫んだ瞬間、モンスターの軍勢の中に交じっていたレベル１２６の爬虫類のような見た目をした飛行モンスターが、鏡に向かって口から熱光線を一直線に向けて放つ。

　だが、鏡はそれを当たる寸前のところでギリギリ回避する。少し間に合わなかったのか、頰にパックリと傷が開くが、意に介していないのか不敵な笑みを浮かべ、鏡は手に持っていたサイクロプスを飛行していたモンスターに槍を投げるように投げつけた。

　手元にサイクロプスがいなくなった瞬間、周囲にいたモンスターたちが一斉に鏡へと襲い掛かる……が、立っていた周囲に爆風を巻き上げ、鏡は一瞬にしてその場から姿を消した。

　直後、動きがぶれてまるで残像が生み出されているように見える鏡の姿がモンスターたちのすぐ目の前に次々に出現し、何をしているのかわからない程に両手を高速で突き出すと、モンスターたちは紙吹雪を舞わせるが如く上空へと吹き飛ばされ、その姿をお金へと変化させていった。

「なんて……力だ」

　その光景を目の当たりにしたレックスが思わずそう言葉を漏らす。

　だが、鏡が攻撃を終えて再び先程まで立っていた位置へと足を下ろした瞬間、間髪入れずにサイクロプスが巨大な腕で薙ぎ払い、近くに存在した巨大な大岩へと鏡を叩きつけた。

　それだけでは終わらず、数十体の飛行していたモンスターたちが次々に鏡が叩きつけられた大岩へと熱光線を放ち、大岩の周囲に小さな爆発を無数に巻き起こす。

　放たれた熱光線に耐えられず大岩は半壊し、爆発の影響で巻き上げられた砂が煙のように巻き上がる。その中からゆったりと、まるで攻撃を喰らったことを意に介していないような鋭い眼差しと、不敵な笑みを浮かべながら、額から血を流してボロボロになった姿の鏡が再びモンスターたちの軍勢の元へと走って向かって行く。

「ねえ……あいつ」

　驚愕の表情で額に汗を浮かべたパルナが言おうとしたことを、その場にいた全員が理解できた。ダメージを確かに喰らっている。それも重傷だ。なのに……恐れずモンスターの軍勢へと立ち向かっている。その狂気に、息をのまずにはいられなかった。

「言ったでしょ？　あの子には死に対する恐怖心がないって。どんなダメージを受けても、死ぬギリギリになるまであの子は安全な戦いなんてしようとしないわ。あの子の考えにあるのはできるかできないかだけ。できる……やると思ったら死ぬまで止まらないし、できない……やらないと思ったらすぐに諦める」

　そう言うタカコの言葉を聞きながら、勇者一行はボロボロになりながらも戦い続ける鏡の姿を見て目を疑った。少しずつ、少しずつだが、戦ってダメージを受けていない間に鏡の傷がなくなっているように見えたからだ。そんな勇者一行を見て察したのか、タカコは「鏡ちゃんのスキルよ」とつぶやくと、再び勇者一行は驚愕の表情を浮かべて鏡のほうへと視線を向ける。

　死ぬようなダメージを受けても屈さず、立ち向かい、そして立ち向かっている間に傷を癒やし、また戦い、傷をつけて、そして……笑っている。まるで、悪魔のようだった。

　あるいは、鏡がアリスを勇者一行に預けたのも、今のその姿を見られたくなかったからかもしれない。そう思える程に、今の鏡は明らかに普通ではなかった。殺気の籠った眼、睨まれれば背筋が凍てついてしまうのではないかと思える程に近付きがたいオーラを放ちながら、１万という数のモンスターに立ち向かっている。

　その場にいた全員が見た瞬間にわかった。これが、鏡の本気なのだと。自分たちと相対した時はまるで本気じゃなかったと思わせる程の圧倒的存在感。

　戦神。

　果てしなく厳しい、もしくは不可能なはずの戦いにもかかわらず、全て倒せてしまうのではないかと思える程に、１万の軍勢よりも鏡一人に恐怖心を抱いた。抱かずにはいられなかった。

「どうして奴はここまで強く……いや、強くなろうと思ったんだ？　いったい奴の何がここまでの力を手に入れるための動機になった!?」

　今もモンスターの攻撃を全てその身で受け止めつつ、果敢にも素手で相対し、笑みを浮かべて戦い続ける鏡から視線を外さないまま、レックスは震えた声でタカコにそう問う。

「……さあ？　どうしてあそこまで強くなろうと思ったのかは私にもわからない。でも、最初に戦うための力を欲した理由なら……たぶんだけどわかるわ」

　そしてそんなレックスの問いかけに、見守るような視線を鏡に送りながら、タカコはそう言葉を返した。

「戦う力を欲した理由だと？」

　すると、レックスはそう言って視線を向けずに興味を示す。

「あなたとそう変わらない理由よ、きっと……勇者、レックス・チクビボーイとね」

　そしてタカコがレックスのフルネームをつぶやいた瞬間、レックスを含む、その場に居合わせたアリス、メノウ、パルナ、クルル、ティナの六人はタカコにバッと振り返るように視線を向けた。

「貴様……僕を知っているのか？」

「これでもバーの店長もやってるのよ私？　だから情報通なの。まあ……そうじゃなくても有名だとは思うけどね。ヘキサルドリア王国王都内の名家の生まれでありながら、勇者の役割を持って生まれた将来を約束された男……レックス・チクビボーイ。旅先の道中で滅多に出現しないはずの高レベルのモンスターに運悪く遭遇して家族が惨殺され……まだ幼すぎる跡取りではどうしようもなく堕ちていった名家……だったかしら？」

　タカコのその言葉を聞いて、当たっているからか、レックスは露骨に不快な表情を浮かべた。

「その後、跡取りは行方しらず……そして今に至るって感じかしら？」

「そうだったんですね……私、知りませんでした」

　表情を歪ませるレックスを見て、その時の心情を少し共感したからか、クルルはしゅんっとした浮かない表情で小さくそうつぶやいた。

　その傍らで、パルナが「あんた……チクビボーイって言うのね……」と、ぼそぼそとつぶやき、レックスの過去よりもそちらに意識を向けていた。するとそれを聞いて、続くようにしてクルルも浮かない表情のまま「チクビボーイ……ですか」とつぶやき、さらにその奥でティナが「……チクビボーイ」と、唖然とした表情でそれだけつぶやく。

「っつ！　とにかく、僕のことはどうだっていい！　僕と同じということは奴も両親をモンスターに殺されたのだろう？　なら、その復讐心で戦う力を欲したということか？」

「そうね。戦う力を欲した理由はきっとそうだと思うわ」

「なら……なぜ奴は魔族を庇う？　モンスターに殺されたのであれば、それを生み出す魔族を殲滅することで復讐を果たそうとするべきじゃないのか？」

「そこがあなたと違うのよ。あなたは両親ともモンスターに殺された。でも鏡ちゃんは父親をモンスターに殺され、母親を……人間、私たちと同じ人間に殺されたのよ」

　それを聞いて、レックスは理解するとともに絶句した。ずっと胸に残り続けていたしこりのようなものが取れたような感覚がした。復讐心で、モンスターと戦い続けてきたからこそ、それが何を意味するのかがわかった。タカコが口にして説明するより早く、一瞬で理解した。鏡がどうして中立の立場を保つのか？　どうして自分が鏡にイライラしていたのか？　どうして今まで、モンスターと戦いながらも疑問に思い続けてきたのか。

「モンスターに大切な人を殺されたからモンスター全てに復讐する。じゃあ人間に殺されたから人間全てに復讐する？　根絶やしにする？」

　その場にいた全員が、その答えを簡単に思い浮かべた。復讐したとしても、その特定の人物だけで、人間全てを恨んだりはしない。なぜかと言われれば、同じ人間だからとしか言いようがなかった。同じ社会を構成している仲間だからこそ殺せない。というより、そもそも殺す理由がない。殺しても意味がないから。だが、モンスターには意味がある。そもそも人間に害をもたらしているからだ。

　つまり、復讐心でモンスターを全て殲滅するというのは建前でしかない。そういう世界の仕組みの中では、殺しても問題ないし、元々殺すべき存在だから殺すだけ。それは復讐ではなく、世界の仕組みに従っているだけだった。

　そしてアリスは、鏡が言っていた「あほらしいから」という言葉の意味をようやく理解する。人間にとって都合が良いから殺すという行動に対して言っていたのだと。

　だがそんな中、パルナだけは頭でわかってはいても認めようとしなかった。

「僕は…………流されていただけだったのか？」

　レックスが顔を俯うつむかせながらそうつぶやく。だがその様子を見て、クルルはレックスの背中をポンッと叩いて支えようとする。

「鏡さんは言っていました。魔族は害だと、人間にとっての敵であると。でも、それでも中立を保とうとするのは鏡さんに何か考えがあってのことだと思います。だから私は、モンスターや魔族と戦い続けることは決して流されていることだとは思いません。そうしなければ安全を保てないから……それも一つの答えだと思います」

　そう言って、何かを覚悟したかのような表情をクルルは浮かべると、前へと足を踏み出した。そして五歩進んだところで一度立ち止まり、振り返ってタカコたちのほうを見ると苦笑いを浮かべる。

「もう大方わかってはいますが、どうしてその世界の在り方に逆らおうと思ったのか、それだけ最後に私はあの人の口から直接聞きたい。そのためにも、今あの人に死んでもらっては困るんです！」

　そしてそう言いきった後、再び決意したような真剣な表情を浮かべ、クルルは１万のモンスターの軍勢がいる鏡の元へと向かって走り出した。

「僕も……まだ奴には聞きたいことがある。どうやってそこまで強くなったかだ！」

　突然走り出したクルルを見て、レックスが溜め息を吐いて微笑を浮かべると、クルルの後に続くようにそう言って走り出し、鏡の元へと向かう。

「ちょ、ちょっと待ってくださいクルルさん、チク……レックスさん！　回復できないとすぐに死んじゃいますよ！」

「いいじゃない……直接その口から聞いてやるわ。あいつが抗おうとするその理由を！」

　そして次に、突然走り出した二人を見て、慌てて追いかけるようにティナは走り出し、まるで見定めるかのような鋭い視線を先にいる鏡へと向けながらパルナが走り出す。

「んまぁ……青春だわぁ！　こんな展開見せられたら私も久しぶりにたぎっちゃう！　行くわよ？　行っちゃうわよ？　うろぉぉぉああああああああああ！」

　続いて、ついこの間まで敵対視していた勇者一行が、鏡のために走る姿を見たタカコがそう叫び、全身に血を巡らせて筋肉を肥大化させると、前方を走る勇者一行を抜き去る勢いで走り出した。

「た、タカコ殿!?　わ、私も加勢します！」

　そんなタカコに続き、たとえ裏切り者と言われたとしても、鏡を守るために戦うことには価値がある。そう思えたメノウは何も躊躇うことなく走り出した。

「み、皆……！」

　そして、走りゆく戦士たちを見送った後、自分にも何かできることがあるのではないかとその眼差しに闘志を燃やし、アリスも踵を返してサルマリア内の東側へと向けて走り出した。
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　いつから、こんないつ死ぬかもわからない戦いに挑むようになったのかは覚えていない。そして、いつからこんなに戦いに恐怖心を抱かなくなったのかも、鏡はもう覚えていなかった。

　格上と戦うというのは、経験値が入ることを知る鏡にとって、常に新たな可能性を見出すためのチャンスだと思っていた。だから、嫌でも挑み続けた。そこにぶつかっていかなければ、自分はいつまでたっても変わることができないと考えたから。

　死の恐怖がなくとも、不毛であることは認識できた。でも、それでも挑もうと思うのは、可能性の低いその戦いに勝利した先に、一つの壁を越えた自分が必ず存在したから。だから、鏡は戦う。その壁を越えた先、誰もが、神でさえも想定していなかった自分へと変わりうる。鏡は危険な戦いであればある程、勝利した時の自分にワクワクしながら戦うのだった。

「今回は……ちょっとばか……し、やばいかも」

　だが、迫りくるサイクロプスを殴打で後方数十メートル程吹き飛ばしたその隙をつかれ、周囲にいたモンスターたちに攻撃を受けて傷を負った鏡はそうつぶやく。

「まだ体力には余裕があるけど……これは間違いなく無理だな。手数が違いすぎ。まだ数千体はいるだろうし……オワタかも」

　そこで、鏡はまだ体力のあるうちに、早々にこの勝負の結末を判断した。

　勝利した自分を常にイメージしながら鏡は戦う。だが、その勝利のイメージができない時は別だった。今までも、「勝てるかな？」という見積もりが甘く、確実に無理、１００％不可能な状態に陥れば『無駄』と判断してさっさと逃げてきた。その代わり、勝利の可能性が少しでもあるならば、鏡は戦うのをやめない。その戦いは『無駄』じゃなくなるから。そして鏡は無駄と可能性の二択に分けて、今まで可能性の低い戦いもずっと勝ち抜いてきた。

「あーあ……俺は何やってるんだろうな」

　しかし今回は、間違いなく１００％負ける戦いだった。負けて逃げられなかったら死ぬ。今まで積み上げてきた全てが崩れてなくなる。でも、それがわかっているのに、鏡は逃げようとは思わなかった。

　なぜか？

　この戦いが、無駄だとは思わなかったからだ。

「さって、何体まで削れるかな？」

　ここで削れるだけ削って、半分でもモンスターを倒せたら、きっとサルマリアにいる冒険者たちは士気を取り戻すだろう。

　そうなれば、きっとこの街は救われる。ここを占拠されることで始まる長い戦争を防ぐことができる。たとえ魔族との共存の道が遠のいたとしても、いつかきっとアリスやタカコがなんとかしてくれる。これが、憎しみが広がらない最善の方法だと、鏡は思ったからだった。そして、その可能性は充分にあった。鏡は勝利するために戦ったのではなく、『共存の道』という可能性に賭けた。

　アリスが再び指し示してくれた道を、もう諦めたくなかったのだ。

「何で俺……笑っているんだろうな」

　そして、やはりワクワクしていた。これを乗り越えた先に、自分がかつて目指したその道の可能性が残されているのだと。自分は見られないかもしれないが、この世界の在り方に抗うその光景をイメージするだけで、鏡の奥底から戦う力が溢れ出していた。

　覚悟はもう決まっていた。限界ギリギリまで戦う。それで逃げられるなら逃げる。無理なら死ぬ。そこに後悔は絶対にない。

「よっしゃ！　まとめてかかって来い！　俺を倒さない限り、サルマリアには行かせねえ。俺の命は奪われても、俺が夢見た可能性だけは奪わせねえ！」

　そう宣言した次の瞬間、鏡は瞬発的に前方へと突進し、目の前に立ち塞がっていたサイクロプスの胴体を全力で貫いて真っ直ぐに吹き飛ばした。吹き飛ばされたサイクロプスはそのまま弾丸となって後方に存在したモンスターたちを蹴散らして吹き飛び、一直線にまるで広域殲滅魔法を使ったかのような荒地ができ上がる。

　直後、周囲にいたモンスターたちが一斉に飛びかかるが、背面蹴りでモンスターの一体を蹴り飛ばし、次に圧し掛かってきたモンスターを背で受け止めて投げ飛ばし、迫っていたモンスターにぶつけ、残りの飛び掛かって来ていたモンスターたちを、目にも止まらぬ早さで殴り飛ばして粉砕した。

　だが、息をつく暇も与えられずに次の攻撃が襲い掛かり、鏡はすぐさまそれに対応する。対応し続ける。そんな中、周囲のモンスターたちに視界を遮られて気付けず、空を飛んでいるモンスターが放った熱光線が、鏡の目の前に存在するモンスターの胴体を突き破って接近した。

「可能性だけじゃありません。命だって……奪わせません！」

　突然現れたその熱光線は確実に、自分の胸元に当たると鏡は覚悟した。だが、熱光線は鏡の身体に触れることなく、鏡を覆った謎の力によって掻き消される。

「聖雷・剛烈波斬！」

　そして次の瞬間、叫ばなくても使えるはずの技名が轟き、鏡のすぐ背後に存在したモンスターの数体が、電撃を逬ほとばしらせた光の刃によって一撃で綺麗に排除される。

「僕は勇者だ……村人である貴様が戦って、僕が戦わないなんてことは……ありえない！」

　そして次にその言葉が聞こえ、鏡は声の方向へと振り返る。するとそこには、鏡に対して魔法を発動しているのか、掌を向けて魔力を放つクルルと、剣を構えたレックスが立っていた。

「……うほ!?　勇者と賢者が死にに来た」

　困惑した表情を浮かべ、どうして二人がここに来たのかわからないまま、鏡はそう言った。

「助けに来たの間違いよ……鏡ちゃん！」

　そして、その理由を考える間もなく、驚きの顔面と速度で接近してきたタカコが鏡のすぐ横を通りすぎ、そう叫びながら鏡のすぐ後方に接近していた甲殻を持ったモンスターを、走る速度と勢いを利用して蹴り飛ばす。すると、甲殻を持ったモンスターはそのまま吹き飛ぶことなく、まるで卵を割ったかのようにもろく粉砕されるとその姿をお金へと変えた。

「タカコちゃんまで……何してんの？」

「助けに来たのよ。鏡ちゃんを死なせないためにね」

「いやだから、俺……戻らねえぞ？　ギリギリになって逃げられるなら逃げるけど」

「わかってるわよ。だから、全部倒すわよ」

　そう言って、熊も逃げ出しそうな迫力で構えるタカコを見て、鏡は頭に『？』を浮かべた。意味がわからなかった。三人加わったところで結末は変わらない。なら、その犠牲は自分だけで良いはずだった。

「無駄なことすんなよな。命を大事に！　俺はタカコちゃんに死なれると困るんだよ。そこの勇者とお姫様も、何も無駄に命を散らすことないって、俺が削れるだけ削るからさ」

「なら、鏡殿が削らなければいけない部分の少しを私が負担しよう。無駄に命を散らすリスクを背負わなくていいのは鏡殿も同じだぞ？」

　次の瞬間、鏡の後方十数メートル内に存在したモンスターたちが、突然空から雨のように降り注いだ稲妻によって消え去った。そしてそう言いながら、稲妻を放ったであろうメノウがゆっくりとレックスの背後から歩み寄る。

「いや、お前は立場的に来ちゃダメくない!?　いや、今更だけど！」

「私も鏡殿と同じということだ。今は、貴殿の命のほうがずっと価値がある」

　そう言われて鏡は唖然とした。だが不思議と、頰が緩んだ。

「あー！　やっぱりボロボロです！　使い古した雑巾みたいになっています！」

　そして、気付けば自分の身体の傷が癒えていた。自分のスキルであっても、こんなに早く治ることはない。そう思って呆然としていると、回復魔法をかけてくれたと思われるティナが、慌ただしく鏡に駆け寄った。

　その背後からパルナが近付き、「あんたにはまだ死なれたら困るのよ」とつぶやく。

「……マジでいいの？　死ぬよ？」

「死にませんし、死なせません！」

　ふんっと意気込みながらそう言うクルルを見て、鏡は一瞬開いた口が塞がらなかった。だがすぐに口を閉じる。心が温かくなった。ずっと一人で戦っていたがために鈍くなっていた感覚が徐々に戻り始めた。タカコたちは、サルマリアが無事であるという可能性に賭けたわけではなく、鏡の命が無事に戻るという可能性に賭けてここに来てくれたのだと気付いた。正直に鏡は嬉しかった。今まで自分の無茶に付き合ってくれる馬鹿なんていなかったから。自分の命を本気で心配してくれる相手が今までいなかったから。さっきまで溢れ出ていた力が、さらに溢れて疼うずきだす。

「よし……作戦変更！　やれるだけやって逃げるチキンスタイルで行くぞ！　命を大事に！」

　その瞬間、鏡はまず空を飛んでいる厄介な敵から片付けようと地面を蹴って跳び上がる。襲い掛かるモンスターが地に立っている相手だけになれば、必然的に攻撃の手数も減って、全員が生き残れる可能性が高くなると考えたからだ。

「出し惜しみなしでやらせてもらうぜ！」

　跳び上がった勢いで上空を飛んでいたモンスターにけたぐりを入れると、そのままモンスターの背面へと着地し、次に着地するべき上空に滞在するモンスター目掛けて鏡は跳び上がる。その時の衝撃で足場にしていたモンスターを勢いよく吹き飛ばし、ほかのモンスターへとぶつける。鏡はそれを次々に繰り返し、上空にいたモンスターの多くをお金へと変化させた。

「っと……!?」

　だが、さすがにずっとは続けられず、途中で鏡の移動先の軌道を読んだサイクロプスが大岩を投げて鏡にぶつけた。跳ね返すことも受けきることもできなかった鏡はその大岩もろとも吹き飛ばされ、荒野にそびえ立つ岩壁に身を打ちつけられる。

「鏡さん！　大丈夫ですか」

　その様子を見て、地表で戦っていたクルルたちはモンスターを払いのけつつ、鏡がぶつかった岩壁へと移動する。大岩は岩壁へと埋め込むように衝突していた。想像する限り絶望的な光景に、クルルは思わず岩壁に向かってそう叫ぶ。

　すると、岩壁に埋まっていた大岩が突如粉砕され、中からボロボロになった鏡が姿を現す。

「いや、全然大丈夫じゃない。もうすぐ死にそう」

　そして顔から噴水のように血を垂れ流しながら、鏡は岩壁の中からよっこらせと出現する。見た目は相当にやばそうだったが、心には余裕がある様子だった。

「『もうすぐ死にそう』じゃないですよ！　何、余裕ぶっているんですか！　あなたが死んだら私たちまで死んじゃうんですからもっと注意して戦ってください！」

　そんな状態にもかかわらず、謎のグッドサインを送ってくる鏡を見て、ティナが半ギレ状態になりながらすぐさま駆け寄り、回復魔法で傷を癒やし始める。

「『命を大事に』はどうしたんですか!?　作戦はどうしたんですか!?　むしろ今ので生きていることに驚きですよ！」

「命を大事にした結果がこれだよ。人生何があるかわからんね、こりゃ参った」

「そんな大怪我で余裕ぶらないでください！」

「それだけあんたを信用しているってこった」

　本当にそう思っているからか、大怪我にもかかわらず余裕のある笑みを浮かべる鏡を見て、ティナはよくわからないけど悔しくも照れ臭い感覚に陥り、押し黙って鏡の傷を癒やし続けた。

「……あんたじゃなくてティナです。僧侶は前衛にいなくなられると、どうしようもなくなっちゃうんです。あまり不安にさせないでください」

　目線を合わせずに回復魔法を続けながらティナは照れ臭そうにそう言った。その台詞に鏡は目を丸くさせて、「俺も人のこと言えないな」と、以前にクルルに言った言葉を思い出して笑みを浮かべて反省する。

「パーティーでの戦闘はタカコちゃん以外とほとんどしてこなくてさ。悪い、気を付けるよ」

「むぅ……頼みますよぉ」

　ティナの回復魔法で傷を癒やした鏡は、再び「いよっしゃぁぁ！」と気合を入れ直すと、前衛に立って鏡の怪我が治るまでモンスターの攻撃に耐え続けていたレックスの元へと駆け寄り、レックスを叩き潰そうとしていたサイクロプスの胴体を殴り飛ばした。

「よし、パーティープレイだ！　連携を取って戦おう！」

　その時、その場にいた誰もが「連携取って戦ってなかったのはお前だけだよ」と思案する。だが悠長なことも言っていられず、一同はすぐさま四方から迫りくるモンスターたちに向き合った。

「お姫様とそこのグラマーな魔法使い！　どっちか広域殲滅魔法は使えないのか!?」

「パルナよ！　その呼び方はやめてくれない？　私もクーちゃんもどっちも使えるわ！」

「よしパルナ！　それとお姫様！　呪文の詠唱頼む！」

「何をするつもりなのよ!?」

「まず場所とか関係なく攻撃を仕掛けてくる上空にいるモンスターを片付ける！」

　そう聞いて、パルナはどうして鏡が先程上空へと跳んでモンスターを攻撃していたかの理由に気付いた。上空に滞在しているモンスターは遠距離攻撃を得意とする魔法使いか弓を装備した者が相手するのが普通なのに対し、素手で挑んだところを見て、本当に今までほとんど一人で戦ってきたんだなと実感する。

「詠唱終わったわよ！　いつでも発動できる！」

「こっちもです！　どうするんですか？　ここから上空に向けて放ってもせいぜい二、三体にしか当たりませんよ？　全部そのまま上へと流れちゃいます」

　詠唱を終えて鏡に対してパルナとクルルがそう叫ぶと、鏡はすぐさま二人の元へと移動し、二人の胴体を背中合わせになるようにガッチリと摑んだ。

「ちょ、ちょっとあんたこんな時に何……ど、どこ触ってんのよ！」

「これはセクハラです！」

　耳元でそう叫び散らす二人を無視して、鏡は「気合入れろよ」とつぶやくと、二人を抱えたまま先程と同じように地面を蹴って真上へと跳びたった。あまりにも突然の行動に、クルルとパルナは声も出せずに目を瞑つむって跳んだ瞬間に発生した衝撃に耐える。

「よっしゃ、ここから魔法を放て！　下から放つより、同じ高さから放ったほうが多くのモンスターに当たるだろ！」

　パルナとクルルが目をあけると、アトロスの荒野を一望できる程の遙か上空にいた。

　そして、鏡のその掛け声を聞いて、この行動の意図を理解した二人はそれぞれの方向に向けて広域殲滅魔法を発動する。パルナの手元からは水平方向に燃え盛る炎の波が、クルルの手元からは逬る電撃の波が一気に放たれる。

　二人のレベルが低く、全てを殲滅とまではいかなかったが、確実に上空を飛んでいたモンスターに大きなダメージを与え、鏡たちの近くを飛んでいたモンスターはその姿をお金へと変化させた。そして魔法を放ち終えた後、鏡に抱えられながら二人は地表へと着地し、その衝撃でパルナが「ぐふっ！」と苦しむような声をあげる。

「あんた……成果があったからいいけど、次やる時はちゃんと言って……からにして」

　パルナはそう言うと、小さなダメージとはいえ耐久力の低い魔法使いでは堪こたえたのか、ティナの元へと向かい、回復魔法を要請した。同じくクルルも小さなダメージを受けていたが自分の回復魔法で治療し、すぐさま表情を強張らせて鏡に詰め寄る。

「鏡さん！　あなたは王女をなんだと思っているんですか！」

「うぇ……仲間ってこんな感じに連携を取るもんだと思ってた。良い攻撃だと思ったんだけど」

　鏡がそう言うと、クルルは「……仲間」と嬉しそうにつぶやき、すぐさま真剣な表情に戻ってモンスターたちに向き合い、「仕方ないので許します」と、武器を構えた。

「でもナイスな作戦だったわよ鏡ちゃん。おかげでさっきよりもずっと戦いやすくなったわ」

　前線に立ってモンスターの大群を素手で対処していたタカコは、回し蹴りを放ちながら鏡に対して親指を立ててそう言った。実際、先程まで雨のように降り注いでいた上空からの攻撃は軽減され、クルルとティナの防御魔法の展開や、回避行動の手間が少なくなり、前方の敵に集中できるようになっていた。

「レックスちゃん！　柔らかそうな敵はあなたに任せるわ！　明らかに堅そうな相手は私に任せて頂戴！」

「レックス……ちゃんだと？　ふざけるな！　僕の攻撃はどんな相手であろうと切り裂く勇者の剣。いくらあんたが手練れの武闘家とはいえ、その役割分担は…………っ!?」

　レックスが何か文句を言葉にしようとしたその瞬間、タカコは目の前に立っていたサイクロプスと同じくらいの巨体を持ち、岩石の鎧で身を纏ったモンスターに正拳突きを放つ。その瞬間、まるで発泡スチロールを殴ったかのように岩石の鎧は粉砕され、タカコは間髪入れずに粉砕された鎧の部分に肘打ちを叩きこみ、岩石を剝がされ緑色の肌が剝き出しになったモンスターを後方に吹き飛ばした。そしてついでに、レックスが持っていた自信も吹き飛んだ。

「タカコちゃんは、相手の防御力を無視できる変態スキルを持っているのであって、別にあんたが弱いわけじゃないから安心しろ。むしろおかしいのはタカコちゃんだから」

　そう言ってレックスの肩を、鏡はなだめるようにポンッと叩いた。

「もっとおかしい奴に言われたくはない！　くそ……レベル１００を超えているだと？　ここまで差が出るのか？　僕も……レベル１００になれば必ず！」

「貴殿に強くなられると私と魔王様は困るのだがな……！　だが今は、それくらいの意気込みで戦ってもらわなければ…………困るっ！」

　そして、レックスとタカコとメノウの三人はモンスターの大群を前に、お互いが立つべき距離を一定間隔に保ちながら、陣形を崩さずに奮闘し続ける。三人の間をくぐり抜けてきたモンスターをパルナとクルルが魔法を放って攻撃し、それでも仕留めきれないモンスターは鏡が即座に倒していった。

　モンスターの終わることのない猛攻で傷ついた身体を、後方で待機するティナが回復魔法で治療するため、タカコもレックスもメノウも最初はダメージを恐れて陣形を崩してでも回避行動を取っていたが、次第に後方に控えるティナたちを守るために、傷つくことを恐れずに果敢に立ち向かい始める。

　だがそれも長く続かず、暫くは岩壁を背中に円形の陣を組んで戦っていた鏡たちだったが、最初は保てていたモンスターとの間合いも徐々に乱れ、仲間との連携も上手く嚙み合わなくなっていた。

　鏡たちは確実に疲弊していた。なのに、モンスターたちがいなくなる気配は全くと言っていいほどに感じ取れず、それがまた鏡たちの精神面に疲労感を与えていく。

「おい……一体いつになったらいなくなるんだこのモンスターたちは？」

　かつてない程の死闘を体験していたレックスは頰に汗を垂らしながらそうつぶやく。

「これを一人で戦おうとするなんて……本当にアホ丸出しね鏡ちゃんは！」

　そして、鏡とメノウを除けば次に実力を持っていたタカコの表情からも余裕が消える。そして、全身から汗を噴出させながら、険しい表情でそのままサイクロプスの懐へと飛び込んだ。

「まだまだいるな。幸いなことにモンスターは一体もサルマリアには向かってないみたいだが」

　サルマリアから数百メートルは離れた地点にある岩壁の傍で、現状を把握するため、地面を蹴って上空に跳び上がって様子を見てきた鏡は、着地してすぐさま数体のモンスターを蹴散らすと、上空で見てきた現状をサルマリアと岩壁を背にして全員に伝える。

　それを聞いて、全員の表情は明らかに曇った。そしてそれを見た鏡は微笑を浮かべ、「潮時か」とつぶやくと、背にしていた岩壁の傍へと移動し、突如岩壁を全力で殴りつける。

　殴りつけられた岩壁は爆音を周囲に鳴り響かせると、まるでくり抜かれたかのような空洞を作り上げた。その穴の先に視線を向けると、散った岩屑と、モンスターのいない平地の荒野、そしてサルマリアの壁門が見えていた。

「よし、もう限界だ！　逃げるぞ！」

　むしろ、ここまでよく頑張ったほうだと鏡は心の中で感心しながら、その場にいた全員に声をかける。だが、その場にいた全員が鏡の声に反応することなく、まだ戦い続けようとしていた。

「何やってんだ！　命を大事にだろ？　さっさと逃げるぞ！」

　繰り返してそう叫ぶが、鏡の言葉に誰も反応しようとしない。それどころか、タカコとレックスとメノウの三人は構わずモンスターに立ち向かおうとしていた。

「まだ……戦えます！　ここで逃げたら……サルマリアの街は終わっちゃうんですよね？」

　そう言って、既に魔力の限界が近いのか、苦しそうな表情を浮かべて肩を上下させながらティナがそうつぶやいた。

「いやいや……それでお前らが終わったら意味ないだろ！」

「あたしだって逃げたいっての。でも皆が逃げないなら逃げられないでしょうが！」

　そして、本当は逃げ出したいという気持ちを言葉にしながら、パルナが広域殲滅魔法を前方のモンスターたちに向かって放つ。

「タカコちゃんまで何やってんだよ！　潮時だ！　逃げるぞ！」

　鏡がそう叫んでタカコに呼び掛けると、険しい表情を浮かべながらタカコが一瞬振り向くが、すぐさま前方のモンスターに振り返って攻撃を仕掛けようとする。

「おい！　タカコちゃん！　聞いてんのか!?」

「鏡ちゃん……私にはお見通しなのよ？」

　そして、一度攻撃を終えたタカコが再度振り向くと、それだけつぶやいて再びモンスターに対して構えを取り、立ち向かっていく。

「私にも……お見通しです」

　すると、タカコの言葉に呼応するようにクルルがそうつぶやき、鏡は額から冷や汗を流した。

「鏡さん……随分余裕そうですよね？　温存していませんか？」

　そう言われて、鏡は「こりゃ参ったな」と、やろうとしていたことを見抜かれていたのに気付く。クルルの言う通り、鏡は力を温存していた。温存していたというより、レックスたちに合わせて戦うと、どうしても全力を出し切れる状況にならなかった。

　故に鏡は、中間地点で確実にモンスターを処理し、なおかつレックスたちの安全を確保できる立ち回りをしていた。そして、そのレックスたちが限界になった時、彼らを逃がして温存していた分を発揮して戦おうとしていた。

　無論、命を大事にちゃんと逃げるつもりでいたが、一人だけ残ると言っても聞かないだろうことは想像できたため、無理にでもこの岩壁の中を潜らせて、「うわぁー岩壁が崩れたー」と言って、一人で戦うつもりだった。

「いやいや！　ちゃんと逃げるよ？　戦うだけ戦ったら本当にちゃんと逃げますよ？」

「だったら今、私たちがいる時に戦ってください！」

　クルルはそう叫ぶが、鏡がこの場から離れて戦うと、クルルたちの命の保障ができなくなる。それだけはどうしてもしたくなかった。だがしかし、守って戦うとなるとオートリバイブのスキルの効果も相まってどうしても力が余ってしまう。

　最初に自分が逃げてしまえば、レックスたちも納得して逃げてくれるだろうが、その選択も鏡はなぜか取りたくなかった。まだどこかで、サルマリアを何とか救えるという可能性を捨てきれないのだ。

　約束通り逃げはするが、余力がたっぷり残っている状態で諦めたくはない。そんなわがままな考えを鏡は捨てきれずにいた。

「随分悩んでいるみたいだね、鏡さん」

「当たり前だろ？　こいつらの命は守らないとだし、でもサルマリアを捨てるって選択をするのもなんだかって感じで大変苦悩しているわけですよ俺は………………んんっ!?」

　背後からあまりにも自然に問いかけられた言葉に、鏡は思わず素で答え返してしまうが、その声色の違和感にすぐ気付くと、鏡は振り返ってそこにいてはいけないはずの存在を視認する。

「もう大丈夫だよ。鏡さん」

　鏡が空けた岩壁の穴を通ってきたのか、そこにははにかむような笑顔を向けるアリスの姿があった。モンスターの軍勢に臆することなく、さも当たり前のようにアリスは立っている。
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　その瞬間、どうしてここにアリスがいるのかを聞くよりも早く、モンスターの大群が放つ奇声とは別の、猛々しい咆ほう哮こうが耳に響いた。その咆哮は一人によって発せられたものではなく、明らかに複数人、それもモンスターにも引けを取らない程の大群であることを容易に想像させる程だった。

「今度はボクが、鏡さんの力になる番だよ」

　アリスがそう言った瞬間、大きな爆発が周囲のあちこちで巻き起こる。何が起きたのか一瞬理解できなかったが、モンスターを押し上げるように岩壁の横から姿を現した冒険者たちの大群を見て、鏡は全てを理解した。

　まるで褒めてと言わんばかりに笑みを浮かべてこちらを窺うアリスを、思わず抱きしめたくなるくらいの歓喜が全身の細胞を通して震えあがる程に湧き上がり、鏡は笑みを浮かべた。

「「「「「俺たちのサルマリアを守れぇぇえええっ！」」」」」

　確かに聞こえたその言葉を耳にした瞬間、不穏な表情を浮かべていたレックスたちの表情に生気がみなぎり、それぞれ渾身の一撃を前方のモンスターに向けて放った。

「鏡ちゃん！」

「ああ、聞こえてる！　まだ諦めるには早すぎるってな！」

　モンスターを正拳突きで吹き飛ばしたタカコは振り返って鏡の名を呼ぶと、鏡は笑みを浮かべながらそう叫び、アリスに「グッドジョブ」と親指を立てた。

「鏡さんたちのおかげだよ」

　すると、アリスは感極まった表情でそうつぶやく。

「逃げ出した冒険者たちを連れ戻すのは簡単だったんだ。『戦っている人がいる……助けてほしい！』ってね。でも皆、モンスターの大群を前に戦う気力を失って……動けなかった」

　アリスの言葉を聞いて、レックス、ティナ、クルル、パルナの四人には、ほかの冒険者たちの気持ちが痛い程にわかった。自分たちも同じ気持ちを少なからず抱いていたからだ。

「でもね、鏡さんやクルルさんたちが諦めずに戦う姿を見て、皆、怖気付いてちゃ駄目だって気付いたんだ。皆、自分にもきっと何かができるはずだって。鏡さんたちから勇気をもらったんだよ」

　そしてその言葉を聞いて、クルルは感銘を受けた。確かに後から来た冒険者たちは自分たちの姿を見て助太刀をしようと思ったのだろう。でもそれは、元を正せば鏡一人の功績だった。鏡を一人で戦わせるわけにはいかないと自分たちが動き、自分たちの姿を見て、今こうしてサルマリアの冒険者が集って立ち向かっている。

　一人。たった一人の村人が、絶望的な状況を己の意志によって打ち破った。その事実に、クルルは心の高ぶりを抑えきれず、自然と笑みをこぼしていた。

　危険な状況に変わりはない。だがそれでも素直に凄いと思わずにはいられなかった。ヘキサルドリア王国城内の書庫で読んだどんな英雄譚にもこんな出来事は載っていなかった。１万のモンスターに一人で挑み、数千の冒険者の心を動かした……勇者でなく、ただの村人。そんな信じられない行動を起こした人物は過去に存在しない。

　そして間違いなくこの出来事は伝説として語り継がれるだろう。そんな伝説を目の前にして、興奮せずにはいられなかった。

　レックスも同じ考えだった。同じ考えだったが故に嫉妬した。嫉妬して悔しい気持ちになった。だが、心底鏡を尊敬した。自分にこんなことができたかと問われれば、否としか答えられなかったから。

「ふ……ふふふはははは！　面白い……面白いぞ村人！　なら僕に見せてみろ！　この戦いが辿り着く想像もできない結末を！」

　レックスもほかの者と同じように、疲れ切っていたはずの身体に力が戻っていた。これで終わりだと思っていた絶望的な状況からの起死回生。そして伝説にも残るであろう戦いに自分が参加していることに心を震わせずにはいられなかった。

「よし……それじゃあもうひと頑張りするか。っと、その前に……アリス！　ここは危ないから下がっていろ！」

「うん、わかったよ鏡さん。ごめんね？　嬉しくなってどうしても鏡さんに伝えたくて」

　そのアリスの言葉に鏡はポンッとアリスの頭を叩いて「ありがとな」とつぶやき、背中を押して再び岩壁に空けた穴を通るように促す。その間際──、

「ほかの冒険者たちが戦おうとするための最初のきっかけを作ったのは俺じゃなくてアリスだ。一番凄いのは……魔族の身でありながら何とかしたいという気持ちを優先して、ここに冒険者たちを連れてきたアリス。お前だ！」

　そう言って、鏡はアリスに微笑みかけた。そしてその言葉を聞いて、アリスは嬉しそうに瞳を潤ませながら「うんっ！」と、叫び返し、岩壁の穴の中へと駆けて行く。そして、アリスが岩壁の中へ戻ったのを確認すると、鏡は表情を強張らせて、今もなお眼前に広がるモンスターに向き直った。

「作戦は変更だ……勝つつもりで行くぞ！　ガンガン行こうぜ！」

「言われずとも！」

　鏡がそう叫ぶよりも早く、レックスは前方へと突進して目の前の敵を剣で斬り上げていた。それに続くようにしてクルルとパルナは広域殲滅魔法を前方に向かって連続で放ち続ける。

「やれやれ……こうも骨のある連中ばかりが将来私の敵になるかもしれないと思うと、気が滅入るな……まあそれでも、私は魔王様とアリス様に付き従うだけだがな！」

「メノウちゃん！　鏡ちゃんが全力を出せるように、ほかの冒険者たちと協力してレックスちゃんたちを守るわよ！　鏡ちゃん！　こっちは大丈夫だから……好きなだけ暴れてきなさい！」

　そう言って、メノウは鏡に親指を立てて見せ、タカコは鏡に投げキッスを放った。どんな攻撃よりも強力すぎるその行動に耐えて気合を入れ直した鏡は、「よっしゃぁ！」と声を張り上げると、温存していた力を爆発させて、少し離れた前方に立っていたサイクロプスに一瞬で近付く。すると、鏡は丸太のようなサイクロプスの足をガッチリと摑み、まるで大木を振り回すかのように周囲にいたモンスターたちを蹴散らすと、少し進んだところで派手に投げ飛ばして一気に前方にいたモンスターたち十数体を殲滅してみせた。

「「「「「うぉおおおおおおおおおおおお！」」」」」

　呆気にとられていた冒険者の多くは、鏡がサイクロプスを投げ飛ばしてモンスターを蹴散らしたのを見ると、士気を高めて盛大に雄叫びを上げた。

「いける、勝てるぞ！　なんだあいつ……凄すぎだろ！　どっちが化け物かわかりゃしねえ！」

「どっちだっていい！　俺たちのためにずっと戦ってくれていたんだ！　この恩義に報わねえと戦士としての誇りが廃るってもんだ！　後れをとるなよ、お前ら！」

　ある者は両手に大剣を構え、ある者は呪文の詠唱を始め、ある者は弓の弦を力強く引き、鏡に続くようにして、自分よりもレベルの高いモンスターに戦いを挑んだ。そしてそこにいた者のほとんどが、自分たちが相手より弱いかどうかの考えを持たず、ただ、この街を守るという気持ちと、それを可能にできるかもしれない男の存在に後押しされ、気合だけでぶつかっていく。

　こんな感覚は鏡にとっても初めてだった。人々が一つの目的のために一丸となって立ち向かうこの光景。レベルの概念に縛り付けられたままでは恐れてできるはずもない悪あがき、無謀ともいえる挑戦を、無理という思想をはねのけて大人数であがいている。そんな人々の変化に、鏡は新たな可能性を感じずにはいられなかった。

「俺に……続けぇえええええ！」

　その時、鏡に迷いはなかった。たとえ高レベルのモンスターを前にしても、きっと何とかしてくれる。かつて自分が一人で何とかしたように、ここに来てくれた連中ならきっと立ち向かえる。そう信じて鏡は守りを捨てて、モンスターの大群の中に一人で突っ切った。

　すると、まるでそこに巨大な大砲の弾が通ったかのように荒野の乾いた地面が剝き出しになり、モンスターに囲まれた道ができ上がる。

　作られた道はすぐにほかのモンスターたちが詰め寄り封鎖され、鏡の姿を冒険者たちは視認できなくなってしまうが、それでも中で大奮闘しているのがすぐわかる程に、奥のほうで次々にモンスターが上空に吹き飛ばされていた。

　そして誰もが「あれに続くのは無理」と、自分ができる範囲で頑張ろうと決意する。
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　それから、鏡という一人とび抜けた力を持った存在も相まって、終わりがないように見えた戦いも収束に向かいつつあった。敵の数は徐々に減り、その場に居合わせたほとんどの者が、目に見えて終わりを感じられるようになっていた。

「あともう少しだ！　全員気張れよ！　無理はするな……無理だと思った奴はすぐに下がれ！」

「っは……笑わせんな！　誰が無理だって？　まだまだ余裕だっつの！」

　ゴールが見えたことにより、冒険者たちは『もうすぐ戦いが終わり、勝利が確定する』とさらに士気を高めた。しかし、士気が高まろうが、身体の消耗は誤魔化しきれない。その証拠に、多くの冒険者たちが肩で呼吸をし、苦しげな表情を浮かべていた。

　既に回復魔法や攻撃魔法で戦う者たちの魔力は底を尽き、前衛に立って戦う者たちは持ち合わせた回復アイテムや、魔力を失って役にたてなくなった者たちがサルマリアとアトロスの荒野を行き来して補充してくれる回復アイテムを使ってなんとか耐え凌いでいた。

　とはいえ、回復アイテムにも使用量の上限が存在する。連続で使用すると、その効果は徐々に薄まり、最終的に戦線を離脱せざるを得ない状況に陥る。既に多くの冒険者が戦線を離脱し、残った冒険者たちだけで苦しい戦いを余儀なくされていた。そんなもう駄目だと思えるような状況から、ようやくゴールが見えたのだ。冒険者たちの士気が高まらないわけがなかった。

「メノウちゃん……無事かしら？　っつ……まだいける？」

　そしてそれは、タカコやメノウのような力のある存在も例外ではなかった。既にメノウも魔力の底を尽かせ、タカコに背中を預けて肉弾戦をモンスターに仕掛けていた。

「でも……驚きね。メノウちゃん、体術にも心得があったのね。いいライバルになりそうだわ」

「冗談はやめてくれタカコ殿。私のは付け焼刃にすぎない。魔族であるが故に素手でもそこそこの戦いが可能なだけだ。タカコ殿には遠く及ばんよ」

　そして二人は言葉を掛け合いながら、ようやく見えた戦いの終わりに、闘志を再び灯らせる。

「レックスさん！　無事ですか？　新しいポーションを持ってきましたよ！」

　その一方で、サルマリアの街から往復してガラスの瓶に液体の詰まった回復アイテムを大量に持ったティナが、そう言ってレックスに駆け寄る。

　まだ戦える余力のあるタカコとメノウと違い、レックスは既に限界だった。むしろよくぞそこまで戦ったと誰もが思う程に、最前線に立ってレックスは戦い続けていた。その結果、地面に突き立てた剣を支えにしておかなければ辛い程に、体力を消耗させていた。

「いい……もうポーションは無駄だ。いくら飲んでも効果がない……腹が苦しくなるだけだ」

「な、ならもう下がりましょう。このままここにいても危険なだけですよ！」

「……断る。僕は勇者だ。僕は最初から最後まで……誰かの希望であり続けなければならない。あいつ以上に……僕は諦めては駄目なんだ！　死だって恐れない……勇気を振り絞る！」

　そして、もう出せないにも等しい力を振り絞り、地面に突き立てた剣を引き抜いてレックスは構えをとった。だが構えた直後、レックスの頭部に軽くコンッと、小さな衝撃が走る。

　何事かとレックスが振り返ると、そこには少し怒った表情のクルルが、レックスを殴ったであろう杖を握って立っていた。

「逃げるのも勇気です。無理して戦うより、まだ戦える人に任せて一度身体を休めるのも作戦です。一人で頑張り続ける必要なんてこの戦いにはないはずですよ？」

　そう言いながら、クルルはここから少し離れた場所に滞在する、まだ数を多く残すモンスターの群れの中を指差した。その指先を追って視線を向けると、そこには戦い始めと何ら変わりない程の勢いで、モンスターたちを元気よく吹き飛ばしていく鏡の姿があった。疲弊している者たちがほとんどの中、鏡だけは変わらず奮闘を続けている。

「……あいつがどうした？　あいつこそ一人でずっと戦い続けているじゃないか」

「さっき鏡さん。普通に休憩していましたよ？　ふぅ疲れたーって言いながら」

　あっけらかんとした表情でそう言ったクルルの言葉に、レックスは驚愕の表情を浮かべて「え？」と言葉を漏らす。その姿を見ていたのか、ティナも賛同するように頭を縦に振った。

「鏡さんはスキルのおかげで、休憩すれば回復アイテムがなくても回復しますから……ずるいですよね。でもあの人、誰よりも皆を頼りにして戦っていますよ？」

　鏡が休憩という行動をとったのは、単純に自分以外の戦ってくれている者たちを信じたからだった。自分がいなくても頑張って耐えてくれると思えたからこそ、鏡は信じて戦場で横になりながら皆が頑張る姿をゴロゴロと見守りつつ全力で休憩行動をとった。

「あいつには……かなわないな」

　すると、レックスは微笑を浮かべてそう言いながら、再び地面に剣を突き立てて楽な体勢をとる。

「本当……ですよね。レベル９９９って、こんなに凄いんですね」

　そしてその言葉に賛同するように、ティナは遠くで戦う鏡を見てそうつぶやく。

「そうじゃない。あいつが真に凄いのはレベルの高さじゃない。俺たちが当たり前だと思うような行動に縛られずに、迷わず行動できる力だ」

　感慨深くそうつぶやくレックスに、クルルも遠くで戦い続ける鏡を見て、「そう……ですね」とつぶやいた。

「固定観念にとらわれるな……か、なるほどな。あいつが最初に言っていた言葉の意味が、今ならわかる気がするよ」

　遠く離れた場所で次々にモンスターを薙ぎ倒す鏡の姿を見て、レックスは素直に任せてもいいだろうと思い、その場に腰を下ろした。味方である冒険者たちの多くが傷つき、倒れはしたが、既にモンスターの軍勢の９割は消えていなくなっていた。それでも１割程はまだ残っていたが、鏡の姿を見るだけでなんとかなるだろうと思えてしまう。

「あら……休憩？　お疲れさま」

　そこで、遅れてパルナがポーションを大量に抱えてレックスの元へと現れる。

「本当に……なんとかなったわね」

　そしてパルナは、遠くで未だに戦い続ける鏡を見てそうつぶやく。

「どうしてあれだけの力があるのに……魔族になんか味方するのよ」

　続けてそうつぶやいたパルナの横顔は、信じられない光景を目の当たりにして驚きつつも、どこか納得していないような、そんな不満げな表情だった。

「噂をすれば……戻ってきたぞ」

　暫くして、完全に体力が尽きたのか、タカコとメノウがフラフラになりながら、ポーションを求めてレックスたちの元へと歩み寄る。

「もう……さすがに無理、ティナちゃんだっけ？　ポーション分けてもらえるかしら……？」

　普段の気迫からは負けるイメージが全く湧かないタカコがヘロヘロになってそうつぶやくのを見て、ティナは慌ててポーションの瓶を開けてタカコへと手渡す。受け取ったタカコはそれを一気に飲み干すが、既に何度か使った後だったようで、目に見えて回復した様子はなかった。

「わ、私もさすがにもう無理だ」

　そう言って、タカコのすぐ隣でメノウも腰を下ろす。その時、早めにリタイアをして、ある程度の魔力を回復させていたパルナは、へとへとになったメノウに蔑さげすむような視線を向け、掌をメノウに向けようとする。『今なら簡単に殺れる』のではないかと。

「せめてそれは、鏡ちゃんの話を聞いてからにしなさい」

　だがすぐに、全てお見通しとでも言いたげに睨みつけながらそうタカコに指摘され、身体を硬直させてその掌を握りつぶす。

「……楽しみね。もうすぐだもの」

　そして自分の気持ちを抑えたからか、口をぎゅっと噤つぐむと、パルナはそうつぶやいた。

　そうこうしている間にも、鏡が次々にモンスターを倒していく。サルマリアの冒険者たちが勝どきをあげる時が来るのも、最も早はや時間の問題だった。




『困るなぁ……シナリオ通りに進んでもらわないと』




　その時、その場にいた全員が脳に直接響くような声を聞きとった。幻聴かと一瞬思ったが、周囲にいたほかの者も、同じように困惑している様子を見て、幻聴ではないと判断する。

「……な……んだ……あれ」

　レックスが驚愕の表情でそうつぶやいた直後、その場にいた全員の表情が青ざめた。

　まるで、大砲でも撃ち続けているかのような振動のあるただの足音。どんな攻撃も弾いてしまうのではないかと思える金属の装甲に覆われた漆黒の身体。雲に届くのではないかと思える程の巨大すぎるモンスターが、魔王城のある方角から、このサルマリアに向かってゆったりと進行していたから。

「あんなモンスター……見たことも聞いたこともありません」

　これまでに人類が発見したモンスターを記録した本が王家の図書館にある。その中に記載されている最も全長が大きいモンスターは、この世界のどこかに存在しているといわれる18メートルの黒龍『ダークドラゴン』のはずだった。そのモンスターでさえ、どこに存在しているかもわからない幻の存在なのにもかかわらず、今、接近しているモンスターはそれ以上に大きかった。

「……何だあれは？　知らん、私もあんなモンスター……見たことがない。いや、そもそもあれはモンスターなのか？」

　本来、知っていて当然のメノウでさえ、驚愕の表情を浮かべてそう言いながらその巨兵を見ていた。その存在に恐怖を感じているのか、目に見える程に震えてさえいる。だが、それはメノウ以外も同じだった。見ただけで足が竦すくみ、今まで逃げたいという気持ちを押し殺してなんとか戦えていたが、さすがに今回ばかりは無理だった。

　メノウの言う通り、モンスターなのかもわからない。黒い鋼の鎧を身に纏った二足歩行のモンスターは、金色に輝く鋭い眼光を放ち、その全身に黒いオーラを纏わせ、一歩一歩地響きを鳴らしながらゆったりと歩いて来る。

「……撤退ね。流石にこれはどうしようもないわ」

　その時、驚愕の表情を浮かべつつも取り乱さず、タカコは冷静にそうつぶやいた。

「っく……ここまで来て逃げ出すだと!?　馬鹿を言うな……僕は、僕は諦めないぞ！」

　そう言うと、レックスはふらつきながらも地面に突き刺していた剣を抜き取り、前方へと構えた。状況から見ても、タカコの判断は正しかった。だが、それでも、本来なら越えられないはずの壁を何度も越えてようやく辿り着きそうだったゴールを、レックスはそう簡単に諦めたくはなかったのだ。

「現実を見なさい……その身体で何ができるっていうの？　あの巨大なモンスターが何なのかはわからないけど、これは……こんなところでそう簡単に解決できるような事態じゃないわ。正真正銘……前代未聞の危機的事態よ」

　タカコに言われずとも、それは全員理解していた。ここで引いたとしても、あれとはいずれ戦わなければならない。明らかに、サルマリアに集まった人間だけで対処できる相手ではなかった。この国、もしくは世界規模で対処に当たらなければ、人類の存続にも関わるような相手。

　元々、人類と魔族では圧倒的な力の差があったのだ。そしてそれを恐らく、『国』は知っていた。それ故に人類は表立って魔族には戦いを挑まず、暗殺という形で勇者たちを魔王城に今まで送り込んできたのかもしれない。魔族が攻めてきたことは、一度もなかったから。

「鏡ちゃん……ここは一旦引くわよ！　悔しいけど……わからないあなたじゃないでしょ!?」

　そして、黒い鎧の巨人が近付いているにもかかわらず、荒野の真ん中で腰を手に置いた堂々とした様子で黒い鎧の巨人を見つめる鏡に対し、タカコはそう叫び伝えた。

「でっか」

　だが、鏡の述べた感想はそれだけだった。

　直後、少しだけ悩んだ素振りを見せて首をコキコキと鳴らせてひねった後、タカコの忠告を無視して黒い鎧の巨人の元へと走り出した。

「ちょっと……鏡ちゃん!?」

　タカコ以外のその場にいた全員は言葉が出なかった。もう今回の戦いで何度驚かされたかわからない。死に対する恐怖がないのは知っている。それでも、絶対に勝てないであろう圧倒的な敵を前にして、どうしてあんな迷う素振りもなく立ち向かえるのだろうか？　最早、それを知ることに使命感を抱いてしまう程に、その男の行く末に目を離せなくなっていた。

「全員撤退だぁぁぁああ！　逃げろ！　もう俺たちがどうこうできる相手じゃねえ！」

「おい！　でも……まだあの野郎が残って！」

「俺たちに何ができる!?　逃げろ！　今は生きることが先決だ！」

　残り、数百もいないであろうモンスターたちの群れを前に、ずっと戦っていたサルマリアの冒険者たちは次々に撤退を開始した。それが当然の判断、当然の選択。なのに、サルマリアの方角へと逃げ去る冒険者とは真逆の方向に、徐々に速度を上げて、乾いた荒野の大地をまるで疾風が如く鏡は駆け抜けて行く。

「おらぁぁああああああああ！」

　そして、乾いた荒野の大地から跳び上がり、黒い鎧の巨人へと衝突する間際、多くの者が鏡の放った雄叫びを耳にする。そして──。

「か……鏡さん？」

　鏡は、黒い鎧の巨人から遠く離れたタカコたちが立っていた近くの岩壁へと、一瞬のうちに打ちつけられた。岩壁の一部は鏡が打ちつけられた衝撃でまるで爆発が起きたかのように粉々に吹き飛び、タカコたちの足元に岩屑を転がらせる。

　一瞬の出来事だった。鏡が拳を打ちつけようとしたその瞬間、逆に黒い鎧の巨人の拳が鏡の全身を打ちつけていた。あの巨大な身体で目にも止まらぬ速さで拳を放っていたのだ。

「に……逃げろ…………駄目だ！　勝てねえ！　サルマリアは終わりだ！」

「うわ……うわあぁああああああ！」

　そして、もしかしたらの可能性を鏡に抱いて残っていたサルマリアの冒険者たちが、鏡が倒されたことにより、次々に撤退を始める。気付けば、まだ数百程残るモンスターの軍勢と、黒い鎧の巨人、そしてレックスたちだけがその場に残っていた。

「終わりね……鏡ちゃんでもどうしようもないんだもの。ここにいる冒険者たちだけじゃどうあがいても無理よ」

「そんなことより鏡さんを！」

　そう言ってクルルが鏡の元へと駆け寄ろうとするが、クルルが行くよりも早く、鏡の身体についた砂埃を払い、持ち運んだポーションを口元へと運ぶアリスの姿があった。

「鏡さん……鏡さんっ！　しっかりして！」

「っ……アリス。危ないから……下がってろって、言った……だろ？」

「この程度……鏡さんの危険に比べたら平気だよ。皆逃げちゃったけど……ボクは逃げないから安心してね。最後まで一緒だよ」

　目を半開きにしかできない程に弱っている鏡に対し、アリスは安心させるように微笑みかける。だが、鏡には自分を支えるアリスの手が震えているのがわかった。

「無理するなよな。震えてるぞ？」

　そして鏡が安心させるかのようにアリスの頭に手を置いてそう言った瞬間、鏡の口の中にポーションの瓶が、遅れて近付いてきたクルルの手によって強引にねじ込まれた。

「震えてるぞ？　じゃないですよ。アリスちゃんは鏡さんが無茶するから心配で怖くて震えてるんです……どうしてわからないんですか？」

　そして同じく、心配そうな表情でクルルがそうつぶやき、予想外の言葉に視線を泳がせるが直後、鏡の表情は一瞬にして険しくなり、ある一点の方向に視線を向けた。

『素晴らしい……素晴らしい回復力だ。それに耐久力、素早さ、力も！　どうして予定が狂い、サルマリアの冒険者たちがああまで踏ん張れたかの理由がようやくわかったよ。最初……そこにいる勇者が奮闘したのかと思っていたが……君の力だったか』

　貴族の正装のような服装を身に纏い、メノウと同じくサーコートを羽織った長身の男性が空中に浮いて鏡を見下ろしていた。右眼を覆い隠した黄緑色のアシンメトリーな髪型で、まだ若いのか、人間の年齢で二十代くらいに見える。そしてその頭には、魔族の証しである角がしっかりと生えていた。

「エステラー……様？」

　次の瞬間、空中に浮かぶ魔族の男を見て、驚愕の表情を浮かべたメノウがワナワナと震えながらそうつぶやいた。

『……メノウ、どうして貴様が人間に肩入れをしていたのかずっと疑問だったが、なるほど……アリス嬢が人間に肩入れをするから付き添っていたわけか。魔王様に忠実なお前らしい』

　そう言って空中に浮かぶ魔王軍の将、エステラーがメノウを一睨みすると、まるで大人に叱られた子供のようにメノウは慌てて視線を逸らし、竦み上がった。そして、そんなメノウの反応を見て、鏡がすぐさまメノウの傍に駆け寄って耳打ちしようとする。

「どちらさまですか？　あのちょっとナルシスト入っているお兄さん。突然語りだしたんだけど」

「エステラー・ウルゴット様だ……私が魔王様にお仕えするよりも遙か昔から右腕として傍にいらっしゃる……魔王様に次ぐ実力を持った方だ。……それより鏡殿、怪我は？」

「ポーションのおかげでほぼ全快。ずっと使わないようにしていたから効き目抜群だった」

　そう言って鏡は、本当に回復したからか首の骨をパキパキと鳴らして余力があるかのように腕をぐるぐる回し始めた。実際、演技ではなく本当に回復していたが、だからといって余裕があるわけではなかった。薬品による回復はいずれ効果が薄まるからだ。

『まだ戦うのか？　先程の攻防で無駄というのはわかったはずだが？』

　そして鏡は、空中に浮かぶエステラーを無視して再び前方から接近する黒い鎧の巨人の元へと向かおうとする。

「あんたを倒すより先にあれをなんとかしないとやばいからな。あんたが邪魔するなら戦うしかないけど、なんか余裕ぶっているからそのつもりもないんだろ？」

『ああ……ないとも。なら好きに挑戦するがいい。気が済むまでな』

　ハッキリと臆することなく面と向かってそう言った鏡に対し、まるで皮肉った笑みを浮かべてエステラーは直接脳内に語りかけるかのように言葉を伝える。すると宣言通り、鏡は咆哮を上げて疾風が如く黒い鎧の巨人の元へと走って行く。

「随分余裕そうだな……魔王の右腕とやら？　どうやらあの村人がどれだけ規格外なのかわかっていないようだな」

　そこで、まるで意に介さず黒い鎧の巨人の元へと走って行った鏡を見送るエステラーが気に喰わないのか、レックスがそう言葉をかける。

『わかっているさ。でもあれは所詮、村人なのだろう？　君がそう言っていたね、確か。レベルも……９９９だったかな？　まさか、村人でレベルが９９９に辿り着く者がいるなんて驚きだ。そもそもこの世界でレベルが９９９になること自体が前代未聞だからな』

　その言葉に、その場にいた全員が戦慄する。この魔族の男は、ずっと自分たちの近くで隠れて情報を集めていた。だが、それに全く気付けなかった事実に、自分たちとの実力の差を一瞬で感じ取った。

「所詮村人……というのはどういう意味ですか？」

　その時、まるで何かを知っているかのように吐いたエステラーの言葉をクルルは聞き逃さず、そう問いかける。エステラーに答える義理はなかったが、まるで暇つぶしとでも言いたげな退屈そうな表情でエステラーはクルルに視線を向けた。

『知らないのか？　村人は異常な程にステータスのパラメーターが低い。力においては戦士のほうが３倍は優れているし、勇者ともなるともっとだ。村人のレベル９９９なんて、勇者の役割を持った人間のレベル３００にも満たない力しかない』

「レベル９９９の恩恵はステータスだけじゃないはずです……スキルがあります！」

『じゃあ君は、彼の自動的に回復するというスキル以外を知っているのかな？』

　そう言われ、クルルは「……それは」と口籠ってしまう。

『彼が自動的に回復するなんてレアなスキルを持ったのは奇跡に近い。かつて、物好きな村人がレベル１００以上を目指した事例なんて実はいくらでもある。村人はその性質故に……レベルが上がりやすいからだ。さすがに９９９まで目指した者はいなかったが……どれもゴミみたいなスキルばかりだったよ。「指で弾き出す力が強くなる」というスキルもあったな』

　その結果、身分不相応と判断した者たちは挫折し、村人というロールを全うする。エステラーはそう付け加えてやれやれと、まるで努力を否定するかのように嘲笑した。

「どうして……あなたがそんなことを知っているのかしら？」

　あまりにも知りすぎている。そう思ったタカコがそう言葉をかけるが、意味ありげな微笑を浮かべるだけで、エステラーは何も答えようとはしない。そしてほかの者はステータスも弱ければスキルも弱いのが村人という現実は、この絶望的な状況を鏡という希望ではどうしようもないのかもしれないと、不安を抱き始めていた。

『スキル以前に、ステータスの差は絶対だ。あれは基本的なステータスの低い村人に倒せる相手じゃない。ほら、その証拠に戻ってきた』

　エステラーがそう言った瞬間、黒い鎧の巨人に再び殴り飛ばされたのか、凄まじい勢いとともに鏡が先程と同じ岩壁に激突する。先程走って行ったばかりなのにもかかわらず、数分とかからず再び同じ場所へと激突する。その瞬間、全員が鏡でもどうしようもない事態だと確信する。

『成長の終わり。それがレベル９９９という数値だ。そして、スキルを持ったとしてもそもそものステータスの低い村人が太刀打ちできる相手ではない。どう転んでも村人じゃどうしようもないのだ。それが、村人の限界だからな』

「そう思うじゃん？」

　その瞬間、先程とは違って岩壁に埋まった身体を勢いよく飛び出させ、余力があるような口調で鏡は言った。だが、その全身からは血を噴出させている。

「どうよ、今度はちゃんと受け身取ってダメージを軽減してやったぜ……それでも大ダメージだけど。やば、ポーション。姫さんポーションください」

　それでも調子を崩さずにそう言う鏡を見て、達観していたエステラーも一瞬だけ表情を崩すが、すぐに嘲笑して元の表情に戻る。

『確かに素晴らしい耐久力ではある。ＨＰや耐久度ですら魔法使いに劣る村人が…………そういうスキルでも持っているのかは知らないが、それはそのスキルのおかげだ。命があるうちに諦めたほうがいい』

「お前は無理に俺たちを殺そうとしないのな」

『邪魔をするなら無論殺す。私の目的は要塞都市サルマリアを陥落させることだけなのでな』

　エステラーのその言葉に違和感があったのか、鏡は表情を強張らせた。言葉の意味を聞き出そうと鏡がエステラーに向き合うが、それよりも早く、守るように手を広げながら、鏡の目の前にアリスが立ち塞がった。

「エステラーもう止めて！　お父さんはこんなこと望んでないよ！　お父さんともう一度話をして……そうすれば！」

『でしょうね。魔王様とあなたはこんなことは望まない……知っていますよ？　そこにいる魔王様に直接聞いたとしても同じことを言うでしょうね』

「そこに……いる？」

　その言葉を受けた瞬間、アリスとメノウは絶望まじりに表情を歪ませた。『そこにいる』という言葉を吐きながら、エステラーが向けていた視線の先に、黒い鎧の巨人があったから。

『あの巨大な力を意のままに操るのに、随分と時間が掛かりましたよ？　薬で徐々に弱らせ、私の力で操れるようにするにはとても苦労しました。この戦いを魔王様は望んでいませんよ？　私が……望んでいるんですッ！』

「き……貴様ぁぁああああああ！」

　高らかに笑いながらそう言い切ったエステラーに対し、メノウが目を見開いて表情を強張らせながら手を握り締めて拳を作り、地を蹴って空中に浮かぶエステラーの元へと跳び上がった。

　だが、既に体力も魔力も尽きているメノウの特攻も虚しく、エステラーは触れるまでもなく掌を向けて魔力の放出による衝撃波を発生させると、メノウは上空で跳ね返るように地表へと叩きつけられた。

「魔王のおっさん、あの黒い鎧の巨人の中にいるのか？」

　その時、鏡は地面に叩きつけられたメノウの身体を起こしながら、無表情で黒い鎧の巨人に視線を向けてそうつぶやいた。

『黒い鎧の巨人ではない、魔王様の巨大な魔力でのみ操れる、人類を滅ぼすために造られた古代の殲滅兵器、「メシア」だ。その力はレベル４００を超える勇者の力に匹敵する……わかるか？　いくらレベル９９９といえ、貴様はお呼びじゃないということだ』

「人類を滅ぼすねえ……俺たちは逃がすのに？」

『……何が言いたい？』

「別に、とにかく、そのメシアとやらに魔王が自分の意志と関係なく乗せられているんだな？」

『そうだ。そしてこれが本気を出した魔王様の力なのだ。お前たち人間に太刀打ちできる相手じゃない、レベル４００を超える勇者でもない限りな』

　皮肉るように醜悪な笑みを浮かべてエステラーがレックスを見てそう言ったその瞬間、鏡はなぜか安心したような笑みを浮かべて「そっか」とつぶやいた。

「じゃあ、サルマリアと一緒に魔王も助けないとな」

　続けて鏡がそう言った瞬間、エステラーは不可解な表情を浮かべてレックスに向けていた視線を慌てて鏡へと戻す。

『助ける……だと？　何を言っている？　……まだわからないのか？　貴様では魔王様は倒せない』

「人間と戦いたくないのに戦わされているんだろ？　そして魔王は俺の親友アリスちゃんの親父だ。じゃあもう助けるに決まってんだろ」

　予想外の言葉だったのか、エステラーは物珍しそうな表情で口を開きっぱなしにしながら、暫くそのまま押し黙ってしまう。

『魔族と親友だと？　アリス様と共に行動しているから何かあるのかと思っていたが……魔族を敵対視していないのか？　……なるほど、道理でそのレベルに達しても魔王様を殺しに来ようとしないわけだ。元々無理ではあったが……諦めろ。どう転んでも貴様には無理だ』

「俺は諦めない」

　そう言って鏡が言葉を返したその瞬間、鏡の瞳に再び闘志が灯った。恐れどころか、まるで絶対に何とかできる確信があるかのように真っ直ぐな眼差しでエステラーに視線を向ける。

　直後、鏡は懲りずに再びその場に風を撒き散らせ、黒い鎧の巨人、メシアの元へと走り出した。無謀ともいえるその行動を呆気にとられながら、エステラーは何も言わず不可解な表情を浮かべて走りさった鏡を目で追い続ける。そして、鏡は数分もしないうちに再び同じように岩壁と叩きつけられた。

「ぽ……ポーションプリーズ……」

　受け身を覚えたのか、先程よりダメージは軽減できているように見えたが、それでもボロボロになって味方に助けを求めている鏡の姿を見て、エステラーは不可解な表情をさらに深めて眉間に皺を寄せた。

「よし、もう一回行ってくる。まだまだポーション効くわこれ」

　そして、鏡は全快すると何事もなかったかのように、めげることなく再び疾風が如き速さでこの場からメシアの元へと駆け抜けて行く。だが、一分と十数秒もしないうちに鏡は再び岩壁へと打ちつけられる。

「よーし……痛すぎて涙出てきた。やばすぎるこれ、でも一発殴ってやったぜ。鎧がへこんだのを確かに俺は見た。どうよ？　通用するぞこれ」

　そう言いつつ、何も言わず心配そうな表情を浮かべるクルルとティナとアリスから渡されたポーションを飲み干すと、再びその場に風を撒き散らして鏡は駆け出し、一分もしないうちに再び岩壁へと打ちつけられる。

「……何だ？」

　その時、レックスが言いようのない違和感に気付く。そしてそれは、鏡と出会ってからずっとどこかで感じていた不思議な感覚だった。

「ポーションの効きが悪くなってきたな……まだ全快してないけど……いけるな」

　そしてすぐさま鏡は同じようにメシアの元へと駆け出す。だがその瞬間、レックスはその違和感の正体に気付いた。

「避け……た？」

　鏡を見届けていた全員がその瞬間、驚愕の表情を浮かべた。

　その巨体からは想像もできない程の高速なパンチをメシアは放ち、今まで反応できずに殴り飛ばされていた鏡が、今回はそれを寸前のところで回避した。そしてそのまま、メシアの頭部に殴打を入れ、メシアが確かに怯ひるんだのをレックスはしっかりと見届けた。

「速く……なっている？」

　小さすぎて気付かなかった変化にエステラーは気付き、そうつぶやいた。レックスもエステラーがつぶやいた言葉と同じことを考えていた。それともう一つ、「本当に鏡はレベル３００の勇者の力に満たないのか？」という疑問を抱いた。勇者であるレックスだから抱けた疑問。無論、レックスにレベル３００の勇者の力なんて知る由もない。だが、自分がいつかそのレベルに辿り着いた時、同等の動きができるかと言われれば、自分の今の１レベル単位の成長の具合から見ても微妙だった。３００相当……もしくはそれ以上であるだろうとなぜか思えた。

「鏡さんッ！」

　直後、一瞬怯んだように見えたメシアの巨大な手に鏡は捕まり、勢いよく投げ飛ばされて今までとは比べものにならない程の勢いで岩壁に激突する。周囲に砕かれた岩壁の破片が巻き散り、砂埃が舞う中、アリスが声を荒げて心配そうに叫び、鏡の元へと駆け寄った。

『貴様……何をした？』

　そして、あれだけの攻撃を受けてまだ息のある鏡を見て、エステラーはそう言葉を漏らす。

「何も……？　努力……しているだけだ」

　アリスから渡されたポーションを口にするが明らかに効果が薄まり、回復の速度が落ちてまだボロボロな状態の身体を鏡はゆっくりと起こしてエステラーにそう答えを返す。

「もういい……もういいよ鏡さん！　もう、もう頑張らなくていいから！」

「馬鹿野郎……アリスの親父…………助け……なきゃだろ？」

　目を半開きにしながら、心配してくれるアリスの頭にポンッと手を置くと、よろめきながら、鏡はポーションを求めてクルルとティナの元へと一歩足を前に踏み出した。

「鏡さん……もうやめましょう。もう無駄です……死んじゃうだけです」

「ぽ、ポーションだってもうほとんど効いていませんよ！」

　だが二人はこれ以上ポーションを渡しても鏡が無茶をするだけだと悟り、鏡にポーションを渡そうとはしなかった。

「まじか……じゃあちょっと休憩して、もう一回行くか」

　そして、その言葉に二人は頭を悩ませる。たとえ何を言ってもこの男は考えを改めようとしない。どうすればこの人を救うことができるのか？　と。

「どうして、そうまでして戦おうとするの？」

　だがその一方で、逆にどうしてここまでの執着を見せているのか、どうしてそうまでして戦おうとするのかをパルナは聞きたくて仕方がなくなっていた。

「あんた……回復魔法使えたんだな。ていうか魔力残っていたのか」

「私はすぐに撤退したからちょっとだけね。ティナやクルルみたいに上級の回復魔法じゃないから効果は薄いけど。それより……聞かせなさいよ、あんたがそうまでして戦う理由。あんたが何を知って、何を思って、こんな無謀な挑戦をし続けるのか、魔族を敵対視しない理由も含めて今ここで言いなさい。じゃないと……回復魔法は中断よ」

　仄かな光を放つ掌を鏡にかざし、もう逃がさないと言わんばかりに鏡を睨みつけるとパルナはそう言った。ほかの者も、ずっと気になっていたのか、パルナの言葉を聞いて鏡に視線を集中させる。そして、その状況を見た鏡は、まるで観念したかのように、

「……始まりは親父がモンスターに殺された時だったよ。何で俺は村人で、こんなに弱いんだって悔しくてたまらなかった。でも、強くなる方法を見つけていろいろ見えてきたんだ」

　溜め息を吐きながらそう言った。そして、鏡はそのまま言葉を続ける。

「役割って何だ？　誰が決めているんだ？　モンスターは何でお金を落とすんだ？　なんでモンスターを倒したお金が通貨になっていて、それで買い物できる？　一番わからなかったのが当たり前のようにある、このステータスウインドウ。何これ？　疑問に思ってないけど、これが表示される意味って何なの？　身分相応を示すため？　レベルも意味不明だ。自分よりレベルが上のモンスターを倒したら経験値を得てレベルが上がってそれで強くなる？　強さは役割によって違う？　どうして？　スキルも同じだ……どうして１００で突然手に入るの？」

　その言葉に、エステラーだけが表情を歪ませた。しかし、ほかの者は何を言っているのかいまいち理解できていなかった。それが当たり前すぎて、それが普通であり常識であるが故に、鏡の言っている言葉がどうしておかしいのか、わからなかったからだ。

「母さんが人間に殺された時気付いたんだ。人間も魔族も結局変わらなくて、ただ、世界がそういう仕組みだから戦っているだけなんだって。ちょっと考えれば簡単だったんだよ。この世界は、モンスターを倒して強くなって、さらにそこから得られたお金で生活して装備を整えて過ごしていくのが一番効率のいい生き方になっているって」

　だが、次に発せられたその言葉で、少しだけだがその違和感にレックスたちは気付き始める。まるで何かに誘導されているかのような感覚を、確かに感じとった。

「俺たちは、それが当たり前だからって疑問を抱かない。まるで誘導されるかのように戦い続けていることに気付けない。与えられた役割に生き方を縛られているって……気付けない」

　そして、その言葉で各々が自分の人生を思い返した。ティナは、僧侶として生まれたが故に修道院へと入れられ、修行を続けてきた。パルナも同じだ。魔法使いという理由で、多くの書物を読み込んで呪文を覚えてきたし、魔力を強めてきた。クルルも、王女でありながら賢者として生まれたが故に、魔王討伐の期待を抱かれ、ずっと修行に明け暮れてきた。レックスも同じだった。勇者だから、自分がやらなければならないという束縛で、ほかの道を行く選択肢を塞いでいた。

「レックス。俺は勇者だ！　って使命感に縛られているあんたを見て、内心憐れんでいた」

　自分の過去と照らし合わせ、その暴言にレックスは何も言葉を返せなかった。実際、自分でも戦いばかりの憐れな人生を歩んできたと思えたから。

「役割に縛られた生き方にいったいなんの価値がある？」

　唯一、その言葉を実感して理解できたのはタカコだった。戦い続けていた道から外れ、やりたいことの道を歩んでからの人生の価値を知っていたから。

「俺たちは……自分のなりたいものになっていいはずなんだ。でも世界の仕組みがそれを邪魔しようとする。いつまでたっても村人の枠を抜けられない自分を不満に思いながらレベル９９９に辿り着いた時、俺は絶望したよ。次のレベルになるために必要な経験値メーターがステータスウインドウに表示されなくなったんだから」

『ならば……なぜお前はそうまでして戦い続ける？』

　いつの間にかエステラーも、鏡の言葉に耳を傾けていた。敵であることなど関係なく、単純にレベル９９９に到達した前代未聞の存在が得た何かが気になったから。

「悔しかったんだよ。ふざけんなって思った。許せないって思った。もっと、もっともっと強くなりたいと願った。その時に気付いたんだ。レベル９９９になった俺に一つ新しくスキルが身に付いていたことに……それが、ずっと疑問に抱き続けていたこの世界の答えを教えてくれた」

　その瞬間、鏡は自分のステータスウインドウを目の前に表示させる。レベル９９９の表示、そしてそこから見せられたステータスのパラメーターを見て、エステラーは驚愕の表情を浮かべた。明らかに各パラメーターのステータス値が、村人のそれではなかったからだ。勇者と同等とまではいかないが、勇者が仮にレベル９９９になったとしてもその半分の実力はあるであろう数値。本来村人としてあるべきの数値はそこにはなかった。

　そして、そのままステータスウインドウの表示が切り替わり、鏡が持つ十あるスキルのうちの一つがステータスウインドウに拡大して表示される。そこには、こう書かれてあった。




　スキル……神へ挑みし者

　効果……その者の成長は止まらない。得た経験は限界を超えて力となる。




「この世界の仕組みを作った奴がいる。だから俺はそいつを見つけてぶっ飛ばす。俺たちは、操り人形なんかじゃないって。俺たちは自由に生きられるべきだって伝えるためにな！」

　絶句した。絶句するしかなかった。ずっと余裕の表情を浮かべていたエステラーでさえ「こんなことが……」とつぶやき、驚愕の表情を浮かべてワナワナと震えている。そのスキルは鏡に二つの恩恵を与えた。『神』という存在がいるということ、そして、それに抗う術があって、自分はその欠片を摑んだということ。

「ヒントは見つけているんだぜ？　こんな世界になった大昔からずっと手をつけられずに、ずっと同じ奴が保管しているアイテムが１万ゴールドで売られているんだ。賞品名未記入でな。まあ、確信もないただの直感でしかないから、いつか買えればいっか程度だけど」

　そして、パルナの回復魔法と、自分が持つスキルのおかげで体力を取り戻した鏡はそう言いながら、さっき諦めることを推奨していたクルル、ティナ、アリスが立つ方向を見て、

「だから俺は、それが答えだから諦めろって言われても絶対に諦めない」

　そうはっきりと宣言した。

「答えなんて、自分次第だ」

　そして、鏡は踵を返すと、遠くで未だゆったりと歩きながらこちらに接近するメシアへと向き合った。次に、「回復も尽きたし……これが最後だな」とつぶやくと、今まで駆けだしては殴りに行こうとしていた方法をやめ、まるで気を集中させるかのように腰を落として構え、全身から視認できる程の白いオーラを噴出し始めた。

　白いオーラは風圧を発生させる勢いで鏡を中心に周囲を渦巻くように放出される。あまりにも唐突な明らかな変化に、全員がその光景に怪訝な表情で視線を向けた。

『何だそれは……まだ何かあるのか？』

「俺がレベル９００の時に覚えた、使えるけど、使えねえスキルだよ。使った後一切動けなくなるし、ＨＰが10になるクソスキル。その代わり、基本ステータスの二倍の力を得られる」

『二倍……だと!?』

　驚愕せずにはいられなかった。鏡の今のステータスで二倍ということは、それは瞬間的にとはいえ、ＬＶ９９９の勇者に近い力を得るということだったから。

「本当はあれと、もっと戦って強くなりたかったけどさ、今回の目的はそうじゃないだろ？　だからあれを確実に倒せるまで強くなって……これが最後だ。力比べしようぜ」

　その瞬間、レックスは鼻で笑ってしまった。誰かに教えられるまでもなく、どうして鏡が強くなったかに気付けたから。経験値を得ることで強くなれるスキル、そして強い敵と戦うと得られるもの、そして、なぜ鏡が素手で戦おうとするのかの理由を考えれば、もう導き出される答えは一つだった。何かに頼ることなく、己の力で駆け上がろうとしているからこそ、鏡は武器を持たず、防具をつけずに戦うのだと。

「だが、今は目的が違う。ならば村人……いや、鏡！　これを使え！」

　その瞬間、レックスは自分が持っていた剣を鏡に投げつけ、鏡もそれを片手で受け止める。

「伝説の剣程ではないが、名匠が打った業わざ物ものだ。行け！　目的を果たして来い！」

　レックスがそう言いきり、鏡が微笑を浮かべた瞬間、その場にいた全員が仰け反ってしまう程の風圧が発生する。直後、鏡の姿はその場から消え去っていた。すぐさま鏡が向かった先を視線で追うが、それでも鏡の姿を視認することはできなかった。視認はできないが、ところどころで衝撃波が生まれ、アトロスの大地が、爆発が起きたかのように削られて上空へと舞い散っていく。

　そしてその視認できない衝撃波は徐々にメシアの元へと近付いていく。対するモンスターの軍勢も、向かって来る鏡に対して熱光線などの遠距離攻撃を仕掛けるが、一切当たらない。

　スキル……制限解除

　人間は、自分が持つ力の限界の30％程度しか自分の意志で発揮できない。その力を３分間だけだが一時的に70％まで解放するスキル。普段出せる力だけでも驚異的な鏡が、その倍以上の力を引き出す。だがそれだけでも、この世に存在する生物は太刀打ちできなくなる。

「レベル９９９が成長の限界で、それが世界の仕組みだとかふざけんな」

　そして、数多のモンスターからの攻撃をくぐり抜け、メシアのすぐ足元にまで辿り着いた鏡はその場で立ち止まるとそう叫びながら、右手に持っていたレックスから渡された剣を強く握り締め、腰を深く落として構えた。

　直後、目を見開いて全力で歯を食いしばると、鏡は持てる全ての力を出して地を蹴りつけ、垂直にメシアの元へと跳び上がった。人間が出せる速度の限界を超えて撃ち出されたその人間大砲は、ただ跳び上がるだけではなく、メシアの周囲に存在した多くのモンスターたちを吹き飛ばす程の衝撃波を生み出し、そして一直線にメシアの元へと向かっていく。

[image: ]

　ただの村人の鏡が、いや、村人だったからこそ辿り着けた境地。

　神に見放され、それでも抗い続けて、村人だからこそ多く立ち塞がる限界の壁を何度も、何度も何度も諦めずに乗り越えてきたからこそ至った力。そして、結論。

「俺の限界は……俺が決めるっ！」

　ただ、持っている剣を下から上に振り上げただけの一撃。だが、限界の限界を超えた人間の全力の跳躍から放たれる全力の振り上げ。

『限界を超えた一撃オーバーブレイク』

　振り上げられた剣は鏡の力でそのまま押し上げられ、メシアの強固な黒い鎧を、まるで紙を裂くかのように斬り裂いていく。音速を越えた剣の切っ先から真空の衝撃波が生み出され、次々に鎧を粉砕していく。そして、鏡が放った一撃がメシアの頭部の鎧を破壊した時、そこに、憔しよう悴すいしきった表情の魔王が姿を現した。

「よう師匠。久しぶりだな」

　上空に跳び上がる鏡が魔王と視線を交じ合わせたその瞬間、鏡はそうつぶやく。すると、魔王はまるで安心したかのように微笑を浮かべて気を失った。
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「お父さん！」

　鏡が一閃したメシアは、まるで天に召されるかのように光の粒子となって消え去り、後にはその中身である衰弱し切った魔王だけが残された。焦げ茶色の髪をオールバックにした、老け込んだ顔と髭が特徴の中年男性が、アトロスの荒野に横たわっている。

　ダグラス・バルネシオ。魔王の名前であり、鏡にとっては自分を強くしてくれた恩人でもある。９年前、まだ、人間と魔族の関係に疑問を抱き始めたばかりだった鏡は、迷わず魔王の元へと旅立った。魔王の元に辿り着いたのは奇跡に近かった。魔王城にばれないように侵入し、たまたま寝室に辿り着いた鏡は、今の鏡に至る多くのことを魔王から教わった。

「おっす、気分はどう？」

「随分……強くなったみたいだな。私を……殺すのか？」

「いやいや、助けるために戦っていたんだぜ俺？」

　鏡が溜め息を吐きながら横たわる魔王にそう答えを返すと、魔王は鼻で軽く笑いながら微笑を浮かべ、「……相変わらず、変な村人だ」とだけつぶやいた。

　魔王にとっても、鏡の存在は稀け有うだった。レベル１００を超えたばかりのただの村人が、殺意も何もなく突然寝室に乗り込んできて、「人間をどう思っている？」と、謎の問答を仕掛けてきたのは前例なく、鏡だけだったから。

　現状を変えるための力が欲しいと願った鏡に魔族の立場を利用して稽古をつけた日を魔王は懐かしく感じた。稽古途中で、魔族と人間の関係をなんとかすると言って飛び出した村人が、９年の時を経て目の前にいる。恐らく、多くの挫折を経験したのだろうと、自分を助けるために戦ったとつぶやいた鏡と、自分の傍で心配そうな表情を浮かべるアリスを見て、魔王は直感的に察した。

「心配を……かけたなアリス」

「鏡さんが助けてくれたんだ……それと、タカコさんやレックスさんたちも」

　そう言われ、魔王はほとんど動かない身体を動かして周囲を見渡した。そこには、自分よりも体格の良いごつい武闘家と、自分の配下であるメノウ。そして勇者一行と思われる存在が、戸惑いの表情を浮かべながらこちらを見ていた。

「随分と異色のパーティーだな。そこの勇者……今なら私を簡単に殺せるぞ？」

「……まだ僕の中でもちゃんと整理がついていない。そんな状態で貴様を殺すつもりはない」

　鏡から返してもらった剣を握り締め、焦る衝動を抑えつけてレックスはそう言って剣を未だ魔王の周囲を取り囲むモンスターたちの軍勢へと向けた。なぜかモンスターの軍勢は、鏡やレックスたちを取り囲むだけで何も攻撃を仕掛けようとしてこない。モンスターを操っているエステラーが何を企んでいるのかはわからなかったが、この状況はレックスたちにとってもありがたい状況であった。もう、レックスたちは一歩も動けない程に弱っていたから。

「あんたを殺せば……！」

　直後、パルナがそう言って掌を魔王に向けた。パルナに魔力はもう残っておらず、これはふりでしかなかった。自分の命が危機にさらされた時、どういう反応をするのかを純粋に見てみたかったのだ。醜く命乞いをするのか？　何も言わずに受け入れるのか？

　だが、魔王の反応はパルナが考えていた反応と大きく異なった。魔王は笑っていた。まるで仕方のないことだと、この世界の仕組みを受け入れるかのように残念そうに笑っていたのだ。

　その傍らでは、「やめて」と懇願するかのようにアリスが涙目になりながらこちらの様子を伺っていた。

「私が生きているうちはアリス様と魔王様をやらせはせん」

　そして、アリスと魔王を守るかのように立ち塞がったメノウを見て、パルナはまるで運命に弄ばれるかのような気分に陥り、かざしていた掌を何も言わずに下ろしてそっぽを向いた。

「メノウ、よくぞアリスに加担してくれた。お前のような配下を持てたことを私は誇りに思うぞ」

「滅相もございません……全てアリス様と、鏡殿のおかげです」

　そうメノウと言葉を交わした後、ふとアリスと鏡に視線を向けると、アリスが残っていた最後のポーションを強引に鏡の口に差し込む姿が見え、魔王は微笑を浮かべた。それと同時に、自分が求めていた理想の始まりが、自分の犠牲の元に生まれたのであれば、安い代償だったと心の底から思えた。

「だが……この事態の真意は知る必要がある。エステラー……貴様、どういうつもりだ」

　魔王の一言で、その場にいた全員が上空で何もせずにこちらを見つめているエステラーへと視線を向ける。エステラーはただ黙って、何かを考えるように鏡と魔王の様子を眺めていた。

『次がいつまでたっても現れないから、魔王様の力を借りて、人類に危機感を与えるつもりだったが……なるほど。これは面倒だな』

　すると、エステラーは上空から不可解な言葉を脳内に直接響くように吐いた。

「次……ってなんだよ」

　そして全員が疑問に思ったことを鏡が口にする。

『この世界を作った奴をぶっ飛ばしたいのだったな。ヒントを知る術を教えてやろう。方法は二つだ。一つは魔王様を……殺すこと』

　すると、エステラーは溜め息を吐いて仕方がなさそうにそう答え返した。その瞬間、その場にいるほとんどが何を言っているのかわからないとでも言いたげな表情を浮かべるが、直感的にどういうことなのかを鏡は理解できた。

　鏡には元々疑問に思っていたことがあった。

　魔王は巨大な力を手に入れているのにどうして自分たちを殺そうとしなかったのか？　人間を滅ぼすのとは別の目的があるのではないのか？　やろうと思えばもっと効率の良い侵攻手段があったのではないだろうか？　どうして世界中に……敵意を撒き散らすような真似をしたのか？　どうしてサルマリアを奪うという手段に出たのか？　どうしてサルマリアの住民の退路を塞いで殺すのではなく全員逃がしたのか？

　普通の侵攻に見えて、何か違う目的があるかのような感覚に鏡はずっと襲われていた。だがその答えが今の言葉でなんとなく理解できた。危機感を与えて、いつの日か、魔王を倒せる存在が現れるように促していたのではないか？　と。

「却下っ……！」

　そして理解した上で、鏡は堂々とそう言いきった。それこそ、この世界の仕組みに従っているような気がしたから。

『だろうな……だから困っているのだ。そこまで上り詰めておきながら、別の手段を取るなど前例がない……だが、元々目指していたなら話は別だ』

「何を言っているのか、さっぱりわからないわけだが？」

『……貴様が目指しているものを得てみせろ。それがもう一つの方法だ』

「それって……１万ゴールドのアイテムか？」

　鏡の問いにエステラーは黙って頷いた。なぜ、それを教えてくれるのかはわからなかった。だが、鏡はまるでお願いされているかのような感覚に陥った。理由はわからない。エステラーが自分から一切視線を外さずに言ってきたが故、そう思えてしまった。

「お前は……何者なんだ？　魔王の配下じゃないのか？」

　その鏡の問いに、エステラーは『配下さ。そう宿命付けられたな』とだけつぶやくと、掌を横たわる魔王へと向ける。直後、魔王はエステラーから発せられたであろう紫色の光に包まれて、まるで消滅したかのようにその姿を消した。

「魔王様!?　貴様……エステラー！　魔王様をどこにやった！」

「エステラー！　お父さんを返して！」

　必死な表情を浮かべながら、メノウとアリスはエステラーに向かってそう叫ぶ。

『魔王様は私が預かる。返してほしければ成し遂げてみせろ……もう一つの方法をな。期限はそうだな……一年だ。それまでに辿りつけなければ再び私は魔王様を使い、全力で人類を滅ぼしにかかる』

　エステラーは最後に『次こそ、どちらかが死ぬまでな』とつぶやくと、魔王の身体を包んでいたのと同じ紫色の光に包まれると、その場から消滅するかのように姿を眩ました。

　その言葉の裏に、まるでその時は魔王を確実に殺してもらうという意味が含まれているような気がして、鏡は眉間に皺を寄せて不可解な表情を浮かべた。

「お父さん……ようやく会えたのに」

　まるで、自分の半身が引きはがされたかのように、アリスは力なくそうつぶやくとその場に崩れて座り込んでしまう。

「見てください……モンスターが！」

　そして、ティナが指差したその先で、エステラーが消え去ると同時に、モンスターの軍勢はまるで戦うのを放棄するかのように鏡たちに見向きもせず、魔王城の方角へと次々に去っていった。

　どれだけ長い時間戦っていたのだろう？　アトロスの荒野は既に日が落ちて、辺りはすっかり暗くなり、晴れ渡った夜空には星々がきらめいていた。そしてそんなアトロスの荒野には、全てを出し尽くして戦った鏡たちだけが残った。目的であったサルマリアの防衛も、魔王の安否の確認も達成できたが、一同の胸には釈然としない大きなしこりが残る。

　エステラーの吐いた不可解な言葉の数々、そして、魔王を倒すことと１万ゴールドのアイテムを手に入れることの意味。まるで、自分たちはこの世界を理解していないとでも言われたかのような、解の出ない問題に悩まされているかのような気持ち悪さが残った。

「これから……どうするんですか？」

　ぼーっとモンスターの軍勢が去っていくのを鏡が眺めていると、ふいにクルルが隣に立ってそう声を掛ける。

「あんたたちはどうするんだ？」

「私は……」

　顔を向けずにそう答え返した鏡の言葉に、クルルは思い詰めた表情を浮かべる。正直どうすれば良いのか検討もつかなかった。クルルも少なくとも鏡と同じ感情を抱いていた。アリスと魔王の関係は少なくとも人間の親子となんら変わりない関係だった。

　まるで、魔王を倒すために始まった旅が、自分の意志ではなく世界の意志によって運命付けられているような気がした。そしてそれは、ほかの者たちも同じだった。

「お前の意見が聞きたい。鏡はどうするつもりなんだ？」

　そこで、レックスがずっと遠くを眺めて呆けている鏡へと問いかける。

　問われた鏡は全く悩んでなさそうな表情で唸りながら身体を左右に曲げ、考えてそうなふりをするが、突如何かを思いついたかのように指をパチンっと鳴らすと──。

「よし、手始めにカジノでも開くかッ！」

　そう言った。

「「「「「「はい？」」」」」」

　そして、鏡が放った突然すぎる不可解な言葉に、その場にいた全員が不可解な表情を浮かべながら首を傾げ、そう反応した。














「えー……それでは、第二回人魔友好的交流会議を始めます」

　妖艶な雰囲気が漂う薄暗い一室。酒棚のあるカウンターに立つタカコを前に、鏡は至って真面目な表情でそうつぶやいた。カウンターの席には一番右からウィスキーを頼んだ鏡、その隣にオレンジジュースを頼んだアリス、その隣にミルクを頼んだクルル、その隣にミルクを頼んだティナ、その隣にミルクを頼んだレックスが座っている。

「まず、乳臭いミルク勢の意見から聞きたいと思う。チクビ氏はどう思う？　ミルクだけに」

「おい貴様、その名で呼ぶな！」

　鏡の言葉にカウンターのテーブルをドンっと叩いて憤って立つと、背後のテーブル席でワインを嗜たしなむパルナと、壁に背を向けてテキーラを呑むメノウは溜め息を吐いた。

「み、ミルク勢とは失礼な！　私はこの国の王女として、未成年の飲酒はいけないと思ってミルクを頼んだだけです！」

「私も未成年だからミルクを頼んだんです！　クルルさんみたいなミルク好きとは違います！　あと身長を伸ばすために必要な栄養素をですね……！」

「そ、それは聞き捨てなりません！　別にミルクが好きだから頼んだのではなくて……ティナさんと同じく栄養素が高い飲み物を頼んだだけで……その！」

「ま、待て！　そういうことなら僕だってそうだ！　酒は人を腐らせる！　故にいろいろと選択肢を削っていった結果、栄養素の高いミルクが一番良いと判断しただけだ！　本当だからな！」

　そこで、自分で振っかけておきながら「お前ら楽しそうだな」と鏡はつぶやく。

　カウンターで言い争う連中をよそに、タカコはカウンターの裏側で食器を洗っていたケンタ・ウロスから洗い終わった食器を受け取り、溜め息を吐きながらグラスを磨き続ける。

　魔王軍によるサルマリアの襲撃から既に一週間が経過していた。制限解除を行った鏡は丸一日動けなかったが、翌日には戦いの跡地でモンスターたちが落としたお金を回収していた。鏡曰く、恩義を知らないハイエナどものせいで回収できたお金は３ゴールドにも満たなかったとのこと。

　無論、街ではサルマリアを救った英雄として盛大に称えられるが、特に名誉を必要としていない鏡は、歓迎されるよりも早くタカコとアリスとメノウを連れて魔王城へと出立する。その後を追って、レックスたちも魔王城へと向かうが、魔王城はもぬけの殻だった。普段であれば魔王から発せられる濃密な魔力が紫色の霧となり、その魔力によって生み出されたモンスターたちで外も城内もモンスターが溢れかえっているはずの地は、一切霧が発生しておらず、ただの断崖絶壁の崖上に立つ壮大な古城と化していた。

　結局、魔王城で得たのは20ゴールド程の宝石だけで、元々いるとは思っていなかったが魔王とエステラーの姿もなく、結局、進展が何もないうえに英雄扱いされているサルマリアでは落ち着かないという理由で、鏡たちは一度ヴァルマンの街へと戻って来ていた。

「世間は大騒ぎよ……皆不安がっているわ。まあ、それが逆に鏡ちゃんにとって都合の良い展開になっているみたいだけど？」

　片手に持って磨いていたグラス越しに鏡を見据えながら、タカコはそうつぶやいた。

　魔王が魔王城からいなくなったという事実は、世界中に瞬く間に広がった。一見、喜ばしいことのように思えるがその逆で、モンスターも相変わらず出現している状況下で、どこに潜んでいるかもわからない魔王を相手にしなければならないというのは、人類に多くの不安を生む結果となった。そのため、今までよりも一層守りを固め、腕に自信のない冒険者は万が一のことを考えて迂闊に魔族などに手が出せなくなり、魔王とエステラーは姿を消しているだけで危害を加えられる心配が少なくとも一年はないであろうことを知っている鏡たちにとって、都合の良い展開にはなった。

「まあずっと不安でいさせるのは気の毒だけどな、結局危害が加えられなければその生活にもそのうち慣れるだろ。人は適応力が高いからな」

「皆が鏡ちゃんみたいに図太く生きてはいないのよ？　実際、各街に常駐で護衛をする仕事の募集が行われているみたいよ」

「……なるほどなるほど、そうなるよなやっぱ」

　タカコの言葉を聞いて、鏡はウィスキーを一気に吞み干した。その時、鏡は突然裏方からどたばたと現れたオールバックで黒髪のケンタ・ウロスに胸倉を摑まれる。あまりにも唐突な出来事に鏡は目をぱちくりとさせてケンタ・ウロスに視線を合わせた。

「人間よ、崇高なるタカコ様のお言葉に『なるほどなるほど』とは何事だ？」

「ひぇぇ……めんどくさい」

　血管が切れそうな程に表情を歪ませるケンタ・ウロスを見て、鏡は心底げんなりした表情を見せた。

「いいか人間よ？　高貴なる存在であるケンタ・ウロスの間では、『なるほどなるほど』と二回繰り返すのは全く相手の話を聞いていないことを示すのだ。なぜ一度でいいなるほどを二回も言うのか？　それはずばり適当に聞いているからにほかならぬ。何も考えずに流すから『はいはい』といった感覚で『なるほど』を二回も繰り返す……わかるか人間よ？　貴様がいかに愚かな発言をしたか？」

「なるほどなるほど」

「……マイナス80点っ！」

「というより、どうしてケンタ・ウロスがお店の中にいるんですか！」

　言い争う二人をティナはジト目で見ながらそうつぶやくと、ストローでミルクを吸い上げる。

「手伝わせてほしいって言うから手伝ってもらっているのよ。お客さんに手を出すならやめてもらうけど……まあ鏡ちゃんなら別にいいでしょ」

「全然良くない件」

「とっとと本題に入れ！　これからどうするつもりなんだ？」

　その時、痺しびれを切らしたのか、ダンッ！　と大きな音をたててカウンターを叩き、ミルクを飲み干したせいで白鬚を作ったレックスが立ち上がる。

「どうするもこうするも、カジノを宣言通り作るだけだけど？」

「なぜカジノなんだ？」

「小規模から大規模までの金持ちをターゲットにするなら、やっぱりそれなりのエンターテインメントである必要がある。ならカジノが一番だろ。現状、ヘキサルドリアの全土に数店舗しかないし」

　鏡の言葉通り、カジノは上流階級の貴族たちも訪れる遊戯場である。そのため、賭け金額のレートを調整すれば、少なからず大きな金額を動かすことができる。何より、レートがいくら大きくなろうと、カジノ側が有利であることには間違いなく、金持ちが楽しめるエンターテインメントの仕組みさえ確立できていれば、カジノ以上に商品の収拾やコストをかけずに金持ちを集められる仕組みはない。勝ち負けの結果がお金だけで済むケースがほとんどだからだ。

「カジノか……いい案だとは思うが、対象となる客が勝つ確率も高いぞ？　時にはマイナスの収支になる日だってあるはずだ。そうなれば、鏡が考えているような大きな利益はあげられないぞ？」

「それは現存するカジノのルールだったらだろ？　既存のカジノにはない新しいゲームを考えて導入すればいいんだよ。そうじゃないと１年以内に１万ゴールドを集めるなんて普通に考えて無理」

　鏡のその言葉を聞いて、レックスは「確かにそうだが……」と、それでも目標の金額を集めるのに１年では無理ではないかと難しい顔をして懸念を抱く。

「ていうか、あんたカジノとか言っちゃってるけど、まずカジノを建てるだけのお金あるの？　はっきり言って小規模なカジノにするにしても２００ゴールドはかかるわよ？」

　話をしている途中で、背後でグラスのワインを躍らせながらパルナがそう問う。それを聞いて、鏡はすぐさま問題ないと言わんばかりに手をぷらぷらさせると、タカコにウィスキーのおかわりを頼んだ。

「貯金がこの前の遠征で５５４７ゴールドになったから、そこらへんは大丈夫」

「「「「「「ご、５５４７ゴールド!?」」」」」」

　そして何気なくつぶやいた鏡の言葉に、ケンタ・ウロス以外の全員が驚愕の表情を浮かべながらそう叫んだ。

「そんな大金いったいどうやって……私たち王族でも１年で私的に利用できる額は50ゴールドですよ？　その額のひゃ……百倍!?」

「さすが王族、金銭感覚がおかしいわね。私なんかバーとクラブの売り上げだけで一年で２ゴールドいくかいかないかくらいなのに」

「え、あ！　お父様がそれだけ私的に扱えるってだけで、私は月に50シルバー程のおこづかいでやりくりしていましたよ！　全部貯金していますけど」

　富豪と誤解されたと思ったのか、慌てふためいた様子で弁解を行うクルルの隣で、ティナがげんなりした表情で「私……１００ブロンズでした」とつぶやき、レックスは「僕はそもそもなかった」としみじみつぶやく。

「とにかくだ。残り約５０００ゴールドを一年以内に集めないといけないわけだが、まずはっきり言って普通のやり方じゃ無理だ。俺が全力でモンスターを討伐しまくってクエストこなしまくっても２０００ゴールドいくかいかないかくらい」

「それでも……２０００ゴールドいくんですね」

　何気なく吐いたティナのツッコミで、鏡はカウンターにうつ伏せると「あーこんなことならもっと本格的にお金集めとくべきだったぁ！」と叫びながら項うな垂だれる。

「ねえ鏡さん。ボク……どうすればいいのかな？」

「急にどうした」

　目標のゴールドの到達のためにどうすればいいかを思い悩んでいると、先程からずっと無言で思い詰めた表情を見せていたアリスがそうつぶやいた。

「ボクはお父さんを助けるために鏡さんと一緒に旅をしていたけど、でも……今度は１万ゴールドなんて物凄い大金がなければお父さんを助けるチャンスは訪れない。でも、そんな金額、とても鏡さんに払ってもらうなんてできないよ。それならもう……お父さんは倒されるべっぶぇ!?」

　たらたらと思い詰めた表情で言葉を並べていたアリスに鏡は軽いチョップを放つ。あまりにも突然の攻撃にアリスも予想外だったのか、変な声を出して「え？　えっ？」とオロオロした表情を見せた。

「今更だって。それに俺一人で頑張ってお金を集めるわけじゃないしな。アリスにも手伝ってもらうぞ？　だからあんまり難しく考えんな」

　そして、鏡はウィスキーの入ったグラスを片手に笑いながらそう言った。その言葉にアリスは一瞬きょとんとした表情を見せると次に嬉しそうな笑みを浮かべ、「……うん」と控えめにつぶやいた。すると、その様子を見ていたメノウが片手に持っていたテキーラを一気に吞み干して鏡へと接近する。

「ぬああああ鏡殿！　私は感動した！　今なら魔王様とアリス様の思想に心の底から賛同できる。貴殿のような人間がいるのであれば、私も力を貸そうではないか！」

　そして、がばっと背後から摑み掛かるように鏡の肩に腕を置くと、ぶはーっと酒気のこもった息を鏡に吐きかけた。

「酒臭！　メノウ……お酒臭いよ。……顔赤いし」

「何を言いますアリス様！　このメノウ……微塵も酔ってなどいませんぞ！　タカコ殿、次はバーボンを頼む」

　そう言ったメノウに対し、タカコはしれっと水の入ったグラスを渡すと、メノウはぐびぐびと一気に飲み干し「なんと吞みやすい酒なのだ！」と、頭のおかしい発言を放つ。

「このおっさんの角もなんとかしないとな、ブルーデビルの角で誤魔化すのにも限界があるし」

「でも、ボクがつけているこの布って凄く貴重なんだよね？」

「純粋なスポーンブロックから作るから一応な。でもカジノができるまでの間に時間があるだろうから、ちょっとダンジョンに潜って頑張って見つけてくるつもりだ」

「それでも見つからなかったら？」

「それはもう野に帰っていただくしか」

　冷たく言い放った鏡に対してメノウは鏡の手をガシッと摑むと、「私は鏡殿を信じて……信じているぞ！」と、まるで念を押すかのように繰り返し言い放った。

「とりあえずメノウはいいとして、お前たちはどうするんだ？　そういえば……戦いが終わったら俺と話したかったんじゃなかったっけ？」

　懇願するメノウをよそに、鏡はレックスたちに視線を向けてそうつぶやく。すると、反応するようにパルナが吞み干したワイングラスをテーブルに置いて席から立った。

「元々、魔王討伐のために結成されたパーティーだし、その目的がなくなったのなら……私は抜けさせてもらうわ。あんたとの話も保留にしておく……ちょっと考えたいこともあるしね」

　そしてそう言い切ると、パルナは振り向かずに手をひらひらと動かして、「お酒美味しかった。また来るからその時は贔屓してね」と言い残し、タカコの店であるバーから出て行った。

「有無を言わさずに行っちゃいましたね……少し寂しいです」

　すると、カウンター席で見送るかのように感慨深くティナがそう言った。

「また来るって言っていたし、今は温かく見守ってあげましょう。時間が必要なのよきっと」

　そして、心配そうな表情を浮かべるティナのグラスにミルクを注ぎ、励ますかのようにタカコがそう言葉を掛けた。

「僧侶のあんたはどうするんだ？　ティナ……だっけ？」

　不安げな表情を見せるティナに対し、次に鏡がそう言葉をかける。

「私は修行中の身ですから。元々レックスさんたちについて行くのが一番の修行と思ってここにいます。だから判断はレックスさんとクルルさんにお任せしますよ。お二人が手伝うなら、私ももちろん鏡さんをお手伝いしますよ！」

「なるほど、じゃあティナはカジノでバニーガールをやってもらおう」

「ば、バニーガール!?　そ、そんな神から頂いた御身を晒すようなこと致しませんよ！」

　思い付きで言っただけの言葉に、ティナは慌てふためいて赤面する。そんなオーバーな反応を鏡が楽しんでいるとタカコが鏡に対して目をぎらつかせ、「あら、バニーガールなら私がいるじゃない？」とつぶやき、鏡は「ははっ」と乾いた笑みを浮かべた。

「それで？　ティナはそう言っているけどお姫様は？」

　次に、鏡はクルルに問いかける。すると、クルルは神妙な面持ちで鏡に視線を向けた。

「私は、今まで言われるがままに生きてきました。全て教えられた知識で、全て教えられた常識でこの世界を知ったつもりでいました」

「なるほどなるほど」

「ちょ、ちょっと！　真面目に聞いてください！」

「どうせ、『今まで自分の価値観だけで切り捨てたものがたくさんありました。だからこれからたくさん勉強します』とかそんなだろ？」

　図星だったのか、少し赤面しながらクルルは、ぐむむと口をつぐむ。

「いいよ全部言わなくても。言わなくてもある程度わかってやるのが仲間だろ？」

　鏡がそう言い切ると、クルルは面くらったような顔を一瞬見せるが、すぐに嬉しそうに頰を少し緩ませる。

「知らないならこれから知ればいいんだ。それで手伝ってくれって言うなら喜んで力を貸す。だから、あんたがこれからどうしたいかだけ教えてくれ」

　そう言うと、クルルは一瞬上ずって悩むそぶりを見せるが、すぐに笑顔を浮かべ──。

「鏡さんといるのが、この世界のことをたくさん知れる近道な気がします。だから、傍にいさせてもらう代わりに私にも手伝わせてください。１万ゴールドを集める目標を」

「じゃあお城から５０００ゴールド持ってきて」

「それはちょっと」

　お互い、予想通りの言葉返しだったのか、そう言うと二人はお互い腹を抱えて笑い始めた。「お父様に事情は話してできるだけ協力してもらうつもりですが、あまり期待しないでください。こんな話……信じてもらえる可能性は低いですし、何より、国を支えるために動かせるお金には限りがありますから。たとえ魔族との全面戦争を防ぐという理由でも、お父様なら……」

　そう言ってクルルは暗い表情を見せる。何が言いたいのかなんとなく察した鏡は、それ以上追及しようとはせず、レックスへと視線を向ける。

「で、勇者様はどうするんだ？　まだ魔王を倒したいのか？」

「魔王なんてもうどうでもいい」

　すると、予想外の言葉がレックスから返り、鏡はきょとんとした表情を見せる。

「僕は、今まで自分のために生きてこなかった。ずっと、誰かが用意した目的に向かって全力で走り続けていただけだ。だから、今度は自分が本当にやりたいことのために、自分が用意した目的のために全力で走りたい」

「どんな目的ができたんだ？」

　鏡が不敵な笑みを浮かべながらそう聞くと、レックスは軽く鼻で笑い、「まだ見つかっていない」とつぶやき、グラスに入ったミルクを口に運んだ。

「そう簡単に見つかるものでもないだろ？」

「まあな、でもそのうち見つかるさ」

「ならその日まで、お前の元で学ばせてほしい」

「俺？　村人の俺に勇者のあんたが？　魔族がどうとかはいいのか？」

　予想外の言葉だったのか、鏡は少し戸惑いながらレックスにそう確認する。

「村人とか勇者とか魔族とか関係ないと言ったのはお前だろう？　確かに最初は癪に思ったが……お前は尊敬に値する奴だ。それこそ、役割なんかじゃ計れないことを証明する程にだ」

　最初は抱いていた劣等感も、レックスの中でいつの間にか別の感情に変わっていた。何かが変わり始めている。それにレックス自身も気付いたからこそ、それをもっと知るためにと考えた結果の判断だった。

「僕に、勇者としてではない生き方の価値をお前が示してくれ。そのために何かを手伝えというのなら、喜んで協力しよう。それが、今僕が出せる答えだ」

　そして、その変化に鏡はすぐに気付いた。気付いてたまらなく嬉しくなった。昔一度諦めた、夢見た光景への一歩を目の当たりにして、嬉しくないはずがなかった。

　その道を今一度示してくれたアリスの頭を思わず鏡は撫でると、勢いよく席を立ちあがり、タカコに皆のグラスに飲み物を注ぐように頼む。

「よっしゃ！　それじゃあ皆、これから引き続きよろしくってことで！」

　そして鏡はそう言うと、グラスを掲げてその場にいる全員に乾杯を促した。

「うん！　よろしくね鏡さん！」

「よろしく頼むぞ鏡殿」

「バニーガール……ちょっと着てみたい、いやしかし」

「不束者ですが……よろしくお願いします！」

「マイナス79点ッ！」

「ああ、よろしく頼む鏡。いや……これからはそうだな、師匠と呼ばせてもらおうか」

「くっさ。何その呼び方」

　そう言ってはにかんだ笑顔を見せる酒場に集まった皆の表情から、役割という固定観念から脱した自分だけの答えを見つけたかのような清々しさが感じられ、鏡は自分の貫いてきた道は無駄ではなかったと微笑を浮かべた。

　諦めなければ道は開ける。ついこの間まで敵意を向けていた人間と魔族が笑顔を見せる光景を前に、鏡は改めてそう思った。











































































（前回までのあらすじ）









　ＷＥＢで小説を公開し始めて約８年。地道にコツコツと更新を続け、遂に去年の夏に初の単行本を出版させてもらい精根尽き果てた子猫は、しがないリーマンとして日々を過ごしながら再び地道に新作ＷＥＢ小説の連載を繰り返していた。

　だが、そんな日々は長くは続かなかった。社会人生活という迷宮に迷い込んでいた子猫は、全身に蓄積されたストレスに耐え切れなくなり、「一人カラオケ」という未知の領域へと足を踏み入れてしまう。

　狂ったように歌い叫ぶ子猫。そしてふと気付いてしまう。「今の自分は一人で何でもできるマンなのではないか？」と。そう、その一つの考えが全ての始まりだった。

「一人焼肉」「一人寿司」「一人居酒屋」「一人ボーリング」「一人ダーツ」「一人組体操」まで網羅し尽くした子猫は、とある友人Ｙ氏から「一人遊びがどんどん上手になるヤバい奴」と畏怖される。あまりの異常さに、会社の上司、同期の友人、後輩からも心配され優しく手を差し伸べられるが、「うるせぇ！　私だってな……人間なんだよ！」と、自身が抱えるストレスを主張して払いのけてしまう始末。

　どんどん人として腐っていく子猫。腐り過ぎて実の兄にゾンビ扱いを受ける。

　果たして、そんな子猫に未来はあるのか？












（あとがき）









　はじめに、この度は『ＬＶ９９９の村人』を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　この本はＷＥＢで公開していた同名小説をベースに、各方面の方々からいただいたアドバイスを参考にさせていただき、改稿をおこない一冊にまとめたものです。

　本書はその名の通り、「ＬＶ９９９に達してしまった村人」を描いた物語です。ゲームや成長の仕組みがある遊びをちょっとでもかじっているなら、誰もが知っているであろうＬＶの設定を用いて、「ＬＶ９９９」なんだから強い、でも勇者や戦士ではなく「村人」という平凡で脆弱な役職、という二つのイメージを組み合わせた主人公の話を書かせてもらいました。それは、「才能に関わらず、努力によって道を切り拓く」、そんなキャラクターが描きたかったからです。

　書き始めは本当にそれくらいしか決まっておらず、ＷＥＢ連載時にはところどころで矛盾が出たり、冗長だったりと、至らない点も多くありました。にもかかわらず、たくさんの方々にアドバイスや感想、また叱咤激励をいただき、結果こうやって書き進めてくることができました。読んでくださっている方々には感謝してもしきれません。ひとえにこの本が出版できたのも、皆さん一人一人の応援があってこそだと思っております。

　これからも一層、読みやすく面白い作品を目指して、必ず満足していただける作品に仕上げたいと思っておりますので、よろしければ次巻でもお付き合いいただけると幸いです。

　また、本書を出版するにあたり、多くの方のお力をお借りしました。この場を借りて御礼申し上げます。相談や制作進行などを親身になって何から何まで助力していただいた編集の清水様、私のイメージ以上のワクワクする素敵なイラストを描いてくださったふーみ様、本文中を含め、本全体を幻想的で魅力あふれるデザインで彩ってくださったバルコロニー荒木様、また、学生時代、国語の点数が毎回大体１０点くらいの文章力なし太郎の私をサポートしていただき、しっかりと修正アドバイスをしてくださった校正様、本当にありがとうございました！

　また、たくさんの無茶を言ってしまったにもかかわらず、それでも「気にするな」と言って仕事を補うようにサポートし続けてくれた会社の上司のＹさん、Ｇさん、Ｓさん。同僚のＭ氏、Ｋ氏。また、プロジェクト内の皆様、本当に感謝しております。今度、腰を低くしてお茶を注ぎにいきます。

　そして何だかんだで体調を心配して連絡をくれるお父さん、お母さん、ゾンビ扱いしてくる兄上、いつもありがとうございます。

　最後に、今日まで支えてくださった読者の皆さま、本当にありがとうございます。

　今後もお付き合いいただけると嬉しいです。それではまた！


星月子猫
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